ほ 交 デイ カル 


QCTOBER 


抗 精神 病 剤 


Lonasen.Tape 


2. 禁忌 (次 の 患者 に は 投与 し な いこ と ) 

2.1 皆 睡 状態 の 患者 [ 皆 睡 状態 が 悪化 する お それ が ある 。] 

2.2 パル ビ ツ ー ル 酸 誘 導体 等 の 中 枢 神経 抑制 剤 の 強い 影響 下 に 
ある 軒 者 [中枢 神 経 抑制 作用 が 増強 され る 。] 

2.3 アド レナ リン を 投与 中 の 患者 (アド レナ リン を アナ フィ ラキ 
シー の 救急 治療 に 使用 する 場合 を 除く ) [10.1 参 照 ] 

2.4 アゾ ー ル 系 抗 真菌 剤 (イト ラコ ナゾ ー ル 、 ボリ コナ ゾー ル 、 
ミコ ナゾ ー ル (経口 剤 、 口腔 用 剤 、 注射 剤 ) 、 フ ルコ ナゾ ー 
ル 、 ホ ス フ ル コナ ゾー ル ) 、 HIV プ ロ テ ア ー ゼ 阻害 剤 (リト ナ 
ビル 、 ロ ピ ナビ ル ・ リ トナ ビル 配合 剤 、 ネル フィ ナビ ル 、 ダル 
ナビ ル 、 ア タ ザ ナビ ル 、 ホス アン プレ ナビ ル ) 、 コ ビ シス タッ 
ト を 含む 製剤 を 投与 中 の 患者 [10.1 参 照 ] 

2.5 本 剤 の 成分 に 対し 過敏 症 の 既往 歴 の ある 患者 


4. 効能 又は 効果 

統合 失調 症 

6. 用 法 及 び 用 量 

通常 、 成 人 に は プロ ナン セリ ン と し て 40mg を 1 日 1 回 貼付 する が 、 患 者 の 状態 に 応じ て 最大 
80mg を 1 日 1 回 路 付 する こと も で きる 。 な お 、 書 考 の 状態 に より 適 家 増 洲 す る が 、 1 日 量 は 


80mg を 超え な いこ と 。 本 剤 は 、 用 部 、 腹 部 、 背 部 の いずれ か に 貼付 し 、 24 時 間 ご と に 貼り 替え る 。 


7. 用 法 及 び 用 量 に 関連 する 注意 守 
プロ ナン セリ ン 和 経口 剤 か ら 本 剤 へ 切り 替え る 場合 に は 、 次 の 投与 予定 時 刻 に 切り 替え 可能 で 
ある が 、 患者 の 状態 を 十分 観察 する こと 。 切り 替え に 際 し て は 、 [臨床 成績 ! の 項 を 参考 に 用 時 
を 選択 する こと [17.1.2 参 照 ]。 本 剤 か ら プ ロナ ン セ リン 経口 剤 へ 切り 替え る 場合 
ン セ リン 卑 剤 の 用 法 ・ 用 つて 、 1 回 4mg、 1 日 2 回 食後 経口 投与 より 開始 し 、 


ロナ セン 


| 


業 価 基準 収載 | 


O ら 0mg 
30m 互 
40mg 


デー 


プロ ナン セリ ン 経 皮 上 収 弄 製 剤 
劇薬 ・ 処 方 箋 医薬 品 (注意 一 医師 等 の 処方 箋 に より 使用 する こと ) 


量 す る こと 。 な お 、 プロ ナン セリ ン 反 口 剤 と 本 剤 を 同時 期 に 投与 する こと に より 過 旦 投与 に な 
ら な いよ う 注 意 する こと 。 

8. 重要 な 基本 的 注意 

8.1 1 日 貼付 量 を 遵守 し 、 本 剤 の 貼付 量 は 必要 最小 限 と な る よう 、 悪 考 ご と に 慣 重 に 観察 し な 
が ら 調 郎 する こと 。 8.2 眠気 、 注意 力 ・ 集 中 力 ・ 反 射 運動 能力 等 の 低下 が 起こ る こと が ある の 
で 、 本 剤 使用 中 の 悪者 に は 自動 車 の 運転 等 危険 を 伴う 機械 の 操作 に 従事 させ な いよ う 注 意 す 
る こと 。 8.3 興奮 、 詩 大 性 、 敵意 等 の 陽性 症状 を 悪化 させ る 可能 性 が ある の で 観察 を 十分 に 
行い 、 上 化 が み ら れ た 場合 に は 他 の 治療 法 に 切り 替え る な ど 適 切な 処置 を 行う こと 。 8.4 本 
剤 の 使用 に より 、 高 血 糖 や 劉 尿 病 の 悪化 が あら われ 、 糖尿 病 性 ケト アシ ス 、 惑 尿 病 性 皆 
革 に 至る こと が ある の で 、 本 剤 の 使用 に 際 し て は 、 あら か じ め こ れ ら の 副作用 が 発現 する 場合 
が ある こと を 、 悪者 及び その 家 許 に 十分 に 説明 し 、 口 湯 、 多 飲 、 多 尿 、 吾 尿 等 の 症状 が あら わ 
れ た 場合 に は 、 直ちに 使用 を 中 断 し 、 医師 の 診察 を 受け る よう 、 指導 する こと 。 特に 糖尿 病 又 
往 歴 ある い は その 危険 因子 を 有する 加 者 に つい て は 、 血 勅 値 の 測定 等 の 観 宗 を 十 
こと 。 [9.1.5、 1 1.1.9 参 照 ] 8.5 本 剤 の 使用 に より 朗 膚 症状 が 発現 し た 場合 に は 、 
適切 な 処 徒 を 行う か 、 本 剤 を 休業 又は 本 剤 の 使用 を 中 止 する こと 。 8.6 光線 周航 症 が 発現 
する お それ が ある の で 、 衣服 で 杉 う 等 、 貼付 部 位 へ の 直射 日 光 を 避け る こと 。 また 、 本 剤 を 末 
が し た 後 1 一 2 過 間 は 、 貼付 し て いた 部 位 へ の 直 処 日 光 を 避け る こと 。【15.2.3 参 昭 ] 

9. 特定 の 背景 を 有する 患者 に 関す る 注意 

9.1 合併 症 ・ 必 往 歴 等 の ある 片 者 9.1.1 心 ・ 血 管 系 疾 器 、 低 血圧 、 又 は それ ら の 疑い の ある 
悪 才 一 過 性 の 血圧 降下 が あら われ る こと が ある 。 9.1.2 パー キン ソン 病 又 は レビ ー 小 体 
型 認知 症 の ある 悪者 備 体 外 路 症 状 が 悪化 する お それ が ある 。 9.1.3 て ん か ん 等 の 巡 軸 性 
疾患 、 又 は これ ら の 既往 歴 の ある 悪者 亜 因 半値 を 低下 させ る お それ が ある 。 9.1.4 自殺 
企図 の 既往 及び 自殺 念 上 を 有する 悪者 症状 を 悪化 させ る お それ が ある 。 9.1.5 糖尿 病 又 
は その 既往 産 の ある 悪者 、 ある い は 聴 尿 病 の 家族 歴 、 高 血糖 、 肥満 等 の 糖尿 病 の 危険 因子 を 
有する 加 者 血糖 値 が 上 昇 す る こと が ある 。 [8.4、 1 1.1.9 参 照 ] 9.1.6 脱水 ・ 栄 養 不良 状態 
等 を 伴う 身体 的 店 昧 の ある 悪者 悪性 症 怪 群 (Syndrome malin) が 起こ りや すい 。[11.1.1 
参照 ] 9.1.7 不動 状態 、 長 期 以 床 、 肥 潤 、 脱水 状態 等 の 悪者 入村 栓 症 、 静脈 血栓 症 等 の 
血栓 塞栓 症 が 報告 され て いる 。[1 1.1.7 参 照 】 9.3 肝 機 能 障害 患者 血 中 渡 度 が 上 昇 する 
お それ が ある 。 9.5 妊婦 妊婦 は 妊娠 し て いる 可能 性 の ある 女性 に は 、 治療 上 の 有益 性 
が 危険 性 を 上 回 る と 判断 され る 場合 に の み 使用 する こと 。 妊娠 後期 に 抗 精神 病 薬 が 投与 され 
て いる 場合 、 新生 児 に 過 乳 障害 、 傾 眠 、 呼吸 障害 、 振 戦 、 筋 栗 張 低下 、 易 刺 激 性 等 の 離脱 症 


4 り 醤 及び 届 内 物 の 症状 ) を 来 し 、 度 押 性 イ 

養 の 有益 性 を 考慮 を 検討 する に ら 場合 に は 、 使用 を 中 止 する な ど 適 

行 が 報告 され て いる 。 9. ] 床 試 験 は て い 11. 1.4 刈 選 ル モン 人 IADH)( 度 
4 尿 増加 


用 ルポ 

筋 肉 痛 、 説 力 感 
を 中 上 し 、 適切 な 処 半 
11.1.6 無 和 


10. 相互 作用 

本 剤 は 主として 還 物 代 有 本 CYP3A4 で 人 
忌 ( 併 用 し な いこ と ) アド レ ィ 

スミ ン ) [2.3 参 照 CYP3A4 


各 館 症 
天 


AST、ALT、 7-GTP、 ALP、 ピリ 
NL 吾 尿 


お 製 人 (スタ リ 


10. 2 全 用 意 ( 償 用 に 注 療 する こと ) 


昔 難 に 至る こと が ある 
測定 を 行う な 


e その 他 の 使用 上 の 注意 等 に し て は 、 製品 添付 文書 を ご 参照 


くだ さい 。 


製造 販売 元 (文献 請求 先 及 び お 問い 合わ せ 先 ) (製品 に 関す る お 問い 合わ せ 先 ) 
くす り 情 報 セ ンタ ー 
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ら Photobank / Adobe Stock 


STAFF 


(編集 

副 編集 長 @ 吉 良 伸一 郎 / 

小板橋 律子 / 加藤 勇治 / 山崎 大 作 / 
江本 哲朗 

記者 @ 宇 津 木 菜 緒 / 安藤 亮 / 

中 西 亜美 / 今 浦 仁美 


シニア エディ ターe 高 志 昌 宏 / 
平田 商 弘 / 関本 克 宏 / 内 山 郁 子 


【 広 告 

広告 部 長 人 伊藤 玉 
担当 部 長 @ 水 野 稔 / 滝沢 貴士 

上 田 修一 郎 / 伽 邦昭 / 劉 澤 久仁 子 / 
山本 洋右 / 笹川 / 布 留 川 正裕 / 
宇野 哲郎 / 油 川 議 / 中 嶋 信 矢 / 
藤田 恵美 / 岡田 慎太郎 / 佐藤 泰 一 
プロ デュ ー サ ー@ 遍 島 銘 

【 販 売 】 

販売 部 長 人 福島 正大 
担当 部 長 @ 浜 井 

市 川 立 章 

【 デ ザイ ン ・ 制 作 】 

LaNTA 


各 領 域 の 165 名 の 専門 医 が 、 
最新 ガイ ドラ イン に 基づき 診 
断 ・ 治 療 を 分 か りや すく 詳説 


誠 エ ry セッ シャ ルズ 05 な 8w マ ズ い 
全 を みる 殺 多 サイン を よ 医 | 
ルー ル > マ ナー 


症候 学 の ポケ ッ ト 版 マニ ュ ア 
ル 。 2020 年 度 か ら の 新 ・ 医 師 
臨床 研修 制度 に 完全 対応 


医師 に 群がる 悪い や つら "か 
ら 身 を 守る た め に 、 お金 の マ 
ナー と ルー ル を 身 に 付け よう 


で Satss 


病院 の 中 で 社会 人 と し て うま 
く 立 ち 回 り 、 医師 らし く 振 る 
舞う た め の 「 お 作法 」123 選 


2020.10 NIKKEI AEDICAL 


005 
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者 さん を 支え る 先生 を 
院 建築 で 文 え を ます 。 


【』 


ピン 
医院 ・ 福 祉 ・ 施 設 建築 5.000 件 以上 の 実績 * 


WiTHWDOCTORS 


地域 包括 ケア の 構築 が 進む 中 、 最 前 線 で 思 者 さん を 支え る 診療 所 の 役割 が ます ます 重要 と な り 、 そ の 期待 は 増す ば か り で す 。 
三井 ホー ム は これ まで に ご 自宅 や 医院 の 建築 に お いて 、15,000 人 を 超え る ドク ター の ご 要望 に お 応え し て まい り ま し た 。 
これ か ら $ ゃ 医院 建築 を 通じ て 培っ て きた 独自 の ソリ ュー ショ ン で 、 先 生 の 開業 を 支え ます 。 


主 4 


』 
※ 三 井 ホ ー ム グル ー プ に よる 医院 ・ 福 社 ・ 施 設 建 築 の 実 貫 (2018 年 12 月 現在 ) 


憧れ を 、 か た ち に 。 
三井 ホー ム 株 式 会 社 ドク ター ズ デ スク 正 


受付 平日 | に si 三 N ルー ザ プ 
m0120-93-4311eh) 本 講 暫 細 三井 ホー ム HH 動産 プル ー ブ 


本 社 〒163-0453 東京 者 新宿 区 西新 宿 2-1-1 新 宿 三井 ビル 53 階 MITSUIHOME 


日 経 メ ディ カル Online か ら 
1 


出題 と 解説 : 山口 哲生 (新宿 つる あか め ク リ ニ ッ ク ) 


上 の 胸部 X 線 写真 で 異常 陰影 を 指摘 せよ 。 


了 ys- 角谷 は 、 日 経 メ ディ カル Online で こ 確認 < だ さい 。 
会 員 登 録 (無料 ) すれ ば 、 そ の 場 で 解答 や 解説 を ご 覧 いた だ け ま す 。 


e 解答 ・ 解 説 バ ページ へ は こち ら か ら * スマートフォン か ら は 
https://nkbp.jp/xray2010 ーー = 
< Google 検 索 や Yahoo! 検 索 か ら も アク セス で きま す 


に 
日 経 メデ ィ カル 566706 


回 
※ 新規 に 会 員 登 録 する 方 は 、 画 面 に 表示 され た 「 会 員 登録 」 の ボタ ン か ら お 進み くだ さい 。 
完全 無料 ! た っ た う 分 で 簡単 登録 ! メー ル ア ド レス を お 手元 に ご 用 意 く だ さい 。 


日 経 メ ディ カル Online に は 、 

胸部 X 線 写真 を モニ ター 上 で 

部 分 的 に 拡大 し た り 、 
写真 の 濃淡 を 調節 し な が ら 
読影 で きる 仕組 み を 搭載 し て いま す 。 
ぜひ お 試し くだ さい 。 
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誘致 活動 費 の 支援 * 経費 の 支援 * 

(150 万 円 一 600 万 円 ) プロ モー ショ ン 支 援 (400 万 円 て 1 億 1.300 万 円 9 
立候補 書類 の 作成 都内 観光 ツア ー や 日 本 文化 
都 知事 の 支援 レタ ー 手 配 体験 等 提供 * 

る その 他 ツ ー ル 等 貸出 ・ 提 供 


材 費 ・ 


https://businesseventstokyo.org/ja 


患者 か ら 「 死 に た い 」 と 


医師 


実 鷺 床 に 従事 し て いる 医師 
5705 人 


に 聞く 


われ た こと は あり ます か ? 


NI 


筐 共感 的 に 対応 し つつ も 、 まず は 「 死 ん 
で ほし く な い 」 こと を 伝え る 。 本 人 が ど 
うし て 死に た いと 思っ て いる の か 傾聴 
し 、 寄り 添う 姿勢 を 見 せる こと が 大 切 だ 
と 思う 。 (20 代 診療 所 動 務 医 、 精 神 科 ) 


筐 初め て 会 っ た 人 に 「 死 に た い 」 と 言わ 
れ て 、 十分 な 対応 が で きる 自信 は な い 。 
その 言葉 を 言わ れる 前 に 、 患者 背景 、 性 
格 、 病 状 を 十分 に 理解 し 、 患者 と の 関係 
を 良好 に 築い て お く こ と が 大 事 に な る 。 

(40 代 病 院 勤務 医 、 泌 尿 器 科 ) 


短 対人 関係 の パタ ー ン 、 信念 、 解釈 の ク 
セ 、 経 清 的 状況 、 孤独 と いっ た 患者 本 人 
の 情報 が まず 必要 。 

(50 代 病院 勤務 医 、 精 神 科 ) 


人 私 の 場合 、 高齢 の 患者 か ら 「 も う 十 分 
生き た か ら 」 と いう 流れ で 「 死 に た い 」 と 
言わ れる こと が ほとん ど 。 楽し み を 一 緒 
に 見 つけ る 努力 を し 、 「 寿 命 は 神様 が お 
決め に な る の で 、 大 事 に 過ごし まし ょ う 」 
と 励ま す よ うに し て いる 。 

(60 代 病院 勤務 医 、 一 般 内 科 ) 


筐 「 死 に た い 」 は 、 実 は 「 死 に た いく らい 
つら く な っ て いる 」 こと で ある と 、 換言 ・ 
共有 し 、 話 を 進め て いく 。 

(30 代 病 院 勤務 医 、 精 神 科 ) 


介 背景 に 介入 すべ きか 、 ライ フレ ビュ ー 
を すべ きか 、 受 け 止め る だ け に すべ き 
か 、 患者 に よっ て 色々 な 方 法 が ある 。 

(30 代 病院 勤務 医 、 脳 神経 内 科 ) 


科 まず は 自分 の 価値 判断 を 加え な いよ 
う 気 を つけ な が ら 傾 聴 する 。 状況 に よっ 
て は 、 死 ぬこ と を 具体 的 に 計画 し て いな 
いか どう か も 尋ね つつ 、 解 決 を 無理 に 女 
が な いよ うに する 。 

(50 代 病院 勤務 医 、 緩 和 ケ ア 科 ) 


倫 希 死 念 上 そ の も の は 否定 せ ず に 、 気 
持ち を 承認 する 。 そし て 、 気持 ちの 背景 
の 言語 化 を 助け る 。 1 人 で 抱え 込ま ず 、 
緩和 ケア チー ム 、 精神 科 医 、 家族 な どの 
協力 者 を 増やし て 対応 する 。 

(30 代 診療 所 勤務 医 、 消 化 器 内 科 ) 


他 の 自由 意見 に つい て は 、 回 国 
こち ら か ら ア クセ ス で きま す 。 店 叶 
https:/nkbpjjp/2GbEPdi 敵 s 


て 調査 概要 > 日 経 メ ディ カル Online 医師 会 員 を 対象 に 2020 年 8 月 24 日 一 30 日 、 ウェ プア ン ケー ト を 実施 。 有効 回 答 者 数 は 5S906 人 で 、 @ 
実 共 床 に 携わる 5705 人 を 分 析 対 象 と し た 。 対象 者 の 内 訳 は 、 病 院 動 務 医 72.8 96、 診 療 所 動 務 医 12.39% 開業 医 12.4 9% な ど 。 
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日 経 メ ディ カル 


0nline 
PICK UP 


オン ライ ン ビッ クア ッ プ 


010 


今月 の 注目 記事 


ーー 


REPORT 


どう する ? 今冬 の 
イン フル エン ザ 予 防 接種 


新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 (COVID-19) の 流行 が 続く 中 、 今 科 は イン フル エン ザ と 
COVID-19 の 同時 流行 が 懸念 され て いま す 。 そこ で 、 日 経 メ ディ カル Online の 医師 
会 員 を 対象 に ウェ ブ で アン ケー ト を 実施 。 開業 医 を 中 心 に 、 今 科 の イン フル エン ザワ ク 
チン の 需要 増 を 見 据え た 予防 接種 時 の 対応 と 院内 感染 対策 に つい て 聞き まし た 。 


今月 の お すす め コラ ム 
NKK ミス ミス ミド トミ ミミ ミミ スミ ミミ ミミ トミ ミミ ミミ ミト ミミ ミミ ミミ ミミ ミミ ミミ ミ ミミ ミミ ミミー 了 まま ミミ ミミ ミミ スミ ミミ メス ョ ます 】 


還 声 


ST 
| _38 貞 、 ck 


/100 点 


細 原 陽子 の クリ ニッ ク 竹 面 詞 査 ルポ 


ウィ ズ コ ロナ 時 代 に 確認 
し た い 「 電 話 の マナ ー]」 


電話 応対 へ の 苦情 が 相次い だ 、 ある 皮膚 科 
クリ ニッ ク で の 政 面 調査 の 結果 を 紹介 し ま 
す 。 ウィ ズ コ ロナ 時 代 は 、 電話 で 診療 時 間 や 


谷口 恭 の 「 梅 田 の GP が どう し て も 伝え た いこ と 」 
ベン ゾ ジ ア ゼ ピ ン 依 存 症 、 
最強 の "治療 "と は ? 

ポラ ンティア 医師 と し て タイ の エイ ズ ホ スピ 


ス に 赴 い た と き に 出会っ た 「 ド クタ ー・ ジ ェ ー 
ン ] に 学ん だ こと が 、 谷口 氏 の 「 ベ ン ソ ジア せ ゼ 


| 診療 内 容 の 問い 合わ せ を 受け る 機会 が 増え ビン 依存 症 の 最強 の 治療 ] 確立 に 役立っ て い 
【 る た め 、 マ ナー に 注意 が 必要 で す 。 る と 言い ます 。 
晶紀 2 MS ー ク 〇 終 阜 市 民 病院 の 西 二 和 彦氏 に 聞く 唱 一 「 頭 痛 外 来 研修 道場 」(9/9) 
医師 アク セス ラン キン グ 5) 6 E 『 
2020 年 8 月 26 日 一 9 月 25 日 2 ロー 
で な い - 
四 」 
DESGRE (9715) 昌一 本 6 夫 え 10357 尾田 済 太 郎 の 「CT の 上 手 な 使い 方 、 数 えま す ] (9/14) 
CA ako722ne 医師 は 患者 を 人 CT 検査 で の 偶発 所 見 に まつ 
ほめ て は いけ な い わる 不都合 
の スリ ン 抵 抗 性 と 分 泌 不全 の 両方 
を 午 する 新庄 (976) 対談 〇 コロ ナ 肺 災 の 実像 に 迫る 【 そ の 1】(8/27) 箇 0BHNTIGOMMID と 
新 機 序 の 糖 尿 病 治療 薬 イ メ コロ ナ 肺 炎 の 改善 or 悪化 は 二 生 和 科 な 半 間 
グリ ミン が 登場 間近 CT 像 で 予想 で きる 
回 
対 用 の コロ ナ 訪 炎 の 実像 に 人 る 【 そ の 2】(8/31) Dr.K の 「 医 師 の た め の バ リュ ー 投 次 戦術 」(9/11) 
コロ ナ 肺 災 が 急変 し 訴訟 リス ク に 備え よ 
和 42 て 押入 て 医 賠 責 の 限界 を 知る て 


日 経 メ ディ カル Online へ の 会 員 登録 (無料 ) は お 済み で すか ? 


日 経 メ ディ カル Online は 、 医 療 ・ 医 薬 関係 者 を 対象 と し た 無料 の 会 員 登録 制 サ イト で す 。 日 常 診 療 
に 役立つ 肪 床 の 話 題 や 診療 所 経営 に 役立つ ニュ ー ス な ど 、 様々 な 記事 を 毎日 配信 し て いま す 。 医師 
会 員 と し て 登録 いた だ く こ と で 、 全て の コン テン ツ を ご 覧 いた だ け ま す の で 、 ぜ ひご 登録 くだ さい 。 
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日 経 メ ディ カル Online に 掲載 し た 話題 の 記事 を 紹介 し ます 。 


ここ に 掲載 し た オン ライ ン 記 事 に は 、 こ ちら か ら ア クセ ス で きま す 。 


https://nkbp.jp/202010-pu 


@ 衣 説 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 古 - 参 療 の 手引 ・ 第 3 版 @ Lancet 誌 か ら 
COVID-19 臨床 像 拡充 、 中 等 症 の 治療 修正 COVID-19 患者 の ARDS は 
原生 労作 新型 コロ ナウ イル ス 感 古 従来 の 患者 と 違う の か ? 
ea 対策 推進 本 部 は 9 月 4 日 、COVID-19 
sa 診療 の 手引 き 』 の 第 3 版 を 発表 し ま NM 前 
| き nm し た 。7 月 17 日 に 公表 し た 第 2.2 版 COVID-19 患者 の 悪化 を 
を 改訂 し た も の で 、 この間 に 積 みあ 予測 する マー カー 
が っ た 知見 を 反映 させ て いま す 。 
@ AMA 誌 か ら 
ステ ロイ ド は 重 篤 COVID-19 
患者 の 死亡 率 を 減少 
@ 玉 判 官 が 語る 医療 訴訟 の 実像 @ NEWS HoloLens に 達 く 区 れ た 主 者 を 3 次 元 @ シリ ー ズ の 〇 新興 感 下 
説明 義務 違反 に よる 賠償 、 = 生き 英 AZ 社 、 新 型 コロ ナ ワ クチ ン 
ー 順天堂 大 が 3 次 元 オ ン ラ イン 4 
| 国 で 
裁判 所 は こう 判断 する 診療 シス テム を 開発 の 英国 で の 臨床 試験 を 再開 
人 @NEIM 誌 か ら 中 人 @ NEW 医療 機関 ・ 利 用 者 と も に 無料 で 利用 
Iournal of Pediatrics 誌 か ら 可能 な 「LINE ドク ター」 を 提供 
N の COVID-19 
AE 示 だ な 民 験 無 症候 の 小児 で も COVID-19 LINE、11 月 か ら オ ン ラ イン 
の 感染 源 に な り 得る 診療 サー ビス 開始 
人 @ 珠 師 寺 泰 民 の 「 だ か ら 救 急 は お も し ろ い ん よ 」 
人 @ 記者 の 明 @ NEWSO 厚 労 省 、 電話 や 情報 通信 機器 を 用 い 
エア ロ ゾ ル ボ ックス は 感染 防 た 診療 の 事務 連結 を 発出 
四 の 更 儀 に 参列 し な か っ た 
御 に 逆 効果 本 の オン ライ ン 初診 、 生 負 方 の 要 
件 守ら な い 医 療 機 関 を 指導 へ 
人 @ 記者 の 眼 
電子 署名 が 電子 処方 箋 の 
運用 の 妨げ に な ら な いか 
@⑯ イン タビ ュー 〇 コロ ナ 診 療 体制 の 構築 で は 名医 AS 
師 会 の リー ダー シッ プ が 問わ れる 。。 中 国 の SARS-CoV-2 不 活化 ワク チン の 中 間 解 析 
か か りつ け 医 一 丸 で コロ ナ 疑 SARS-CoV2 を 対象 に 中 国 
い 患 者 の 診療 を Sinopharm 社 が 開発 中 の 、 全 粒 子 不 
活化 ワク チン の 安全 性 と 免疫 原 性 を 
@ 徐 療 所 マネ ジメント 実 器 記 検討 する フェ ー ズ 1 試験 と フェ ー ズ 2 
ト に 過 だ | に 試験 の 中 間 解析 が 報告 され まし た 。 
付け の プロ 生ん だ 内 生計 
ー 験 へ 進め る こと が 検討 され て いま す 。 


@ 
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WHAT IS 
AVAXHUME? 


the biggest Internet portal, 
Droviding you various content: 
較 較 brand new books, trending movies, 
fresh magazines, hot games, 
recent software, latest music releases. 


Unlimited satsfacton one low price 
Cheap constant access to piping hot media 
Protect your downloadings from Big brother 

Safer, than torrent-trackers 


18 years of seamless operation and our users'satsfaction 


All languages 
Brand new content 
One site 


AvaxHome - Your End Place 


We have everything for all of your needs. Just open https://avxlive.icu 


COVID-19 
RESPUESTA 


さい 
(3⑳9 


「 圭 命 を 全う する 直前 まで 国民 が 健康 に 暮らせ 
る 世界 最初 の 搬 立 国家 に な ろう 」 と いう 言 を 2013 
年 に 出し まし た 。 人 生 半 ば で 搬 を 加 っ て も 、 失 明 し 
で や 回 復 で きる よう に 、 世界 各 地 で ヘル スケ ア 研 究 
同 革 の 事業 化 を 主 導 す る DHCT を 組成 。 米 ポス ト 


E 成 させ まし た 。 玉 食品 医薬 品 局 (FDA) 


急便 用 認 可 を 取得 し て 洛 包 中 で す 

西海 屋 の 拠点 は 10 用 に PCR や 抗体 査 と 異 な 
る 最新 技術 で 感 入 症 を 正雄 に 検査 で きる 携帯 装置 
を 完成 させ ます 。 際 洪 に よる 診断 が 可能 で 、 所要 
時 間 は 20 分 届 各 度 。 コロ ナ の 判別 が 毎日 可能 に な 
り 、 経済 ・ 安 全 の 責 を 実現 で きま す 。 様 々 な 病気 
を 自宅 で 検査 し 、 イ ンタ ーネット を 経由 し て 結果 を 医 
師 に 送る こと で 道 際 診 断 の 現実 味 が 増す と 同時 に 、 
全体 の 費用 は 大 幅 に 下がり 、 診療 報 前 の 引き 上 げ 
と 加 者 負担 の 幅 減 が 同時 に で きる よう に な り ます 

我が国 の 創 素 国 際 競 争 力 を 高め る た め の 視 度 


一 緊急 広告 特集 一 


が ん ば れ ! ニッ ポ : 


ン の 医療 


持続 可能 な 社会 の た め に みん な で 考え よう 


政府 の 旅行 支援 事業 「Go to トラ ベル 」 の 一 方 で 、 


イノ ベー ショ ン も 進め ます 。 例 えば 、 遺伝 子 治療 で 
- 重 基 整 と な っ て いる 法律 と 指針 を 合 し 、 一 作 
用 が 少な く 、 あ ら ゆ る 冶 に 効果 が 期待 で きる ウイ ル 
療法 や 、WT1 免 疫 擦 法 な ど を 本 承認 と する 実 
例 を 作る べき で す 。 カルタヘナ 法 か ら 医 甘 品 開発 
を 除外 する こと で 開発 期間 も 開発 費用 も 大 幅 に 軽 
洲 で きる の で 、 先 端 治療 を 愚者 に 安価 で 届け られ 
る よう に な り ます 。 

コロ ナウ イル ス 対 策 で は 高 体 価 を 持つ 回 復 者 
血 治療 で 死者 を 大 幅 に 減ら せま す 。 リ クチ ン 間 
発 と 違い 制度 改革 きえ すれ ば 、 今 すぐ に で も 可能 
で 確実 な 立法 で す 。14 年 に 実現 し た 「 条 件 ・ 期 限 
付 早期 承 認 制度 」 の 適用 を 拡大 し 、 新 や 治療 法 
を 次 々 と 創出 で きる よう に し な けれ ば な り ませ ん 。 毎 
年 11 朋 日 本 政府 と 国連 経済 社会 理事 会 の 特別 
協議 資格 を 持つ 米国 の アラ イア ンス ・ フ ォ ー ラ ム 財 
団 が 披 術 と 制度 の 新しい 流れ を 発表 する WAFSF 
を 和 逃し て は な ら な いで し ょ う . 


複数 の 自治 体 が 都 道 府 県 を また ぐ 移 動 自 下 を 呼び か けた 今 
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を 提唱 。 そ の た め の 社 会 の 仕組 み を 構築 し て いく べき だ と 主張 し まし た 。 


創 薬 の 競争 力 向上 急務 
き 法 と 制度 の イノ ベー ショ ン 推 進 


内 閣府 参与 日 米 が ん 反 減 サミ ッ ト 2020 大 会 会 長 原 丈人 氏 
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日 本 は 今 、 コロ ナ と いう 新しい 災 補 に 苦し ん で い 
ます が 、 医療 防災 と いう 広い 視野 で 考え る と 、 こ 
の 四半 世紀 に 2 つの 変化 が あり まし た 。 情報 環境 を 
一 変 きせ た 携 半 電話 ・ ス マ ホ の 普及 と 、 確 実に 国 
民 へ 食べ 物 を 届け られ る コン ビニ の 広がり で す 。 た 
だ 今後 、 コ ロナ より 到 死 率 の 高い ウイ ルス が 避 入 し 
で くる 可能 性 が あり ます 。 今 は そう し た 幅広 い リ スク 
へ の 対応 を 問わ れ て いる 局面 に あり 、 日 本 の 医療 ・ 
防災 力 を 高め る た め に 産 素 基 骨 を どう する か 、 とい 
う 梓 点 が 求め られ て いま す 。 

戦後 本 が 作り 上 げ 生産 力 モア ル は 効率 
人 に 外貨 を 稼い で 代 か な 国 に な る と いう 意味 で 一 定 
の 機能 を 果たし まし た 。 し か し 、 今後 生 首 
力 モデ ル を 超え て 、 国民 の 安全 、 安心 安定 、 幸 
福 を も た ら す こと を ター ゲッ ト に し た 産業 基 般 を 作る こ 
と が 必要 不可 欠 で す 

日 本 総合 研究 所 は 4 月 、 日 本 医師 会 の シン クタ ン 
2 と 連携 し て 「 医 療 月 震 を 防止 する 緊急 提言 ] を ま と 


医療 ・ 防 災 力 の 向上 へ 
で 国民 参加 で 産業 基盤 づく り を 
5 日 本 総合 研 究 所 会長 寺島 実 郎 氏 


( ぷ 秋 


年 は 、 帰 


省 ラッ シュ が 起き な いと いう 異例 の 夏 と な り ま し た 。 先 が 読め な い 「 コ ロナ と の 戦い 」 の 中 、 日 本 総合 研究 所 の 寺島 実 郎 会 
長 と 、 内 閣府 参与 で 日 米 が ん 撲滅 サミ ッ ト 2020 大 会 の 原 丈人 会 長 は 、 国 民 全 体 の 「 安 心 ・ 安 全 ・ 健 康 」 を 実現 する 必要 性 


(日 本 経済 新聞 2020 年 8 月 31 日 掲載 ) 


め ま し た 。 マ スク や 防護 服 、 代 中 器 な ど 医 近 
現場 を 月 壊さ せな いた め の 資 材 ・ 機 器 に つい て フィ 
ー ル ドリ ー ク を 行 、 工業 生産 力 モ デル の 
果 、 争 力 を 失っ た 産業 を 
海外 に 依存 する シス テム が で き 上 が り 、 そ うし た 製 
唱 が ほとん ど 国 産 化 で き て いな い 実 情 が 分 か り まし 
た 。 パン デミ ッ ク (世界 前 大 流行 ) と な れ ば 各国 は 自 
国 を 優先 し ます 。 国 民 の 最低 限 の 安心 ・ 安 全 を 確 
保 で きる 資材 を 国産 化す る シス テム を し っ か り 設 計 
する と いう 方 向 感 が 重要 で す 。 

例え ば 各 県 1 つ ずつ 、 | 道 の 駅 」 に 備 益 、 検査 、 
医療 な ど 急 遵 難 的 な モノ を 凝縮 し た 防災 提 点 を 
購 き 、 コ ン テ ナ な ど で 機動 性 も 持た せる 構想 な ど 、 
産業 力 を 結集 し て 実現 で きれ ば 、 輸 出産 業 と な る 
可能 性 も あり ます 。 日 本 人 は 受け 身 意識 が 強い で 
す が 、 参 四 意 識 を 高め る た め に も 、 ク ラウ ド フ ァ ン デ 
ィング の 仕組 み を 活用 する な ど 、 で きる だ け 多 く の 参 
加 主体 を コー ディ ネー ト し て いき た いと 思っ て いま す 。 


新型 コロ ナウ イル ス と の 闘い は 続い て いま す 。「3 密 」 


回 選 な ど に 関す る 意識 は 定着 し 始め 、 自 治 体 と 医療 機関 の 連携 も 


vV 
進ん を で いま す が 半 面 、 差別 や 偏見 、 過剰 な 自粛 の 強要 な ど 新 た な 問題 発生 し て いま す 。 長期 的 な 視野 で の 人 材 育成 な ど 、 
19| 依然 と し て 多く の 課題 も 残さ れ て いま す 。 


の 
賜 や 


北九州 市 で は 、 新型 コ ロナ ウイ ルス の 
感 涼 状況 が 全国 的 に 落ち 着い て いた 5 月 
示 か ら 感 染 の 再 拡大 が 始ま り ま し た 
の 全国 どこ で も 起こ り 得る 感染 に 対し 、 
市 で は 医療 関係 者 と 上 緊 審 な 意見 交換 を 進 
め ま し た 。 ま た 医師 会 と の 協 働 に よる 新 
た な PCR 検 在 モ セン ター の 設置 な ど 、 感 染 
者 の 早期 玩 見 ・ 早 期 治療 を 着実 に 実施 し 、 
感染 拡大 を 押え 込ん で きま し た 。 
これ も ひと え に 、 医 療 関係 者 の 皆様 の 
尽力 を は じ め 、 市 民 ・ 市 内 事業 者 の 皆 
様 の ご 理解 ・ ご 協力 の 賜物 で ある と 思っ 
て お り ま す 。 深く 感謝 申し 上 げ ま す 。 

北九州 市 で は 、 日 々 、 最 前 線 で 対応 い 
た だ いて いる 医療 関係 者 の 皆様 に 、 少 し 
で も 安心 し て 業務 に 取り 組ん で いた だ け 

よう に 、 市 独自 の 特別 給付 金 や 宿 消 費 
の 助成 な ど を し て いま す 。 ま た 悪者 受入 
れ に 対す る 給付 、 保 育 園 が 臣 時 休園 する 
場合 の 代 奉 保育 の 提供 な どの 様々 な 支援 


「 オ ー ル 北九州 」 で 
医療 関係 者 と の 連携 強化 
北九州 市 長 北橋 健治 氏 


策 も 実施 し て いま す 。 

きら に 市 民 ・ 企 業 ・ 団 体 の 皆様 か ら 寄 
付 し て いた だ いた さま ざま な 支援 物質 
を 、 応 援 の 声 と と も に 、 市 か ら 医 療 機関 
に 送り 届け る な ど 、 民 間 も 含 め た 支援 の 
ネッ トワ ー ク も ゃ 構築 され て きま し た 

新型 コロ ナ の 拡大 防止 の た め に は 、 私 
た ち が 思 いや り の 心 で 、 今 で きる こと を 
着実 に 実践 し て いか な けれ ば な り ま せ 
ん 

北九州 市 で は 、「 外 出す る と き は マス 
ク の 着用 ] な ど 感 染 予 防 の た め の 5 つ の 行 
動 目 標 を 掲げ て 、 市 民 一 丸 と な っ て 取り 
組ん で いま す 。 

今 も 予断 を 許さ な い 状況 が 続い て いま 
す 。 し か し 、 こ れ か ら も 「 オ ー ル 北九州 」 
体制 で 総力 を あげ て 、 命 を 守る 最前 線 で 
日 夜 却 力 され て いる 医療 現場 の 皆様 を 支 
え 、 こ の ウイ ルス と の 戦い に 全力 を 尽く 
し て まい り ま す 。 


ド :: 


溢 聞 . 間 S 滞 人 Q 呈 弄 yrY 窒 器 員 の 語 人 半 


(日 本 経済 新聞 2020 年 9 月 15 日 掲載 ) 


関係 者 へ の 差別 ・ 偏 見 を な くそ う ! 
に 戦略 的 な 人 材 育成 を 


で 日 本 感染 症 学会 理事 長 / 東 邦 大 学 教授 鉛 田 一 博 氏 


新型 コロ ナウ イル ス に は 医師 だ け で な く 、 
看護 師 や 検査 技師 、 事 務 方 な ども 含め た 
医療 関係 者 が 大 変 な 状況 の 中 で 対応 し て 
くれ て いま す 。 と ころ が 、 そ の 関係 者 に 対 
する 差別 や 偏見 が 非常 に 大 きく な っ て いま す 。 

第 1 波 、 第 2 波 と 経験 する 中 で 、 み ん な 
ある 程度 、 新 型 コロ ナ に 慣れ て き て いま す 
が 、 そ の 一 方 で 差別 、 偏 見 は 増幅 し た 形 
で 出 て き て いま す 。 こ れ を 何と か 国民 全体 
で 対 短 し て いか な けれ ば いけ な いと 思い ま 
す 。 メ ディ ア に も 「 差 別 ・ 偏 見 を な くそ う 」 と 
いう メッ セー ジ を も っ と 人 ほし いと 思い ま 
す 。 

専門 医 の 育成 も 大 き な 課 題 で す 。 感 菜 
症 に 関し て は 指定 医療 機関 で も 専門 家 が 
いな いと ころ が ある と いう 現実 が あり ます 。 
し か し 「 新 型 」 と 呼ば れる よう な 感染 症 に 対 
応 す る と き に は 、 訓 練 を 受け 、 経 験 の ある 
医療 従事 者 が いれ ば 、 も っ と 効果 的 に 対応 
で きた か も し れ ま せん 。 今回 の 新型 コロ ナ 


の 次 に 、 ま た 新しい 病原 体 が 出 て くる 可能 
性 が あり ます 。 そ れ に 備え る 意味 で も 専門 
の 医療 従事 者 を 戦略 的 に 育て て いか な け 
れ ば な ら な いと 思い ます 。 

医療 崩壊 を 起こ き な い ため に は 、 ヒ ト の 
問題 に 加え 、 ハ コ 、 モ ノ 、 さ きら に お カネ の 問 
生 に も 対処 する 必要 が あり ます 。 感 染 者 が 
積み 重なっ て いる 中 で 、 受 け 入れ 施設 ( ハ 
コ ) を 何と か 増やそ も うと し て いま す が 、 や は り 
- 度 、 感染 者 数 を 下降 傾向 に も っ て いか な 
いと 立ち 行か な く な り ま す 。 モ ノ に つい て は 、 
医療 従事 者 用 マス ク や ーー 部 の 薬 な ど は 米 
国 や 中 国 か ら の 輸入 に 頼っ て いま す 。 こ う 
し た 産業 を 国内 で 育成 する 必要 が ある で し 
ょ 2。 
また 新型 コロ ナ 串 者 を 受け 入れ る ほど 医 
療 機関 が 赤字 に な っ て し まう と いう 問題 が 起 
き て いま す 。 国 も 考え て くれ て いる よう で す 
が 、 収 入 が 減っ た 分 は 財政 的 に 支援 し て く 
れる 制度 が 必要 だ と 考え て いま す 。 


ーーーー 私 た ち は ニ ッ ポ ン の 医療 現場 を 応援 し ます 一 一 一 一 一 


日 本 通運 / 立 飛 ホ ー ル ディ ング ス / 高 砂 熱 学 工業 産業 タイ ムズ 社 プ ヤマ シン フィ ル タ / 共 同 印刷 プン エア ・ ウ ォ ー タ ー 
重松 製作 所 / ア イ ホ ンプ アキ レス KAZEN ホ ー ル ディ ング ス ノ TKC プ イン ター セン トラ ルプ アイ ン : 
ツムラ ン あ ん し ん 財団 小津 産業 日 本 調剤 第 一 生命 保険 第 プロ ンティア 生命 保険 / ネ オフ. 
セイ コー ホー ルディ ング スン ノ 白 元 ア ー ス プサン ワー ド 質 易 須賀 工業 東和 薬品 /TSI ホ ー ル ディ ング ス 三 谷 産業 日 本 コー プ 共 済 生 活 協同 組合 連合 会 
* "日 本 ペク トン ・ デ ィ ッ キン ソン 佐島 グル ー プ / 日 本 製 薄 工 業 協会 リン 


コロ プラ スト 朝日 イン テッ ク プ コニカ ミノ ル タ プ ワタ : ン 
朝日 生命 保険 日 清 医 療 食 品 プ J-POWER (電源 開発 ) カネカ" 竹中 エン ジニ アリ ング / 日 本 ベイ ント ホー ルディ ング ス / 日 本 テク ノロ ジー ソリ ュー 


大 日 本 住友 製 式 / 


ラリ ス ・ ジ ャ バン 詞 研 栄 研 化学 総合 メデ ィ カ ル ホ ー ル ディ ング スン 
"ルディ ング ス 帝 人 ファ ー マ プ アラ イド テレ シス メデ ィ バ ル ホ ー ル ディ ング スプ テル モア ルフ レッ サ ホー ルディ ング ス 
ー ス ト 生 命 保険 竹虎 ホー ルディ ング スプ スリ ー エ ム ジャ パン / ホ ギ メ ディ カル シッ プ ヘ ルス ケア 


ルディ ング スン 


/ メ ディ キッ ト / 朝 日 土地 建物 日 医 リ ー ス 佐川 印刷 ン 
タツ / 伊 藤 忠 テ クノ ソリ 
ショ ンプ エム ・ ア ー ル ・ ピーン 日 経 BP/ 日 本 経済 新聞 社 


ショ ンズ / 三菱 ケミ カル ホー ルディ ング スン 


掲載 各社 の ご 協力 に より 、 本 広告 企画 の 収益 の 一 部 を 国立 国際 医療 研究 セン ター、Gavi ワ クチ ン ア ライ アン ス 、CEPI( 感 古 行 対策 イノ ベー ショ ン 連 合 ) に 寄付 させ て いた だ きま す 。 
お 問い 合わ せ 先 /Cm-event1@nex.nikkei.CO.jp 


本 特集 で は 随時 、 応 援 企業 を 募集 し て いま す 。 


MEDT QUIZ mw ラ 5。 


【 胸部 X 線 】 (n=1804) 


60 歳 男性 。 労作 時 息切れ 、 右 胸痛 


5 年 前 に 前 医 で 右 中 皮 腫 
が 疑わ れ 、 右 胸腔 鏡 下 生 検 
が 行わ れ た が 悪性 所 見 は な 
く 、 その 後 の 画像 所 見 に も 
大 き な 変化 は な か っ た 。 2 
年 前 か ら 労 作 時 息切れ 、 軽 
度 の 右 胸痛 が 出現 。 転居 し 
た た め に 、 この た び 当 院 を 
受診 し た 。 発熱 、 咳 左 は な 
い 。 喫煙 歴 は 1 日 10 本 を 5 
年 間 で 、23 年 前 か ら 禁 煙 し 
て いる 。 

来院 時 の 胸部 聴診 で は 
右 呼 吸音 減弱 ある も ラ 音 
は 聴取 し な か つっ た 。 

検査 所 見 は 白血球 数 
6700/L、Hb 16.7g/dL、 
血小板 数 14.3 万 /L、CRP 
0.9mg/dL、 CEA 1.2ng/ 
mL。 AST、ALT、LD (LDH) 
は 正常 。 


写真 1 当 院 受診 時 の 胸部 単純 X 線 写真 


問 1 

可能 性 が 高い 疾患 を 2 つ 選 べ 。 
加 肺 

肺 線 症 

中 度 上 

円形 気 肺 

上 及 


クイ ズ の 正答 率 は 、 日 経 メデ ィ カ ル Online で の 医師 会 員 の 解答 を 集計 し て 算 出し まし た 。 202010 NIKKEIMEpIcAL DU13 


日 経 メ ディ クイ ズ 胸部 X 線 


出題 と 解説 長谷 川 瑞江 、 桂 秀樹 (東京 女子 医科 大 学 八千代 医療 セン ター) 


酒井 文 和 ( 元 埼玉 医科 大 学 国際 医療 セン ター) 


問 1 の 答え 


本 加 者 は 30 年 ほど 前 に 石綿 吹 き 付 け 作業 に 従事 し て 
いた 。 胸部 単元 X 線 写真 (写真 2) で は 、 横隔膜 に 一 致す 
る 弧状 の 石灰 化 や 典型 的 な 石灰 化 胸膜 プラー ク ("") が 
見 られ る 。 胸膜 プラ ー ク は 壁 側 胸膜 の 斑 状 肥厚 で 、 本 邦 
で は 、 ほ ば 石綿 昌 十 の 存在 を 意味 する 。 特に 横隔膜 胸膜 
の プラ ー ク は 石 絶 晶 電 に 特徴 的 な 所 見 で あり 、 通 常 、 助 
骨 横隔膜 角 は 保 た れる 。 し か し 、 本 症例 で は 両側 の 助 骨 
横隔膜 角 が 鈍化 し て いる こと か ら 、 胸 水 また は 胸膜 癒着 
の 存在 が 示唆 きれ る 。 また 、 胸 部 単純 X 線 写真 で は 、 下 
胸部 胸壁 沿い に 石灰 化 と 胸膜 肥厚 (wm ) と 思わ れる 所 見 
を 認め る 。 この よう に 、 石 綿 関 連 胸膜 病変 で は 胸膜 プラ ー 
ク 、 石林 胸 膜 炎 、 び まん 人 性 胸膜 肥厚 と いっ た 多彩 な 症状 
が 見 られ る の が 特徴 で ある 。 

CT 像 (写真 3) で は 石灰 化 プ ラー ク (" き ) と びまん 性 
胸膜 肥厚 (*) 、 被 包 化 胸水 (#) が 確認 で きる 。 石綿 に よ 
る びまん 人 性 胸膜 肥厚 は 臓 側 胸膜 肥厚 で 、 良性 石綿 関連 


胸水 (石綿 胸膜 炎 ) の 器質 化 に より 生じ る と 考え られ る 。 
びまん 性 胸膜 肥厚 の 所 見 その も の は 石 約 以 外 の 原因 に よ 
る 胸膜 炎 や 腫瘍 性 胸膜 肥厚 も 鑑別 に 考え る 必要 が ある 。 
な お 、 写真 3 で は 右 、 写 真 4 で は 両側 に びまん 性 胸膜 肥厚 
(*) を 認め る が 、 写真 3 の 右 胸膜 凶 厚 は 胸腔 鏡 術 後 変化 
が 加わ っ て いる 可能 性 も 疑う 。 

胸部 単純 え 線 写真 で は 心 陰影 に 重なっ て 腫 痛 影 (**) 
が 見 られ 、 写真 4 で も 左 肺 下 葉 に 確認 で きる (**)。 心 陰 
影 に 重なる 腫 痛 陰 影 は や や 見 つけ に くい が 、 石綿 関連 肺 
敵 と 円 形 無 気 肺 が 鑑別 に 挙がる 。 円 形 無 気 肺 は 石 尋 胸 
膜 炎 な どの 胸水 貯留 の 器質 化 や その 消 退 時 に 部 分 的 六 
着 な ど に 伴っ て 一 部 の 肺 の 伸展 が 妨げ られ 、 腫 病 様 陰影 
を 早 す る 。 典型 的 に は 末 醒 性 肺 腺 痛 よ りさ ら に 高度 の 収 
東 傾向 を 示す た め 、 本 例 の 左 肺 下 葉 の 腫 交 は 円 形 無 気 肺 
と し て は 収束 傾向 が 少な く 、 ど ちら か と 言え ば 肺 痛 を 疑う 
所 見 で ある 。 し か し 、 改 め て 行っ た 気管 支 鏡 下 生 検 で も 悪 
性 細胞 は 確認 され ず 、 そ の 後 5 年 の 経過 観察 を 経て も 増 
大 は 見 られ て いな いこ と か ら 肺 痛 の 可能 性 は 低い と 考え 
る 。 また 、 中 皮 睡 は 肺 野 血管 が 関与 する 限局 性 放 痛 を 形 
成す る が 、 陰影 の 増大 が な いこ と か ら 否 定 的 で ある 。 上 
記 経過 か ら 、 本 例 は 石 旭 関連 円 形 無 気 肺 と 診断 され た 。 


写真 2 胸部 単純 X 線 写真 (写真 1 の 再掲 ) 


写真 3 CT 像 


PUINT 


石綿 関連 胸膜 病変 と 肺 野 塊 + 


の 併存 は 、 肺 


写真 4 CT 像 
上 1 


円 形 無 気 肺 を 医 う 
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【 皮膚 】 (n=1271) 


40 歳 女性 。 下 腸 の 有 痛 性 紅 者 


写真 1 下 用 の 境界 不明 瞭 な 紅斑 


2 週間 前 に 咽頭 痛 と 発 熟 が あっ た が 、 数 日 
で 自然 軽快 。 3 日 前 か ら 両 下 用 に 症 痛 を 伴う 
皮疹 が 出現 し 、38 C 台 の 発熱 も 認め た た め 
来院 し た 。 既往 歴 、 家族 歴 内 服 歴 に 関す る 
特記 事項 な し 。 下 用 に 圧痛 を 伴う 境界 不明 瞭 
な 紅斑 が 多発 (写真 1)。 大 き さ は 多様 で 、 わ 
ず か に 隆起 し 浸潤 を 触れ た 。 潰瘍 や 瓶 痕 は 形 
成 し て いな い 。 上 肢 、 体 幹 に 紅斑 は 見 られ な 
い 。 皮膚 生 検 の 結果 を 写真 2 に 示す 。 


写真 2 紅斑 部 の 病理 組織 所 見 


間 1 問 2 

最も 考え られ る 疾患 は ? 問 1 の 答え の 基礎 疾患 と し て 、 
則 結節 性 紅 班 代表 的 な も の は 何 か ? 

上 貨幣 状 混 疹 

上 半 織 ※ 

結節 性 多発 動脈 


占 薬 疹 
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日 経 メ ディ クイ ズ 皮膚 


出題 と 解説 坂本 淳 (順天堂 大 学 医学 部 附属 練馬 病院 皮膚 科 ) 


問 1 の 答え 


結節 性 紅 班 は 脂肪 織 炎 の 一 病 型 で 、 両側 下腹 伸 側 に 好 
発する 。 有 痛 性 の 皮下 硬 結 、 結節 を 伴う 皮下 脂肪 の 小葉 間 
結合 組織 の 突 症 を 主体 と する 疾患 で ある 。 成人 女性 に お 
ける 発症 頻度 が 高い 

急性 咽頭 突 な どの 急性 感染 症 を 契機 と し た 発症 や 、 特 
発 性 (原因 不明 ) の 病 吉 が 多く 、 数 週 か ら 数 カ月 間 の 経 通 
で 疹 痕 を 残さ ず に 消 退 する 。 こ れ に 対し て 、 長 期間 に わた っ 
て 再発 を 繰り 返す 慢性 型 が 存在 する 。 慢性 に 経過 する 例 
で は 、 何ら か の 基礎 疾患 が 背景 に 存在 する こと も ある た 
め 、 難 治 性 脂肪 織 炎 の 場合 に は 基礎 疾患 の 検索 を 行う 。 

感染 後に 発症 する 急性 例 は 、 レ ン サ 球菌 、 そ の 他 の 感 
柴 症 (ウイ ルス 感 菜 症 や 真菌 症 ) に よっ て 生じ る こと が 多 
い ( 表 1)。 結核 、 ハンセン病 、 白 疾 、 ト キソ プラ ズ マ 症 、 ク 
ラミ ジア 感染 症 な ども 原因 と な り 得 る 。 また サル ファ 剤 、 
経口 避妊 薬 、 テ トラ サイ クリ ン 系 抗 苗 薬 な ど に よる 薬剤 性 
の 報告 も ある 。 

慢性 例 と し て は 、 サル コイ ドー シス 、 炎症 性 腸 疾 患 ( ク 
ロー ン 病 、 潰瘍 性 大 腸炎 ) な どの 基礎 疾患 に よっ て 生じ る 
結節 性 紅 班 が ある 。 この 場合 、 急性 熱性 好 中 球 性 皮膚 症 
(Sweet 病 ) 、 悪性 詞 瘍 、 リ ン パ 腫 、 用 原 病 に よる 脂肪 織 炎 
な ど が 鑑別 疾 加 と な る 。 

病理 組織 所 見 と し て 、 初 期 の 皮疹 で は 真 友 か ら 皮 下 脂肪 
組織 (特に 脂肪 隔壁 ) に リン パ 球 や 好 中 球 を 主体 と する 細 
乃 浸 潤 を 認め 、 い わ ゆ る septal panniculitis ( 隔 歴 性 脂肪 
織 炎 ) を 星 す る (写真 2) 。 通常 、 血管 炎 所 見 や 脂肪 細胞 の 
変性 は 見 られ な い 。 

検査 所 見 で は 、 白血球 数 の 軽度 増 多 、 血 沈 元 進 、CRP 上 
昇 を 認め る 。 咽頭 培養 や 、 溶連菌 感 菜 症 で 上 昇 する 抗 スト 
レプ トリ ジン -0 拓 体 (ASO) 値 も 参考 に な る 。 

上 記 の 通り 、 千 節 性 紅斑 の 診断 は 、 圧痛 を 伴う 特徴 的 


PINT 


問 2 の 答え 


表 1 結節 性 紅斑 を 来 す 基礎 疾患 
レン む サ 球菌 、 エ ル シ ニア 、 サル モネ ラ 、 


引 画 感染 症 = カン レロ バク ター、 ク ラミ ジア 、 マ イコ ブラ ズ マ 
撤 感 染 症 結核 ハンセン病 

ウイ ルス 感染 症 伝染 性 単 柱 球 症 、B 型 計 導 、 単 純 聞 疹 
その 他 の 感染 症 白 猟 、 ト キソ プラズマ 

和 剤 サル ファ 剤 、 経 避 衝 業 、 ヨ ー ド 剤 

悪性 疾患 悪性 リン バ 腫 、 白 由 病 

症 性 腸 疾 台 。 漬 導 性 大 陽炎 、 ク ロー ン 病 

本 サル コイ ドー シス 、 ペ ー チ ェ ッ ト 病 、 


反応 性 関節 謎 (ライ ター 症候 群 ) 
出典 : 清 水 宏 「 め た らし じ 皮 膚 科学 第 3 版 】 


な 了 臨床 症状 や 病理 組織 所 見 、 感染 症 の 先行 な どか ら 総 合 
的 に 判断 する 。 本 症例 は 有 痛 性 紅 班 の 臨床 所 見 と septal 
panniculitis を 呈し た 病理 組織 所 見 、2 週間 前 に あっ た と 
いう 咽頭 炎 の 先行 感染 より 結節 性 紅 班 と 診断 し た 。 

貸 別 疾患 に は 、 問 1 の 他 の 選択 肢 な ど が 挙がる が 、 貨幣 
状 湿疹 は 療 み を 伴う こと は ある も の の 痛み を 伴う こと は ま 
れ で あり 、 本 症例 で は 考え に くい 。 蜂 病 織 炎 は 典型 例 で は 
片側 性 で ある 点 が 異な る 。 結節 性 多発 動脈 炎 は 皮膚 症状 
だ け で な く 、 通 常 は 筋肉 ・ 関 節 症状 や 腎 障 害 と いっ た 多彩 
な 症状 が 見 られ る 点 が 当て は ま ら な い 。 内 服 歴 が な いこ と 
か ら 、 楽 疹 も 否定 的 で あっ た 。 

治療 は 、 安静 、 下肢 拳 上 、 冷却 を 基本 と する 。 基礎 疾患 
が ある 場合 は その 治療 を 行う 。 炎症 が 強けれ ば NSAIDs 
や ヨウ 化 カ リウ ム 、 ス テロ イド を 用 いる 。 本 症例 は 、 入 院 
に より 安静 を 保っ た 上 で 、 NSAIDs お よび プレ ドニ ゾロ ン 
20mg の 内 服 に て 加療 し 、10 日 で 退院 と な っ た 。 


感染 後に 発症 する 下肢 の 有 痛 性 紅斑 は 結節 性 紅斑 が 鑑別 に 挙がる 
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【 小児 】 問 1:749% 
問 2:376% 


11 歳 女 児 。 右 耳 前 部 の 腫 妥 と 浴 痛 


生来 健康 な 11 歳 女児 。 入院 10 日 前 か ら 
右 耳 前 部 の 腫 用 が 出現 し た 。 腫 有 の 増大 傾 
向 と 徴 熟 を 認め た た め 入 院 2 日 前 に 当 科 を 
受診 。 セ フジ ニル 内 服 を 開始 し た が 改善 な 
く 、 精 査 加療 の た め 入 院 と し た 。 

体温 372 で 、 右 耳 前 部 に 3cm 大 で 弾性 軟 
の 有 睡 交 を 触 知 、 右 頸 部 か ら 鎖骨 上 高 に か け て 
1cm 大 の リン バ 節 を 複数 触 知 し た 。 眼 瞭 結 
膜 他 血 や 咽頭 発赤 は 認め ず 。 胸 腹 部 に は 異 
常 所 見 を 認め な か っ た 。 体 表 に は 皮疹 を 認め 
な か っ た が 、 右 手 を 中 心 に 播 傷 を 認め た 。 

血液 検査 で は 白血球 数 8800/L ( 好 中 球 
73.9%、 リン バ 球 18.9%、 好 酸 球 0.99%%)、 へ 
モグ ロビ ン 14.3g/dL、 血 小 板 数 24.2 万 /L、 
CRP2.5mg/dL、 フェ リ チ ン 69.1ng/mL、 可 
溶性 イン ター ロイ キン 2 レセ ブタ ー(slL-2R) 
589 IU/mL。 造影 CT 検査 で は 右 耳 下 腺 内 
に 直径 20mm の リン パ 節 腫 大 を 認め た が 騰 
瘍 形成 は な か っ た (写真 1) 。 頭 部 に も 複数 


の リン バ 節 必 大 を 認め た 。 
写真 1 CT 像 
問 1 問 2 
最も 疑わ れる 疾患 は どれ か ? 第 一 選択 薬 は どれ か ? 
流行 性 耳 東 炎 アモ キシ シリ ン 
猫 ひ っ か き 病 リフ ァ ン ピ シ ン 
川崎 アジ スロ マイ シン 
伝 委 性 単 核 球 ST 合 剤 
悪性 リン パ 蘭 ミノ マイ シン 


2020.10 NIKKEI AEDICAL DU17 


日 経 メ ディ クイ ズ 小児 


出題 と 解説 山田 健太 (福井 大 学 小児 科 ) 


問 1 の 答え 


ト う 


問診 に より 、3 カ ヵ月 前 か ら 子 獲 を 飼育 し 始め て いた こと が 
明らか に な っ た 。 子 氏 の 飼育 が きっ か け で 発症 し た と 考え 
られ た 、 氏 ひっ か き 病 の 症例 で ある 。 入院 当初 (第 11 病 日 ) 
は 右 耳 前 や 頭 部 の リン パ 節 腫 須 は 増悪 傾向 に あっ た 。 化 
膜 性 リン パ 節 炎 を 想定 し て セ フ ァ ゾ リ ン 静 注 を 開始 し つつ 、 
確定 診断 の た め に リン パ 節 生 検 を 検討 し て いた 。 造影 CT 
と MRI で は 大 師 か ら 耳 下 腺 周囲 に か け て 右側 優位 に リン 
パ 節 腫 服 を 認め た 。 FDG-PET/CT で は リン パ 節 放 服 部 
位 以 外 へ の 集積 を 認め な か っ た 。 

第 13 病 日 に 猫 ひっ か き 病 を 疑っ て ar7one//a ヵ ense/ae 
TDNA の リア ル タ イ ム PCR を 提出 し 、 ア ジス ロマ イシ ン 内 服 
を 開始 し た 。 第 15 病 日 か ら リ ン パ 節 腫 須 は 改善 令 向 と な っ 
た た め 生 検 は 中 止 し 、 第 19 病 日 に 退院 と し た 。 リア ル タ イ ム 
PCR は 陰性 だ っ た が 、 第 16 病 日 の 検体 で 抗体 価 を 間接 常 
光 禁 素 抗体 法 (IFA) で 測定 し 、 万 . ヵ ense/ae IgG 有 テ 1024 
倍 、 IgM 陰性 、 gu 訪 fgpg は TgG、 IgM と も 陰性 だ っ た 。 
この 結果 か ら 万 . epse/ae に よる 猫 ひ っ か き 病 と 診断 し た 。 

猫 ひ っ か き 病 は 発熱 に 亜 急 性 の リン パ 節 腫 彩 を 伴う 人 
獣 共 通 感染 症 で ある 。 わが 国 で は 年 間 1 万 人 以上 が 発症 
する と 推定 され て いる 。 主 な 病原 体 で ある 万 . ヵ ense/ae は 


表 1 猫 ひ っ か き 病 の 診断 基準 


lgG が 64 倍 未 江 最近 感染 し た 可能 性 は 低い 
6 10 14 日 後に 再 検 、4 倍 以 
lgG が 64 休 以上 、256 価 末 江 OH 
lgG が 単 回 で 256 舎 
また は 512 倍 以上 店 だ 2 交 断 
lg が 陽性 本 症 と 診断 
PHINT 


リン ババ 節 の 腫 大 と 挿 傷 を 


問 2 の 答え 


日 本 全域 の 飼育 猪 の 血 中 か ら 検 出さ れ て お り 、 身近 に 存在 
する 疾患 と 考え られ る 。 好 発 時 期 は 秋 か ら 冬 と され る 。 猫 
の 出産 シー ズン で ある 春 か ら 夏 に 生ま れ た 子猫 が ノミ を 介 
し て 感染 し 、 数 カ月 に わた り 赦 血 症 が 続く 。 秋 に 離乳 し た 
子猫 は 成 猫 より も 人 を 引っ か く こ と が 多い た め 、 季節 変動 
が 生じ る と 考え られ て いる 。 

感 素 する と 7 一 12 日 間 の 潜伏 期 を 経て 、 感 染 部 位 に 直径 
2 て 5mm の 紅斑 性 丘疹 が 1 つ 以 上 出現 する 。 この 原発 性 
病変 は 1 週間 程度 持続 し て 自然 に 退 縮 する 。 特徴 的 な リン 
パ 節 炎 は 2 一 4 週間 で 出現 する 。 リン パ 節 腫 服 を 来 す 他 の 
疾患 と 鑑別 が 必要 で ある 。 感染 性 の 疾患 と し て は 化 膜 性 リ 
ン パ 節 炎 、 抗 酸 感 染 症 、 ウ イル ス 関 連 リ ン パ 節 腫 須 、 ト キ 
ソプラ ズ で 感染 症 な ど が 穫 別 の 対象 と な る 。 猫 ひ っ か き 病 
で は リン パ 節 炎 の 他 に も 眼 症 状 、 肝 腸 瘍 、 神 経 学 的 合併 症 
な ど を 星 す る こと も あり 、 眼科 診 察 に よっ て 早期 に 診断 し 
得 た と する 報告 も ある 。 

猫 ひ っ か き 病 は 通常 、2 て 4 カ月 で 自然 消 退 す る 。 典型 
的 な 猫 ひ っ か き 病 に 対し て は 、 ア ジス ロマ イシ ン の 5 日 間 内 
服 が 発症 1 カ月 以内 の リン パ 節 腫 須 の 軽減 に 有効 と きれ て 
いる 。 診断 法 と し て は 培養 検査 、 血清 学 的 診断 、 遺 伝 子 栓 
査 の 3 つが ある 。 血液 塔 養 は 検出 感度 が 低い た め 、 細菌 
検査 室 に ar7oe//g を 考慮 し て いる こと を 伝え 、 培地 と 培 
状 x 期 間 を 選択 し て も ら う 必 要 が ある 。 EDTA 血 を 培養 す 
る こと で 感度 を 上 げ る 方 法 も ある 。 IFA 法 に よる 抗体 価 測 
定 は 感度 88 %、 特異 度 98 % で あり 有用 性 が 高い 。 診断 基 
準 を 表 1 に 示す 。 血液 を 用 いた PCR 検 査 は 感度 が 20 % 未 
満 と する 報告 も あり 、 猫 ひっ か き 病 の 除外 診断 に は 適さ な 
い 。 生 検 組織 を 用 いた PCR 検査 も 可能 で 、 リ ン パ 節 の 場 
合 は 感 か ら 6 週間 以内 に PCR 検査 を 実施 する と 陽性 と 
な りや すい こと が 報告 され て いる 。 


と と き に は 猫 の 飼育 歴 も 
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54 歳男 性 。 発熱 、 意 識 障害 


季節 は 冬 。 受診 3 日 前 か ら 38C 台 の 発熱 と 
腰痛 が 出現 し た 。 受診 2 日 前 か ら 全身 痛 の た 
。 め 動 け な く な り 、 失禁 する よう に な っ た 。 受診 
前 日 、 近 医 で 受け た イン フル エン ザ 迅 速 抗原 
検査 は 陰性 で 、 そ こ で は クラ リス ロマ イシ ン が 
処方 され た 。 その 後 も 症状 が 改善 せ ず 、 異常 
言動 と 悪 寒 戦 避 を 認め た た め 救 急 要請 。 

高血圧 、 脂質 異常 征 に て アム ロジ ビン 、 ロス 
バス タチ ン を 内 服 中 。 20 歳 の 時 に 交通 外傷 で 
〆 肝 臓 を 摘出 し た 。 イン フル エン ザ の 予防 接種 
を 毎年 受け て いる 。 成人 し て 以降 は イン フル 

エン ザ 以 外 の ワク チン 接種 は 受け て いな い 。 
3 - 喫煙 な し 、 飲 酒 は 焼酎 水割り を 500mL/ 日 。 

GCS : E4V4M5、 血圧 136/84mmHg、 脈 
拍 数 114 回 / 分 ・ 整 、 体温 40.1 で 、 呼吸 数 30 
回 / 分 、SpO> 97 96( 室 内 気 )。 項 部 硬直 あり 、 
頸 部 リン パ 節 腫 且 な し 、 呼吸 音 は 清 、 心 雑音 
聴取 せ ず 、 腹部 は 平坦 ・ 軟 、 助 骨 背 柱 角 叩 打 痛 
写真 1 詳 液 の グラ ム 染 色 な し 、 四肢 に 明らか な 皮疹 な し 。 障 液 検査 で 
は 細胞 数 フ 768/mm3 ( 単 核 球 31 96、 多核 球 
69 %)、 糖 く 1mg/dL、 蛋白 824mg/dL。 瞳 
液 の グラ ム 和 染色 を 写真 1 に 示す 。 


問 1 問 2 

初期 治療 と し て 投与 すべ き 日 本 の 保険 制度 の 枠組 み を 越え て 世界 

抗菌 薬 を 全て 選べ 。 標準 で 考え た 際 に 、 この 患者 に 接種 を 検 
討 す べき ワク チン を 全て 選べ 。 

届 セ フ ァ ゾ リ ン 則 23 価 肺炎 球菌 尊 膜 多糖 体 ワ クチ ン (ニュ ー モ バッ クス ) 

加 バン コマ イシ ン 目 13 価 肺 災 球菌 結合 型 ワ クチ ン (プレ ベ ナ ー13) 

回 アジ スロ マイ シン 回 イン フル エン ザ 菌 b 型 ワク チン (アク ト ヒ ブ ) 


回 セフト リア キソ ン 目 4 価 詳 膜 災 菌 結合 型 ワ クチ ン ( メ ナ ク トラ ) 
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出題 と 解説 鈴木 大 介 (安城 更生 病院 [愛知 県 安城 市 ] 感染 症 内 科 ) 


問 1 の 答え 


肺炎 球菌 に よる 肝 肛 摘出 後 重症 感染 症 (OPSI) の 症例 
で ある 。 体内 に 侵入 し た 細菌 は 補 体 な ど に よっ て オプ ソニ 
ン 化 され た 後 、 好 中 球 や マク ロフ ァ ー ジ な どの 食 細胞 に 儲 
食 ・ 除 夫 さ れる 。 し か し 肺炎 球菌 、 イ ン フ ル エ ン ザ 菌 、 儲 
膜 類 菌 な ど 、 茨 膜 を 持つ 細菌 は 、 補 体 に よる オプ ソニ ン 化 
に 抵抗 性 を 示す 。 腫 臓 は 茨 膜 を 持つ 細菌 に よる 感 柴 症 を 
防ぐ 上 で 重要 な 役割 を 担っ て いる 。 オプ ソニ ン 化 され て い 
な い 細 菌 は 、 腫 臓 の 赤 外 儲 で 濾過 され 、 マ クロ ファ ー ジ に 
よっ て 信 食 され る 。 白 腫 丹 に は 体内 の 約 半 数 の B 細 胞 が 
存在 し 、 茨 膜 を 持つ 細菌 を オプ ソニ ン 化 する 免疫 グロ プリ 
ン を 産生 し て いる 。 過去 に ワク チン 接種 や 菌 血 症 に よる 抗 
原 蝶 圭 が あっ た 場合 、 免疫 応答 に より 茨 膜 多糖 体 に 親和 
性 の 高い 抗体 (igM、 IgG) が 産生 きれ る 。 過去 に 抗原 瞬 
電 が な い 場 合 に も 、 腫 臓 に の み 存 在 す る IgM 型 メモ リーB 
細胞 に よっ て 、 親和 性 は 低い が 迅速 に 作ら れる 自然 免疫 抗 
体 (IgM ) が 産生 きれ る 。 

腫 臓 を 摘出 する と これ ら の 機能 が 失わ れ 、 茨 膜 を 持つ 細 
菌 に よる 感染 症 が 起こ りや すく な る 。 菌 血 症 が 起き る と 数 
時 間 の うち に 菌 量 が 急増 し 、 急性 発症 の 高熱 、 悪寒 戦 避 、 
血圧 低下 、 急性 呼吸 促 追 症候 群 、 播種 性 血管 内 凝固 な ど 
の 症状 が 24 一 48 時 間 で 急激 に 進行 する 。 血管 内 皮 障 害 
に よる 電撃 性 紫斑 や 四股 壊死 も 起こり 得 る 。 血行 性 の 播 
種 病変 と し て 、 表 膜 炎 、 化 膜 性 関節 炎 、 心 外 膜 炎 な ど を 合 
併 し 、 死 亡 率 は 50 て 70 % に 上 る !。 

外 臓 摘出 後 の 患 者 が 発熱 し た 場合 に は 、 他 の 疾患 だ と 
診断 され る まで OPSI の つも り で 対応 する 。 血液 培養 を 2 
セッ ト 採 取 し 、 エ ン ピ リ ッ ク 治 療 と し て セフト リア キソ ン と バ 
ンコ マイ シン を 速やか に 投与 する 。 信 膜 炎 の 合併 を 疑う 場 
合 は 信 膜 炎 用 量 と する 。 

本 症例 で は 、 儲 液 の グラ ム 柴 色 で グラ ム 陽 性 双 球 菌 を 


PUINT 


問 2 の 答え 


認め 、 肺 炎 球 菌 が 原因 菌 で ある 可能 性 が 高い と 考え た 。 セ 
ファ ゾ リ ン は 仙 液 移行 性 が 低い た め 不 適切 で ある 。 また 日 
本 の 肺炎 球菌 は マク ロラ イド 恒 性 率 が 高い ? た め 、 ア ジス 
ロマ イシ ン も 不適 切 で ある 。 定石 通り セフト リア キソ ン と バ 
ンコ マイ シン で 治療 を 開始 し 、 デ キサ メタ ゾン も 代 用 し た 。 
翌日 、 血液 培養 が 陽性 と な り 、 人 身 液 培養 と 血液 培養 か ら 肺 
炎 球 菌 が 同定 され た 。 感受 性 試験 の 結果 、 ペニシリン 面 性 
(MIC = 0.25 z g/mL)、 モ フト リア キソ ン 感 受 性 (MIC= 
0.25 z g/mL) で あっ た 。 頭 部 MRI で 多発 する 微小 脳 騰 
瘍 の 所 見 を 認め 、 腰 椎 MRI で 第 4-5 腰 椎 に 化 膜 性 椎 体 炎 ・ 
椎間板 炎 の 所 見 を 認め た 。 パ ンコ マイ シン は 終了 し 、 セ フト 
リア キソ ン を 合計 8 週間 投与 し た 。 

肛 臓 摘出 後 を 含む 解剖 学 的 ・ 機 能 的 無 腫 症 の 患者 に 対 
し て は 、 OPSI の 予防 と し て 、 13 価 肺炎 球 商 結合 型 ワ クタ チン 
(PCV13) 、23 価 肺炎 球菌 茨 膜 多糖 体 ワ クチ ン (PPSV23) 、 
イン フル エン ザ 苗 b 型 ワク チン (Hib)、 4 価 依 膜 炎 半 
合 型 ワ クチ ン (MCV4)、B 型 依 膜 炎 菌 ワク チン の 接種 が 
世界 的 に 推 装 き れ て いる *?。 この うち 日 本 で は PCV13、 
PPSV23、Hib、MCV4 が 認可 きれ て いる が 、 腫 臓 摘出 後 の 
患者 に 保険 適用 きれ て いる の は PPSV23 の み で 、 PCV13 
と MCV4 は 任意 接種 、Hib は 2 ヵ月 一 5 歳 の 小児 が 適応 と 
な っ て いる 。 


【 参 考 文献] 
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騰 臓 摘出 後 の 患者 の 発熱 時 は 、 肢 臓 摘出 後 重症 感染 症 (OPSI) を 鑑別 の 第 一 
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76 歳 女性 。 心 高 部 不快 感 、 吐 き 気 


1 
上 中 ル ペー スン ペー スル ヘー バー スル 
ヒーー+ーー エ ーー デー 9 し も に キリ 


aM 」 
則 RARE の | 剛 人 則 天 SHO LU 


図 1 来院 時 の 12 誘 導 心 電 図 


間 1 
心電図 か ら 考 えら れる 
診断 は ? 

回 急性 必 有 交 

急性 心筋 


回 冠 渦 縮 性 狭 心 症 
邊 上 記 に 当て は まる も の は な い 


高血圧 、 脂質 異常 症 で 近 医 通院 中 。 朝食 後に 心 高 部 不 
快感 、 吐き 気 を 自覚 し 、 救急 外来 を 受診 し た 。 来院 時 の 12 
誘導 心電図 を 図 1 に 示す 。 


間 2 
来院 直後 の 高 感度 トロ ポニ ン T 値 は 測定 感度 
以下 で あっ た 。 現時 点 で の 本 患者 へ の 対応 と し て 
最も 不適 切な も の は ? 

軸 有 側 胸部 誘導 を 記録 する 

日 経時 的 に トロ ポニ ン 、 心 電 図 を フォ ロー する 

回 緊急 カテ ー テ ル 検 査 の 準備 を 進め る 

上 腹部 エコ ー、 腹 部 X 線 、 腹 部 CT な どの 検査 を 考慮 する 
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出題 と 解説 佐々 木 憲一 ( 聖 マ リア ン ナ 医科 大 学 循環 器 内 科 ) 


問 1 の 答え 


早期 再 分 極 に よる ST 上 昇 を 認め 、 各種 精査 の 上 、 経過 
観察 を 行っ た 症例 で ある 。 

消化 器 症状 を 主訴 と する 心血 管 系 救急 疾患 の 代表 と し 
て は 、 急性 完 症 候 群 が 挙げ られ る 。 吐き 気 、 嘱 吐 、 下痢 と 
いっ た 腹部 症状 は 急性 心筋 梗塞 、 特に 下 璧 梗塞 で し ば し 
ば 見 られ る 症状 で ある 。 これ は 、 右 先 動 脈 領域 の 疾患 に お 
いて Bezold-Jarisch 反射 と し て 知ら れ て いる 副交感 神経 通 
緊張 に 由来 する 。 本 症例 も 、 食後 の 心 軍 部 不快 感 ・ 吐 き 気 
を 主訴 に 来院 し た が 、 患者 背景 か ら 急性 冠 症候 群 が 疑 わ 
れ 、 直 ち に 12 誘 導 心 電 図 ( 図 1) が 記録 きれ た 。 

心電図 は 、 洞 調律 、 心拍 数 72 回 / 分 、 正 常 軸 、STT 変 化 
と し て II・ ル ・aV 誘 導 す な わ ち 下 壁 誘導 に 1mm 程度 の 
ST 上 昇 が 見 られ る 。 診察 し た 研修 医 か ら 下 壁 の 急性 心筋 
梗塞 が 疑わ れる と し て 相談 を 受け た 。 ST 上 昇 は 、 冠動脈 
の 血栓 閉塞 や 破 縮 に よる 賃 璧 性 虚 血 の 他 に 、 急性 心 膜 炎 、 
左 室 肥 大 、 心室 疾 、 高 カ リウ ム 血 症 な ど で 生じ る 心電図 変 
化 で ある が 、 健常 人 の 正常 所 見 (男性 に 見 られ る Vi 一 V4 誘 
導 の ST 上 昇 ) や 正常 亜 型 (早期 再 分 極 ) と し て も 見 られ る 
こと が ある 。 一 方 、 心筋 梗塞 急性 期 に お いて 、 梗塞 部 誘導 
の 対 側 に 位置 する 誘導 で は 鏡像 と し て ST 低下 が 見 られ 、 
これ を 対 側 性 変化 (reciprocal change) と 呼ぶ 。 下 壁 誘 
導 と aVr 誘 導 、 前 胸部 誘導 (Vi 一 V4 誘 導 ) と 下 壁 誘導 ある 
い は 後 歴 誘 導 が 対 側 的 位置 関係 に な る 。 し か し 、 急性 下 壁 
梗塞 で は 、 右 室 虎 血 を 合併 し た 場合 、 対 側 性 変化 と し て の 
前 胸部 誘導 の ST 低下 は 減 す る 。 これ は 、 右 室 虚 血 が 右 
側 胸部 誘導 だ け で な く 、 Yi 誘導 を 中 心 と し た 前 胸部 誘導 の 
ST 部 分 を 上 昇 さ せる 方 向 に 働く た めで ある 。 

図 2 に 右 冠 動脈 閉塞 の 急性 心筋 梗塞 の 心電図 を 示す 。 
下 礎 誘導 の ST 上 昇 に 対す る 対 側 性 変化 が 前 胸部 誘導 
に は 見 られ な い が 、 aVr 誘 療 で は ST 低下 が 見 られ る ( 図 


PUINT 


問 2 の 答え 


2 ます )。 従っ て 、 下 壁 梗塞 の 
対 側 性 変化 は aVr 誘 導 に 
最も よく 反映 され る と 考え 
て よい 。 左 回 旋 枝 閉塞 に よ 
る 下 立 梗塞 の 場合 は 、aVr 
誘導 の ST 低下 が 側壁 の 虚 
血 に よる ST 上 昇 に 相殺 さ 
れる が 、 その 場合 は 前 胸部 
誘導 に 対 側 性 変化 が 現れ 
る た め 、 診断 は 難し く な い 。 


M 
ーーーー] 
MM 
w 時 
対 側 性 変化 は ST 上 昇 型 心 ae 
ーー |w | 
w 
v 


図 2 右 完 動脈 閉塞 の 性 心 
筋 醒 塞 の 心電図 


筋 梗塞 に 特異 的 な 所 見 で 


ある が 、 必ず 見 られ る わけ | 』 

で は な い 。 一 方 で 、 下 癌 本 トーー レ ーー 
塞 で は 比較 的 感度 が 高い 

所 見 で 、 その 診断 的 価値 は |ay 
高い と 考え られ る 。 


本 症例 の 心電図 を 振り 
返っ て みる と 、 下 壁 誘導 の 
ST 上 昇 は 、aVr 誘 導 や 前 胸 
部 誘導 の 対 側 性 変化 を 伴わ ず 、 急性 虚 血 を 示唆 する 所 見 と 
は 考え に くい 。 また ] 点 (QRS か ら ST へ の 移行 部 ) に ノッ チ 
が 見 られ る 。 受診 時 は 比較 する 過去 の 心電図 が な か っ た の 
で 、 念 の た め 1 時 間 後 に 心電図 、 ト ロ ポ ニン を 再 検 し た が 
変化 は な か っ た 。 後日 、 通院 先 か ら 取 り 寄 せ た 過 去 の 心 電 
図 で も 同様 の ST 上 昇 が 見 られ て いた こと か ら 、 本 症例 の ST 
上 昇 は 早期 再 分 極 に よる も の と 結論 し た 。 な お 、 早期 再 分 李 
は 、 早期 再 分 極 症候 群 と いう ハイ リス ク 疾 患 概念 が 提唱 さ れ 
て いる よう に 、 必 ず し も 正常 所 見 と は 言え を を な い が 、 そ れ に 言及 
する こと は 本 稿 の 範 崎 を 超え る の で 割愛 させ て いた だ く 。 


aVi 誘 導 で ST 低下 が 認め られ る 
(もり 


中 、 川 、aVr 誘 導 の ST 上 昇 を 認め た ら 、 対 側 性 変化 に 注目 する 
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T と | げ グ ja と と っ う 
症状 を みる 大 陳 な サイ ン を よむ 


診察 エッ セ 


rh 


間 ママ 


ン シ ャ ルス 


2020 年 度 か ら の 新 ・ 医 師 臨 床 研修 制度 に 完全 対応 
2 年 間 の 初期 研修 中 に 必修 と な る 「 経 験 すべ き 証 全 」 経 験 すべ き 疾 病 ・ 病 態 」 を 網 し まし た 。 


Li 重 
代表 的 な 症状 こと に 、 訴 え の 定 義 、 見 逃し て は な ら な い 疾患 * 病 態 +o で 8 
絞り 込む 疾病 歴 聴 取 と 身体 診察 の コツ 、 検 査 の ポイ ント 、 病 態 を 考慮 % 康 エ yt ん AU 


し た 初期 対応 な ど を コン パク ト に 解説 。 

ショ ッ ク ノ 全身 備 訪 感 ノ 不眠 食欲 不振 体重 減少 (る い 痩 )・ 体 重 増 加 / 浮 科 リンパ 節 ェ 名 

腫 腺 ノ 発疹 / 黄 信 発 熟 ン 頭 痛 意 識 障害 / 失 神 プ けい れん 発作 ノン めまい / 視 力 障害 セ の | 
結膜 充血 聴覚 障害 / 鼻 出血 員 声 プ 咳 療 / 呼 吸 困 難 胸 痛 動 怪 / 悪 心 ( 昌 気 )・ 咽 吐 

ン ノ 胸 や け ノ 只 下 困難 腹痛 吐血 ・ 下 血 / 便 通 異常 (下痢 便秘 )/ 腰 背部 痛 関 節 痛 

歩行 障害 ・ 脱 カン 四肢 の し びれ ノ 血 尿 排 尿 障 害 ( 友 失 茜 ・ 排 尿 困難 ) / 尿 量 異常 / 不 安 ・ 抑 
うつ ノ も の 忘れ 以上 、 全 39 症 状 

【Appendix |】 心肺 停止 外傷 熱傷 成長 ( 発 育 ) 障 害 ンプ 発達 障 害 / 終 末期 の 症候 


日 本 で の 臨 床 研修 の 現状 は 、 医 療 技術 や 画像 診断 に 教育 対象 が 偏り 過ぎ て いる 。 
基本 的 な も の の 考え 方 こそ が 、 も っ と 徹底 的 に 教え 込ま れる べき で ある 。( 中 略 ) 診察 
に お いて は 、 病 歴 と 身体 所 見 に 基づい て 診断 推論 を 行い 、 問 題 点 を 整理 し 、 そ れ ら を 
きち ん と チャ ー ト に 書き 、 限 られ た 時 間 で 要領 よく 情報 伝 達 する こと に 留意 する 。 
こう いっ た 基本 的 な 作業 と 訓練 が 不足 し て いて は 、 そ の 後 の 了 臨床 医 と し て の 成長 は 
限ら れ て し まう 。 一 一 松村 理 司 氏 (本 書 「 診 祭 心 得 ] よ り 引 用 ) 


監修 : 松 村 理 司 編集 : 酒 見 英 太 


1 2 寺 | 

( 洛 和 会 総長 ) ( 洛 和 会 京都 医学 教育 セン ター 所 長 ) いつ で も 、 どこ で も 
1 
[Dr. Tierney's Clinical Pearls] も 、 各 症状 や 巻末 に 掲載 。 便利 な ハン ディ サイ ズ 


@ 定 価 4.600 円 十 税 。 画 2020 年 3 月 24 昌 発行 囲 BG 変 型 刊 518 ペ ー ジ 画 ISBN 978-4-296-10572-4 いざ! の 時 、 役 立ち ます 
症状 と 徴候 か ら 鑑別 診断 を 挙げ て いく 「 症 候 学 」 の ボケ ッ ト 版 マニ ュ ア ル ! 
メデ ァ イィ カル お 求め は 、 お 近く の 書店 、 イ ンタ ーネット か ら 、 今 すぐ どう ぞ ! 


の 好評 書籍 https://nkbDp.jp/nmbooks 
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T『 多 INCS 


医師 皿 床 研修 マッ チン グ 


大 学 は 自治 医大 と 昭和 大 が 虫 進 
市 中 病院 1 位 は 武蔵 野 赤 十字 病院 


医師 臨床 研修 マッ チン グ 協 議会 は 
9 月 25 日 、 医師 臨床 研修 マッ チン グ の 
中 間 結 果 を 公表 し た 。 今年 、 大学 病 
院 で 最も 多く の 1 位 希 望 者 集め た の 
は 、 昨 年 2 位 だ っ た 東京 大 学 (82 人 )。 
昨年 首位 だ っ た 東京 医科 歯科 大 学 
は 、 71 人 で 2 位 と な っ た 。 昨年 、 東 京 
大 学 と 並ん で 2 位 だ っ た 大 阪 医科 大 
学 は 3 位 (56 人 ) で 、 2 年 連続 で 3 位 
圏内 と な っ た 。 

医学 生 や 既 卒 者 は 、 初期 研修 先 と 
な る 大 学 病院 や 市 中 病院 の 志望 順 
位 を 付け た 上 で マッ チン グ に 登録 す 
る 。 4 位 は 、 昨年 の 24 位 か ら 大 幅 に 
順位 を 上 げた 自治 医科 大 学 と 、 同 4 
位 の 和歌 山県 立 医科 大 学 (と も に 47 
人 ) だ っ た 。 6 位 の 昭和 大 学 も 、 昨年 
の 39 位 か ら 大 幅 に ラン クア ッ プ 。 36 人 
の 定員 に 対し 1 位 希望 人 数 が 43 人 で 、 
定員 以上 の 希望 者 を 集め た (充足 率 
119.4 % )。 な お 、 昭和 大 学 の 他 に 充 
足 率 が 100 % 以 上 と な っ た の は 、 大 阪 
医科 大 学 (100 % ) 、12 位 の 藤田 医科 
大 学 (102.9 % ) だ っ た 。 

その 他 、1 位 希望 人 数 順 の 順位 を 大 
きく 上 げた の は 、 大 阪 大 学 (45 位 一 17 
位 )、 慶 応 義塾 大 学 (32 位 一 8 位 )、 富 
山大 学 56 一 34 位 )、 順 天堂 大 学 (35 
位 一 16 位 )、 千 葉 大 学 (38 位 一 19 位 ) 
な ど 。 一 方 、 夏季 賞与 の 支給 を 巡る ト 
ラブ ル が 報じ られ た 東京 女子 医科 大 
学 は 、 昨年 度 24 位 か ら 順 位 を 大 きく 
落と し て 53 位 と な っ た 。 

市 中 病院 の 首位 は 、 昨年 度 5 位 の 


NIKKEI AEDICAL 2020.10 


武蔵 野 赤十字 病院 (東京 都 武蔵 野 
市 )。 2 位 は 昨年 1 位 の 虎 の 門 病院 ( 東 
京都 港 区 ) と 、 同 17 位 の 東京 医療 セ 
ンタ ー( 東 京都 目黒 区 ) だ っ た 。 充足 
率 順 で 見 て も 、1 位 は 武蔵 野 赤十字 病 
院 。 10 人 の 募集 定員 枠 に 97 人 が 集 ま 
り 、 充足 率 は 970.0% と 2 位 以下 を 大 
きく 引き 離し て いる 。 


COVID-19 の 了 臨床 ・ 疫 学 


厚 労 省 が 「 手 引き 」 第 3 版 
後遺 症 、 小 児 の 記載 を 追加 


厚生 労働 省 新型 コロ ナウ イル ス 
感染 症 対策 推進 本 部 は 9 月 4 日 、 
「COVID-19 診療 の 手引 き 」 の 第 3 版 
を 公表 し た 。 7 月 17 日 に 示し た 第 2.2 
版 を 改訂 し た も の で 、 この 間 に 積 み 上 
が っ た 知見 を 反映 させ て いる 。 

今 改訂 の 特徴 は 、 新型 コロ ナウ イル 
ス 感 菜 症 (COVID-19) の 了 臨床 像 に 関 
する 記載 が 大 幅 に 拡充 し た 点 に ある 。 
国内 の レジ スト リ 研 究 COVIREGIJP 
に お ける 2600 例 の 中 間 解 析 結 果 を 
基 に 、 日 本 の COVID-19 入 院 患 者 の 
特徴 を 記載 。 そ れ に よる と 、 入 院 ま 
で の 中 央 値 は 7 日 で 、 頻 度 が 高い 症 
状 は 発熱 、 咳 天 、 傘 師 感 、 呼 吸 苦 だ っ 
た 。 下痢 は 約 1 割 で 見 られ 、 味覚 障害 
(171%) と 喫 覚 障害 (151%) は 海 
外 報告 より 頻度 が 低い 傾向 に ある 。 

COVIREGIJJP の 知見 は 、「 重 症 
化 の リス ク 因 子 ] の 項目 で も 紹介 。 日 
本 の 入院 例 で は 、 う っ 血性 心不全 、 


末 醒 動脈 疾患 、 慢 性 閉塞 性 肺 疾患 
(COPD) 、 軽度 糖尿 病 が ある 場合 、 
「 重 症 化 の リス ク 因 子 の 可能 性 が 高 
い | と し て いる 。 

また 今回 、「 症 状 の 遷延 (いわ ゆる 
後遺 症 )] と 「 小 児 例 の 特徴 」 が 新た 
に 加わ っ た 。 前 者 で は 、 イ タリ ア か ら 
の 報告 を 取り 上 げ 、 COVID-19 か ら 
回 復 し た 後 、 発症 か ら 平 均 2 カ ヵ月 後 も 
87 % の 患者 が 何ら か の 症状 を 訴え て 
いる 点 に 注目 し て いる 。 

小児 例 は 、 重症 度 、 家族 内 感染 率 、 
定期 予防 接種 実施 状況 、 川崎 病 に 類 
似 し た 症状 に つい て 記載 。 川崎 病 の 
類似 症状 と の 関連 で は 、 英国 、 イタ リ 
ア 、 米国 、 フ ラン ス な どか ら 、 複 数 の 
臓器 に 炎症 を 認め る 小児 多 臓器 炎症 
症候 群 (MIS-C) の 中 に 、 川崎 病 に 類 
似 し た 例 が 見 られ た と いう 報告 が 相 
次 い だ と 紹介 。 (1) 10 歳 代 を 含む 年 
長 児 に 多い 、(2) アフ リカ 系 や ヒス パ 
ニッ ク 系 が 多い 、(3) アジ ア 系 は 5% 
以下 と 少な い 一 一 な どの 共通 し た 特 
徴 が あっ た と し 、「 現 時 点 で は 、 新 型 コ 
ロナ ウイ ルス (SARS-CoV-2) 感染 に 
伴う 川崎 病 類似 の 症状 は 、 典型 的 な 
川崎 病 と は 異な る 病 苑 で あろ うと 考え 
られ て いる | と し て いる 。 

その 他 で は 、 「 重症 度 分 類 と マネ ジ 
メン ト ] の 章 で 、 最近 有効 性 が 確立 し 
た レム デシ ビル と デキ サメ タ ゾ ン の 使 
用 を 中 心 に 修正 が 加え られ た 。 重症 
度 分 類 の 「 中 等 症 TT 呼吸 不全 あり ]」 
の 症例 で は 、「 酸 素 マ スク に よる 02 投 
与 で も Sp02=93 % を 維持 で き な く 
な っ た 場合 、 ス テロ イド 薬 ( 注 : 楽 物 
療法 で 取り 上 げ ら れ て いる の は デキ サ 
メタ ゾン ) や レム デシ ビル な どの 効果 
を みつ つ 、 人 工 呼 吸 へ の 移行 を 考慮 
する 」 と し た 。 


COVID-19 重症 者 の 桑 物 六 法 


WHO が 新 ガ イド ライ ン 
ステ ロイ ド の 投与 を 推奨 


世界 保健 機関 (WHO) は 9 月 2 日 、 
COVID-19 の 重症 思 者 に 対し て 、 コル 
チコ ステ ロイ ド の 投与 を 推奨 する 新た 
な ガイ ドラ イン を 発表 し た 。 

WHO に よる 新た な 推 装 は 、 重症 の 
COVID-19 恵 者 に 対し て の み 、 1 日 量 
6mg の デキ サメ タ ゾ ン を 経口 投与 、 も 
し く は 50mg の ヒド ロコ ル チ ゾ ン を 8 
時 間 ご と に 静 注 する こと を 強く 推奨 す 
る も の 。 ステ ロイ ド に よる 治療 期間 は 
7ー10 日 間 。 非 重症 の 愚者 へ の 投与 は 
推奨 し な い 。 重症 に は 、 重度 (severe) 
も し く は 重 篤 (critical) を 含む と し て 、 
それ ぞ れ を 表 1 の よう に 定義 し て ぃ 
る 。 

今回 の ガイ ドラ イン は 、 英国 で 行わ 
れ た COVID-19 入 院 患 者 を 対象 に し 
た オー プン ラベ ル の ラン ダム 化 比較 試 
験 RECOVERY で 、 通常 の ケア に 加 
えて デキ サメ タ ゾ ン を 追加 する と 、 侵 
隈 的 な 換気 治療 を 受け て いる 患者 の 
28 日 死亡 率 が 減少 し た こと を 受け て 
急きょ 検討 きれ た も の 。 

WHO の ガイ ドラ イン パネ ル は 、8 
つの ラン ダム 化 比較 試験 (7184 人 ) 
を 解析 し た 2 つの メタ アナ リ シ ス や 、 
他 の 2 つの メタ アナ リ シ ス を 検討 。 そ 
の 結果 、 コ ル チ コ ステ ロイ ド の 全身 投 
与 は 、 重症 COVID-19 恵 者 に お ける 
28 日 目 の 死亡 を 減ら す 効 果 が 中 程度 
の エビ デン ス (moderate certainty 
evidence) で 認め られ た 。 

1703 人 を 対象 と し た 7 つの 研究 で 
の 相対 リス ク 比 は 0.80(95% 信 頼 区 間 
[CI] 0.70-0.91) 、 1000 人 当たり の 総 
対 的 な 死亡 数 減少 効果 は 87 人 (95% 


全 大 学 病院 (本 院 )、 上 位 市 中 病院 の 希望 者 数 ・ 充 足 率 を 紹介 ! 
「 医 師 臨 床 研修 マッ チン グ 2020] 中 間 結 果 ラ ン キ ング 


表 1 WHO の ガイ ドラ イン に お ける 重症 
COVID-19 患者 の 定義 


重度 (以下 の いずれ か 


ゃ 酸素 飽和 度 く 90% (室内 気 ) 


* 攻 吸 数 : 5 歳 を 超え た 小児 と 成人 で 
は >30 回 / 分 、1 一 5 歳 で は =40 
回 / 分 、211 カ月 で は と 50 回 / 分 、 
2 カ月 未満 で は と 60 回 / 分 


* 重 度 の 呼吸 困難 (呼吸 補助 筋 の 使 
用 、 息切れ の た め フ ル セ ン テン ス を 
言え な い 、 小 児 で は 胸壁 の 陥没 や 呼 
気性 の 昌 只 、 チ アノ ー ゼ な ど ) 


* 急性 呼吸 嗜 迫 症候 群 (ARDS)、 敗 
血 症 、 敗血症 性 ショ ッ ク 、 もしくは 
人 工 呼 吸 や 昇圧 な どの 生命 維持 療 
法 が 必要 な 状態 


出典 : WHO「Corticosterolds for COVID-19] 


CI 41-124)。 3883 人 の 重症 患者 を 対 
象 と し た 1 つの 研究 で は 、 相対 リス ク 
比 0.80 (95% CI 0.70-0.92) で 1000 
人 当たり の 絶対 的 な 死亡 数 減少 効果 
は 67 人 (95% CI 27-100) だ っ た 。 

加え て 、 全身 性 の コル チコ ステ ロイ 
ド の 投与 に より 、 人 工 呼吸 器 の 導入 り 
スク も 減少 させ る こと が 、 中 程度 の エ 
ビデ ンス で 示さ れ た 。 これ は 、5481 人 
を 対象 と する 2 つの 研究 の 結果 で 、 相 
対 リス ク 比 0.74 (95 % CI 0.59-0.93) 
だ っ た 。 


COVID-19 へ の アビ ガン 投与 


治験 で 主要 評価 項目 を 達成 
10 月 に 承認 申請 へ 


富士 フイ ルム 富山 化学 は 9 月 23 日 、 
同社 が COVID-19 を 対象 に 実施 し 
た アビ ガン (ファ ビビ ピラ ビル ) の 第 3 
相 了 臨床 試験 で 主要 評価 項目 を 達成 し 
た と 発表 し た 。 ア ビ ガ ン は 既に 国内 


| ちせ て みた い | 


https:/nkbpjp/2Gb8PGp 回 時 
日 経 メ ディ カル Online 


で 、「 新 型 ま た は 再興 型 イ ン フ ル エ ン 
ザウ イル ス 感 染 症 ( 他 の 抗 イ ン フ ル エ 
ン ザ ウイ ルス 薬 が 無効 また は 効果 不 
十分 な も の )」 に 対し て 承認 され て お 
り 、 同社 は 10 月 中 に 、 厚 労 省 に 対し て 
COVID-19 の 効能 ・ 効 果 や 用 法 ・ 用 
量 な ど を 追加 する 一 部 変更 承認 を 申 
請 する 予定 だ 。 

同 試験 は 、COVID-19 の 患者 を 対 
象 に し た 単 盲 検 ラ ンダ ム 化 多 施設 共 
同 比較 試験 だ 。 被験 者 を 、 標準 治療 
に アビ ガン を 上 乗せ する 群 (介入 群 ) 
と 、 プラセボ を 上 乗せ する 群 (対照 
群 ) に 割り 付け 、 観察 期間 で ある 28 
日 間 、 ア ビ ガ ン の 有効 性 や 安全 性 を 
評価 し た 。 対象 思 者 は 、 PCR 検査 で 
SARS-CoV-2 陽性 と な り 、 胸 部 画像 
で の 肺 病変 や 37.5 で 以上 の 発熱 な ど 
を 認め る 2074 歳 の 入院 患者 。 最終 
的 に 156 人 が 参加 し た 。 

試験 の 結果 、 主 要 評 価 項 目 で あ 
る SARS-CoV-2 が 陰性 化す る まで 
の 期間 の 中 央 値 は 、 介入 群 で は 11.9 
日 、 対照 群 で は 14.7 日 で あり 、 アビ 
ガン の 投与 に よっ て 有意 に 短縮 され 
た (p=0.0136、 調整 後 ハ ザー ド 比 : 
1.593、 95% 信 頼 区 間 1.042-2.479) 。 
重 篤 な 副作用 は 確認 され ず 、 安全 性 
に 関す る 新た な 懸念 は 認め られ な 
か っ た 。 

な お アビ ガン に 関し て は 、 今 年 7 月 、 
藤田 医科 大 学 が COVID-19 を 対象 に 
し た 臨床 研究 で 、 有効 性 に 関し て 統 
計 的 有意 差 は 見 い だ せ な か っ た と の 
暫定 的 な 結果 を 発表 。 た だ し 、 同 研 
究 で は 披 験 者 数 や 試験 デザ イン な ど 
に 限界 も あり 、 研究 責 任 医 師 の 同 大 
学 医学 部 感染 症 科 教 授 の 土井 洋平 氏 
は 「 フ ァ ビ ビラ ビル は 有効 で ある 可能 
性 が ある ] と 評価 し て いた 。 
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REPORT 


新 糖尿 病 楽 イメ グリ ミン に 期待 集まる 


イン スリ ン 抵 抗 性 と 分 泌 不 全 の 両方 を 改善 、 第 一 選択 薬 に も 


「 ミ トコ ンド リア 機能 の 改善 | と いう 新しい 作用 機 序 を 持つ イメ グリ ミン 塩酸 塩 の 製 
造 販 売 が 承認 申請 され た 。 2 型 往 尿 病 を 適応 と する 経口 薬 だ 。 日 本 で の 開発 元 と な 
る 大 日 本 住友 製薬 は 、 世 界 に 先駆 け て 2021 年 度 内 の 上 市 を 予定 し て いる 。 


現在 、 イ ンス リン を 含め て 9 種類 の 
糖尿 病 治療 薬 が 臨床 使用 きれ て いる 
が 、 イ ンス リン 抵抗 性 と イン スリ ン 分 
泌 能 の 両方 を 改善 し て 血 精 を コン ト 
ロー ル す る 薬剤 は 、 ま だ 存在 し な い 。 

7 月 に 承認 申請 され た イメ グリ ミン 
は 、1 剤 で イン スリ ン 抵 抗 性 を 改善 し 
つつ 、 同時 に 膝 細 胞 の イン スリ ン 分 
泌 を 刺激 する 、 全く 新しい 機 序 の 経 
口 血 糖 降下 薬 だ 。 詳し い 作 用 メカ ニ 
ズム は 不明 な 部 分 も ある が 、 イメ グリ 
ミン の 主たる 作用 点 は ミト コン ドリ ア 
の 呼吸 鎖 だ と 考え られ て いる 。 


分 子 構造 は メト ホル ミン に 類似 


イメ グリ ミン は フラ ンス の 製薬 会 社 
Poxel 社 が 創 楽し た 薬剤 で 日 本 を 含 
め た 東南 アジ ア で の 開発 は 大 日 本 住 
友和 製薬 が 担当 し て いる 。 テト ラ ヒ ド ロ 
トリ アジ ン 系 (グリ ミン と も 呼ば れる ) 
に 属す る 化合 物 で 、 分子 構 造 は ビグ 


アナ イド 楽 の メト ホル ミン に 類似 する 
( 國 1)。 

作用 機 座 も メト ホル ミン と 同様 、 ミ 
トコ ンド リア 呼吸 鎖 の complex 1 を 阻 
害する が 、 イメ グリ ミン で は その 程度 
が 比較 的 弱い 。 一 方 で イメ グリ ミン は 
下流 の complex 罰 を 進 さき せる た め 、 
結果 的 に 途中 に ある complex II の 作 
用 が 滝 ら ず 、 活性 酸素 の 発生 が 抑制 
きれ る 。 これ が 、 酸 化 ス トレ ス に よっ 
て 生じ る イン スリ ン 抵 抗 性 元 進 の 改 
善 に 寄与 し て いる と 考え られ て いる 。 

また 、 細胞 内 の エネ ルギー 代謝 に 
か か わる 補 酵 素 で ある NAD` (ニコ 
チン アミ ドア デニ ンジ ヌクレオチド ) を 
増加 させ る 作用 も ある 。 これ に より 、 
細胞 内 の Ca イオ ン 濃 度 が 上 昇 し 、 護 
細胞 で は グル コー ス 依存 的 な イン ス 
リン 分 泌 能 を 促進 きせ る と いう 。 想定 
きれ て いる 主要 臓器 で の 薬理 作用 を 
まとめ た の が 表 1 だ 。 


「 革 戒 すべ き 副 作用 は 少な い ] 


日 本 人 2 型 精 尿 病 患 者 を 対象 と し 
た イメ グリ ミン の 第 3 相 試 験 と し て 、 3 
つの TIMES 試 験 が 実施 きれ て いる 。 

イメ グリ ミン 単 剤 療法 の 有効 性 、 安 
全 性 、 妨 容 性 を 検討 し た TIMES1 試 
験 で は 、 日 本 人 2 型 糖尿 病 串 者 213 
人 を 、 イメ グリ ミン 投与 群 (1000mg、 
1 日 2 回 ) また は プラ セ ボ 投与 群 に 割 
り 付け 、24 週間 後 の HbA1c の 変化 量 
な ど を 比較 し た 。 その 結果 、 イメ グリ 
ミン 投与 群 の 方 が HbA1c の 変化 量 
は 大 幅 だ っ た (HbAlc 変 化 量 の 群 間 
差 :*-0.87% ポ イン ト 、P ぐ 0.0001) 。 

TIMES2 試験 で は 、 日 本 人 2 型 精 
尿 病 患者 714 人 を 対象 に 、 主 に 他 の 血 
糖 降下 楽 と の 代 用 療法 に お ける 安全 
性 お よび 有効 性 を 検討 。 DPP-4 阻 害 
薬 、SGLT2 阻 害 薬 、SU 薬 な ど に イメ 
グリ ミン (1000mg、1 日 2 回 ) を 併用 


園 1 メト ホル ミン お よび イメ グリ ミン の 構造 式 


表 1 想定 され て いる イメ グリ ミン の 薬理 作用 


CHs LE 薬理 作用 
上 < 邊 精 依存 的 な イン スリ ン 分 泌 の 促進 
^N N~ N N 庄 識 * 細胞 の アポ トー シス 抑制 
* 軍 胞 数 の 増加 
上 人 人 amn 人 人 w 
^N N NT N N N 時 細 * 周 剰 な 灯 新 生 の 抑制 
| | | | | | * 脂 肪 計 の 改善 
H H CHs H H CHs 
上 * イ ンス リン シグ ナル の 増強 
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(Poxel 社 の 資料 を 基 に 編集 部 で 作成 、 図 2 も ) 


9 月 下旬 の 欧州 糖 尿 病 学会 (EASD2020) で 発表 され た 回 * 国 
TIMES 試 験 の 詳細 デー タ を こち ら で 速 報 し て いま す 世 着 4 
https:/nkbpjp/2HNwMUL 回 答 


日 経 メ ディ カル Online 
国 2 TIMES2 試 験 に お ける ベー スラ イン か ら の HbAtc 変 化 量 
「 イ メグ リ ミ ン は 第 一 
選択 薬 に な り 得る 」 と 『 G 
困 る 国立 国際 医療 研 ルル L 
究 セ ンタ ー の 植木 浩 | コ s 『 
二郎 氏 。 P チ シ ビ G 1 
(5 イレ 21 誠 
P 9 
4 リ り セ リナ 2 財 
EiWii 
投与 し 、 52 週 間 後 の HbA1c 変 化 量 を (% ポ イン ト ) 本 全 本 人 本 挟 : 


観察 し た ( 図 2)。 
ペー スラ イン か ら の HbAlc の 変化 
量 が 最も 大 きか っ た の は DPP-4 阻 害 
薬 と の 併用 群 (-0.92 % ポイ ント )。 
その 他 の 経口 血 精 降 下 薬 と の 併用 で 
も 、 イ メグ リ ミ ン 単独 療法 に 比べ る と 
HbA1c の 変化 量 は 大 幅 だ っ た 。 た だ 
し 、 グ ルカ ゴン 様 ペ プチ ド (GLP) 1 
受容 体 作動 薬 と の 併用 で は 、 HbAlc 
変化 量 は イメ グリ ミン 単独 療法 より 小 
幅 だ っ た 。 この 理由 は 不明 だ と いう 。 
イン スリ ン と の 併用 も 検討 され て い 
る 。 イン スリ ン 単 独 投与 ち も し く は イン 
スリ ン と 1 剤 の 経口 糖尿 病 薬 の 併用 
で 効果 不 十分 な 日 本 人 2 型 糖尿 病 串 
者 215 人 を 対象 と し た TIMES3 試験 
で は 、 イメ グリ ミン 投与 群 (1000mg、 
1 日 2 回) で 、 プ ラ セ ボ 投与 群 より も 
有意 な HbA1c の 改善 が 認め られ た 
(16 週 時 点 、 HbA1c 変化 量 の 群 間 差 : 
ー0.60 % ポイ ント 、P ぐ く 0.0001)。 ま 
た 、 イメ グリ ミン 群 で は 、 52 週 間 後 の 
ベー スラ イン か ら の HbA1c の 変化 量 
が -0.64% ポ イン ト で 、 イ ンス リン 代 用 
時 の 持続 的 な 有効 性 も 確認 され た 。 
新しい 機 序 の 薬剤 と な る と 、 副作用 
の プロ ファ イル も 気 に な る と ころ 。 
構造 が 類似 する メト ホル ミン で は 、 
頻度 は 低い も の の 脱水 時 の 乳酸 アシ 
ドー シス が 指摘 され て いる 。 この 乳酸 
アシ ドー シス は 、 乳酸 か ら グ ルコ ー ス 
の 変換 が 阻害 され る こと に 起因 する 
が 、 イ メグ リ ミ ン に は この よう な 阻害 
作用 は 報告 きれ て いな い 。 
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HbA1c 変 化 量 (52 週間 後 ) 


国立 国際 医療 研究 セン ター 糖尿 病 
研究 モン ター 長 で 、 TIMES1 試験 の 
治験 責任 医師 を 務め た 植木 浩二 郎 氏 
は 、「 作 用 機 放 や これ まで の 隙 床 試験 
デー タ か ら 考 える と 、 警戒 し な く て は 
な ら な い 副 作用 は イメ グリ ミン に は 少 
な い 。 今後 、 腎 機能 低下 患者 に 対す る 
安全 性 が 確認 され れ ば 、 高齢 者 な ど 
に も 使い や すい 薬剤 に な る だ ろう 」 と 
期待 を 寄せ る 。 


経口 泉 の 中 で の ポジ ショ ン は ? 


で は 将来 、 イ メグ リ ミ ン が 発売 され 
た ら 、 既 存 薬 の 中 で どの よう な ポジ 
ショ ン を 占め る の だ ろう か 。 

植木 氏 は 、「 イ ンス リン 抵抗 性 の 改 
善 と イン スリ ン 分 泌 能 の 改善 と いう 2 
つの 作用 を 持つ こと か ら 、 幅 広い 病 
態 の 2 型 糖尿 病 串 者 で 効果 を 発揮 す 
る だ ろう 。 経口 薬 の ファ ー ス トラ イン と 
し て も 使え る の で は な いか ] と 話す 。 

さら に 植木 氏 は 、「 イ メグ リ ミ ン は 、 


長期 間 、 単 剤 で コン トロ ー ル で きる 可 
能 性 を 秘め て いる 。 そう いっ た 視点 か 
ら の 了 臨床 試験 も 必要 だ ろう 」 と も 指摘 
する 。 一 般 に 自 尿 病 思 者 の 薬物 療法 
で は 、 単 剤 で 血 精 を コン トロ ー ル し 統 
ける の は 難し い が 、2 つ の 作用 を 兼ね 
備え る イメ グリ ミン な ら 、 そ れ が 可能 
か も し れ な いと いう わけ だ 。 TIMES2 
試験 で は 、 併用 療法 で の 有効 性 と 安 
全 性 も 確認 され て お り 、 追 加 併用 薬 と 
し て の 使い 勝手 も よさ そう だ 。 
冒頭 で 紹介 し た よう に 、 イメ グリ ミ 
ン は 2021 年 度 中 に も 発売 きれ る 見 込 
み 。 近年 、DPP-4 阻 害 楽 発売 時 の SU 
薬 と の 併用 に よる 低 血糖 、 SGLT2 阻 
害 薬 発売 時 の 脱水 に 伴う 脳卒中 や 皮 
疹 な ど 、 新 機 序 の 本 尿 病 治療 薬 が 登 
場 し た と き に 、 決ま っ て 想定 外 の 有害 
事象 が 見 つか っ て いる 。 今回 こそ は 
安全 性 の 検証 が 十分 に 行わ れ 、 順風 
満山 の 船出 と し な る こと を 期待 し た い 。 
今 浦 仁美 ) 
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今年 は 


オン ライ ン で 
2 週 に わた り 


、10.23 [ 例 ] 多加 ・ 視 聴 | 無料 、 事前 登録 制 


会 甚 | 2020.10.12[ 有 


10』128( 月 ) 10 朋 13 日 ( 火 ) 10 有 』13( 火 ) 10 月 14 昌 ( 水 ) 

9 つの 観点 で 既存 ネッ トワ ー ク | エン ター プラ イズ デジ タル 新型 コロ ナ 対 策 NTT 東日本 思い 込み を 捨て て 世界 を 

虹 を 見 直す 、au カ ブ コ ム 証 券 の | トラ ンス フォ ー メ ーション (DX) | -IPA「 シ ン ・ テ レ ワ ー ク シス テム 」 | あり の まま に 見 よう 

ゼロ トラ スト 実践 お も し ろ 開 発 秘話 ーー フ ァ ク ト フ ルネ ス の すす め 

au カブ コム 証券 アフ ラッ ク 生 命 保 険 

間 シス テム 統括 役員 補佐 | 上 席 常務 執行 役員 CIO 翻訳 者 
石川 陽一 二見 通 g 関 美和 岳 
10』16 日 ( 金 ) 10 有 20 昌 ( 火 ) 10』20( 火 ) [リレー トー ク ] 10 有 21 昌 ( 水 ) | 
ビジ ネス プロ セス の 変革 を 証券 トー クン で 広がる 非 接触 ニー ズ が 生み 出す 世界 | アフ ター デジ タル 時 代 の 
目指 す ! 「 フ ァ ン 作り メ 資 金 調達 」 20cfr 精神 と ケイ パピ ビリティ 
DX を 活用 し た AGC の 挑戦 代表 取締 役 CEO ーー デー タ の 過信 と UX の 軽視 


深堀 史 
アー ス アイ ズ 
CEo 代表 取締 役 東 アジ ア 営業 責任 者 


佐々 木 俊 典 ェ 山内 三郎 藤井 保 文 g 


日 経 ク ロス テッ ク EXPO 2020 は 10 の イベ ント テー マ で 構成 


お Fintech/ ら スッ と さ 


, 出展 企業 ・ 団 体 一 覧 NDI ソ リュ ーション ズ 情報 処理 機構 テン ダ 
(社名 50 音 順 /8 月 31 日 現在 ) NTT デ ー タ 新 エ ネル ギー・ 産 業 技術 紛 合 開発 機 橋 東京 エレ クト ロン デバ イス 
NTT デ ー タ 先 靖 技術 シン カ 比 ン に 3 


AGC 
常務 執行 役員 ・ 
技術 本 部 長 


倉田 英之 g 


BOOSTRY ピー ビ ピット 


Arcserve Japan NTT デ ー タ ・ ビ ズ イ ン テグ ラル スー パー マイ クロ ショ ンズ 

アイ キュ ー プ ド シ ステ ムズ エプソン ダイ レク ト sky エン ジニ アリ ング 

アイ マト リッ クス スト ラ タ シ ス ・ ジ ャ パン 

アク ティ プ コ ア Splunk Services Japan 

アセ ン テ ッ ク SmartHR 

Appen スマ ー ト キャ ン ブ ッ カ ー ド 

アド バネ ッ ト Slack Japan 本 情報 マネ ジメント 押 会 

アビ ピー ムコ ン サ ル テ ィ ング ス フ ォ ー ス ・ ド ッ ト コム | 本 マイ クロ ソフ ト 和 情 報 シ ステ ムズ 
Apptio SalesOne) ト ! 三菱 電機 IT ソリ ュー ショ ンズ 
アマ ゾン ウェ ブ サー ビス ジャ パン 靖幸 シス テム ズ MUGENUP 

アム ニモ MetaMojl 

アリ ス ソ ホ ピー ビー ャ プリ 

アル テア エン ジニ アリ ング 小西 安 ソラ コム ャ パン ユニ リタ 

ヴィ ー ム ・ ソ フト ウェ ア Colt テ クノ ロジ ー サ ービス タレ ス DIS CPL ジ ャ パン 横 河 レ ンタ ・ リ ー ス 
ウィ ンマ ジッ ク ・ ジ ャ パン 三 和 コム テッ ク THK LegalForce 
aiforce solutions GN オ ー デ ィ オ ディ ー・ オ ー・ エ ス リコ ー 

SCSK CTC シ ステ ム マネ ジメント DataRobot Japan RUFT 

SDL ジ ャ パン シス テム イン テグ レー タ デ ク ス タ YSL ツ リュ ーション 
NEC ソ リュ ーション イノ ベータ シネ ックス ジャ パン テク ノ ス デ ー タ サイ エン ス ・ エ ンジ ニア リン グ 


オン ライ ン 開 催 記念 特典 ! 事前 登録 者 の 中 か ら 抽選 で 1,000 名 様 に Amazon ギ フト 券 を プレ ゼン ト ! 


展示 会 ・ カ ン フ ァ レ ンス の 


果報 と 前 ほこ ちら httpS://active.nikkeibp.co.jp/expo/xtech/ 


ニュ ー ノ ー マ ル 時 代 の 医療 ・ 介 護 を 支援 する オン ライ ン イ ベン ト 


B 経 2&HEALIHEXPO2020 


クロ ス ヘ ルス EXPO 2020 


豪華 講師 が 多数 登壇 ! 注目 の トピ ッ ク を 網羅 新型 コロ ナ 初 で 激変 する 医療 ・ 介 護 の 行方 を 占う 


入 
圭 
後 


202o 年 10』14 ョ 6-16 ョ @ 
オン ライ ン 開 催 
場 料 無料 (オン ライ ン で の 入場 登録 制 ) 部 有理 セミ ナー ぁ り 
催 日 経 BP 
援 厚生 労働 省 、 経 済 産業 省 、 日 本 医師 会 、 日 本 歯科 医師 会 、 
日 本 高血圧 学会 


昨年 、 初 開催 し て ご 好評 を いた だ いた [日 経 フ ロス 
ヘル ス EXPO] は 、 今年 は オン ライ ン イ ベン ト と し て 
開催 いた し ます 。 

目玉 と な る カン ファ レン ス は 、 新興 感染 症 対策 、 報 
酬 改定 ・ 制 度 改正 、 最 先端 技術 な ど 注目 の トピ ッ フ 
を 網羅 し ます (詳細 は 次 ペー ジ 参 照 ) 。 新 型 コ ロナ 
ウイ ルス の 封じ 込め に 成功 し た 台湾 の 衛生 相 を は じ 


協力 媒体 日経 メデ ィ カ ル 、 日 経 ヘ ルス ケア 、 日 経 ド ラッ プイ ン フ ォ 
メー ショ ン 、 日 経 パ イオ テク 、 日 経 ビ ジネス 、 日 経 デジ タ 
ル ヘ ルス 、Beyond Health 

日 経 フ ロス テッ ク EXPO 2020、 日 経 フ ロス トレ ンド 
EXPO 2020 


め 、 国内 外 の トッ プリ ー ダ ー、 現役 官僚 、 新た な 領域 
を 切り 拓く イノ ベー ター な ど 、 豪 華 講師 陣 が 登壇 。 他 
で は 得 ら れ な い 有 益 か つ 最 新 の 情報 と 知見 を お 届け 
し ます 。 

医療 ・ 介 護 ・ 健 康 サ ービス を 担う 多様 な 支え 手 が 
オン ライ ン で 交流 する 新 ス タイ ル の イベ ント 「 日 経 ク 
ロス ヘル ス EXPO 2020] に 、 ぜ ひご 参加 くだ さい 。 


無料 カン ファ レン ス の ご 案内 


本 セミ ナー は 、 オ ン ラ イン で 


ライ ブ 配 信 い た し ます 。 


※ プ ログ ラム ・ 講 演 タ イト ル は 変更 に な る 場合 が ど ざ いま す 。 詳し く は 下記 サイ ト に て ご 確認 くだ さい 。 


10』16g 例 


10』14 ョ * 


Society5.0 時 代 の 医療 : モバ イル ヘル ス を 用 いた 
P4 Medicine 


順天堂 大 学 医学 部 良 科 学 講座 ・ デ ジタル 医療 講 礁 准 教授 猪俣 武 細 氏 
提供 : ジョ ン ソ ン ・ エ ンド ・ ジ ョ ン ソ ン 


10』15 ネ 


ニュ ー ノ ー マ ル 時 代 の 未来 型 ヘ ルス ケア サー ビス 
(DX) 戦 略 
一 健康 ビッ プ デ ー タ を ペー ス と し た 新 健 診 モ デル の 戦略 展開 一 


弘前 大 学 健康 未来 イイ ベーション セ ンタ ー (COI 研 究 推進 機構 ) 教授 / 
CO| 副 拠 応 長 (戦略 統括 ) 村 下 公 一 氏 


時 代 に 求め られ る 薬局 / 薬 剤 師 の 
具体 的 な 運用 と は ? 

先進 的 な 事例 を 通し て 

カケ ハシ 代表 取締 役 社長 中 司 豊 氏 

MEDISO (医療 系 ベン チャ ー・ ト ー タ ル サ ポ ー ト 事 
業 ) 概要 と 支援 済 企 業 の ご 紹介 (第 1 回 ) 
三菱 紀 合 研究 所 科学 ・ 安 全 各 業 本 部 人 天心 太郎 氏 


17:10 


1 
17:40 


13:40 
に 


14:10 


次 ペー ジ に 有料 カン ファ レン ス の ご 案内 を 掲載 し て いま す 。 ラ 


14:00 
1 


14:30 


「 医 療 従事 者 の 幸せ を 目指 す 健康 経営 」 
健康 行動 ・ 仕 事 の 充実 ・ 人 生 の 幸せ と は 一 


アク サ 生 命 HPM 事 業 開発 部 シニア ビジ ネス ディ ベロ ッ プ メン ト エ キス 
パー ト 健康 経営 エキ スパ ー ト アド バイ ザー 桶 口 功 氏 


ウェ アラ ブル 血圧 計 で 目指 す 脳 ・ 心 血管 疾患 ゼロ 
ー パ ー ソ ナラ イズ され た 皿 圧 管理 一 


オム ロン ヘル スケ ア 国内 事業 本 部 事業 戦略 部 商品 企画 課 課長 
渡 生 環 哉 氏 


MEDISO (医療 系 ベン チャ ー・ ト ー タ ル サ ポ ー ト 事 
業 ) 概要 と 支援 済 企業 の ご 紹介 (第 2 回 ) 
三 鞭 合 研究 所 科学 ・ 安 全 事 業 本 部 作 半 心太 朗 氏 


この ほか 、 経 済 産業 省 主催 の 「 ジ ャ パン ・ ヘ ルス ケア ビジ ネス コン 
テス ト 2021( 二 次 審査 )」 や 、 日 本 高血圧 学会 と の コラ ボレー ショ 
ン 企 画 な ども 実施 いた し ます 。 


日 経 フ ロス ヘル ス EXPO2020 詳細 は こち ら 


http://nkbp.jp/xhealth 堂 


1 セッ ショ ン に つき 前 売り 5,000 牛 W め 
申 込 較 切 は ほ 各 セッ ショ ン 開 催 の 2 日 前 と な り ます 。 


有料 カン ファ レン ス の ご 案内 本 セミ ナー は 、 ビ デオ 会 議 ツ ー ル 「Zoom] を 使っ て 、 当 日 Web 配信 いた し ます 。 Zoom 


利用 に は 、 パ ソコ ン ま た は モバ イル の 接続 環境 が 必要 で す 。 いずれ で も 受講 で きま す が 、 


※ プロ グラ ム ・ 講 演 タ イト ル は 変更 に な る 場合 が ご ざい ます 。 【 パ ソコ ン 、 有 線 ま た は Wi-Fi の イン ター ネッ ト 環 境 】 を 推奨 し ます 。 
詳し く は 下記 サイ ト に て ご 確認 くだ さい 。 


10』14 * 10』16gm 


"CiPO 2021 年 度 介護 報酬 改定 の 行方 角 


[演者 ] 厚生 労働 省 老健 局 老人 保健 課長 眞 鋼 氏 


10:00 基調 講演 
{ 


ii:oo 台湾 の 新型 コロ ナ 対策 は 
な ぜ 成 功 し た か 
[者 台 行 福利 有 長 ( 条 生 相 ) 陳 時 中 氏 W2 時 


[座長] 日 本 貞和 医師 会 長 電 療 分 氏 30 これから の 健康 ・ 医 療 戦略 

13:30 生涯 現役 社会 の 構築 に 向け て ( 仮 
特別 シン ポジ ウム 【 パ ネル ディ スカ ッ シ ョ ン 】 Ph ワー ビン ルーン (る 】 
新型 コロ ナ 対策 信 
2 の 17:30 日 2 ロス トレ ンド 邊 な 軍 パネ ルディ スカ ッ シ ョ ン ) 
神奈 上 健康 医 療 局 医療 対話 公 is:oo 患者 は も う 来 な い !? 


長沢 市 民 病院 副 院長 阿南 英明 氏 


病院 コミ ュ ニ ケー ショ ン 戦 略 の 
福井 上 医師 会 長 / 日 本 慢性 基 医療 人 会長 「 ニ ュー ノー マル | を 考え る 


池端 奉 産 氏 

国立 国際 医療 研究 セン ター 病院 [パネ リス ト ] 相澤 病院 経営 戦略 部 広報 企画 室 室 長 久保 田 入 氏 
国際 感染 症 セ ンタ ー 長 大 曲 買 夫 氏 | 1 鹿島 アン トラ ー ズ ・ エ フ ・ シ ー 代 表 取 締 役 社長 

厚生 労働 省 右 (前 医務 技 監 ) 鈴木 康裕 氏 メル カリ 取締 役 President( 会 長 ) 小泉 文明 氏 

【 モ デレ ー タ ー] 【 ファ ン ペ ベース カン パニ ー 代 表 取 綿 役 社長 、CEO 澤田 尾 保 氏 

鹿 際 義 妥 大 学 医学 部 皿 民 内 分 泌 代謝 内 科 教授 谷田 病院 事務 部 長 藤井 拘 志 氏 

伊 朋 裕 氏 [モデ レー ター] 医師 、 ヴ ァ イ タ リー 代表 取締 役 竹田 間 介 氏 
小倉 記念 病院 経営 企画 部 企画 広報 課 松本 卓 氏 


14:00 【 講 演 ・ パ ネル ディ スカ ッ シ ョ ン 】 


MS 0 記 
放り オン ライ ン 診 療 ・ 1 2 『 
オン ライ ン 上 服薬 指導 が 目指 す 未来 isiso コロ ナ 簡 も 乗り 切る ! 
[ 湖 者 ・ コ メン テー ター] 厚生 労働 省 医 牙 局 医事 課長 病院 ・ 介 護 施設 こそ 健康 経営 
伯 野 春彦 氏 【 パ ネリ スト ] メディ ヴ ァ 代表 取締 役 社長 大 石 侍 能 子 氏 
[パネ リス ト ] 医療 法人 社団 の う 殖 会 脳 神経 外科 東横 浜 病院 副 院 長 ・ 理 事 
医療 法人 法 山 会 山下 診療 所 理事 長 山下 上 其 氏 郵 補 吾 氏 
社会 医療 法人 祐 愛 会田 病院 引合 診 療 科 部 長 医療 法人 社団 美人 理事 長 黒澤 功 氏 
織田 良 正 氏 アク サ 生 命 HP 事業 開発 部 シニア ビジ ネス ディ ペロ ッ プ メ ント エキ 
社会 医療 法人 博 進 会 理事 長 小笠 原 和 人 氏 スパ ー ト 鍵 康 経営 エキ スパ ー ト アド バイ ザー 納 口 功 氏 
メデ ィ カ ルプ リー ン 代表 取 細 役 社長 大 澤 光 司 氏 ーー ンー 
【 モ デレ ー タ ー」 医療 法人 社団 嗣 業 の 会 理事 長 / 日 本 遠隔 医 厚生 労働 省 健康 局 健康 課 課長 補佐 藤岡 雅美 氏 


療 学会 オン ライ ン 診 療 分 科 会 会 長 野木 春 郎 氏 


き 同 時 通訳 あり 


16:30 [パネ ルディ スカ ッ シ ョ ン 】 


eoo 海外 の 事例 に 学ぶ 医療 の 


「 ニ ュー ノー マル ] 
一 働 方 を 変え る 産業 と の 共 偽 と は ? 
0:00 コロ ナ 掴 に 対応 し た 医療 提供 体制 [パネ リス 
oo の 在り 方 と 2040 年 を 展望 し た Royal Philips. Chief MedicaL Oficer DrJan Kimpen 


Royal Philips, Chief Experience Design officer & Head of 
Healthcare Transformation Services Dr.Sean Carney 
Manager of Testing and Innovations at Oulu University 
Hospital Mr.Timo Alalaakkola 

公益 財団 法人 大 原 記念 倉敷 中 央 医療 幾 構 廊 敷 中 央 病院 


三位一体 改革 の 動向 に つい て ( 仮 ) 
〔 演 者 厚生 労働 省 医 政 局長 人 井 正 深 氏 


1e00 令 和 の 時 代 に 求め られ る 河和 丘 ほ か 
7oo 薬剤 師 ・ 薬 局 の 役割 東北 大 学 病院 幼 床 研究 推進 セン ター 特 任 教授 パイ オデ ザイ ン 部 
〔 演 者 ] 厚生 労働 省 医薬 ・ 生 活 衛生 局 総務 課 ど 門 長 / 病 院長 特別 補佐 (企業 アラ イア ンス 、 テ クノ ロジ ー) 

朱 事 企画 安川 地 志 氏 中 川 戦 氏 


日 経 フ ロス ヘル ス EXPO2020 


http://nkbp.jp/xhealth 上 


新た な 時 代 の 眉 不 全 へ チ ー ム 医療 


<One Team で 描く 心不全 医療 の 未来 像 


Opening Remarks 


小室 一 成 氏 国立 大 学 法人 東京 大 学 大 学院 医学 系 研究 科 循環 器 内 科学 教授 


循環 器 病 に 対す る 国 の 政策 は 、 が ん 対策 に 比べ て 大 きく 遅れ た 状 
況 が 続い て きた が 、 長年 に わた る 関連 団体 や 関連 学会 の 念願 が 叶 
い 、 2018 年 12 月 に 「 脳 卒 中 ・ 循 環 器 病 対策 基本 法 ] が 成立 し 、 
2019 年 12 月 1 日 か ら 施行 され て いる 。 本 法 の 3 つの 基本 理念 は 、 循 


環 器 病 の 予防 推進 迅速 か つ 適 切な 治療 体制 の 整備 研究 の 推進 
で ある 。 循環 器 病 に 関す る 国民 へ の 啓発 が 進み 、 新しい 診療 体制 が 
整備 され 、 病態 の 解明 な どの 研究 が 進む こと に よっ て 、 循環 器 病 の 
患者 が 減り 、 国民 の 健康 寿命 の 延伸 と 医療 ・ 介 護 費 の 軽減 な ど に 大 


心不全 と 


リズ 心不全 リス ク 
心不全 の 表 的 心 疾 品 
進展 イベ ント 発症 
ステ ー テ A ステ ー テ B 
問 質 的 心 疾患 の な い 問 質 的 心 疾患 の ある 
不全 リス クス テー ジ リス クス テー ジ 
ステ ー ジ 分 類 ! * 論 因子 あり > < 質 的 心 疾患 あり 
f < 質 的 心 導 患 あり 8 
* 如 質 的 心 疾 患 な し : で 不全 症候 あり 
で 心不全 症候 な し SD: 信 入信 なじ ( 友 往 も 含む) 
上 
体 
機 
能 高血圧 
北 尿 病 1 要 
動 台 人 4 導 患 を ど | | | 和室 台 素 條 ) 
無 古人 性 弁 談 症 な ど 
* 危 険 因子 の コン トロ ー ル * 如 質 的 心 疾 患 の 進展 予防 * 症 状 コン トロ ー ル 
浴 上 標 。 | “ 交 心 疾 員 の 発 防 * 必 不全 の 発 古 騙 ・QOLS 療 
* 選 也 防 死亡 回 選 < 再 悦 了 防 
* 援 和 ケ ア * 投 未 期 ケ ア 


1: Yancy CW. et al. 2013 ACCF/AHA guideline for he management of heart failure: a report of he American College of Cardiology Foundation/American Heart Association 


Task Force on practice guidelines. Circulation. 2013: 128: e240-327 


厚生 労 財 省 . 尿 卒 中 、 心 議 岳 その 他 の 循環 二 病 に 係る 診療 近 供 体制 の 在り 方 に つい て (平成 29 年 7 月 脳卒中 、 心 話 馬 その 他 の 特 環 幸 病 に 係る 診療 近 供 体制 の 在り 方 に 関す る 検討 会) 
日 本 特 環 問 学 会 日 本 心不全 学会 . 急性 ・ 尼 性 心不全 診療 ガイ ドラ イン (2017 年 改訂 版 ) に も 掲載 https://wwwj:Circ.orjp/Crms/wp-content/uploads/2017/06/JCS2017_tsutsui_h_190830.pdf(2020 年 9 月間 覧 ) 
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きく 貢献 する も の と 期待 され て いる 。 

具体 的 な 流れ と し て は 、 第 1 期 循環 器 病 対策 推進 基本 計画 を 踏ま 
え 、 都 道府県 が 各地 域 の 現状 に 合致 し た 「 循 環 器 病 対策 推進 計画 ] 
を 策定 する こと に な っ て お り 、 それ が 2021 年 4 月 に 予定 され て いる 各 
自治 体 に よる 第 7 次 医療 計画 ( 都 道 府 県 策定 ) の 中 間 見 直し や 第 8 
期 介 護 保険 事業 計画 (市 町 村 策 定 ) に も 盛り 込ま れる 予定 で ある 。 
関連 学会 ・ 団 体 と し て は 、 国 や 地方 自治 体 か ら の 支援 を 受け て 、 5 つ 
の 戦略 (予防 ・ 啓 発 、 診療 体制 、 人 材 育 成 、 疾患 登録 、 研究 の 活性 
化 ) を 実行 し 、 大 き な 成 果 を 上 げ て いく こと が 目標 と な る 。 

循環 器 病 の 中 で は 、 高齢 化 に 伴い 、 特に 心不全 患者 の 増加 が 顕 
著 で あり 、 喫緊 の 課題 と な っ て いる 。 近年 、 心 不全 に 対す る 治療 法 が 
目覚 まし く 進歩 し て いる も の の 、 現状 で は 心不全 を 完全 に 治す こと は 
で きず 、 いま だ に 予後 不良 の 疾患 と 言わ さる を 得 な い 。 これ を 克服 す 
る た め に は 、 心不全 の 発症 を 予防 し 、 進展 を 抑制 する こと が 何より も 
重要 で あり 、 その た め に は 病態 の 進 尿 を ステ ー ジ で 捉え る 必要 が ある 
( 贈 1) 7。 具体 的 に は 、 高血圧 、 糖尿 病 、 脂質 異常 症 な どの リス ク は 
ある が 和 器質 的 心 疾 患 (心筋 梗塞 な ど ) は 発症 し て いな い 段 階 「 ス テー 
ジ A]、 器質 的 心 疾患 は 認め る が 心不全 症候 の な い 段 階 を 「 ス テー ジ 


演 ] 


B]、 心 不全 症候 が 出現 する (既往 も 含む お) 段階 を [ステ ー ジ C]、 治 療 
抵抗 性 心不全 の 段階 を 「 ス テー ジ D」 と し て 分 類する 。 ステ ー ジ を 戻る 
こと は で き な い が 、 生活 習慣 の 改善 と 適切 な 治療 に より 、 ステ ー ジ を 
進め な いよ うに する こと が で きる の が 心不全 の 特徴 で ちり 、 が ん と は 大 
きく 異な る と ころ で ある 。 

また 、 心不全 を 一 度 発症 し て ステ ー ジ C に 入る と 、 急性 増悪 を 繰 り 
返し て は 徐々 に 悪化 する と いう 経過 を た どる こと か ら 、 急 性 増悪 を 防止 
する た め の 急 性 期 か ら 回 復 期 ・ 慢 性 期 の シー ムレ ス な 診療 体制 が 求 
め ら れ て お り 、 専門医 と か か りつ け 医 、 訪 問 看護 、 リ ハビ リ テ ー シ ョ ン な 
ど 多 機関 と の 医療 連携 が 重要 と な る 。 さら に 、 心不全 の 急性 増悪 を 
防ぐ た め に は 、 心不全 患者 の ステ ー ジ や 病態 : 病 期 な を ど に 応じ て 看護 
師 ・ 薬 剤 師 栄 状 士 理学 療法 士 な どの 多 職種 が 連携 し 、 継続 的 な 
チー ム 医 療 を 実践 し て いく こと が 必須 と な る 。 この チー ム の 構成 員 に 
は 、 心不全 の 治療 、 管理 、 ケ ア に 関す る 専門 的 知識 や 技術 を 有する 
医療 従事 者 が 複数 含ま れる こと が 望ま し く 、 2021 年 度 か ら 対 定 制度 
が スタ ー ト する 心不全 療養 指導 士 を 早期 に 育成 し 、 チ ー ム 医療 の 質 
の 向上 に 支 め て いく 必要 が ある 。 
1 日本 人 部 会 日 本 全学 人 性 ・ 慢 心不全 診療 ガ イド ライ ン (2017 征 改訂) 


ガイ ドラ イン に 準拠 し た 心不全 の 薬物 治療 


簡 井 裕之 氏 国立 大 学 法人 九州 大 学 大 学院 医学 研究 院 代 環 器 内 科学 教授 


心不全 進展 ステ ー ジ C/D の 薬物 治療 


わが 国 で 実施 され て いる 循環 器 疾患 診療 実態 調査 (NROAD) に よ 
る と 、 心不全 は 急性 心筋 梗塞 に 比べ て 入院 患者 数 が 多く 、 その 増加 
割合 も 大 きく 、 さら に 高齢 の 患者 が 多い こと な ど が 示さ れ て いる !)。 さ 
ら に 、 心 不全 患者 の 5 年 生存 率 は 50% 前 後 で あり 、 が ん に 比べ て も 
予後 不良 な 疾患 で ある こと が 海外 の コホート 研究 で 報告 され て いる 2。 

2017 年 に 改訂 され た わが 国 の 「 急 性 ・ 慢 性 心不全 診療 ガイドライン 
(2017 年 改訂 版 ) 3)( 以 下 、 ガ イド ライ ン ) で は 、 心 不全 と は 「 な ん ら か 
の 心臓 機能 障害 、 す な わ ち 、 心臓 に 器質 的 お よび / あ る い は 機能 的 
異常 が 生じ て 心 ポン プ 機 能 の 代償 機転 が 破綻 し た 結果 、 呼吸 困難 ・ 
供 怠 感 や 浮腫 が 出現 し 、 それ に 伴い 運動 耐容 能 が 低下 する 臨床 症 
候 群 ] と 定義 され て いる 。 また 、 心 不全 は 進行 性 の 疾患 で あり 予防 が 
可能 で ある こと か ら 、 ガ イド ライ ン で は 予防 の 重要 性 が 明示 され て いる 。 
さら に 、 ガイ ドラ イン で は 左 室 駆 出 率 (EF) を 基準 と し 、 心不全 を 
EF40% 未 満 の 「HFrEF」、 40% 以 上 50% 未 満 の 「HFmrEF」 、 
50% 以 上 の 「HFpEF」、「HFrEF」 か ら EF が 改善 し た 「HRrecEF」 
の 4 類型 に 分 類 し て いる 。 

心不全 患者 の 多く は 急性 心不全 と し て 発症 し 、 代償 化 さ れ て 慢性 
心不全 (ステ ー ジ C) に 移行 し 、 その 後 は 急性 増悪 を 反復 する こと に よ 
り 徐 々 に 重症 化し て いく 。 その た め 、 急性 期 か ら 慢性 期 へ の 移行 を い 
か に 食い 止め 、 重症 化 を 予防 し て いく か が 重要 な ポイ ント と な る 。 この 
た め 、 心不全 治療 の 中 心 は ステ ー ジ C と D が 対象 と な り 、 ガイ ドラ イン 
で は 治療 アル ゴリ ズム が 示さ れ 、 ステ ー ジ C で は EF の 分 類 に より それ 
ぞ れ の 治療 法 が 提示 され て いる ( 図 1)3。 

具体 的 に は 、 ステ ー ジ C の HFrEF に は ACE 阻害 薬 /ARB、 8 遮断 


薬 、 ミ ネ ラ ルコ ル チ コ イド 受容 体 牛 抗 薬 (MRA)、 利 尿 薬 を 併用 し 、 さ ら 
に 必要 に 応じ て ジギタリス 、 血管 拡張 薬 の 投与 、 ま た は 植込み 型 除 
細 動 器 (ICD) / 心 臓 再 同期 療法 (CHT) 、 運動 療法 が 推奨 され て い 
る 。 HFpEF の 場合 は 現時 点 で は 利尿 薬 お よび 併存 症 に 対す る 治療 


回 叶 心不全 治療 アル ゴリ ズム 


導 半 ぶ ーN 


HFrEF 


ACE 阻害 薬 /ARB 
+/ 庶 断 薬 
士 MRA 


HFmrEF 


個々 の 病態 に 
応じ て 判断 


半 利尿 
財 必要 に 応じ て 
鶴 ジギタリス 治 間 薬 の 見 直し 
ease 補助 人 エ 騰 
ICD/CRT 心臓 移 村 
運動 療法 議 科 ケア 
疾病 管理 


、 上 本 不吉 学 会 / 日 本 心不全 学会. 急性 ・ 慢 性 心不全 診 億 ガイ ドラ イン (2017 年 改訂 版 ) 
https://wwwj:CirC.orjp/Cms/wp-Conten/uploads/2017/06/JCS2017_tsutsui_h_190830.pdf 
(2020 年 9 月 間 覧 ) 


が 勧め られ 、 HFmrEF で は 個々 の 病態 に 応じ て 判断 する と し て いる 。 
また 、 ステ ー ジ D に お いて は 、 治 療 薬 の 見 直し 、 補助 人 工 心臓 、 心臓 
移植 、 緩和 ケア な ど を 勧め る アル ゴリ ズム に な っ て いる 。 


神経 体液 性 因子 の 活性 化 抑制 の 重要 性 


ガイ ドラ イン で は 、 HFrEF の 原因 は 、 非 虚 血 性 の 拡張 型 心筋 症 と 
虐 血 性 心筋 症 に 大 別 で きる と し た うえ で 、「 こ れ ら の 疾患 に お いて は 交 
感 神経 系 、 レ ニン ・ ア ンジ オ テ ン シ ン ・ ア ルド ステ ロン (RAA) 系 が 駆 活 
化 され 、 進行 性 の 左 室 拡大 と 収縮 性 の 低下 、 す な わ ち り モ デリ ング が 
生じ 、 死 亡 、 心 不全 の 悪化 な どの イベ ント に つなが る と 考え られ て いる 」 
と 説明 し て いる 。 実際 、 多く の 臨床 試験 に よっ て 、 神経 体液 性 因子 の 
活性 化 を 抑制 する ACE 阻害 薬 /ARB、 MHA な どの HAA 系 抑制 薬 や 
8 遮断 薬 が 、 軽症 か ら 重 症 まで の HFrEF 患 者 の 予後 を 改善 する こと 
が 検証 され て お り 、 ガイ ドラ イン で は これ ら 神 経 体液 性 因子 の 活性 化 
を 抑制 する 薬剤 が 、HFrEF に 対す る 治療 薬 と し て クラ ス 1 で 推奨 され 
て いる 9) 。 

MRA に つい て は 、 EF が 35% 未 満 の 有 症 状 例 に 対し 、 禁忌 が な い 
か ぎり 全 例 に 投与 する こと が 推奨 され て いる 。 た だ し 、 MHA の 主 な 副 
作用 と し て 腎 機能 低下 や 高 カリ ウム 血 症 な ど が 挙げ られ て お り 、 MRA 


開始 後 3 日 目 、 1 週間 後 、 以後 ヵ月 後 ま で は 毎月 血清 カリ ウム 値 と ク 
レア チ ニ ン 値 を 測定 する こと が 望ま し い 。 定期 的 な 検査 を 実施 し 、 個 々 
の 状態 に 応じ て 適宜 、 用 法 ・ 用 量 の 調節 を 行う こと で 、 副作用 の 発生 
を 抑え る こと が で きる と 考え られ る 。 

な お 、 最近 は 新しい 作用 機 序 の 心不全 治療 薬 と し て アン ジオ テン 
シン 受容 体 / ネ プリ ライ シン 阻害 薬 (ARNI) や If チャ ネル 阻害 薬 イ バ ブ 
ラジ ン な ど が わが 国 で も 了 臨床 使用 され る よう に な り 、 治 療 薬 の 選択 肢 
は 広がっ て いる 。 これ ら の 知見 を 踏ま えた ガイ ドラ イン の フォ ー カ ス ア ッ 
プ デ ー ト は 、2021 年 3 月 に 日 本 循環 器 学会 や 日 本 心不全 学会 の ホー 
ムペ ー ジ 上 で 公開 され る 予定 に な っ て いる 。 一 方 で 、 HFpEF に 対す 
る 治療 法 は いま だ に 確立 され て お ら ず 、 病態 の さら な る 解明 と 予後 を 
改善 する 薬物 療法 の 開発 な ど が 急務 の 課題 と な っ て いる 。 

心不全 患者 は 高齢 者 が 多く 、 複数 の 併存 疾患 を 抱え て いる こと も 
多い 。 その た め 、 多 剤 服用 に よる 服薬 過誤 、 服 薬 プ ド ヒ アラ ンス 低下 
が 懸念 され る が 、 多 職種 に よる 連携 で 様々 な 問題 を 解消 し 、 薬物 治 
療 の 効果 を 最大 化す る こと も 重要 な ポイ ント の 1 つ で ある 。 


1) Yasuda S. et al. Circulation. 2018: 138: 965-967 
2)Mamas MA, et al. Eur J Heart Fail. 2017: 19: 1095-1104 
3) 日 本 符 環 器 学 会 / 日 本 心不全 学会 . 急性 ・ 慢 性 心不全 診療 ガイ ドラ イン (2017 年 改訂 版 ) 


今 求 め ら れる 心不全 チー ム 医 療 の 在り 方 と は 


佐藤 幸人 氏 兵庫 県 立 尼崎 総 合 医療 セン ター 特 環 語 内 科 長 


心不全 に お ける チー ム 医 療 の 重要 性 


日 本 循環 器 学会 と 日 本 脳卒中 学会 が 2016 年 に 策定 し た 「 脳 卒 中 
と 循環 器 病 克 服 5 ヵ 年 計画 ] !! で は 、 脳 卒 中 と 循環 器 病 の 多く は 完治 
する こと な く 再 発 を 繰り 返し て 死に 至る こと か ら 、 急 性 期 ば か り で な く 
回 復 期 か ら 慢性 期 、 要 介 護 期 に 至る まで の シー ムレ ス な 医療 と 介護 
の 体制 の 構築 が 重要 で ある と し 、 従 来 型 の 医師 中 心 の 医療 か ら 多 職 
種 に よる チー ム 医 療 の 必要 性 を 指摘 し て いる 。 

心不全 治療 に お いて も 多 職種 に よる チー ム 医 療 は 重要 で あり 、 わ 


と う 


が 国 の ガイ ドラ イン で は 、 心不全 患者 の 病態 ・ 病 期 な ど に 応じ て 多 職 
種 が 病 診 連 携 の も と で 継続 的 な チー ム 医 療 (病院 ・ 地 域 ・ 在 宅 な ど ) を 
実践 する こと が 重要 で ある と し て いる 2。 特に 、 再 入院 の 回 避 に は 、 
多 職 種 に よる ガイ ドラ イン に 沿っ た 治療 介入 が 重要 と な る 。 欧米 で 実 
施さ れ た 心不全 愚 者 を 対象 と し た IMPHOVE HF 試 験 で は 、 日 常 診 
療 の 中 で ガイ ドラ イン 推奨 治療 の 遵守 率 に 大 き な 施設 間 格差 が ある 
こと が 示さ れ た が ③、 同 試験 に お いて 道 守 す べき 項目 を 厳選 し て Web 
ペー ス で 各種 ツー ル と 注意 喚起 機能 を 用 いる と 、 経 年 的 に ガイ ドラ イン 
遵守 率 が 上 昇 し 、 予 後 が 改善 する こと が 報告 され て いる 45)。 


兵庫 県 立 尼 崎 総合 医療 セン ター の 心不全 チー ム メ ン バ パー と その 仕事 回 理想 的 未 期 心不全 の 緩和 ケア 


心不全 チー ム メ ン バ ー 


薬剤 部 
薬剤 コン プラ イア ンス 改善 医療 ソー シャ ル ワ ー カ ー 
せん 間 予 防 ・ 緩 和 ケ ア 千 閑 
QOL、ADL 改 善 


緩和 ケア 


呼吸 器 また は 心 停止 


緩和 ケア を 行わ な けれ ば 、 未 期 の 心不全 悪者 は 重度 の 呼吸 
困難 に 陥り 、 そ れ が 交感 神経 系 を さら に 活性 化 させ 、 生 命 を 脅 
| か す 不 整 耕 、 呼 吸 停 止 、 心 停止 、 死 に 至る 可能 性 が ある 。 従 
来 の 内 科 的 治療 を 併用 し た 理想 的 な 緩和 ケア は 、 呼 吸 困難 
を 和らげ 、 交 感 神経 系 の 活性 化 を 犯 え 、 致 命 的 な 不 整 了 の 
| リス ク を 制限 し 、 最 終 的 に は 生存 期間 を 延ばす 可能 性 が ある 。 


佐藤 幸人 . CARDIAC PRACTICE. 2016: 27: 23-26 より 作図 
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さら に 、 目 者 自身 が チー ム 医 療 の 中 心 に な る こと が 大 切 で あり 、 患 
者 の 適切 な セル フケ ア は 心不全 増悪 の 予防 に 重要 な 役割 果たす 
こと に な る 。 その た め 、 わか りや すい 患者 啓発 資材 な ども 必要 で あり 、 
日 本 心不全 学会 か ら は 「 心 不全 手帳 ] が 発行 され て いる 。 この 心 不 
全 手 帳 は 、 心不全 の 治療 や 日 々 の 生活 に 関す る 患者 向け の ガイ ド や 
患者 自身 が 日 々 の 体調 の 変化 や 服薬 ・ 運 動 状 況 な ど を 記録 する た め 
の ペー ジ の ほか に 、 多 職種 の 医療 スタ ッ フ の た め の ペ ー ジ も 設け られ 
て お り 、 チ ー ム 医療 に よる 地域 連携 に も 活用 で きる よう に な っ て いる 。 


急性 期 と 退院 時 に お ける チー ム 医 療 


会 の 高齢 化 を 背景 に 、 わが 国 で は 心不全 患者 の 増加 が 懸念 さ 
れ て いる 。 心不全 患者 の 多く は 高齢 で 、 独居 や 要 介 護 な どの 社会 的 
な 問題 を 抱え る 場合 も 多い た め 、 今後 は 多 職 種 に よる 社会 的 介入 が 
必要 な 心不全 患者 が 著 増す る こと が 予想 され る 。 そこ で 、 チ ー ム 医療 
の 方 向 性 と し て は 、 超 急性 期 か ら の 早期 退院 を 目指 し た 介入 と 、 在宅 
か ら の 再 入 院 回 避 や 在宅 看取り な ど が 重要 だ と 考え られ る 。 

当 院 に お いて も 、 医師 、 看 護 師 、 薬 剤 師 、 心臓 リハ ビリ テー ショ ンス 
タッ フ 、 医療 ソー シャ ル ワ ー カ ー、 管理 栄養 士 な ど に より 心不全 チー ム 
が 構築 され ( 圏 1)6)、 集 中 治療 (CCU) か ら 外来 まで 継続 し た 多 職 種 
チー ム に よる 介入 を 実施 し て いる 。 具体 的 に は 、 心不全 患者 が CCU 
に 入院 する と 毎朝 多 職 種 チー ム に よる カン ファ レン ス を 行い 、 多 職種 
に よる 介入 が スタ ー ト する 。 これ に より 、 非常 に 早い 段階 か ら 経 腸 栄 


チー ム 医 療 を 促進 させ る た め に 
一 看護 師 の 視点 か ら (心不全 療養 指導 士 を 含む ) 一 


養 や 心臓 リハ ビリ テー ショ ン 、 退院 調整 な ど に 対す る チー ム に よる 介 
入 が 実施 され 、 これ が 早期 離床 に つなが り 、 在 院 日 数 の 短縮 に 大 きく 
貢献 し て いる も の と 思わ れる 。 

また 、 当 院 で は 退院 後 の 外来 通院 時 に 、 うっ 血 症状 の 悪化 に より 
入退院 を 繰り 返す 心不全 患 者 を 対象 に 多 職 種 チー ム に よる 外来 点 
滴 を 行っ て お り 、 これ は 入院 回 数 の 減少 に 貢献 し て いる 。 

さら に 、 心不全 チー ム 医 療 の 一 環 と し て 取り 組む べき 重要 な 事項 と 
し て 緩和 ケア が 挙げ られ る 。 従来 、 緩和 ケア は 、 呼吸 困難 や 痛み の 
改善 、QOL の 改善 な ど に 主体 が 置か れ 、 生 命 予後 の 改善 を 目的 と す 
る も の で は な いと 考え られ て きた 。 し か し 、 適 切な 緩和 ケア に より 、 呼 
吸 困難 が 緩和 すれ ば 呼吸 停止 に よる 死亡 が 防止 され 、 致死 性 不 整 
脈 が 減少 すれ ば 心臓 突然 死 を 防ぐ こと で 結果 的 に 延命 で きる 可能 性 
が ある と 考え られ る ( 賠 2) 7)。 緩和 ケア の タイ ミン グ や 方 法 に つい て は 
個々 の 患者 に 応じ て 、 家族 や 多 職 種 を 含む 関係 者 が 慎重 に 検討 す 
べき 事項 で あり 、 医学 的 検討 だ け で な く 社 会 的 、 倫 理 的 な 配慮 も 求め 
られ て いる 。 


1) 日 本 記 卒 中 学会 / 日 本 循環 器 学会 . 左 卒 中 と 循環 器 病 克服 5 ヵ年 計画 (2016 年 12 月 ) 
http://wwwj-circ.or.jp/five_year/files/five_year_plan.pdf 

2) 日 本 箱 澤 器 学 会 日 本 心不全 学会 . 急性 ・ 慢 性 心不全 診療 ガイ ドラ イン (2017 年 改訂 版 ) 

3)Fonarow GC, et al. Circ Heart Fail. 2008: 1: 98-106 

4)Fonarow GC. et al. Cirulation. 2010: 122: 585-596 

5)Fonarow GC, et al. Circulation. 2011: 123: 1601-1610 

6) 佐藤 幸人 , CARDIAC PRACTICE. 2016: 27: 23-26 

7 の Sato Y. 』 Cardiol. 2015: 66: 181-188 


仲村 直子 氏 神戸 市 立 医 療 セ ンタ ー 中 央 市 民 病院 慢性 疾患 看護 専門 看護 師 


心不全 チー ム 医 療 に お ける 看護 師 の 役割 


心不全 は 、 急性 増悪 に よる 入退院 を 繰り 返す うち に 、 徐々 に 心機 
能 は 低下 し 、 最終 的 に は 死に 至る 進行 性 の 病気 で ある と 言わ れ て い 
る 。 その た め 、 わが 国 の ガイ ドラ イン で は 、 心 不全 の 再 入院 進行 を 防 
ぐために は 、 多 職 種 に よる 疾病 管理 、 患者 教育 が 推奨 され て いる リ )。 
疾病 管理 プロ グラ ム の 具体 的 な 内 容 と し て は 、 心 不全 に 関す る 知識 、 
セル フ モ ニ タリ ング 、 増悪 時 の 対応 、 治療 に 対す る アド ヒア ラン ス 、 塩 
分 ・ 水 分 管理 、 栄 養 管理 、 心 理 的 な 支援 な ど が 挙げ られ る ( 青 1) 

心不全 の 疾病 管理 に お いて 、 チー ム 医 療 が 重要 で ある こと は 周知 
の 事実 で あり 、 チ ー ム に 看護 師 は 必ず 参加 し て いる 。 し か し 、 チ ー ム 医 
療 に お ける 看護 師 の 役割 は 何かと 問わ れる と 、 簡 単に 答え られ な い 。 
以前 は 、「 看 護 師 が 一 番 患 者 の 近く に いる ] 患者 の 生活 を 見 て いる 
の は 看護 師 で ある 」 と 自信 を 持っ て 答え て いた が 、 チー ム 医 療 が 発展 
し て いく 中 で 、 看護 師 な ら で は の 役割 を 言葉 に する こと が 難し く な っ た 
よう に 感じ る 。 リハ ビリ テー ショ ンス タッ フ は 毎日 患者 に 介入 し 、 運動 、 
活動 の 視点 で 患者 の 生活 を 捉え て お り 、 看護 師 が 聴け な い 話 を 聴い 
て いる こと も 多い 。 管理 栄養 士 も 食事 、 栄養 と いう 視点 で 専門 的 に 
患者 の 生活 改善 に 介入 を し て いる 。 薬剤 師 は 、 薬 の 作用 、 併用 に よ 
る 影響 な どの 高度 な 専門 知識 で 治療 を サポ ー ト し て いる 。 チー ム 医 療 
が 発展 する まで は 、 看 護 師 が これ ら の 役割 を 全て 一 手 に 引き 受け て い 
た 。 それ が チー ム 医 療 と いう 名 の も と に 、 専門 家 に それ ぞ れ の 役割 が 


分 担 さ れる よう に な る と 、 看護 師 な ら で は の 専門 性 、 役割 と は 何かと 、 
自信 を 持っ て 言え な く な っ て いる 。 

た だ 看護 に 専門 性 が な いか と いう と 、 そ の 点 に 関し て は 「No」 と 自信 
を 持っ て 言え る 。 そし て 、 看護 師 が いな いと チー ム 医 療 は 成り 立た な い 
と も 感じ る 。 看護 師 は チー ム 医 療 全般 を 担う 必要 が あっ た 時 代 か ら 、 
チー ム 医 療 全般 の 知識 を 学び 、 実践 で きる よう に 教育 を 受け て いる た 
め 、 各 職種 の 役割 を 理解 する 存在 で ある 。 その た め 、 看護 師 は 医師 、 
理学 療法 士 、 管理 栄養 士 、 薬剤 師 、 公認 心理 師 な ど 多 職 種 の チー 
ム 医 療 を 円 滑 に 行う た め の コ ー デ ィ ネ ー ト の 役割 を 担う こと が で きる と 
考え る 。 


心不全 療養 指導 の 実際 


実際 に 看護 師 が 心不全 療養 指導 を 行っ た 症例 を いく つか 紹介 す 
る 。 リウ マチ 性 僧 帽 弁 狭 空 症 に 対し て 僧 帽 弁 置換 術 を 受け 、 30 年 以 
上 経過 し 、 肺 高血圧 を 来 し て いた 高齢 患者 A 氏 。 この 1、 2 年 で 心 不 
全 で の 入退院 を 繰り 返す よう に な っ た 。 右 心 不全 を 主体 と する 病態 で 
あり 、 水分 ・ 塩 分 制限 と 体重 測定 に よる 体 うっ 血 の 自覚 と 管理 が 重要 
で あっ た 。 訪問 看護 や 宅配 食 の 導入 を 試み た が 、 すぐ に 体重 増加 を 
来 す 状況 で あっ た 。 訪問 邊 護 師 か ら の 情報 や 外来 面談 で の 会 話 か ら 
認知 機能 低下 が 疑わ れ た 。 宅配 食 以外 に も 自分 で 総菜 を 買っ て 食 
べ て し まい 、 水分 制限 も 守れ な か っ た た め 、 医師 と 相談 し 、 利尿 薬 に 
よる 管理 を 強化 する こと に し て 、 訪問 看護 師 が 体重 に 合わ せ て 利尿 


回 心不全 に お ける 主 な 疾病 管理 プロ グラ ム 


紀 旧 お よび 具 休 9 な 方 潜 心不全 の 発 証 . 進 庶 の 予防 の 重要 性 を 理解 し 、 
心不全 に 関す る 知識 定義 、 原 因 、 症 状 、 病 み の 吉 跡 、 軒 度 の 評価 、 栓 査 内 容 、 その 予防 和 理 多 の た め の 活 動 に 参 邦 す る こと が で きる 。 
増 剖 の 誘因 、 合 併 疾患 、 薬 物 治療 、 非 物 治療 
セル フ モ ニ タリ ング と スキ ル 、 串 : 
し 8 心不全 の 概念 や 病態 、 検 査 、 治 療 に つい て 理解 し 、 

増悪 時 の 対応 増悪 時 の 症状 と 評価 、 医 療 者 へ の 連絡 方 法 それ を も と に 病状 な ど を 把握 する こと が で きる 。 
治療 に 対す る アド ヒア ラン ス 薬効. 服薬 方 法 、 治 療 に 関す る 生活 上 の 注意 事項 
感染 予防 と ワク チン 接種 イン フル エン ザ 、 及 炎 予防 心不全 の 進展 ステ ー ジ に 応じ た 予防 治療 を 理解 し 、 
塩分 ・ 水 分 管理 重症 心不全 患者 の 飲 水 制限 、 塩 分 6g 未 満 基本 的 か つ 包 括 的 な 療養 指導 を 実施 する こと が で きる 。 
栄養 管理 パラ ンス の 良い 食事 の 必要 性 、 合 併 症 を 考慮 し た 食事 内 容 
アル コー ル 、 の 回 避 、 医療 機関 ある い は 地域 で の 心不全 に 対す る 診療 に お いて 、 

に ー し 医師 や ほか の 医療 専門 職 と 円 滑 に 連携 し 、 
身体 活動 、 入 浴 安定 期 、 症 状 悪化 時 の 身体 活動 と 安静 チー ム 医 療 の 推進 に 貢献 する こと が で きる 。 
旅行 高温 多湿 な 地域 を 避け る 、 身 体 活動 量 の 増加 
心理 的 支援 スト レス マネ ジメント ae 

ア に 関す る て いる 。 

定期 的 な 受診 必要 性 の 理解 、 症 状 増悪 時 の 医療 機関 へ の アク セス 方 法 2 思 の 


心不全 療養 指導 士 の 役割 


仲村 直子 氏 提供 


薬 の 管理 を 行っ た 。 配 薬 すれ ば 飲み 忘れ な く 飲め て いた た め 、 6 ヵ月 
再 入院 を 防ぐ こと が で きた 。 

初回 心不全 で 入院 し た 壮年 期 の 男性 患者 B 氏 。 心不全 治療 後 、 
精査 を 行い 、 拡張 型 心筋 症 と 診断 され 、 心不全 治療 薬 の 内 服 が 開 
始 され た 。 低 心 機能 で あり 、 心臓 リハ ビリ テー ショ ン で は 活動 制限 が 
必要 と され 、 増悪 時 の 早期 発見 、 受診 の た め 体重 や 血圧 な どの セル 
フ モ ニ タリ ング の 指導 、 塩 分 制限 の 必要 性 が 説明 され た 。 退院 後 、B 
氏 に 体調 を 確認 する と 、 階段 や 坂道 で 息切れ は 生じ て いる も の の 、 日 
常 生活 は ゆっ くり で ある が 無理 な く 送 れる よう に な っ て いた 。 内 服 も 継 
続 し 、 セル フ モ ニタ リン グ も 行え て いた 。 1 年 後に は 心機 能 が 回 復 し 、 
坂道 や 階段 で も 息切れ は 生じ な く な っ て お り 、 こ の 時 点 で 自ら 休息 を と 
る こと が で きる よう に な っ て いた た め 、 活動 制限 は 解除 し た 。 

この よう に 病 期 や 病態 、 年 齢 に よっ て 必要 な 療養 行動 は 異な る た 
め 、 心 不全 の 病態 を 踏ま え 、 また 経過 を 追っ て 療養 指導 を 行う 必要 が 
ある 。 


簡 井 失 之 、 ほか. Cardioaneiology. 2019: 86: 107.113 


心不全 療養 指導 士 に 求め られ る 役割 


趣 高 齢 化 社会 を 迎え 、 長年 心 疾 串 と と も に 生き て きた 患者 だ け で 
は な く 、 加 齢 に 伴う 心機 能 の 低下 で 後期 高齢 者 に な っ て 初め て 心 不 
全 を 来 す 患 者 が 増え る こと が 予測 され る 。 先 に 述べ た よう に 、 心不全 
は 様々 な 病態 、 病 期 が あり 、 同じ よう な 療養 指導 を し て いて も 疾病 管 
理 は うま くい か な い 。 年 齢 や 病態 、 病 期 に 合わ せ て 、 療養 指導 する こ 
と が 重要 と 考え る 。 心 不全 療養 指導 土 は 、 急 性 期 病 院 か ら 地域 まで 、 
心不全 患者 を 支え る あら ゆる 場 に お いて 、 携 わる 医療 柱 祉 関係 者 が 、 
きち ん と その 患者 の 病態 を 把握 し 、 適切 な 療養 指導 が で きる こと が 重 
要 で ある ( 表 2)2。 そ し て 、 心 不全 療養 指導 全般 の 知識 を 得る こと で 、 
心不全 チー ム 医 療 の 要 と な る こと が 求め られ て いる 。 


1) 日 本 循環 器 学会 日 本 心不全 学会 . 急性 ・ 慢 性 心不全 診療 ガイ ドラ イン (2017 年 改訂 版 ) 
2) 筒 井 裕之 , ほか . Cardioangiology. 2019: 86: 107-113 


高齢 心不全 患者 に 対す る 運動 療法 の 有用 性 


一 理学 療法 士 の 観点 か ら 一 
内 山 覚 氏 医療 法人 社団 誠 軸 会 新 東京 病院 


心不全 患者 に 対す る 運動 療法 の 効果 


心不全 患者 に 対す る 運動 療法 は 、 心不全 の ステ ー ジ A か ら ス テー 
ジ C ま で 広く 効果 的 で 、 標準 的 な 治療 と し て 位置 づけ られ て いる 。 高 
齢 者 を 含む 心不全 患 者 に 対し 、 8 週間 以上 の 運動 療法 を 実施 し た 
9 つの RCT (運動 療法 群 : 平 均 年 齢 60.5 歳 、 395 人 、 対照 群 : 同 
59.7 歳 、 406 人 ) を 分 析 し た メタ アナ リ シ ス で は 、 運動 療法 は 死亡 率 
を 減少 させ る こと が 示さ れ て いる リ )。 

高齢 心不全 患者 に 対す る 適度 な 運動 は 、 運動 耐容 能 を 増し て 日 


Pe 


常 生活 中 の 症状 を 改善 し 、 QOL を 高め る だ け で な く 、 ADL の 維持 ・ 拡 
大 に も 有効 で ある と 考え られ 、 介護 側 の 負担 軽減 に もち つ な が る と 思わ 
れる 。 この た め 、 運 動 療法 を 含む 包括 的 心臓 リハ ビリ テー ショ ン は 、 慢 
性 心不全 の 治療 や 予防 を 目的 と し た 多 職 種 チ ー ム に よる 疾患 管理 
の 一 環 と し て 、 今後 も さら に 重要 性 が 増す と 考え られ る 。 

心不全 患者 の 再 入院 の 主 な 要因 と し て は 、 うっ 血 の 増 悪 、 感染 ・ 
腎 不全 ・ 貧 血 ・ 糖 尿 病 ・COPD な どの 非 心 臓 性 併存 疾患 、 薬物 治療 
お よび 非 薬 物 治療 に 対す る アド ヒア ラン ス 不 良 な ど が 考え られ る 。 ま た 、 
特に 高齢 の 心不全 患者 の 長期 予後 の 規定 する 因子 と し て は 、 サ ルコ 


ペ ニ ア や フレ イル が ある 。 この た め 、 再 入院 リス ク の 高い 併存 疾患 を 
有する 高齢 の 心不全 患者 に 対し て は 、 退 院 後 の 外 来 や 在宅 に お いて 
「QOL 向 上 ・ 運 動 耐 容 能 向上 」 と 「 再 入院 防止 ・ 要 介護 化 防止 」 を 目 
指し 、 併存 疾患 を 含め た 全身 的 な 疾病 管理 と サル コ ペ ニ ア や フレ イル 
を 予防 する 運動 介入 が 重要 で ある こと が 、 わが国 の ガイ ドラ イン に お 
いて も 指摘 され て いる 2)。 


再発 防止 を 目指 す 心 腹 リハ ビリ テー ショ ン 

心臓 リハ ビリ テー ショ ン が 一 般 の リハ ビリ テー ショ ン と 異な る の は 、 こ 
れ が 単なる 運動 療法 や 理学 療法 で は な く 、 再発 防止 を 大 き な 目 的 の 
1 つと し て いる こと に ある 。 患者 が 自身 の 病態 を 知る こと か ら 始ま り 、 自 
己 管理 は 入院 中 の 指導 だ け で 実践 し て いく こと は 困難 で ある こと か ら 、 
退院 後 も し ば らく は 通院 し て も らい 、 運動 療法 、 リス ク 因 子 の 管理 、 精 
神 面 の ケア な ど を 行う こと に な る 。 な お 、 心臓 リハ ビリ テー ショ ン で は 、 
患者 ひと り に 対し て 、 医師 、 理学 療法 士 、 看護 師 、 薬剤 師 、 管理 栄 
養 士 な ど 多 職 種 が 関わ る こと が 特徴 と な っ て いる 。 

運動 療法 に お ける トレ ー ニ ング 様式 に は 、 一 般 的 な 有 酸 素 トレ ー ニ ン 
グ に 加え 、 レジ スタ ンス トレ ー ニ ング や 
イン ター バル トレ ー ニ ング が ある 。 レジ 
スタ ンス トレ ー ニ ング は 骨格 筋 の 筋力 、 
筋 持久 力 、 筋 量 を 増す 効果 が ある 。 
筋力 の 低下 し た 慢性 心不全 患者 が 
低 強 度 レジ スタ ンス トレ ー ニ ング に 取り 
組め ば 、 大 筋 群 の 筋力 が 増し 、 上 下 
肢 を 用 いる 日 常 労 作 が 容易 に な り 


パル トレ ー ニ ング に よる 最大 酸素 摂取 量 の 改善 効果 な ども 指摘 され て 
いる 98) 。 

心臓 リハ ビリ テー ショ ン の 具体 的 な 流れ と し て は 、 ま ず 急 性 期 に お け 
る 入院 治療 中 は 運動 に 対す る 心臓 の 反応 を 確認 し 、 退 院 に 向け た 日 
常 動作 を 安全 に 獲得 する こと を 目指 し て いる 。 退院 後 の 回 復 期 に は 、 
定期 的 な 通院 に より 心肺 運動 負荷 試験 (CPX) や 運動 療法 を 実施 し 、 
さら に 維持 期 に は 運動 施設 で の 運動 療法 や 屋外 で の 自主 的 な 運動 
療法 を 継続 する よう 指導 し て いる ( 較 1)。 た だ し 、 高齢 心不全 患者 は 
外来 で の 通院 型 心臓 リハ ビリ テー ショ ン に 通う こと が 難し いこ と も 多い 
た め 、 在 宅 で いか に 活動 性 を 維持 で きる か が 重要 に な る 。 


1)Piepoli MF, et al. BMJ. 2004: 328: 189 

2) 日 本 循環 器 学会 / 日 本 心不全 学会 . 急性 ・ 慢 性 心不全 診療 ガイ ドラ イン (2017 年 改訂 版 ) 
3)Conraads VM. et al. Eur Heart . 2004: 25: 1797-1805 

4) Beckers PJ, et al. Eur Heart J. 2008: 29: 1858-1866 

5) Feiereisen P, et al. Sports Exerc. 2007: 39: 1910-1917 

6)Jewiss D, et al. Int 』 Cardiol、 2016: 221: 674-681 

7) Vigorito C, et al. Eur J Prev Cardiol. 2017: 24: 577-590 
8)Haykowsky MJ, et al. Am J Cardiol. 2013: 111: 1466-1469 


QOL が 改善 する 。 また 、 作業 骨格 筋 


心肺 運動 負荷 試験 (CPX) 1 運動 施設 で の 運動 療法 


の 相対 的 運動 強度 が 低下 する こと に 
よっ て 血圧 や 心拍 数 の 上 昇 が 抑え ら 
れ 、 心 血管 系 へ の 負荷 が 減ずる と さ 
れ て いる 2 。 この た め 、 デコ ン デ ィ シ ョ 
ニン グ を 有する 患者 や 筋力 水準 が 低 
い 高 齢 者 、 な ら ば に サル コ ペ ニ ア や フ 
レイ ル を 有する 患者 は レジ スタ ンス ト 
レー ニン グ の 有効 性 が 高い と 考え られ 


li 一 ゆこ エ > ニ 


し ます 。 


さき 導 ③\ 


運動 に 対す る 
必 紅 の 反応 を 確認 。 | 1 
院 に 向け て 日 常 動作 を 安全 に 
気 の 回 復 に 合わ せ て 、 院 内 で 


動 を 徐々 に 増やし 、 心 腺 に 異常 な 
応 が 出現 し な いこ と を 確認 し ます 。 


運動 療法 1 屋外 で の 自主 的 な 運動 療法 


会 復帰 へ の 準備 、 病 気 の 再発 予 : 病気 の 再発 予防 は も ちろ ん の こと 、 
を 目的 に 、CPX の 結果 に 基づい : 健康 維持 の た め に 自己 管理 で 運動 
外来 で 運動 療法 を 行い ます 。  : 療法 を 行い ます 。 生 活 期 ( 維 持 期 ) 
に も 、 食 事 療法 、 生 活 習 慣 の 改 : に 運動 療法 を 継続 する と 、 病 気 の 再 
に 取り 組む ほか 、 ご 自身 の 病気 を : 発 率 が 低下 し 、 寿 命 が 延長 し ます 。 

: 知る た め の 勉強 会 へ も 参加 し ます 。 : 


て いる 3 7。 一 方 、 有 酸 素 イ ンタ ー 


Closing Remarks 


日 本 理学 立法 土 協会 理学 棒 法 ハン ドブ ッ ク シリ ー ズ 4( 心 筋 便 塞 心 不全 ) よ り 作 図 


簡 井 裕之 氏 国立 大 学 法人 九州 大 学 大 学院 医学 研究 院 循環 器 内 科学 教授 


わが 国 に お ける 心不全 患 者 は 今後 も さら に 増加 が 続く こと が 予想 さ 
れ て いる た め 、 生活 習慣 の 改善 な ど を 含め た 予防 策 が 重要 と な っ て い 
る 。 そこ で 、 ガイドライン に お いて も 心不全 未 発症 段階 の ステ ー ジ A、B 
が 示さ れ 、 予 防 対 策 の 必要 性 が 強調 され て いる 。 また 、 ス テー ジ C、 D 
で は 症状 を 抑え る と と も に 、 再 発 * 再 入院 を 防ぐ 治療 が 望ま れる 。 

し か し 、 心不全 患者 の 高齢 化 が 進ん を で いる た め 、 多 病 、 フレ イル 、 
認知 症 な ど が 心不全 診療 を 困難 に する 大 き な 要 因 と な っ て いる 。 こう 
し た 要因 を 1 つ ひ と つ 解 決し て いき 、 治 療 効果 を 高め る た め に は 、 多 
職種 に よる チー ム 医 療 が 欠か せな い 。 


チー ム 医 療 で は 構成 メン バー の 円 滑 な コミ ュ ニ ケー ショ ン が 重要 と 
な る が 、 チー ム が 最大 限 の パフ ォ ー マ ンス を 発揮 する に は 、 心不全 診 
療 に お ける 共通 の "言語 "* を 持つ 必要 が ある 。 心不全 療養 指導 土 は 、 
この 共通 の "言語 "を 身 に 落 け 、 心不全 診療 を 担う 多 職 種 チー ム の 中 
で 大 き な 役割 を 果たす こと が 期待 され て いる 。 さ ら に 、 わ が 国 で 脳卒中 ・ 
循環 器 病 対策 基本 法 が 制定 され た こと を 受け 、 医療 提供 体制 の 整 
備 と いう 観点 に お いて も 、 心不全 療養 指導 士 が 重要 な 役割 を 果たす 
と 考え られ る 。 
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= プ ー 伺 華 価 時 準 収載 
注 ) 注 夏 一 医師 等 の 方 業 に より 使用 する こと 


| so 


19omg 21900AMY00032. 


2. 禁忌 (次 の 患者 に は 投与 し な いこ と ) 

(効能 共通 

2.1 本 剤 の 成分 に 対し 過失 症 の 既往 歴 の ある 愚 者 

2.2 高 カ リウ ム 血 症 の 悪者 も し く は 本 剤 投写 開始 時 に 血清 カリ ウム 値 
が 5.0mEq/L を 超え て いる 置 者 高 カ リウ ム 血 症 を 増悪 させ る お 
それ が ある 。] 

2.3 重度 の 孔 機 能 障害 (クレ ア チ ニ ンク リア ラン ス 30m 分 未満 ) の あ 
る 愚 者 [9.2.1 参 照 ] 

2.4 重度 の 肝 機 能 障害 (Child-Pugh 分 類 ク ラス C の 肝硬変 に 相当 ) の 
ある 加 者 [9.3.1 参 照 ] 

2.5 カリ ウム 保持 性 利尿 薬 を 投与 中 の 患 者 [10.1 参 照 ] 

2.6 イト ラコ ナゾ ー ル 、 リ トナ ビル 及び ネル フィ ナビ ル を 投与 中 の 悪者 
[10.1 参 照 ] 

(高血圧 症 〉 

2.7 微量 アル ブ ミ ン 尿 又は 蛋白 尿 を 伴う 糖尿 病 如 者 [ 高 カリ ウム 血 症 
を 誘発 させ る お それ が ある 。] 

2.8 中 等 度 以上 の 近 機 能 障 害 ( ク レア チ ニ ンク リア ラン ス 50mL/ 分 未 
満 ) の ある 愚 者 [9.2.3 参 照 ] 

2.9 カリ ウム 製剤 を 投与 中 の 患者 [10.1 参 照 ] 


セラ ラ 組 25mg セラ ラ 租 50mg セラ ラ 組 100mg 


1 胃 中 1 角 中 
日 司 エフ レレ ノン 日 局 エ プ レ レノ ン 
(25.00mg) (50.00mg) 


1 挨 中 
日 司 エ プ レ レノ ン 
(1o0.00mg) 


乳 植 水 和 物 、 結 晶 セル ロー | 有 加 水 和 物 、 結 晶 セル ロー 
ス 、 ク ロス カル メロ ー ス ナ ト リ | ス 、 ク ロス カル メロ ー ス ナ ト リ 
ウム 、 ヒ プロ メロ ー ス 、 ラ ウリ | ウム 、 ヒ プロ メロ ー ス 、 ラ ウリ 
ル 硫 本 ナ トリ ウム 、 タ ルク 、 ス | ル 硫 酸 ナ トリ ウム 、 タ ルク 、 ス 
テア リン 研 マ グ ネ シウム 、 酸 | テア リン 酸 マ グ ネ シ ウ ム 、 醒 

| 化 チタ ン 、 マ クロ ゴー ル 400、 

| 02 三 二酸化 


乳 職 水 和 物 、 結 晶 セル ロー 
ス 、 ク ロス カル メロ ー ス ナ ト リ 
ウム 、 ヒ プロ メロ ー ス 、 ラ ウリ 
ル 破 ナ トリ ウム 、 タ ルク 、 ス 
テア リン 醸 マグ ネ シ ウ ム 、 酸 
化 チタ ン 、 マ クロ ゴー ル 400、 
8 ツル ベー ト 30、ー 委 


半 色 
フィ ルム コー ト 錠 


溢 赤 色 
フィ ルム コー ト 解 


赤色 
フィ ルム コー ト 錠 


厚 さ 


95mm 45mm 


4. 効能 又は 効果 
《 セ ララ 錠 25mg・50mg・100mg) 
高圧 症 


(セラ ラ 錠 25mg・50mg) 
下記 の 状態 で 、 ア ンジ オ テ ン シ ン 変 換 酵 素 阻 害 薬 又は アン ジオ テン シ - 
利尿 薬 等 の 基礎 治療 を 受け て いる 乾 莉 


ン I 受 容体 抗 本 、』 居 断 薬 、 


通常 、 成 人 に は エ プ レレ ノン と し て 1 日 1 回 50mg か ら 投与 を 開始 し 、 効 果 不 十分 な 二 合 は 100mg ま 
で 増量 する こと が で きる 。 

(慢性 心不全 > 

通常 成人 に は エ プ レ レノ ン と し て 1 日 1 回 25mg か ら 投与 を 開始 し 、 血 済 カリ ウム 値 、 悪 者 の 状態 に 
応じ て 、 投 与 開 始 か ら 4 週間 以降 を 目安 に 1 日 1 回 50mg へ 増量 する 。 

た だ し 、 中 等 度 の 腎 機能 隊 害 の ある 上 患者 で は 、1 日 1 回 隔 日 25mg か ら 投 与 を 開始 し 、 最 大 用 量 は 1 日 
1 回 25mg と する 。 

な お 、 血 浦 カ リウ ム 値 、 患 者 の 状態 に 応じ て 適宜 減量 又は 中 断 す る 。 


7. 用 法 及 び 用 量 に 関連 する 注意 
(効能 共通 ) 


7.1 CYP3A4 阻 害 葉 と 併用 する 場合 に は 、 本 剤 の 投与 時 は 1 日 1 回 25mg を 超え な いこ と 。 [10.2、 
16.7.2 参 照 ] 


( 高 圧 症 〉 

7.2 本 剤 の 投 和 与 中 に 血清 カリ ウム 値 が 5.0mEq/L を 超え た 場合 に は 減 便 を 考 目 し 、5.5mEq/L を 超 
えた 場合 は 減量 な いし 中 止 し 、6.0mEq/L 以 上 の 場合 に は 直ちに 中 止 する こと 。 

(慢性 心不全 ) 

7.3 中 等 度 の 皿 機 能 障 娠 (クレア チ ニ ンク リア ラン ス 30mlL/ 分 以上 50mL/ 分 未満 ) の ある 門 者 に お 
いて は 、1 日 1 回 同日 25mg か ら 投与 を 開始 し 、 血 清 カ リウ ム 値 、 如 者 の 状態 に 応じ て 、 投 与 開始 
か ら 4 敵 間 以 降 を 目安 に 1 日 1 回 25mg へ 増量 する 。 な お 、 最 大 用 星 は 1 日 1 回 25mg と する こと 。 
隆 床 試験 で 使用 され た eGFR に 基づく 半 節 に つい て は 「17.1.13、17.1.14 臣 床 成 精 」 を 参照 す 


る こと 。 

4 定期 8S に 貼 清 カリ ウム 測定 を 行い 、 表 に 従っ て 用 法 ・ 用 硬 を 調 憩 する こと 。 [8.1、11.1.1 参 昭 
表 邊 済 カ リウ ム 値 に よる 用 法 ・ 用 時 調節 

想 清 カリ ウム 価 mEq/L 


用 法 ・ 用 時 調節 
50mg1 日 1 回 の 場合 : 持 
25mg1 日 1 回 の 場合 : 50mg1 日 1 回 に 
25m 還 日 の 場合 : 25mg1 日 1 回 に 増量 
維持 


50mg1 日 1 回 の 場合 : 25mg1 日 1 回 に 減量 
25mg1 日 1 回 の 場合 : 25mg 隔 日 に 減量 
25mg 隔 日 の 場合 : 中 断 


6.0 以 上 中 断 
中 断 後 、 血 清 カ リウ ム 値 が 5.0 未 満 に 下がっ た 場合 は 、25mg 隔 日 に て 再開 する こと が で きる 。 


8. 重要 な 基本 的 注意 

8.1 高 カリ ウム 血 症 が あら われ る こと が ある の で 、 血 清 カ リウ ム 値 を 原則 と し て 投与 開始 前 投与 職 

3 週間 以内 及び 1 ヵ月 後に 観察 し 、 そ の 後 も 定期 的 に 観 穴 す る こと 。 
.4、11.1.1 

8.2 肝 機 能 異常 が み ら れ る こと が ある の で 、 投 与 開始 後 1 ヵ 月 を 目処 に 肝 機 能 検 査 値 を 観察 し 、 そ の 
後 も 定期 的 に 観察 する こと 。 

8.3 低 ナ トリ ウム 血 症 が あら われ る こと が ある の で 、 血 清 ナトリウム 値 を 定期 的 に 観察 する こと 。 

8.4 降圧 作用 に 基づく めまい 等 が あら われ る こと が ある の で 、 高 所 作業 、 自 動車 の 運転 等 危険 を 伴 
う 機 械 を 近作 する 際 に は 注意 させ る こと 。 


9. 特定 の 痛 影 を 有する 加 者 に 関す る 注意 
9.1 合併 症 ・ 婦 往 歴 等 の ある 事 者 
( 楊 性 心不全 ) 
.1.1 研 量 アル プ ミ ン 尿 又は 恒 白 尿 を 伴う ! 


編 尿 病 叔 者 
より 疾 回 に 血清 カリ ウム 値 を 滑 定 する こと 。 高 カリ ウム 血 症 の リス ク が 高まる お それ が ある 。 


5.0 未 満 


5.05.4 


5.5-5.9 


9.2.1 重度 の 四 機 能 障害 (クレ ア チ ニ ンク リア ラン ス 30mL/ 分 未満 ) の ある 尋 者 
投与 し な いこ と 。 高 カリ ウム 血 症 を 誘発 させ る お それ が ある 。 [2.3 馬 昭 ] 
9.2.2 


軽度 の 帆 機能 店 害 の ある 束 者 
より 頻 回 に 血清 カリ ウム 償 を 滑 定 する こと 。 高 カリ ウム 血 症 の リス ク が 高まる お それ が ある 。 


9.2.3 中 等 度 以上 の 四条 能 障害 (クレ ア チ ニ ンク リア ラン ス 50mL/ 分 未 潤 ) の ある 胡 者 
投与 し な いこ と 。 高 カリ ウム 血 症 を 誘発 させ る お それ が ある 。 [2.8 参 照 ] 
(慢性 心不全 〉 
9.2.4 中 等 度 の 時 機能 障害 の ある 悪者 
より 回 に 血清 カリ ウム 値 を 測定 する こと 。 
9.3 肝 栖 能 障害 孔 者 
(効能 共通 ) 
9.3.1 重度 の 計 機 能 障害 (Child-Pugh 分 類 ク ラス C の 肝硬変 に 相当 ) の ある 尼 者 
投写 し な いこ と 。 高 カリ ウム 血 症 等 の 電解 質 異 常 が 発現 する お それ が ある 。 [2.4 基 照 ] 
9.3.2 軽度 一 中 等 度 の 肝 機能 歴 害 の ある 患者 
高 カリ ウム 血 症 等 の 電解 質 異 常 の 発現 頻度 が 高まる お それ が ある 。 
9.5 妊 媒 
妊婦 又は 妊娠 し て いる 可能 性 の ある 女性 に は 、 治 療 上 の 有 奉 性 が 危険 性 を 上 回 る と 判断 され 
る 場合 に の み 投与 する こと 。 妊 娠 ラッ ト 及 び ウ サギ に エ プ ブレ レノ ン を 経口 投与 し た 試験 に お い 
て 、 胎 児 に 移行 する こと が 確認 され た 。 こ の 時 、 僅 奇形 性 は み ら れ な か っ た が 、 ウ サギ で は 早期 
中 収 駐 数 の 増加 が 認め られ た 。 
9.6 授乳 旨 
で ナー ニー ュー 授乳 の 継続 又は 中 止 を 検討 する こと 。 ヒ ト に 
ける 本 剤 の 乳汁 中 移行 性 に つい て は 不明 で ある 。 分 焼 後 の 晴 育 中 ラッ ト に !C- エ プレ レノ ン 
らし た 人 の は に あ 行 す る に と か 科 向 さ れ て い 3。 
9.7 小児 吾 
小児 等 を 対象 と し た 臨床 試験 は 実施 し て いな い 。 
9.8 高齢 者 
9.8.1 一 般 に 過度 の 降圧 は 好ま し く な いと され て いる 。 脳 硬 春 等 が 起こ る お それ が ある 。 
9.8.2 より 顕 回 に 血清 カリ ウム 値 を 惜 定 する こと 。 一 般 的 に 四 機 能 が 低下 し て いる こと が 多く 、 高 カ 
リウ ム 血 症 の リス ク が 高まる お それ が ある 。 


10. 相互 作用 
本 剤 は 主として 肝 代 調 酵 素 CYP3A4 で 代 調 され る 。 
10.1 併用 上 居 (併用 し な いこ と ) 
(効能 共通 ) 


高 カ リウ ム 血 症 の リス ク が 高まる お それ が ある 。 


カリ ウム 時 氏 作 用 が 坦 習 する 
お それ が ある 。 


ミーー ゴ 


下 清 カリ ウム 値 が 上 昇 する お 
それ が ある 。 


カリ ウム 保持 性 利尿 業 
スピ ロ ノ ラク トン (アル ダク トン A) 
トリ アム テレ ン (トリ テレ ン ) 
カン レノ 酸 カ リウ ム ( ソ ル ダ ク トン ) 
2.5 参 昭 ] 


イト ラコ ナゾ ー ル (イト リゾ ー ル ) 
リト ナビ ル ( ノ ー ビ ア ) 

ネル フィ ナビ ル ( ビ ラ セ プ ト ) 
26、16.7.1 参 昭 ] 


配下 注 度 が 上 昇 し 、 | 強力 な CYP3A4 骨 天 落 は 本 
血清 カリ ウム 値 の 上 尋 を 請 | 剤 の 代 閣 を 阻害 する 。 
発する お それ が ある 。 


(高血圧 症 0.59% 未 満 


し 】 還 末 証 状 ・ 措 方 法 8 綿 お よび 近 放 枯 寄 眼 尿 多 氷 、 生 白夜 間 上 中 、 尿 
カリ ウム 数 弄 血清 カリ ウム 値 が 上 昇 す る お 人 坪 
擬 カ りら ム ( 和 人 カリ ウム 、 ス ロー| えれ ON ある 


グル コン 酸 カ リウ ム (グル コン サン K) 


一 般 ・ 全 身障 害 お よ | 誠 労 末 柄 性 浮 胡 、 無 力 征 、 | 潮 記 、 ほ て り 、 症 痛 、 僧 直感 
び 投与 部 位 の 状態 1 


アス パラ ギン 酸 カ リウ ム (アス パラ カリ 監 村 査 ALT 上 昇 、y-GTP ECG 異 常 、 血 中 クレ ア : 
ウム 、 ア スバ パラ) 上 昇 、AST 上 昇 旗 、 単 球 増 多 、 コ レス テロ ー ル 増 
ヨウ 化 カリ ウム (ヨウ 化 カ リウ ム ) 加 、 尿 比重 減少 、A-P 上 昇 、 好 酸 


凌 増 多 、 プ ロト ロン ピン 減少 、 尿 比 
重 増 加 、 リ ン バ 球 増 多 、 好 考 量 球 
増 多 、LDH 上 昇 、 白 帳 球 増 多 、 尿 
リル ピン 増加 、 ヘ モグ ロビ ピン 


酢 隊 カリ ウム ( 酢 藤 カリ ウム ) 
【2.9 参 昭 ] 


10.2 併用 注意 (併用 に 注意 する こと ) 
(効能 共通 


ACE 四 湖 カリ ウ ie ーー ーー 
りり ウム 4 す 。 
カフ トブ リル 角 性 が ある の で 、 申 清 カ リウ | お そ 衣 お よび に 
エナ ラブ リル マレ イン 机 ム 値 を より 上 回 に 湯 定 する な 女人 人 包 、 リ ビ ドー 当月 経 
日 上 


リ シ ノ ブリ ル 和 物 等 ど 二 分 に 注意 する こと 。 
アン ジオ テン シン II 受 容体 抗 葉 
ロサ ル タ ン カ リウ ム 
カン デ サ ル タン シレ キ セ チ ル 0 0.5%6 来 
UM ル 2 の 半 感染 症 お よび 宙 生 中 古 限 選 性感 多 、 ウ イル ス 感 | 咽頭 淡 
アリ スキ レン フマル 南 考 
シク ロス ポリ ン し ーー 


タク ロリ ム ス 水 和 物 血 波 お よび リン バ 系 隙 黄 血 好 酸 球 増 加古 
審 


ドロ スピ レノ ン 


CYP3A4 阻 書 葉 本 剤 の 血 芝 中 飛 度 が 上 弄 し 、| CYP3A4 阻 害 工 は 本 剤 の 代 
クラ リス ロマ イシ ン 血清 カリ ウム 値 の 上 昇 を 誘 | 略 を 表 害 する 。 

エリ スロ マイ シン 発する お それ が ある の で 、 血 
フル コナ ゾー ル 浦 カリ ウム 値 を より 回 に 測 脱水 、 導 中 、 高 尿酸 血 症 、| 高 コ レス テロ ー 
サキ ナビ ル メ シル 醸 塩 定 す る な ど 十 分 に 注意 する こ 食欲 減退 、 高 カル シウム | ル 血 症 

ベラ バ ミ ル 壇 蘭 等 と < 血 症 、 糖 硝 病 、 高 トリ グリ 


甲 状 際 幾 能 低 
下 症 


17.1、16.72 夫 間 セリ ド 箇 古 、 低 ナトリウム 
CYPA4 計 本 本 剤 の 下馬 中 選 度 が 減少 す | これ ら の 革 剤 尺 び セイ ヨウ オ ーー 
222 ソン る その 3 の る 0 | トリ ソウ に より 名 され た 天 不 愉 、 う つ 凍 
フェ ニ ト イ ン は 、 こ れ ! セイ ヨ 
リフ ァ ン ピ シ ン ウオ ト ギ リン クウ 含有 食 品 を 所 和 ooo に semーーーー 
(マセ ピン 取 し な いこ と が 望ま し い 。 き S 
フェ ノバ ルビ ター ル 等 
セイ ヨウ オトギリソウ (St.John's Wo、 や 時 不全 場 同 | 動 伯 | 左 不全 
セン ト ・ ジ ョ ー ン ズ ・ ワ ー ト ) 信 有人 品 明生. 包 
旨 ーッ ーー っ っ 下草 人 mE 中 9 人 IE、 寺 上 
製剤 明 曜 な 機 序 は 不明 で ある が 、 
必 酸 リチウム 借用 に より 、 リ チ ウ ム 中 両 を | ナトリウム イオ ン 不 足 は リ チ 還 矢 . 風 お よび 評 細 和 時 
の で 、 上 リチウム 斑 | 3 と いて いる ため ナ ト | | | ーー 
で 、 に : い 1 いる た め 、 
訪 す る こと 。 リウ ム 排 洪 を 促進 する こと に ーーー 
より 引 こ る と 考え られ る 。 の 
電 ス テロ イド 性 滑 区 名 カリ ウム 保持 人 利尿 病 と の 人 | 明 大 な 要 序 は 不明 で ある が 、 反則 上 
イン ド メ タ シ ン 等 用 に より 、 そ の 職 圧 作用 の 減 | プロ スタ グラ ンジ ン 産 生 が 名 ーー ーー 
習 能 大 悪 者 に お ける | 其 さ れる こと に よっ て 、 ナ トリ 友 爾 お よび 到 下 細 蘭 そう 殺生 多 汗 、 発 ET 
CS 
コ 3 に ーーー 衣 相生 お よび 結合 組 筋 相 、 筋 | 育 人 病 
が A こ る と 考え られ る 。 
久子: 時 主 お よび 放 了 障 震 。 | 外人 能 了 | 外人 上 慢性 
ミト タン の 作用 を 同 害 する お | ミト タン の 屋 効 を 天 穫 (スピ 一 般 ・ 全 喘 陣 害 お よび 信人 太 間 人 感 、 胸 、 発 | 無力 
それ が ある 。 ロ ノ ラク トン ) が 則 害 する と 投写 部 人 の 状態 
四 呆 検 血 中 クレ ア チ ニン | 上 皮 成 大 子 受 体 減 | 箇 中 ブドウ 洒 増 
(慢性 心不全 増加 、BUN 上 昇 加 


少 、 系 球体 導 過 素 減少 、 
系 名 等 還 末 大 措 玉 李 貸本 チ し ーー 
2 ーー 
リウ ム ' あ る の で . カリ ウ | お 
グル コン 醸 カ リウ ム ム 情 を 定期 的 に 観 奈 す る な 
アス パラ ギン 本 カ リウ ム ど 十 分 に 注意 する こと 。 良性 、 悪 性 お よび 詳細 
ヨウ 化 カリ ウム 不明 の 新生 物 ( 叶 了 お 
酢 陣 カ リウ ム 符 よび ポリ ー ブ を きむ) 


11. 作 用 14. 通用 上 の 注意 
次 の 副作用 が あら われ る こと が ある の で 、 観 票 を 十分 に 行い 、 異 常 が 即 め られ た 場合 に は 投与 を 14.1 薬剤 交付 時 の 注意 
中 止 する な ど 適切 な 処置 を 行う こと 。 PTP 包 装 の 薬剤 は PTP シ ー ト か ら 取 り 出 し て 服用 する よう 指導 する こと 。PTP シ ー ト の 誤 飲 に 
11.1 重大 な 証 作用 より 、 硬 い 鋭角 局 が 食道 粘 諾 へ 刺 入 し 、 更 に は 只 孔 を お こし て 縦 隔 洞 巡 符 の 重 第 な 合併 症 を 
11.1.1 高 カリ ウム 血 症 (高血圧 症 の 場合 (1.79%) 慢性 心不全 の 場合 (7.396)) [7.4、8.1 参 照 併発 する こと が ある 。 


11.2 その 他 の 玉 作 用 21. 水 条件 も 
(セラ ラ 錠 25mg・50mg: 
ーー ーー 58 医 茶器 リス ク 竹 理 計画 を 策定 の 上 、 英 切 に 実施 する こと 。 
血 注 お よび リン バ 系 缶 血 、 湊 箇 班 
ーー 人 20055k200 攻 90PTPd 
0 坦 め O リク リセ リド | 計 の ル シウム | | (セラ ラ 毅 50mg)100 衛 HO 名 PTP)x10]、700 鐘 4 錠 (PTP)xS0]、500 和 () 
セラ ラ 縮 100mg 100 角 [10 錠 (PTP)x10] 


ウム 血 症 、 食 歌 誠 


24. 文博 玩 及 び 問い 合わ せ 先 
ーー ファ イザ ー 株 式 会 社 捕 報 セ ンタ ー  〒151-8589 東京 渋谷 区 代々 木 3-22-7 
頭痛 、 め まい 異常 感覚 、 起 立 性 低 血 圧 、 信 記 、 学術 情報 ダイ ヤル 0120-664-467 FAX03-3379-3053 
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2020 年 第 38 週 (9 月 14 一 20 日 ) まで の 情報 を まとめ た 。 


多く の 感染 症 で 過去 最低 を 継続 


手足 口 病 と 伝染 性 紅斑 は 異例 の 少な さ 


A 群 溶血 性 レン サ 球菌 
陣頭 災 

A 群 溶血 性 レン サザ 球菌 咽頭 火 の 第 38 週 の 定 
点 当 た り 報告 数 は 0.63 人 だ っ た 。 前 週 か ら 増 加 
し た も の の 、 過去 5 年 の 同時 期 と 比べ て 最も 少な 


い 。 定点 当たり 報告 数 が 多い 都 道 府 県 は 、 鳥取 県 
(2.79)、 宮 崎 県 (1.72 ) 、 長 崎 県 (1.70) な ど 。 


定 
点 
当 
た 2. 
り 
省 
^ EK 


突発 性 発疹 


年 間 を 通し て 上 患者 報告 数 が ほぼ 一 定 し て いる 
突発 性 発疹 。 第 34 週 の 報告 数 は 0.49 人 で 、 前 周 
か ら 減少 し た 。 定点 当たり 報告 数 が 多い 都 道 府 県 
は 、 宮 崎 県 (0.97)、 福 島 県 (0.96) 、 山 形 県 (0.86) 
な ど 。 


三 三 』:| ニ ツバ ペ 4 
感染 性 胃腸 火 
感染 性 胃腸 火 の 第 38 週 の 報告 数 は 1.84 人 で 、 
過去 5 年 の 同時 期 と 比較 する と や や 少な い 。 定点 
当たり 報告 数 が 多い 者 道府県 は 香川 県 (3.82) 、 
宮崎 県 (3.47)、 鹿 児島 県 (3.32) な ど 。 


ヨ 
点 
当 
た 
り 
周 
る 


(>) 画 い ば 計上 諸 白 依 


08 


2018 ] 
06 MM 
2017 4 ミー テー 2015 
04 〆 レ / ン CN S ヽ 
へ テン I XN 
1 
sl 2019 2020 


16 2020 


2020.10 NIKKEI AEDICAL 


039 


感染 症 情報 


ロタ ウイ ルス 感染 性 胃腸 災 


ワク チン が 10 月 か ら 定 期 接種 に 


2020 年 10 月 1 日 、 ロタ ウイ ルス ワ 
クチ ン の 定期 接種 が 開始 され た 。 Hib 
ワク チン 、 肺 談 球菌 ワク チン と の 同時 
接種 が 可能 で 、 今回 の 定期 接種 化 に 
より 、 2020 年 8 月 生ま れ 以 降 の 乳児 
が 定期 接種 の 対象 と な る 。 

これ まで は 任意 接種 に か か る 費用 
の 高 さ が 問題 視 さ れ て お り 、 定期 接 
種 化 を 求め る 声 が 多く 上 が っ て いた 。 
定期 接種 化 さ れ た こと で 、 接 種 率 の 
向上 が 期待 され る 。 

ロタ ウイ ルス は レオ ウイ ルス 科 の ロ 
タウ イル ス 属 に 所 属し 、 乳幼児 の 急性 
胃腸 災 の 主要 な 原因 病原 体 と し て 知 


られ る 。 基本 再生 産 数 (RO) が 28 一 
191 と 感染 力 が 極め て 高く 、 5 歳 まで 
に ほぼ 全て の 乳幼児 が 感染 する と 言 
われ て いる 。 

ロタ ウイ ルス の 主 な 感染 経路 は 糞 
口 感染 で 、 小腸 の 腸管 上 皮 細胞 に 感 
染 す る こと で 微 繊毛 の 配列 の 乱れ や 
欠落 な どの 組織 病変 を 起こ し 、 下痢 
や 吐き 気 、 嘱 吐 、 発熱 な ど を 生じ る 。 
通常 は 自然 に 治癒 する が 、 脱水 が 進 
むと ショ ッ ク や 電解 質 異常 が 起こ り 、 
時 に は 死に 至る こと も ある 。 

現在 、 国 内 で 承認 され て いる ロタ ウ 
イル スワ クチ ン は 2 種類 あり 、 い ずれ 


も 複数 回 接種 の 経口 生 ワ クチ ン だ 。 1 
価 の 「 ロ タリ ックス 」 は 生後 6 一 24 週 
の 間 に 2 回 、5 価 の 「 ロ タテ ッ ク ] は 生 
後 6 一 32 週 の 間 に 3 回 接種 する 。 生 
後 15 週 以降 の 初回 接種 は 原則 と し て 
推奨 され て お ら ず 、 接 種 期間 を 周 ぎ て 
か ら の 接種 も で き な い 。 生後 15 週 以 
降 で は 、 初 回 接種 後 7 日 以内 の 腸 重 
積 症 の 発症 リス ク が 高まる 可能 性 が 
ある か ら だ 。 

両 ワ クチ ン と も 同等 の 効果 が 認 
され て お り 、 いずれ も ロタ ウイ ルス 骨 
腸炎 の 約 8096 を 予防 し 、 重症 に 限る 
と 、 その 予防 効果 は 約 95% と 報告 さ 
れ て いる 。 重症 化 の 予防 効果 が 高く 、 
乳幼児 の 胃腸 談 に よる 入院 を 減ら す 
効果 が 既に 確認 され て いる 。 


伝染 性 紅斑 


昨年 の 同時 期 は 感染 者 数 が 増加 し て いた 伝染 
性 紅斑 。 だ が 、 今年 は 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 
(COVID-19) の 影響 を 受け て か 、 例年 より も 少な 
い 報 告 数 で 推移 し て いる 。 定点 当たり 報告 数 が 多 
い 都 道府県 は 埼玉 県 (0.09)、 香 川 県 (0.04) な ど 。 


手足 口 病 


手足 口 病 の 第 38 週 の 定点 当たり 報告 数 は 0.12 
だ っ た 。 昨夏 は 和 猛 成 を 振る っ た 手足 口 病 だ が 、 今 
年 は 依然 と し て 報告 数 が 0.2 を 下回っ て いる 。 た 
だ し 、 沖縄 県 (0.82)、 鹿児島 県 (0.77)、 岡山 県 
(0.63) で は 定点 当たり 報告 数 が 多く な っ て いる 。 
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帳 糖 ト レン ド を た 2 
E ッ 一 本 
い > 寺 
西村 理 明 氏 
東京 基 恵 会 医科 大 学 
2 凶 尿 病 ・ 代 講 ・ 内 分 泌 内 科 
主任 教授 
トレ ンド の 「 見 える 化 ] と いう パラ ダイ ム 


2 型 糖尿 病 に 対す る イン スリ ン 治 療 の 劉 
意 点 と し て 、 症例 ご と に 血糖 の 日 内 変動 
や 日 差 変動 が 異な る こと が 挙げ られ ます 。 
CGM(Continuous Glucose Moni- 
toring : 持続 血糖 測定 シス テム ) で 調べ て 
みる と 、 血糖 の 日 内 変動 や 日 差 変動 の 実 
態 が よく 理解 で きま す 。 こう し た 血糖 変動 
は 、 食事 ( 量 や 内 容 な ど ) や 運動 (タイ ミン 
グ が 食後 か どう か な ど ) に よっ て 大 きく 左 
右 さ れ ま す 。 そ の た め 、HbA1c 値 が 同じ 値 
を 示し て いて も 、 ある 人 は 無自覚 の 低 血 
糖 を 発現 し て いた り 、 別 の 人 で は 食後 高 
血糖 の 傾向 が 見 られ た り と いう 違い が 生 
じ ま す 。 

HbA1c は 血糖 コン トロ ー ル の 指標 と し 
て 有用 で す が 、 血糖 値 の 平均 を 示す マー 
カー だ と 考え られ ます 。 そ こ で 近年 、 
HbA1c に 加え 、 血糖 値 を 「 線 (変動 )] と し 
て 捉え る 考え 方 で ある 「 血 糖 ト レン ド ] が 
重視 され る よう に な っ て きま し た 。 

CGM は 、 血糖 値 と ほぼ 同等 と 考え られ 
る 皮下 の 間 質 液 中 の グル コー ス 値 を 持続 
的 に 測定 する 検査 シス テム で 、 血糖 トレ ン 

評価 で きる 有用 な ツー ル と し て 開発 さ 
に は 、 患者 が 普段 の 生活 の 
中 で リア ル タ イ ム に 血糖 変動 を 見 る こと 
が で きる 機器 も あり ます 。 この よう に 血糖 


シフ ト が 、 今 、 起 き て いま す 。 

持続 的 に 得 ら れ た 皮下 間 質 液 中 の 
グル コー ス 値 の 評価 に つい て は 、 AGP 
(Ambulatory Glucose Profile ) が 解析 手 
法 と し て 推奨 され て いま す 。 グル コー ス 値 
70 一 180mg/dL を 治療 域 (Target Range) 
と し 、 この 範囲 内 の 測定 回 数 また は 時 間 
を TIR(Time in Range) と 呼び ます 。 管理 
目標 と し て 、 TIR>70% が 推奨 され て お り 
(1 型 を 含む ) 、 高齢 者 / ハ イリ スク 者 で は > 
50%、 妊娠 例 で は さら に 異な る 目標 が 設 
定 さ れ て いま す "。 

この AGP で 見 る 血糖 トレ ンド の 「 見 える 
化 ] に よっ て 、 低 血 糖 や 高 血 糖 を 起こ す 可 
能 性 が 高い 時 間 帯 や 、 血糖 値 の 変動 が 大 
きい 時 間 帯 を 把握 で きる よう に な り 、 TIR 
の 中 の 時 間 を さら に 増やす た め に は 、 ど の 
よう な 治療 で どの 薬剤 を 選択 すべ きか 、 
と いう こと も 見 えて きま す 。 


健康 な 人 の 騰 臓 は 、 常に 少量 の 基礎 
イン スリ ン を 分 泌 し て お り 、 朝 昼夜 の 3 回 
の 食事 の た びに イン スリ ン を 追加 分 泌 し ま 
す 。 これ まで の イン スリ ン 治 療 は 、 この 生 
理 的 な イン スリ ン 分 泌 パタ ー ン を 再現 する 
に は 1 回 の Basal イ ンス リン に 超速 効 型 を 3 
回 打つ 1 日 4 回 の 注射 が 基本 で し た 。 内 因 


糖尿 病 患者 の 血糖 コン トロ ー ル に お いて 、 血 糖 の 日 内 変動 や 日 差 
変動 を 考慮 に 入れ た 血糖 トレ ンド の 「 見 える 化 」 に 重点 を 置い た 治 
療 が 期待 され て いる 。 こう し た 中 、2019 年 9 月 に 発売 され た 国内 
初 の イン スリ ン と GLP-1 受 容体 作動 薬 の 配合 剤 で ある ゾル ト フ ァ 
イ “『 配 合 注 が 注目 され て いる 。 今回 、2 型 糖尿 病 の 管理 に お ける 
血糖 トレ ンド の 重要 性 や 、 ゾ ルト ファ イ " 配合 注 の 位置 づけ な ど に 
つい て 、 東 京 慈恵 会 医科 大 学 の 西村 理 明 氏 に お 話 を うか が っ た 。 


性 の イン スリ ン 分 泌 が 不足 し て いる と ころ 
を 補充 する 、 と いう 考え 方 で す 。 

し か し 膝 臓 に は イン スリ ン 分 泌 と グル カ 
ゴン 分 泌 と いう 2 つの 働き が あり 、 その バ 
ラン ス を 保つ こと で 血糖 値 は コン トロ ー ル 
され て いま す 。 イン スリ ン を 打 た な けれ ば 
な ら な い 2 型 糖尿 病 患 者 は 騰 臓 の 機能 が 
落ち て お り 、 この パラ ンス を イン スリ ン の 
補充 だ け で コン トロ ー ル する の が 難し い 人 
も いま す 。 

昨今 、 広 く 行 われ て いる Basal イ ンス リン 
治療 寺 経 口 血 糖 降 下 薬 ) に 、 血糖 依存 的 
に グル カゴ ン の 分 泌 を 抑制 する GLP-1 受 
容体 作動 薬 を 併用 すれ ば 、 食後 血糖 値 の 
改善 も 期待 で き 、 理 想 的 な イン スリ ン 治 療 
を 目指 すこ と が で きる と 考え られ ます 
( 図 1) 。 血糖 トレ ンド の 改善 を 目指 し た 治 
療 選択 と いう 視点 に 立つ と 、 Basal イ ンス 
リン 製剤 と GLP-1 受 容体 作動 薬 を 同時 に 
使う こと は 理 に 適っ て いる と 言え ます 。 


作動 3 合 剤 


2019 年 9 月 、 イン スリ ン 治 療 の 新た な 
選択 肢 と し て 、 ゾル ト フ ァ イ “" 配 合 注 が 登 
場 し まし た 。 持 効 型 溶解 イン スリ ン ア ナ ロ 
グ 製 剤 イン スリ ン デブ グル デ ク (IDeg) と ヒ 
ト GLP-1 ア ナ ロ グ 製 剤 リラ ブル チ ド (Lira) 
を 固定 比率 で 配合 し た も の で す 。 1 ドー ズ 
に IDeg 1 単位 、Lira 0.036mg の 有効 成 
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図 1 | より 良い 血糖 コン トロ ー ル を 実現 する 理想 的 な イン スリ ン 治 療 


(イメ ー ジ 図 ) 
追加 イン スリ ン 分 泌 


正常 な 人 
? 
ン 


碁 礎 イ ンス リン 分 泌 


避 将 いこ > 


正常 な 人 の イン スリ ン 分 泌 は 、 空 腹 時 や 各 食 前 
の 血糖 値 を 制御 する 基礎 イン スリ ン 分 泌 と 、 食 後 
血糖 を 制御 する 追加 イン スリ ン に 分 類 で きま す 。 


分 が 配合 され て いま す 。 Basal イ ンス リン 
に GLP-1 受 容体 作動 薬 を 加え る こと で 血 
糖 依存 的 に イン スリ ン 分 泌 を 促進 し 、 相 
補 的 に 2 型 糖 尿 病 の 病態 の 改善 に 影響 を 
与え る こと が 期待 され ます 。 


ゾル ト フ ァ イ " 配 合 注 の 

眺 床 成績 

ゾル ト フ ァ イ 『 配合 注 の 国内 第 3 相 了 臨床 
試験 で ある DUAL 1 Japan 試 験 ? で は 、 経 
口 血糖 降下 薬 単 剤 に よる 治療 で 十分 な 血 
糖 コン トロ ー ル が 得 ら れ て いな い 日 本 人 2 
型 糖尿 病 患 者 (819 例 、 平 均 年 齢 57.2 歳 、 
平均 容 病 期間 9.41 年 、 平 均 体重 71.8kg、 
平均 空腹 時 血糖 値 178.01mg/dL、 平 均 
HbA1c 8.45%) を 、 ゾ ルト ファ イ " 配合 注 群 
(275 例 ) 、IDeg 群 (271 例 ) 、Lira1.8mg 群 
(273 例 ) に 無 作 為 に 割り 付け 、 前 治療 の 
経口 血糖 降下 薬 併用 下 で 投与 後 52 週 に 
お ける ゾル ト フ ァ イ " 配 合 注 の 有効 性 と 安 
全 性 を 比較 検討 し まし た 。 

主要 評価 項目 か つ 検 証 的 副 次 的 評価 
項目 で ある HbA1c の ペー スラ イン か ら 投 
与 後 52 週 まで の 平均 変化 量 は 、 ゾ ルト ファ 
イ " 配 合 注 群 -2.38%、IDeg 群 -1.75%、 
Lira1.8mg 群 -1.89% で あり 、 ゾル ト フ ァ 
イ " 配 合 注 群 の HbA1c 変 化 時 は 、IDeg 群 
に 対し て は 非 劣性 お よび 優越 性 が 、 
Lira1.8mg 群 に 対し て は 優越 性 が 認め ら 
れ ま し た (すべ て p<0.0001、 共 分 散 分 
析 ) 。 投 和 与 後 52 週 間 の HbA1c の 推移 を 見 
る と 、 3 群 と も に 投与 開始 後 12 週 まで に 低 
下 し 、 その 後 の 投 与 期 間 で は その 値 が 維 
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Basal イ ンス リン 


斉 昼 タ 
食 食 食 
※※ : Basal イ ンス リン 投与 。 投 生 の タイ ミン グ は 
使用 する 製剤 に よっ て 異な り ます 。 
Basal イ ンス リン 治療 (経口 血 穏 降下 薬 ) は 、 持 効 
型 潜 解 また は 中 間 型 イン スリ ン 製 剤 を 1 日 1 一 2 回 注 
射 し 、 其 礎 イ ンス リン 分 泌 の 不足 を 補う 治療 法 で す 。 
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持 さ れ ま し た 。 投与 後 52 週 時 の 平均 
HbA1c は 、 ゾ ルト ファ イ " 配 合 注 群 6.10%、 
IDeg 群 6.73%、 Lira1.8mg 群 6.52% で し 
た ( 図 2) 。 

投与 後 52 週 時 の 1 日 の イン スリ ン 投 与 
量 は 、 ゾ ルト ファ イ 『 配合 注 群 で 27.7 単 位 、 
IDeg 群 で 34.8 単 位 で あり 、 両 群 間 に 有 


の 生理 的 イン スリ ン 分 泌 パタ ー ン 従来 の Basal イ ンス リン 治療 Basal イ ンス リン +GLP-1 受 容体 作動 薬 


加 貢 \ こ > ざ ユ 是 目 


ーーー GLP-1 受 容体 作動 薬 が 
追加 イン スリ ン 分 泌 を 促進 

※ 京 : Basal イ ンス リン +GLP-1 受 容体 作動 薬 投与 。 
投与 の タイ ミン グ は 使用 する 製剤 に よっ て 異 
な り ま す 。 


監修 : 西 村 理 明 氏 


意 な 差 が 認め られ まし た ( 群 間 差 の 推定 
値 7.01 単 位 、 95% 信 頼 区 間 [10.52: 
ー3.50]、p<0.0001、 共 分 散 分 析 )。 ま た 、 
Lira1.8mg 群 に 割り 付け られ た 患者 は 全 
例 で 1.8mg が 投与 され まし た が 、 投与 後 
52 週 時 に お ける ゾル ト フ ァ イ " 配 合 注 の 投 
与 量 27.7 ド ー ズ に 含有 され る Lira と し て の 


図 2 | HbA1c の 変化 量 ( 投 与 後 52 週 ) [主要 評価 項目 / 検 証 的 副 次 的 評価 項目 ] と 
推移 : DUAL 1 Japan 試 験 (国内 第 3 相 臨 床 試験 ) 


ペー スラ イン か ら 投 与 後 52 週 時 の 変化 量 
[ 要 評 価 項目 / 検 証 的 副 次 的 評価 項目 ] 
主要 評価 項目 : 検証 的 副 次 的 評価 項目 
Vs. IDeg( 非 劣性 ) vs.IDeg( 優 越 性 ) 
Vs. Lia ( 優 直 性 ) 


ETD -0.63% 
95%CI[-0.75: -0.52] 
P<0.0001( 基 劣 性) 
P<0.0001( 優 直 性 ) 


ETD -0.48% 
95%CI[-0.60: -0.37】 
P<0.0001 (優越 性) 


投与 後 52 週 間 の 推移 


時 一 ゾル ト フ ァ イ " 配 合 注 群 (n=275) 
旨 …- IDeg 群 (ロニ 271) 
属 Lira1.8mg 群 (n=273) 


mean よ SE 
FAS、LOCF 


0 4 8121620 26 32 38 444852 ( 通 ) 
治療 期間 


【 対 象 ] 前 治療 の 経口 血 騙 降 下 薬 ( メ ト ホ ル ミン 、cr-GI、TZD、SU、SGIT2 阻 害 薬 また は プリ ニ ド 茎 ) に よる 治療 で 
十分 な 血 洲 コン トロ ー ル が 得 られ て いな い 日 本 人 2 型 騙 尿 病 悪 者 819 例 

[方 法 ] 前 治療 の 経口 血 猫 降下 華 ( 投 与 量 は 変更 せ ず ) の 併用 下 で ゾル ト フ ァ イ " 配 合 注 、IDed ま た は Lira1.8mg を 
投与 する 群 の いずれ か に 1:1:1 の 比率 で 無 作為 に 割り 付け た 。 投 与 後 52 週 に お ける ゾル ト フ ァ イ " 配 合 注 、 
IDeg お よび Uira1.8mg の 有効 性 お よび 安全 性 を 比較 検討 し た 。 

【 解 析 ] 治療 お よび 前 治療 の 経 咽 和 降 下 薬 を 固定 効果 、 ペ ベー スラ イン の HbA1c を 共 恒 と し た 共 分 散 分 析 モ デ 
ル 。 ゾ ルト ファ イ 配 合 注 の 血 匿 コン トロ ー ル に お ける 有効 性 の 検証 は 、HbA1C の ペー スラ イン か ら 投 与 後 


52 週 まで の 変化 野 の 差 の 非 劣 性 マー ジン を 、 ゾ ルト ファ イ * 配 合 注 と IDeg の 比較 で は 0.3%、 ゾ ルト ファ イ " 
配合 注 と Uira1.8mg の 比較 で は 0.0% と する こと で 行っ た 。 


京 線 は ADA/EASD の HbA1c の 目標 填 <7.0% と 、AACE の HbA1c の 目標 侍 ミ 6.5% を 表す 、IDeq: イ ンス リン デ グ ル デ 
ク 、 ira: リ ラブ グル チ ド 、-GI:q グ ルコ シダ ー ゼ 囲 害 業 、 TZD : チ アゾ リジン 茎 、SU: ス ル ホ ニル ワレ ア 業 、 SGLT2 阻 害 
華 : ナ トリ ウム - プ ルコ ー ス 共 還 送 体 2 阻害 薬 、FAS : 最 大 の 解析 対象 集団 、LOCF:last observation carried forward、 
て |: 信 頼 区 間 、ETD : 群 間 差 の 推定 値 、 ADA: 米 国 糖尿 病 学会 、EASD : ヨ ー ロ ッ パ 和 糖尿 病 学会 、AACE 米国 隊 床 内 分 
泌 学会 
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図 3 | 9 点 血 糖 値 プロ ファ イル (SMBG) : DUAL 1 Japan 試 験 (国内 第 3 相 星 床 試験 ) 


平均 血糖 値 と 平均 食後 血糖 増加 量 の 
ペー スラ イン か ら 投 与 後 52 週 時 の 変化 量 
[ 購 次 的 評価 項目 ] 


平均 血糖 値 


(mg/dD 6922 


ペー スラ イン  -"ー ゾル ト フ ァ イ “ 配 合 注 群 (n=275) 
ーー 投与 後 52 週 で - IDeg 群 (n=271) 
ーー Lira1.8mg 群 (n=273) 


me * 試 験 放 了 時 の 平均 値 が IDeg 群 と ゾル ト フ ァ イ 配 合 注 群 と で 統計 的 に 有意 差 あり 
1 試験 終了 時 の 平均 値 が ura1.8mg 群 と ゾル ト ファ イ " 配 合 注 本 と で 抗 計 的 に 有意 差 あり 


-62.42 


平均 食後 
血糖 増加 量 
(mg/db) 


-4.91 | -18.29 


平均 血糖 値 :9 点 血 舌 値 プロ ファ イル の 時 間 曲 線 下面 積 を 台形 法 で 


算出 し 、 測 定時 間 で 除 し た 値 
平均 食後 血糖 増加 量 :3 回 の 食事 前 後 の 値 の 差 の 平均 仁 


[対象 ]・[ 方 法 ] は 図 2 を 参照 。 


[解析 ] 治療 、 前 治療 の 経口 血 糖 降下 薬 、 時 点 、 治 療 と 時 点 の 交互 作用 を 固定 効果 、 貞 者 を 変 選 効 果 と し た 線形 混合 モデ ル 。 


朝食 前 +90 分 昼食 前 +90 分 夕食 前 90 分 就寝 前 午前 4 時 翌日 の 


測定 時 点 


IDeg: イ ンス リン デブ グル デ ク 、 Lira: リ ラブ ル チ ド 、FAS : 最 大 の 解析 対象 集団 、LOCF:last observation carried forward、SMBG: 血 矯正 己 測 定 


投与 量 は 約 1.0mg で し た 。 ゾル ト フ ァ イ 『 

合 注 群 で イン スリ ン 量 が 減っ て いる こ 
と 、 投与 量 に 違い が ある 中 で HbA1c に お 
ける 優越 性 が 示さ れ た こと が 注目 すべ き 
点 か と 思い ます 。 

食事 の 前 後 な どの 9 点 の 血糖 値 プロ 
ファ イル (SMBG) を 見 る と 、 投 与 後 52 週 時 
の 各 測 定時 点 で の 血糖 値 は 、 IDeg 群 と の 
比較 で は 朝食 前 と 午前 4 時 を 除き ゾル ト 
ファ イ 『 配 合 注 群 の 血糖 値 が 有意 に 低く 、 
Lira1.8mg 群 と の 比較 で は すべ て の 時 点 
の 血糖 値 が ゾル ト フ ァ イ " 配 合 注 群 で 統 
計 的 に 有意 に 低 値 で し た ( 図 3) 。 

ベー スラ イン か ら の 体重 の 平均 変化 量 
(参考 情報 ) は 、 ゾ ルト ファ イ " 配 合 注 群 + 
2.89kg、 IDeg 群 +4.09kg、 Lira1.8mg 群 
ー0.99kg で し た 。 重大 な また は 血糖 値 確 
定 低 血 糖 の 単位 時 間 あ た り の 発現 件 数 
は 、 ゾ ルト ファ イ 『 配 合 注 群 174.25 件 /100 
人 ・ 年 、IDeg 群 331.92 件 /100 人 ・ 年 、 
Lira1.8mg 群 4.78 件 /100 人 ・ 年 で し た 。 

DUAL 1 Japan 試 験 に お ける 有害 事象 
発現 率 は 、 ゾ ルト ファ イ 『 配 合 注 群 83.3%、 
IDeg 群 79.7%、 Lira1.8mg 群 83.9% で あ 
り 、 副作用 発現 率 は ゾル ト フ ァ イ 『 配 合 注 
群 32.0%、IDeg 群 20.3%、 Lira1.8mg 群 
39.6% で し た 。 主 な 副作用 は 、 ゾル ト フ ァ 
イ " 配 合 注 群 で は 便秘 22 例 、 悪心 9 例 、 
IDeg 群 で は 体重 増加 19 例 、 Lira1.8ma 群 
で は 便秘 31 例 、 悪心 19 例 、 下痢 12 例 、 リ 
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パー ゼ 増 加 、 食 欲 減退 各 10 例 、 消化 不良 
9 例 な ど で し た 。 重 篤 な 副作用 は 、 ゾル ト 
ファ イ " 配合 注 群 で 2 例 ( 胆 村 災 、 低 血 糖 
各 1 例 )、IDeg 群 で 1 例 ( 低 血 糖 性 意識 消 
失 )、Lira1.8mg 群 で 1 例 ( 自 己 免疫 性 騰 災 ) 
で し た 。 投 与 中 止 に 至っ た 副作用 と し て は 、 
ゾル ト フ ァ イ 『 配 合 注 群 で 週 体重 2 例 、 便 
秘 、 回 転 性 めまい 、 裂 傷 、 リ パー ゼ 増 加 / ア 
ミラ ー ゼ 増加 各 1 例 、 IDeg 群 で 周 体 重 、 品 
の 感覚 鈍麻 、 体重 増加 名 1 例 、 Lira1.8mg 
群 で 胃腸 障害 薬物 性 肝 障害 、 自 己 免疫 
性 騰 秋 、 咽 吐 各 1 例 が 確認 され まし た 。 

SMBG に よる 9 点 血 糖 値 プ ロフ ァイル を 
見 る と 、 ゾル ト フ ァ イ " 配 合 注 は 安定 し た 
血糖 降下 作用 を 示し て いま す が 、 これ は 
イン スリ ン 投 与 量 を 減ら し 、 低 血糖 の 発現 
を 低く 抑 えた 上 で の 結果 で す 。 こ の 点 を 踏 
まえ る と 、2 型 糖尿 病 に お ける イン スリ ン と 
グル カゴ ン の バラ ンス の 破綻 を 星 正 する 
薬剤 と し て 、 Basal イ ンス リン 製剤 と GLP-1 
受容 体 作動 薬 と いう 組み 合わ せ は 相性 が 
良い と 感じ ます 。 


今後 の イン スリ ン 治 療 と 
ゾル ト フ ァ イ " 配 合 注 へ の 期待 


1 日 1 回 投与 で 平均 血糖 値 だ け で は な 
く 食 後 血 糖 値 の 改善 も 期待 で きる 点 や 、 
1 ドー ズ 刻 み で 用 量 調節 が 可能 な ゾル ト 
ファ イ 『 配 合 注 の 持つ 利便 性 の 高 さ は 、 
従来 の Basal イ ンス リン 製剤 を 必要 と する 


2 型 糖尿 病 患 者 に と っ て も メリ ッ ト が あり 
ます 。 

また 、 イ ンス リン 量 を 抑 える こと が で きれ 
ば 、 体重 増加 へ の 懸 訪 や 低 血 糖 の 心配 も 
少な く な り 、 コ スト 面 で も メリ ッ ト に な り ます 。 
低 血糖 は 重症 低 血 糖 を 一 度 で も 経験 する 
と 、 低 血糖 が 怖く て 食べ て し まう と いう 負 
の 連鎖 に つなが る こと も あり 、 患者 の 心理 
的 負担 も 大 きい と 思わ れ ま す 。 

ゾル ト フ ァ イ 『 配 合 注 は GLP-1 受 容体 作 
動 薬 が 追加 され て いる イン スリ ン 製 剤 と 
考え る と 、 イン スリ ン 製 剤 に 伴う 副作用 の 
低 血 糖 の 発現 や 、 GLP-1 受 容体 作動 薬 に 
よる 消化 器 症状 な どの 副作用 が ある こと 
も 理解 し た 上 で 使用 する こと が 重要 で す 。 
Basal イ ンス リン 製剤 と GLP-1 受 容体 作動 
薬 の どちら の 特性 も 考慮 し 適切 な 使い 方 
を する こと で 、 ゾ ルト ファ イ 『 配 合 注 は 血糖 
トレ ンド の 改善 を 目指 す 時 代 の ニー ズ に 即 
し た イン スリ ン 治 療 の 第 一 選択 薬 に な り 得 
る 治療 薬 で ある と 考え ます 。 2020 年 10 月 
より 投薬 制限 が 解除 と な り より 幅広 い 患 
者 に 使え る よう に な る の で 、 今後 2 型 糖尿 
病 患者 の Basal イ ンス リン が ゾル ト フ ァ イ 『 

合 注 に 置き 換 わ っ て いく 可能 性 も 高い 
と 期待 し て いま す 。 


1)Battelno T et al Diabees Care 2019. 42 (8): 1593-1603 
2 ノボ ノル ディ スク ファ ー マ 株 式 会 社 社内 資料 (NN9068- 
4183) (承認 時 評価 想 料 ) 
KakuK, et a Diabetes Obes Metab 2019 21(12): 2674- 
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日 本 標準 商品 分 類 番号 873969 


食 華 、 処 方 箋 医薬 品 * 持 効 型 潜 解 イン スリ ン ア ナ ロ グ / ヒ ト GLP-1 ア ナ ロ グ 配合 注射 流 | 華 価 革 準 取 載 . 


ゾル ト ヒ フ ァ イ 配合 注 フリ ッ フ スタ ッ ヂ " 


貯 法 : 凍 結 を 避け 、2 一 8'C に 保存 有効 期間 : 製 造 後 24 ヵ 月 注 ) 注 意 一 医師 等 の 処方 等 に より 使用 する こと 


販売 名 ( 洋 名 ) | ソル ルト プア ァ イ 配合 注 フ プリッ フス タッ チ (Xultophy* FlexTouch“) 
承認 番号 30100AMX00020000. 
ETETL1 2019 和 月 | 販売 人 始 


2019 年 9 月 


っ 禁忌 (次 の 悪者 に は 投写 し な いこ と ) 

2.1 本 剤 の 成分 に 対し 週 短 症 の 既往 本 の ある 趣 者 

2.2 低下 村 征 状 を 呈し て いる 蛋 者 [11.1.1 参 照 ] 

糖尿 病 性 許 薄 、1 型 匿 灰 病 悪者 [イン スリ ン の み を 含有 する 柚 剤 に よる 


2.3 糖尿 病 性 ケト アシ ドー シス 、 
速やか な 治 痕 が 必須 と な る の で 、 本 剤 を 投与 すべ き で な い ] 
2.4 重症 感 症 、 手 箱 等 の 緊急 の 場合 [イン スリ ン の み を 今 有する 訓 剤 に よる 血 姜 管 理 が 望ま れる の で 、 


本 剤 の 投与 は 遺 さ な い ] 
3. 組 成 * 性 状 
3.1 組成 
1 筒 有効 成分 滞 加 午 


イン スリ ン デ グ ル デ ク ( 條 令子 組 換え ) 

300 単 位 (1800nmol) や 
リラ グル チ ド ( 己 伝 子 組 換え ) 10.8mg 
注 ) イ ンス リン デ グ ル デ ク の 1 単位 は 6nmol に 相当 する 。 
イン スリ ン デ グ ル デ ク 及 び げ リ ラグ ル チ ド は 出芽 酵母 を 用 いて 製造 され る 。 
3.2 製剤 の 性 状 


フェ ノー ル 17.1mg、 渡 グリ セリ ン 59.1mg、 
本 本 下 ( 村 鉛 信書 と し て ) 165uo、 
塩 適時 、 水 要 化 ナトリウム 適量 


3mL 


EE 列 
cis の | ( ほ 入 ポタ ン の ) 
注 列 

本 剤 は 無名 倫明 の 液 で ある 。 790-4o | 約 1 ルビ ピン ピン ク 
区 能 又 は 効果 

イン スリ ン 大 法 が 計 応 と な る 2 悪 尿 


5. 効 能 又は 効果 に 関連 する 注意 
トー AG 糖尿 病 用 本 に よる 治療 で 効果 不 十分 な 場合 に 使用 を 検討 する こと 。 [17.1 


6. 用 法 及 び 用 量 

通常 成人 で は 、 初 期 は 1 日 1 回 10 ド ー ズ (イン スリ ン デ グ ル デ ク / リ ラグ ル チ ド と し て 10 単 位 0.36mg) を 皮下 
注射 する 。 投 与 圭 は 和 慈 者 の 状態 に 応じ て 適 定 増 滅する が . 1 日 50 ド ー ズ (イン スリ ン デ グ ル デ ク / リ ラグ ル チ ド 
と し て 50 単 位 /1.8mg) を 超え な いこ と 。 注 莉 時 刻 は 原則 と し て 毎日 一 定 と する 。 な お 、 本 剤 の 用 玉 単 位 で ある 
1 ドー ズ に は 、 イ ンス リン デ グ ル デ ク 1 帆 位 及び リラ グル チ ド 0.036mg が 含ま れる 。 

7. 用法 及び 用 量 に 関連 する 注意 


デ グ ル デ ク と リラ グル チ ド を 配合 し た 製 許 で ある た め 、 投 与 量 は 慎重 に 決定 する こと 。 
ー ズ の 投与 量 を 1 ドー ズ 刻 み で 調節 可能 で ある 。 7.2 本 剤 の 開始 時 は 、 以 下 の 点 に 注意 
7.1 参 類 ] (1) イン スリ ン 融 剤 (Basal イ ンス リン 又は 混合 型 配 合 溢 解 イン スリ ン ) 以 外 の 負 尿 病 用 
薬 に よる 治療 で 効果 不 十分 な 場合 ・ 血 征 コン トロ ー ル の 状況 、 征 本 、 由 機能 障害 の 有無 等 を 含め 、 悪 者 の 状態 
に 応じ て 、 低 用 恒 (10 ド ー ズ 未満 ) か ら の 投与 も 考 讃 する な ど 、 慎 重 に 投与 を 開始 する こと 。 [9.1.4、9.2、9.3、 
9.8 参 照 ] ・GLP-1 受 容体 作動 薬 に よる 治療 で 効果 不 十分 な 場合 に 本 剤 を 投与 する に あたっ て は 、 前 治療 の 
GLP-1 受 容体 作動 薄 の 投与 を 中 止 し 、 本 剤 と 併用 し な いこ と 。 週 1 回 投与 な どの 持続 性 GLP-1 受 容体 作動 毅 に 
よる 泊 療 か ら 本 剤 に 切り 替え る 場合 は 、 そ の 作用 持続 性 を 考 嘆 し 、 次 回 に 予定 し て いた 投与 タイ ミン グ / 
剤 の 投与 を 開始 する こと 。 (2) イン スリ ン 製 剤 (Basal イ ンス リン 又は 混合 型 / 配 合 消 能 イン スリ ン ) に 。 
で 効果 不 十分 な 場合 用 時 は 、 通 喧 1 日 1 回 10 ド ー ズ で ある が 、 前 治療 の イン スリ ン 投 与 還 や 悪者 の 状態 
・ JH (( イ ンス リン デ グ ル デ ク / リ ラグ ル チ ド と し て 16 単 位 /0.58mg) ま で の 男 囲 で 増減 
剤 に あたっ て は 、 前 治療 の イン スリ ン 製 剤 (Basal イ ンス リン 又は 混合! 溶解 イン スリ 
の 直上 し 本 剤 と 併用 し な いこ と 。 7.3 本 剤 の 1 日 用 昼 と し て 50 ド ー ズ を 超え る 用 量 が 必要 な 場合 
は 、 他 の 精 尿 病 用 薬 へ の 切り 替え を 検討 する こと 。 7.4 投与 を 忘れ た 場合 に は . 本 剤 の 作用 持続 時 間 等 の 
生 向 か ら 気づい た 時 点 で 直ちに 投与 で きる が 、 そ の 次 の 投与 は 8 隔 間 以上 あけ て か ら 行 い 、 そ の 後 は 通常 の 
の 3 折 各 すら 


8.1 投与 する 場合 に は 、 血 和 問 を 定期 的 に 検査 し 、 薬 剤 の 効果 を 大 か め 、3ー4 ヵ 月 間 投 与 し て 効果 が 不 十 分 な 場合 
Ei 速やか に 他 の 治療 薬 へ の 切り 替え を 行う こと 。 8.2 本 剤 の 投与 開始 時 及び その 後 数 週間 は 面 征 コ ント 
リー ル の モニ タリ ング を 十分 に 行う こと 。 特 に . 高 用 量 の イン スリ ン 製 剤 (Basal イ ンス リン 又は 混合 弄 ( 配 合 深 肖 
イン スリ ン ) を 了 引 し て いる 有史 に 切り 替え る 場合 は 、 段 コン トロ ー ル が 一 時 的 に 悪化 する 可能 性 が 
ある こと か ら 、 注 意 す る こと 。 8.3 低 血 穂 に 関す る 注意 に つい て 、 そ の 対処 法 も 含め 患者 及び その 家 旋 に 十分 
徹底 させ る こと 。 [9.1.4、1 1.1.1 参 昭 ] 8.4 低 血 区 症 状 を 起こ すこ と が ある の で 、 高 所 作業 、 自 動車 の 運転 圭 
に 従事 し て いる 上 者 に 投与 する と き に は 注意 する こと 。 [11.1.1 参 ] 8.5 急性 誠 災 の 初期 症状 ( 忠 叶 を 伴う 
持続 的 な 光 し い 腹 病 等 ) が あら われ た 場合 は . 使 用 を 中 止 し 、 速 や か に 医師 の 診断 を 受け る よう 指導 する こと 。 
【9.1.2、11.1.3 参 照 ] 8.6 表 有 隙 害 が 発現 し た 場合 、 急 性 豚 火 の 可能 性 を 考慮 し 、 必 要 に 応じ て 画像 検査 等 に 
よる 原因 精査 を 考 呈 す る 等 、 慎 重 に 対応 する こと 。 [9.1.2、11.1.3 参 照 ] 8.7 肝 機 能 交 害 が あら われ る こと が 
ある の で 、 観 察 を 十分 に 行い 、 異 常 が 認め られ た 場合 は 適切 な 処置 を 行う こと 。 8.8 本 剤 投与 中 は 、 甲 状 陣 間 
連 の 症候 の 有 放 を 確認 し 、 異 常 が 認め られ た 場合 に は 、 専 門 医 を 受診 する よう 指導 する こと 。 [15.2.1 参 類 ] 
8.9 怠 激 な 血 路 コ ント ロー ル に 伴い 、 迷 病 衣 上 症 の 頭 在 化 又 は 増悪 、 恨 の 屈折 異常 . 治 療 後 神経 際 害 ( 主 と 
し て 友 性 ) が あら われ る こと が ある の で 注意 する こと 。 8.10 本 剤 の 自己 注射 に あたっ て は 、 以 下 の 点 に 留意 
する こと 。 ・ 投 与 法 に つい て 十分 な 教育 訓練 を 実施 し た の ち 、 軒 者 自ら 確実 に 投与 で きる こと を 確認 し た 上 で 、 
医師 の 管理 指導 の 下 で 実施 する こと 。 ・ 全 て の 敵 貞 の 安全 な 麻 棄 方 法 に つい て 指導 を 才 底 する こと 。 ・ 添 付 
され て いる 取扱 説明 田 を 必ず 読む よう 指導 する こと 。 8.11 本 剤 の 有効 成分 の ー つ で ある リラ グル チ ド と 
DPP-4 明 害 薬 は いずれ も GLP-1 受 容体 を 介し た 血 降 下 作用 を 有 し て いる 。 リ ラグ ル チ ド と DPP-4 陽 害 を 
併用 し た 際 の 臨床 試験 成績 は な く 、 有 効 性 及び 安全 性 は 確認 され て いな い 。 8.12 本 剤 と 他 の 背 病 用 注射 
剤 を 取り 違え な いよ う 、 毎 回 注射 する 前 に 本 剤 の ラベ ル 等 を 認 する よう 置 者 に 十分 指導 する こと 。 
8.13 同一 箇 所 へ の 繰り 返し 投与 に より 、 注 射 簡 所 に 皮膚 アミ ロイ ドー シス 又は リボ ジス トロ フィ ー が あら われ 
る こと が ある の で 、 定 期 的 に 注射 央 所 を 観 宗 する と と も に 、 以 下 の 点 を 愚者 に 指導 する こと 。 ・ 本 剤 の 注 穫 商 
所 は 、 少 な く と も 前 回 の 注射 蘭 所 か ら 2 一 3cm 悪 すこ と 。 [14.1.2 参 昭 ] < 注射 位 所 の 腫 尊 や 硬 結 が 委 め られ た 
場合 に は 、 当 彼 箇 所 へ の 投与 を 避け る こと 。 
8.14 皮膚 アミ ロイ ドー シス 又は リポ ジス トロ フィ ー が あら われ た 箇所 に 本 剤 を 投与 し た 震 合 、 本 剤 の 吸収 が 
妨げ られ 十分 な 個 往 コン トロ ー ル が 得 ら れ な く な る こと が ある 。 血 姜 コ ント ロー) ル の 不良 が 認め られ た 場合 [ 
を 行う な どの 適切 な 処置 
て ル の 不良 に 伴い 、 過 度 に 増生 され た イン スリ ン 毅 刑 が 正常 な 所 に 授与 され た 
こと に より 、 低 血 舌 に 至っ た 例 が 報告 され て いる 。 
は ーーー ビー 
悪者 許 団 講 を 起こ す お それ 


・ 媒 礎 等 の ある 患者 9.1.1 妥 部 手 頂 の 既往 又は 肌 暑 春 の 既往 の ある ! 

が 1.4 参 照 ] 9.1.2 腹 災 の 区 往 歴 の ある 悪者 [8.5、8 6、11.1 3 参照 ] 9.1.3 回 尿 馬 加 不全 麻痺 
災 症 性 腸 疾患 等 の 胃 朋 障害 の ある 型 者 十分 な 使用 弓 験 が な く 骨 民 時 害 の 症状 が 屋 化 する お それ が ある 。 
9.1.4 低 血糖 を 起こ す お それ が ある 以下 の 悪者 又は 状態 ・ 下 光 、 咽 叶 等 の 骨 許 了 守 ・ 氏 下垂 体 機 不 全 又 は 
副 時 機能 不全 栄養 不良 状態 、 仙 上 状 態 、 不 規則 な 食事 損 到 2 激しい 所 肉 
運動 過度 の アル コー ル 反 者 [7.2、8.3、11.1.1 参 誠 ] 9.2 覧 機能 噂 害 了 者 9.2.1 重度 の 時 衝 能 障害 天 者 
低 血 引 を 起こ す お それ が ある - [7 2、11.1 1 参照 ] 9.3 肝 機 能 藤 書 上 才 9.3.1 の 低 還 理 
を 起こ す お それ が ある 。 [7.2、11.1.1 参 照 ] 9.5 姓名 妊娠 又は 衝 娠 し て いる 可能 性 の ある 女性 に は 本 剤 を 
投与 せ ず 、 イ ンス リン 製 刑 を 使用 する こと 。 リ ラグ ル チ ド の 生殖 発生 毒性 試験 で 、 ラ ッ ト に お いて リラ グル チ ド 
の 思 大 準 交 用 時 で ある 1.8mo の 約 18 3 倍 の 醒 器 時 に 柏 当 する 1.0mo/ko/ 日 早期 許 死 の 場 加 、 ウ サギ 
に お いて リラ グル チ ド の 最大 準 穫 障 床 用 時 で ある 1.8mg の 約 0.76 倍 の 束 に 相当 する 0.05mo/ko/ 日 で 
氏 動 物 の 押入 減少 に 起因 する も の と 推測 され る 胎児 の 軽度 の 此 格 異 常 が 認め ら れ て いる 。 9.6 授乳 細 
治療 上 の 有益 性 及び 還 乳 栄三 の 有益 性 を 考 上 し 、 授 乳 の 誰 衝 又 は 中 止 を 検討 する こと 。 ラ ッ ト で は 乳汁 中 へ 
の 移行 が イン スリ ン デ グ ル デ ク 及 び リ ラグ ル チ ド に て 報告 され て いる 。 ヒ ト で の 乳 汗 移行 に 興す る デー タ 及 び 
ヒト の 路 乳 中 の 児 へ の 影響 に 関す る デー タ は な い 。 9.7 小児 等 ーーー 
本 剤 で は 実施 し て いな い 。 9.8 高 具 者 悪 者 の 状態 を 観察 し な が ら 侍 塞 に 投与 する こと - 生 理 可 能 が 任 下 | 
いる こと が 多く 、 胃 腸 明 害 及び 任 千 が 発現 し や すい 。[7.2、11.1.1 参 ] 


10. 相互 作用 
10.2 併用 注意 ( 俳 用 に 注意 する こと ) ぐ 了 訂 症状 措置 方 法 > 血糖 旗下 作用 の 増強 に よる 低 庫 生年 堆 が あら 


われ る こと が ある - 併 用 す る 場合 は 自 沙 値 そ の 他 悪 者 の 状態 を 十分 観察 し な が ら 投与 する こと [1 1.1.1 参 昭 ]。 
特に 、 ス ル ホ ニル ウレ ア 又 と 併用 する 場合 、 佐 血 入 の リス ク が 坦 加 する お それ が ある た め 、 ス ル ホ ニル ウレ ア 
葉 の 減量 を 検討 する こと 。 く 菜 剤 名 等 / 比 序 危険 因 子 > 介 和 糖尿病 用 薬 ( ビ グ ア ナ イド 菜 、 ス ル ホ ニル ウレ ア 薬 、 
速効 型 イ ンス リン 分 沈 促 送 、 r- グ ルコ シダ ー ゼ 明 天 華 、 チ アゾ リジン 業 、DPP-4 阻 震 葉 、SGLT2 阿 害 薬 等 )/ 
皿 粘 役 下 作用 が 輸 紙 さ れる 。 氏 モ ノア ミン 醒 化 酵素 MAO) 阻害 弄 / イ ンス リン 分 泌 促 進 、 劉 新生 抑制 作用 に 
よる 血 炉 降 下 作用 を 有する 。 倫 三 球 系 抗う つ 剤 (ノル トリ プチ リン 塩 二 塩 等)/ 機 序 は 不明 で ある が . イ ンス リン 
感受 性 を 増強 する な どの 報告 が ある 。 偽 サ リ チ ル 酸 誘導 体 ( ア スピ リン 、 エ テン ザ ミ ド )/ 吾 に 対す る 細胞 の 
感受 性 の 太 進 や イン スリ ン 利 用 率 の 増加 等 に よる 血 薄 降 下 作用 を 有する 。 ま た 、 未 構 で 弱い イン スリ ン 様 作用 
を 有する 。 旬 抗 下剤 (シク ロホ ス フ ァ ミド 水 和 物 )/ イ ンス リン が 結合 する 抗体 の 生成 を 抑制 し 、 そ の 結合 部 位 
か ら イ ンス リン を 遂 区 さ せる 可能 性 が ある 。 欠 - 断 剤 (ブロ ブラ ノロ ー ル 塩酸 塩 、 ア テ ノ ロ ー ル 、 ピ ンド ロー 
ル )/ ア ドレ ナリ ン に よる 低 皿 玉 か ら の 回 復 反応 を 抑制 する 。 ま た 、 低 血 編 に 対す る 交 句 神経 系 の 症状 ( 振 戦 、 
動 蛋 等 ) を マス ク し 、 ビー トー ンー 人 @ ク マリ ン 系 薬剤 (ワル ファ リン カリ ウム )/ 杉 序 不明 
@ ク ロラ ム フ ェ ニコ ー】 明 旬 べ ザ フ ィ ブ ラー ト / イ ンス リン 感受 性 電 強 等 の 作用 に より 、 本 剤 の 作用 を 
増 代 する 。 の サル ファ 剤 / 蛋 万 で の イン スリ ン 分 泌 を 増加 させ る こと に より 、 低 血 策 を 起こ す と 考え られ て いる 。 
臣 機 能 抵 下 、 空 用 状態 の 林 延 、 栄 栓 不良 、 過 量 投 与 が 危険 因子 と な る 。 備 シ ベン ゾ リ ンコ ルク 酸 者 、 ジ ソ ピ ラ 
ミド . ビ ル メ ノー ル 塩 酸 塩水 和 物 / イ ンス リン 分 泌 作 用 を 紹 め た と の 報告 が ある 。 ぐ 床 年 状 ・ 措 半 方 法 > 血 
降下 作用 の 減 較 に よる 高 血 濾 症状 が あらわ れる こと が ある 。 併 用 する 場合 は 帳 稀 値 その 他 悪者 の 状態 を 十分 
観 奉 し な が ら 投 与 す る こと 。 ぐ 薬剤 名 等 / 旨 序 外 際 因子 > @ チ アジ ド 系 利尿 剤 (トリ クロ ル メ チア ジ ド )/ カ リウ ム 
表 失 が 関与 する と 考え られ て いる 。 カ リウ ム 欠 逐 時 に は 、 血 煽 上 昇 反応 に 対す る 幼 陶 の イン スリ ン 分 泌 能 が 
低下 する 可能 性 が ある 。 旬 弄 腎 皮 質 ス テロ イド (プレ ドニ ゾロ ン 、 ト リア ムシ ノロ ン )/ 次 新生 吉 進 筋肉 組織 ・ 
弁 肪 組織 か ら の アミ ノ 本 や 肛 肪 酸 の 導 薄 促進 、 未 相 組 織 で の イン スリ ン 感 彼 性 先 下 等 に よる 血 編 上 昇 作用 を 
有する 。 人 @ACTH( テ トラ コ サ ク テ ド 本 本 六 / 副 腎 反 折 刺激 作用 に より 編 質 コル チコ イド の 分 泌 が 増加 する 。 
募 質 コ ル チ コ イド は 、 繧 新生 刀 進 、 筋 肉 組織 ・ 麻 肪 組織 か ら の アミ ノ 醸 や 脂肪 酸 の 導 難 促進 、 未 構 組織 で の 
イン スリ ン 呈 受 性 低下 等 に よる 血 針 上 昇 作用 を 有する 。 倫 ア ドレ ナリ ン / 肥 新 生 放 進 、 未 模 で の 利 用 抑制 、 
イン スリ ン 分 泌 抑制 に よる 血 上 昇 作用 を 有する 。 倫 グ ルカ ゴン / 問 新生 放 進 、 肝 グリ コー ゲン 分 解 促進 に よる 
咽 縮 上 昇 作用 を 有する 。 久 甲 状 朋 ホ ル モ ン (レポ チロ キシ ン ナ トリ ウム 水 和 物 )/ 剖 新生 進 、 肝 グリ コー ゲン 
分 解 促進 に よる 血 編 上 昇 作用 を 有する 。 介 成 長 ホ ル モ ン ( ソ マ ト ロ ピン )/ 質 イン スリ ン 様 作用 に よる 血糖 上 昇 
作用 を 有する 。 氏名 胞 ホル モン (エチ ニル エス トラ ジオ ー ル 、 結 合 型 エ スト ロ ゲ ン )、 経 口 選 妊 業 / 未 構 組 職 で 
イン スリ ン の 作用 に 持 抗 する 。 - コ チン 醸 / 未 相 組 纏 で の イン スリ ン 和 感受 性 を 低下 させ る た め 神 系 能 障害 を 
起こ す 。 久 減 グリ セリ ン / 代 調 さ れ て 舌 に な る た め 、 自 生 値 が 上 昇 する 。 @ イ ソニ アジ ド / 誠 水 化物 代謝 を 阻害 
する こと に よる 血 包 上 昇 作用 を 有する 。 備 ダ ナゾ ソー ル / イ ンス リン 抵抗 性 を 増強 する お それ が ある 。 旬 フ ェ ニ 
トイ ン / イ ンス リン 分 泌 抑 制作 用 を 有する 。 ぐ 隆 床 症状 措置 方 法 > 血 績 降下 作用 の 増強 に よる 低 血 生 症 状 
[11.1.1 参 昭 ] 、 又 は 減 型 に よる 高 血 糖 症状 が あら われ る こと が お ある. 併用 する 場合 は 自 精 舘 その 他 悪 者 の 状態 
を 分 観察 し な が ら 投与 する こと 。 く 薬剤 名 物 / 機 所 ・ 誠 陳 男 > 信 畠 白 同化 ステ ロイ ド ( メ テ ノ ロン )/ 機 序 不 明 
@ ソ マト スタ チン アナ ログ 製剤 (オク トレ オチ ド 酢 病 者 、 ラ ン レオ チ ド 醒 酸 塩 )/ イ ンス リン 、 グ ルカ ゴン 及び 成長 
ホル モン 等 互い に 括 抗 的 に 調 其 作用 を も つ ホ ル モ ン 間 の バラ ンス が 変化 する こと が ある 。 
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- 太 作用 
次 の 副作用 が あら われ る こと が ある の で 、 観 察 を 十分 に 行い 、 異 常 が 衣 め られ た 場合 に は 投与 を 中 止 す る な ど 
適切 な 興 敗 を 行う こと 。 11.1 重大 な 各 作 用 11.1.1 低 血 灯 ( 虹 不 明 ) 説 力 感 、 代 外語 、 高 度 の 空腹 感 、 冷 汗 、 
面 攻 、 勤 人 、 表 戦 、 豆 痛 、 め まい 、 孔 気 . 視 覚 異常 、 不 安 、 興 共 、 神 経過 第 、 集 中 力 低下 、 精 神 陣 害 、 間 軸 、 意 度 
障 青 (意識 混 若 、 皆 基 ) 等 が あら われ る こと が ある 。 舞 処置 の 状 頭 で 続く と 低 押 科 管 等 を 起こ し 、 重 篤 な 転 放 
(中 枢 神 経 系 の 不可 逆 的 障害 、 死 等 ) を と る お それ が ある 。 ま た 、 長 期 に わた る 糖尿 病 、 秒 尿 病 性 神経 障害 、 
- 伯 断 剤 投与 ある い は 弘 化 イン スリ ン 療 法 が 行わ れ て いる 場合 で は 、 延 帳 部 の 初期 の 自 錠 定 状 (冷汗 、 振 戦 
等 ) が 通常 と 異な る 場合 や 、 自 覚 症状 が あら われ な いま ま 、 低 血 精 あ る い は 低 血 糖 性 董 に 陥る こと が ある 。 
症状 が 認め られ た 場合 に は 騙 質 を 含む 食品 を 損 取 する 等 、 敵 切な 処置 を 行う こと 。- グ ルコ シダ ー ゼ 明 表 貞 
と の 併用 時 に は ブドウ 征 を 投与 する こと 。 経 口 損 取 が 不可 能 な 場合 は ブドウ 半 を 静脈 内 に 、 グ ルカ ゴン を 筋肉 内 
に 投与 する 等 適切 な 処置 を 行う こと 。 本 章 の 作用 は 持続 的 で ある た め 、 回 復 が 遅 息 す る お それ が ある 。 低 帳 表 
は 細 床 的 に 回 復 し た 場合 に も 再発 する こと が ある の で 総計 的 に 観察 する こと 。 [2.2、 3 4、9.1.4、9 2. 1、 


全身 の 発疹 、 に は 投 避 を 中 止 する こと 。 11.1.3 障 上 (不明 ) 全 叶 を 
仙 う 千 約 な しい 由 符 異常 が 認め られ た 場合 に は 、 本 憧 の 投与 を 中 止 し 、 速 や か に 医師 の 診断 を 受け る 
よう 指導 する こと 。 ま た 、 急 性 衣 炎 と 診断 され た 場合 は . 本 剤 の 投与 を 中 止 し 、 再 投与 は 行わ りな いこ と 。 な お 
リラ グル チ ド で は 、 海 外 に て 、 非 常に まれ で ある が 壊死 性 麟 火 の 報告 が ある 。 11.1.4 貞 閉 定 ( 基 度 不明 ) 高 度 
テー ビー 持続 する 腹痛. 叶 等 の 異常 が 認め られ た 場合 に は 投与 を 中 止 する こと 。[9.1.1 参 照 ] 
人 @ 凪 液 太 げ リ ン / バ 系 障害 . 血 ( 類 度 不明 ) 人 免 役 系 障害 包 擬 症 ( 天 度 不明 ) 人 内分泌 貴 害 : 皿 状 腺 隊 郊 ( 類 度 
不明 ) 久代 届 及 び 栄養 隙 害 食欲 減退 (0.8-5% 未 満 ) 脱水 、 高 血 征 ( 其 度 不明 ) 信 神 経 系 隊 害 頭痛 、 浮 動 
性 めまい 、 感 党 印 麻 、 味 覚 異 常 ( 束 度 不明 ) 信昌 陣 害 : 六 尿 病 性 網膜 年 (0.8-5% 未 満 ) 信心 詳 奏 害 : 心 拍 数 
増 所 り . 心 室 性 其 外 収縮 ( 央 度 不明 ) 人 血管 際 害 : 高 血圧 ( 頼 度 不 明 ) 信 呼 唄 器 、 胸 爺 及 び 弧 語 了 : 咳 歌 ( 度 
不明 ) 久 表 肩 障害: 便秘 (5% 以 上 ) 悪心 、 下 痢 、 弄 部 不快 感 、 剛 中 用 部 膨 油 、 表 食道 逆流 性 疾患 表 淡 、 消 化 
不良 (0.8-5% 未 湯 ) 上 妥 痛 、 鼓 腸 、 お く び ( 度 不明 ) 久 肝 肛 首 系 世 害 : 肝 機 能 異常 (AST、ALT の 上 昇 等 )、 胆 軸 
不明 ) 信 皮 膚 及び 友 下 組織 障害 : じ ん 鬼 疹 、 そ う 義 症 、 発 疹 、 リ ボ ジ スト ロフ ィ ー( 皮 下 脂肪 の 
シス ( 度 不明 ) 多 全 身 欠 害 及 び 投与 部 位 の 状態 : 注 身 部 位 反 応 (0.8-59% 
2 洪 労 ( 頻 度 不明 ) 念 了 o 訂 検査 - 体 重 増 加 、 氷 本 素 (リバ ー ゼ 、 ア ミラ ー ゼ ) 増加 、 施 相 
ーー 血 中 ブロ イン スリ ン 減 少 、 イ ンス リン C ベ ブチ ド 滅 少 (0.8-5% 未 満 ) 体 生 減 少 、 血 中 ケト ン 体 増加 
0 


の 注意 
14.1 薬剤 投与 時 の 注意 14.1.1 接 与 時 (1) 本 剤 は JIS T 3226-2 に 準拠 し た A 弄 専用 注射 計 を 用 いて 使用 する 
こと 。 本 剤 は A 型 専用 注 身 針 と の 髄 合 性 の 確認 を ベン : ル で 行っ て いる 。 (2) 本 剤 と A 型 責 用 注射 針 と の 
装 将 時 に 液 漏れ 等 の 不具 合 が 認め られ た 場合 に は 、 新 し し の 生き に 3 


に ら で 注意 

(1) 本 剤 と 他 の 基 剤 を 泥 語っ | は 他 の 薬剤 と の 混合 に より 、 成 分 が 分 館 す る お それ が ある 。 
注 遇 後 注射 針 を 廃棄 する こと 。 注 射 針 は ) し いも の を 、 め ず 注 身 直 前 に 取り 付け る こと 。 (3) カー ト ! 
に 業 液 を 補充 し て は な ら な い 。 (4) カー トリ ッ ジ に ひび が 入っ て いる 場合 は 使用 し な いこ と 。 (5) 液 に 濁 
生じ た り 、 変 色 し て いる 場合 は 、 使 用 し な いこ と 。 

15. その 他 の 注意 


15.1 臨床 使用 に 区 づ く 情 報 15.1.1 イン スリ ン 製 剤 又は 経口 稿 尿 病 葉 の 投与 中 に アン ジオ テン シン 変換 本 素 
阻害 刑 を 投与 する こと に より 、 低 面 糖 が 起こ りや すい と の 報告 が ある 。 15.1.2 本 剤 と ビオ グリ タ ゾ ン を 併用 
する 場合 に は 、 浮 腫 及び 心不全 の 遼 候 を 十分 観 泰 し な が ら 投 与 す る こと 。 ビ オグ リタ ゾン を イン スリ ン と 併用 
し た 場合 、 浮 種 が 多く 報告 され て いる 。 15.1.3 本 剤 と ワル ファ リン を 併用 する 場合 に は 、PTINR 等 の モニ タ 
リン グ の 実施 等 を 考 直 する こと 。GLP-1 受 密 価 作動 革 と ワル ファ リン と の 併用 時 に PTINR 増 加 の 報告 が ある 。 
15.2 非 画 床 試験 に 基づく 情報 15.2.1 リラ グル チ ド の ラッ ト 及 び マ ウス に お ける 2 年 間 が ん 原 性 試験 に お いて 、 
非 致死 性 の 甲 状 藤 て 幼 陸 韻 が 認め られ た 。 下 状 腺 骨 粒 交 の 既往 の ある 政 者 及び 甲 状 凍 思 様 癌 又は 多発 性 
2 リラ グル チ ド の 安全 性 は 確立 し て いな い 。[8.8 参 療 ] 


使用 中 は 室温 (30C 以 下 ) に キャ ッ プ 等 に より 遮光 し て 保管 し 、3 適 間 以内 に 使用 する こと 。 た だ し 、25 以 下 の 
保管 で あれ ば 、4 髄 周 以 内 に 使用 する こと - 冷 吉 庫 保管 (2 一 8 じ ) も 可能 で ある が 、 凍 結 を 避け 、4 週 間 以 内 に 使 
の (は 廃棄 する こと 。 
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事件 の 覆 要 


50 歳 代 の 女性 が 、 2002 年 6 月 、 接 
告 医 療法 人 A が 実施 し て いる 日 帰り 
人 間 ド ッ ク を 受診 。 上 部 消化 管 造影 
検査 を 受け 、 胃炎 お よび 胃下垂 と 診断 
され た 。 

翌 2003 年 6 月 に も 同様 の 検査 を 受 
け て 胃下垂 と 診断 され た 。 2004 年 6 
月 、 上 部 消化 管 造影 検査 を 受け た と 
ころ 、 胃 部 に つき 隆起 性 病変 疑い ( 幽 
門 部 )、 姜 縮 性 胃炎 疑い 、 胃 下垂 と 診 
断 さ れ 、 内 視 鏡 検査 の た め 専門 医 を 
受診 する こと を 勧め られ た 。 

内 視 鏡 検 査 の 結果 、 同 年 8 月 、 管 状 


判例 に 学ぶ 


医療 トラ ブル 回 避 術 


記 


化学 療法 の 説明 


腺 痛 と 印 環 細胞 痛 の 混在 な ど が 病理 
検査 で 判明 。A が 開設 する 病院 に 入 
院 し て 各種 検査 を 受け た と ころ 、 頭 部 
な ど に リン パ 節 転移 が 認め られ た 。 担 
当 医 師 は 加 者 に 対し て 、 家 族 同席 の も 
と 、 (1) 病名 は 胃痛 で ある 、(2) CT お 
よび 超 音波 検査 で は 他 臓 器 へ の 浸潤 
や 転移 は 認め られ て いな い 、 (3) 治療 
方 法 と し て 手術 、 化学 療法 、 放 身 線 療法 
が ある が 、 内 科 と 外科 の 協議 の 結果 、 手 
術 を 勧め る 、(4) 開腹 し て みな けれ ば 
内 臓 その 他 諸 臓器 と の 関係 な どの 諸 
条件 が 明らか で な い ー 一 こと な ど を 
説明 し た 。 
愚者 は いっ た ん 退院 し た 後 、 再度 
入院 し 、 内 科 か ら 外 科 に 転 科 し た 。 再 
度 の 入院 の 際 に 外科 の B 医 師 は 、 加 
者 や 家族 に 対し て 、 手術 術 式 の 詳細 、 
肝臓 や 肺 へ の 血行 性 転移 は 否定 的 な 
こと 、 リンパ 腺 転移 の 可能 性 が ある こ 
と (図示 し て いる ) の ほか 、 雑 合 不全 
を は じ め と する 合併 症 な ど を 記載 し 


た 用 紙 に マー ク を 付け る な ど し て 説明 
た 。 

そし て 、 加 者 ・ 家 族 の 同意 を 得 て 、 同 
年 9 月 に 胃 の 部 分 切除 、 腹部 大 動脈 
周囲 の リン パ 節 部 清 お よび 顕 部 リン 
パ 節 切除 を 実施 ( 顎 部 リン パ 節 は 生 
検 目的 )。 手術 時 の 病理 検査 で は 悪 
性 度 の 高い 低 分 化 型 印 環 細胞 痛 で あ 
り 、 胃 の 葵 膜 面 まで 吉 出 し て いる 状態 
で あっ た 。 腹水 の 細胞 診 で は 悪性 の 
も の は 確認 きれ な か っ た が 、 病理 検 
査 に 出し た リン パ 節 の 全て に 転移 が 
認め られ 、 ス テー ジ と し て は 1IV と 考え 
られ た 。 

B 医 師 は 、 患者 や 家族 に これ ら の 説 
明 を 行い 、 予後 は 厳し い の で 、 化学 療 
法 は 自宅 で 服薬 で きる も の を 検討 し て 
いる こと を 伝え た 。 この 際 、 本 件 手術 
の 意味 合い を 尋ね られ た B 医 師 は 、 腫 
揚 の 容積 を 縮小 させ て 食事 を 取れ る 
状態 に し て 、 今後 の アク シ デ ン ト を 予 
防 す る 目的 で あっ た な ど と 回 答 し た 。 


末期 洛 の 治療 法 選択 


『 不 足 


田 四 昨 中 村 ・ 平 井 ・ 田 避 法 筆 事 務 所 


ステ ー ジ IV の 胃癌 患者 が 、 表 の 部 分 切除 術 や リン バ 節 郭 清 手術 


を 受け た も の の 、 状態 が 改善 せ ず 死亡 。 裁判 所 は 、 治 


療法 選択 に 


際 し 、 化学 療法 の み 実 施す る 場合 の 効果 な ど を 担当 医 が 説明 し な 
か っ た 週 矢 が ある と し て 、 病 院 側 に 損害 賠償 を 命じ まし た 。 


た な べ の ぼる 氏 人 医師 、 弁 護 士 。.1984 年 名 古 恒 大 学 医学 部 卒 、 同 大 学院 、 都 立 病院 、 国 立 


病院 、 旧 厚生 省 を 経 


京 大 学 法学 部 、 京 都 大 学 法学 大 学院 、 神 戸 大 学 経営 学 大 学院 卒 、 


2001 年 か ら 弁護 士 に 。 弁護 士 登録 後 も 診療 に 携わる 。 
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さら に 10 月 、B 医 師 は 加 者 に 対し 、 
肉眼 的 に 認め られ る 腹部 の 痛 は 切除 
し た が 、 顕 部 リン パ 節 が 腫 須 し て いる 
こと を 説明 。 また 、 痛 細 胞 が リン パ 管 
や 血管 の 中 に 残存 し て いる 可能 性 が 
ある た め 抗 痛 剤 を 投与 予定 で ある こ 
と や 、 その 副作用 な ど を 説明 し 、 翌 日 
か ら TS-1 ( テ ガ フ ー ル ・ ギ メラ シル ・ 
オ テ ラ シル カリ ウム 配合 薬 ) の 投与 を 
開始 し た 。 し か し 、 退院 後 、 加 者 の 状 
は 改善 せ ず 、 12 月 に 入院 し 、 同 月末 
に 自宅 で 息 を 引き 取っ た 。 

遺族 ら は 、 病 発見 の 前 年 で ある 
2003 年 6 月 の 上 部 消化 管 造影 に お け 
る 読影 の 誤り や 、 本 件 手術 の 必要 性 に 
つい て の 説明 を 求め る 旨 の 書面 を 医療 
法人 A に 送付 。 A は これ に 回 答 する と 
と も に 100 万 円 の 解決 金 を 提示 する な 
ど し た が 、 遺 族 ら は 訴訟 を 提起 し た 。 

訴訟 上 の 争点 は 多岐 に わた る が 、 
人 間 ド ッ ク で の 上 部 消化 管 造影 検査 
に お ける 読影 、 壮 縮 性 胃炎 に 対す る 
精 審 検 査 の 勧奨 、 手 術 適応 の 判断 、 
治療 方 針 の 説明 な ど に 関す る 注意 義 
務 違 反 の 有無 が メイ ン で あっ た 。 
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東京 地裁 2018 年 4 月 26 日 判決 は 、 
説明 義務 違反 の み を 認め て 330 万 円 
の 賠償 を A に 命じ た 。 

姜 縮 性 胃炎 に 対し て の 精 客 検査 を 
実施 ・ 勧 六 し な か っ た 点 に つい て は 、 
精 審 検 査 を 実施 ・ 勧 状 す る 義務 を 負 
う の は 、 胃痛 を 疑わ せる 所 見 が ある 場 
合 に 限ら ず 、 胃痛 の 有無 を 精査 すべ き 
異常 所 見 が ある 場合 も 含ま れる と し 
た 。 その 上 で 、 人間ドック に 要求 され 
る 医療 水準 に つい て 、 厳し い 時 間 的 、 
経済 的 、 技術 的 制約 を 内 在 する 一 般 
集団 検診 に 比べ れ ば 高い 水準 の 読影 
が 期待 され る が 、 痛 の 発見 、 治療 を 専 
門 と する 医療 機関 と 同等 以上 の 高度 
な 注意 義務 を 負う も の で は な いと 述 
べた 。 

美 縮 性 胃 妖 に 加え て 早期 部 を 疑う 
べき と 原告 が 主張 し た 点 に つい て は 、 
人 間 ド ッ ク に 求め られ る 医療 水準 に 
照ら せ ば 、 異常 を 指摘 する の は 容易 で 


は な いと し た 。 当時 は 葵 縮 性 胃炎 か 
ら 高 率 に 胃痛 を 発症 する と いう 知見 
が 確立 し て いた と は 言え な い 旨 認定 し 
て 、 読影 上 の 過失 を 否定 し て いる 。 

また 、 手術 適応 に つい て は 、 当時 
の 日 本 胃痛 学会 の ガイ ドラ イン に お い 
て 、 化学 療法 は 「 日 常 診療 ] に 、 本 件 
手術 の よう な 胃 切 除 手術 (減量 手術 ) 
は 「 臨 床 研究 」 に 位置 付け られ て いる 
こと を 認定 。 ステージ IV の 胃痛 に 対 
する 減量 手術 は 、 当時 の 医学 的 知見 
で は 原則 と し て 適応 を 欠く と 考え られ 
る と し つつ も 、 ガ イド ライ ン に 「 様 々 な 
治療 法 の 評価 を 行う 途上 で 作成 きれ 
た も の で あり 、 ガ イド ライ ン に 記載 し 
た 適応 と 異な る 治療 法 を 規制 する 趣 
旨 で は な い ] 旨 の 記載 が ある こと を 踏 
まえ て 、 減量 手術 が 適応 を 欠い て いた 
と 言う こと は で き な い と し た 。 

一 方 で 、 説明 義務 に 関し て は 、 手 術 
に よる 根治 は 不可 能 で ある こと を 愚 
者 や 家族 に 説明 せ ず 、「 手 術 な ど に よ 
る 治療 の 可能 性 の ある 病状 で ある 」 
な ど と 、 手 術 に よる 根治 の 可能 性 も あ 
る と の 期待 を 抱か せ か ね な い 説 明 を 
行っ た 点 を 指摘 。 本 件 手術 が 減量 手 
術 に 該当 し 、 ガ イド ライ ン 上 は 了 臨床 研究 
に 該当 する 治療 法 で ある こと を 説明 せ 
ず 、 また 手術 を 行っ て か ら 化学 療法 を 
行う 場合 と 化学 療法 単独 の 場合 の 生存 
期間 延長 上 の 効果 、QOL へ の 影響 な ど 
に 関す る 利害 得失 も 説明 し な か っ た 点 
で 週 拓 が ある と し た 。 

そし て 、 仮に 説明 を 受け て いた と し 
て も 、 患者 や 家族 が 手術 を 受け な い 
選択 を し た 蓋然性 が ある と 認め る こ 
と まで は で き な い か ら 、 手術 を 受け た 
こと 自体 に つい て の 因果 関係 は 否定 
きれ る が 、 自己 決定 権 侵 害 が ある と し 

、 合計 330 万 円 (慰謝 笠 300 万 円 + 
弁護 士 費用 ) の 賠償 を 命じ た 。 


Q&A で 知る 


判決 の 勘所 


本 件 患者 は 予後 不良 の 未 期 癌 

と の こと で す が 、 こ うし た ケー 
ス で 、 医療 側 の 過失 が な けれ ば 生存 
期間 が 延び た 可能 性 が ある と 判断 
され た 裁判 例 は ある の で し ょ うか が 。 


最高 裁 2004 年 1 月 15 日 判決 

で 、 そ うし た 判断 が な され て 
いま す 。 当時 30 歳 の 女性 の スキ ル 
ス 胃 癌 の 発見 が 遅れ 、 死亡 し た 事案 
で 、 裁判 所 は 上 部 消化 管内 視 鏡 検査 
後 の 精査 義務 違反 を 認定 。 [病状 等 
に 照ら し て 化学 療法 等 が 奏功 する 可 
能 性 が な か っ た と いう の で あれ ば こと 


検診 や 人 間 ド ッ ク の 受診 者 と 、 消化 
器 内 科 外 来 で の 主訴 の ある 紹介 患者 
と を 比較 する と 、 事前 情報 が 少な いこ 
と な どか ら 、 画像 診断 で 異常 所 見 を 見 
つけ る こと の ハー ドル は 前 者 の 方 が 高 
く な り ま す 。 し か し 、 患者 や その 弁護 
士 、 場 合 に よっ て は 裁判 官 で すら 、「 一 
般 の 検診 で も 、 怪 し いも の は 全部 引っ 
掛け る べき 」 と の 考え を 持っ て いる こ 
と が あり ます 。 幸い 本 件 で は 、 その あ 
た り の 相違 を 貴 まえ た 判断 が な され て 
お り 、 そこ は 婦 当 と 言え る で し ょ う 。 

また 本 件 で は 、 裁判 所 が ガイ ドラ イ 
ン を 大 い に 活 用 し て いま す 。 ガ イド ラ 
イン の 推奨 通り の 治療 を する こと が 医 
療 水準 で は な い が 、 ガイ ドラ イン に 上 照ら 
し て の 説明 を する 義務 が ある と する 考 


も か く 、 その よう な 事情 の 存在 が う 
か が われ な い 本 件 で は 、 上 記 時 点 で 
スキ ルス 胃癌 が 発見 され 、 適時 に 適 
切な 治療 が 開始 され て いれ ば 、 本 件 
患者 が 死亡 の 時 点 に お いて な お 生 
存 し て いた 相当 程度 の 可能 性 が あっ 
た も の と いう べき で ある 」 と し て 損 
害 賠償 を 認め て いま す 。 


今回 の 事例 で は 、 患者 が 手術 

を 受け た こと と 説明 義務 違反 
と の 因果 関係 が 否定 され まし た が 、 
説明 義務 違反 と 結果 と の 間 の 因果 
関係 が 認め られ る ケー ス も ある の で 
し ょ うか が 。 


説明 義務 違反 が な けれ ば 当該 


治療 法 の 選択 に 同意 せ ず 、 か 


え に よ る も の と 思わ れ ま すり 。 

今回 の 判決 で は 、 日 本 胃癌 学会 の 
ガイ ドラ イン に 「 異 な る 治療 法 を 規制 
する 趣旨 で は な い ] 旨 の 記載 が な され 
て いた こと が 、 医療 側 に 有利 に 働い て 
いま す 。 た だ 一 方 で 、 ガ イド ライ ン 上 、 
減量 手術 が 「 日 常 診 療 ] で は な く 「 防 
床 研究 ] に 該当 する 治療 法 で ある こと 
を 説明 し な か っ た こと が 過失 と され ま 
し た 。 

同 ガ イド ライ ン で は 、 日 常 診療 と 主 
要 な 臨床 研究 に 関し て 治療 法 の 位置 
付け と 内 容 を 平易 に 説明 し 、 患者 が 
選択 で きる よう 理解 を 得る べき と し て 
いま す 。 医療 裁判 に お いて 、 患者 ・ 家 
族 へ の 説明 の 有無 や その 内 容 に 関し 
て も 、 ガイ ドラ イン を 根拠 に 妥当 性 が 
問わ れ 得 る こと に 注意 が 必要 で す 。 

損害 賠償 に つい て 見 て みる と 、 本 件 
で は 、 説明 義務 直 反 に よる 自己 決定 
権 侵 害 が 認め られ た 場合 の 「 相 場 」 と 


つ 、 当該 治療 法 を 選択 し て と いな けれ 
ば 、 手 術 に よる や お を 得 な い 合併 症 
で の 死亡 な どの 悪い 結果 を 回 避 で 
きた 高度 の 蕎 然 性 が ある と 判断 さ 
れれ ば 、 説明 義務 違反 と 結果 と の 
間 に 因 果 関係 が 認め られ る 場合 が 
あり ます 。 

他方 で 、(1) 仮に 説明 を 受け て い 
た と し て も 、 当該 治療 法 の 選択 に 同 
意 し て いた 可能 性 が 相当 程度 ある 
場合 、(2) 説明 を 受け て 別 の 治療 法 
を 選択 し た と し て も 、 同 じ 結 果 が 生 
じ て い た 可能 性 が 相当 程度 ある 場 
合 一 一 に は 因果 関係 は 否定 され 、 
今回 の 事例 の よう に 、 説明 義務 違 
反 に よる 自己 決定 権 侵害 と し て 、 精 
神 的 苦痛 に 対す る 慰謝 料 の 損害 賠 
償 の み が 認 め ら れ ま す 。 


も 言え る 300 万 円 の 加 謝 料 を 認め て 
いま す 。 し か し 、 予後 不良 の 末期 痛 の 
患 者 に 、 この 「 相 場 」 の 金額 を 当て は 
め る こと は 妥当 で し ょ うか 。 

最近 、 大 阪 高裁 判事 の 杉浦 徳 宏 氏 
が 、 高齢 者 の 死亡 三 謝 料 が 若年 者 と 
同 水準 で も ある こと に 疑義 を 星 す る 論 
文 を 発表 し 、 話題 に な っ て いま す 2%。 
この 点 に つい て は 様々 な 議論 が あり 
ます が 、 筆者 と し て は 、 余命 が 短い と 
判断 され る 場合 に 、 生命 侵害 は も と よ 
り 説明 義務 何 反 に つい て の 慰謝 料 も 
「 相 場 ] より 少額 に する こと に は 、 十 分 
な 合理 性 が ある と 考え て いま す 。 
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2019 年 12 月 、 中 国 武漢 市 を 発端 に 


新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 (COVID-19) が 全 世 界 に 広がっ た 。 


慶應 義 了 大 学 病院 で は 、 か な り 早 い 段 階 か ら 


全 自 動 PCR (polymerase chain reaction : ポリメラーゼ 連鎖 反応 ) 検査 装置 


「BD マッ クス TM シス テム 」 の 導入 を 計画 、 
この 4 月 より 同 シ ステ ム を 使用 し 全て の 入院 患者 を 対象 に 


新型 コロ ナウ イル ス 感 染 者 を 特定 する アク ティ ブサ ー ベ イラ ンス を 実施 し て いる 。 


その 背景 や 選定 理由 、 成果 な ど に つい て 、 


COVID-19 の 流行 で 

PCR 検 査 体制 の 見 直し が 必要 に 

慶應 義塾 大 学 病院 で は 従来 より 、 結 核 菌 や 近年 感染 者 が 増加 
し て いる 非 結核 性 抗 酸 菌 は も ちろ ん 、 医療 関連 感染 の 原因 菌 と 
し て も 知ら れ て いる C/os7/jo/des の 記 c/je や 薬剤 耐性 菌 の 検出 
に PCH 検 査 を 積極 的 に 実施 し て いま し た 。 その 当時 は 、 多く の 患 
者 さん を 対象 と し た アク ティ ブサ ー ベ イラ ンス と し て の PCH 検 査 
の 必要 性 は 、 ほとん ど 認 識 し て いま せん で し た 。 中 国 武漢 市 の 
COVID-19 パ ン デ ミッ ク に 端 を 発し 、 日 本 で は 2020 年 2 月 時 点 で 
すでに 、 指定 医療 機関 だ け で 全て の COVID-19 患 者 さん を 管理 
する こと は 困難 と な っ て いま し た 。 当 院 で も 、 愚 者 さん の 受け 入れ を 
本 格 的 に 検討 する 中 で 、 一 般 の 入院 患者 さん お よび 院内 スタ ッ フ 
の 安全 ・ 安 心 を 確保 する た め に 、 院 内 感染 対策 と し て SARS- 
CoV-2 の PCH 検 査 体制 の 構築 に 動き 出し て いま し た 。 


効率 よく 、 大 量 の PCR 検 査 が で きる 装置 を 検討 


既存 の リア ル タ イ ム PCH 検 査 装置 で 検査 体制 を 構築 、 運用 し 
て いく 上 で 問題 と な っ た の は 、 RNA 抽 出 な どの 手 作 業 が 必要 と 
な る 工程 の 米 雑 さ で 、 大 量 の 検体 処理 が 必要 に な っ た 場合 に 、 
検査 体制 が 破綻 する の は 明らか で し た 。 そこ で 私 た ち は 、 全 自 動 
PCH 検 査 装置 の 導入 を 決定 し 、 候 補 に 挙がっ た の が 日 本 ベク トン ・ 
ディ ッ キ ン ソ ン 株 式 会 社 (日 本 BD) の BD マッ クス "WV 全 自 動 核酸 
抽出 増幅 検査 シス テム *( 以 下 、BD マッ クス "WV シス テム ) だ っ た の 
で す 。 

この 検査 シス テム の 特徴 で 注目 し て いた の は 、 ① 核 酸 抽出 ・ 増 
幅 ・ 検 出 工 程 を 全て 自動 化 で きる こと 、 ② 全 自動 化 に よる 人 為 的 ミ 
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同院 臨床 検査 科 ・ 感 染 制御 部 の 上 若 義 典 氏 に お 話 を うか が っ た 。 


上 状 義典 氏 


慶應 義塾 大 学 医学 部 
臨床 検査 医学 

慶應 義塾 大 学 病院 

臨床 検査 科 ・ 感 染 制 御 部 


ス 、 コン タ ミ ネ ーション の リス ク の 軽減 、③ オ ー プ ン 試 薬 を 用 いて 、 
独自 の PCH ア ッ セイ の 構築 が 可能 で ある こと の 3 点 で し た 。 大 量 の 
リア ル タ イム PCH 検 査 を 少な い 工程 で 実施 で き 、 今後 、 新興 感染 
症 が 流行 し た と し て も 、 試薬 開発 まで の タイ ムロ ス 、 試薬 の 入手 困 
難 な ど に 左右 され ず に 、 自 由 度 が 高い 柔軟 な 検査 対応 が 可能 だ と 
判断 し て 導入 を 決め まし た 。 


アク ティ プ サ ー ベ イラ ンス の 必要 性 を 再 認識 


全 自 動 PCR 検 査 装置 の 導入 を 決め た 3 月 上 旬 時 点 で は 、 呼吸 
器 症状 や CT 所 見 な どか ら 感染 が 疑わ れる 患者 さん を 中 心 に PCR 
検査 を 行う こと を 想定 し て お り 、 入 院 患 者 さん 全 例 を 対象 に し た ア 
クティ ブサ ー ベ イラ ンス は 考え て いま せん で し た 。 

し か し 、 3 月 後半 に な っ て 状況 は 大 きく 変わ り まし た 。 当 院 に お け 
る 院内 感染 が 明らか に な り 、 この 事例 を 含め て COVID-19 で は 無 
症候 例 が 多く 存在 し 、 その 患者 さん を 介し て 感染 が 拡大 する こと が 
分 か っ て きた の で す 。 院内 感染 を 防止 する た め に は 、 症状 の 有無 
を 問わ ず 入 院 する 患者 さん 全て が 感染 し て いる 可能 性 が ある こと を 
前 提 と し た 対策 が 必要 で あり 、 全 例 リア ル タ イム PCH 検 査 に よる ア 
クティ ブサ ー ベ イラ ンス を 実施 する こと と し まし た 。 


1 日 100 件 以上 の PCR 検 査 に も 対応 


アク ティ ブサ ー ベ イラ ンス の 実施 に 伴い 、 1 日 の PCH 検 査 数 は 
急増 し 、100 件 近く に 上 り ま し た 。 この 数 の PCH 検 査 を 実施 する 
の は か な り 困 難 で 、 全 自動 PCR 検 査 装置 を 導入 し て いな か っ た ら 、 
アク ティ ブサ ー ベ イラ ンス は ほぼ 不可 能 だ っ た と 思い ます 。 

全 自 動 PCR 検 査 装置 を 用 いた リア ル タ イ ム PCH 検 査 は 、 検査 


度 應 義塾 大 学 病院 の 検査 室 で フル 稼働 し て いる 「BD マッ クス "" シス テム ] 


技師 の 負担 が 圧倒 的 に 少な く 、 サン プル の 入れ 違い な どの 人 為 的 
ミス や 分 析 の 失敗 率 も 劇 的 に 減少 し まし た 。 これ に より 、 100 件 を 
超え る PCR 検 査 に も 安定 し て 対応 する こと が で きた の で す 。 今回 
の よう な 緊急 時 に は 、 経験 が 少な い ス タッ フ の 協力 も 必要 で し た 。 
この シス テム の 操作 は か な り 簡 便 な の で 、 全て の スタ ッ フ が 問題 な 
く 扱う こと が で きた 点 も 大 き な メリ ッ ト だ っ た と 思い ます 。 日 本 臨床 微 
生物 学会 に よる 「BD MAX を 用 いた 2019-nCoV 検 出 一 One 
step RT real-time PCR に よる 検査 手順 書 一 ] が あっ た こと も 大 
変 助かり まし た 。 

実際 に 使用 し て みる と 、BD マッ クス TW シス テム の スペ ッ ク 、 サイ 
ズ は 、 と て も よく 考え られ て いる な と 感じ て いま す 。 1 回 で 100 検 体 
以上 を 検査 で きる 全 自 動 PCH 検 査 装置 も あり ます が 、 か な り の 大 
き さ に な り ます し 、 当 院 の よう な 大 学 病院 で も 100 検 体 が 同時 に 集 
まる よう な こと は あり ませ ん 。1 回 に 測定 で きる の は 24 検 体 で 、1 回 
の 測定 に か か る 時 間 は 2 一 3 時 間 で す 。 1 日 5 サイ クル 、 100 件 以 
上 の PCH 検 査 を 実施 する こと が 可能 で す 。 24 件 ずつ 結果 を 確認 
で きる た め 、 効率 よく 運用 で きま す 。 当 院 は 946 床 で す が 、 十分 に 
対応 可能 で し た 。 


イン フラ と し て の BD マッ クス TM シス テム が 

院内 感染 対策 の 要 

COVID-19 流 行 は 、 未 だ 収束 する 兆し が 見 えま せん 。 今後 も し 
ば らく は 、 現 在 と 同様 の 状況 が 続く と 予想 し て いま す 。 ま た 、 こ れ か 


日 本 ベク トン ・ デ ィ ッ キン ソン 株 式 会 社 


ら 冬 に か け て 、 イン フル エン ザ と の 鑑別 も 必要 と な り ま す 。 当然 、 
COVID-19 院 内 感染 対策 も し ば らく は 継続 し て いく 必要 が あり 
ます 。 

今回 の COVID-19 の 流行 を 通じ て 痛感 し た の は 、 未知 の 新興 
ウイ ルス 感染 症 は いつ 流行 する の か 予想 で き な い と いう こと 、 そし 
て 流行 下 に あっ て も 、 さ ま ざ ま な 疾患 で 入院 が 必要 な 患者 さん へ の 
医療 提供 は 必須 で あり 、 そう し た 患者 さん に 安心 し て 医療 を 受け て 
も ら う た め に は 、 アク ティ ブサ ー ベ イラ ンス を 訪 頭 に 置い た 感染 対策 
の 徹底 が 重要 だ と いう こと で す 。 

また 、 病院 スタ ッ フ は 常に ウイ ルス 感染 症 の リス ク に さら され て い 
ます が 、 アク ティ ブサ ー ベ イラ ンス が 実施 され て いる 事実 は 、 スタ ッ 
フ の 不安 感 を 大 きく 軽減 させ る 効果 が 期待 で きる と 思わ れ ま す 。 患 
者 さん 、 病院 スタ ッ フ の 安全 ・ 安 心 を 確保 する た め に 、 必要 な 時 に 
いつ で も アク ティ ブサ ー ベ イラ ンス を 開始 で きる イン フラ スト ラク チャ ー 
を 備え て お く こ と が 重要 で す 。 オー プン 試薬 で 簡便 か つ 大 量 に リア 
ル タ イ ム PCHR 検 査 を 実施 で きる 検査 装置 は 、 新興 ウイ ルス 感染 対 
人 策 の 要 だ と 考え て いま す 。 


素 販 売名 :BD マ ックス 『 
製造 販売 届出 番号 :07B1X00003000125 


《2 BD 


日 本 ベク トン ・ デ ィ ッ キン ソン 株 式 会 社 
本 社 :〒107-0052 東京 都 港 区 赤坂 4-15-1 赤坂 ガー デン シテ ィ 


還 | BD マッ クス "" シス テム の 詳細 は 、 
| QR コー ド か ら ご 覧 いた だ け ます 。 
回 55 | https://www.bdj.co.jp/s/maxlp/ 
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知ら な きゃ マズ 


医師 お 


ノー ル と マナ ー 


< カル 


幸せ で 充実 し た 医師 人 生 を 送る た め に 
知ら な きゃ マズ い 


医師 < お 


ノレ ー ノ ルレ と マナ ー 


預貯金 額 (万 円 ) 
14ooo 


マネ ー 知 識 が あれ 引 
医師 人 生 は 
も っ と 幸せ に な 


" 一 すぐ ミー ミ SS 人 全 天 N 


12000 O 開業 医 


医師 人 生 の マネ ー プ ラン 、 
中 。 そろ そろ 本 気 で 考え て み ま せ ん か 
【 本 書 の 一 部 を ご 紹介 し ます 7 
= 医師 を 狙う 、 悪 い ヤ ツ ら に ど 用 心 ! 
。 本 ae - セールス 電 話 が か か っ て くる 仕組 み 

= - 医 師 は な ぜ ダ マ さ れる の か 

0 - 悪 い ヤ ツ ら か ら 身 を 守る 5 カ条 
HH - 解 説 ダマ し の 手口 26 連 発 、 な ど 


o 
26 28 30 32 34 36 38 40 42 44 46 48 50 52 54 56 58 60 62 64 ( 蔵 ) 日 経 メ ディ カル 編 


人 @ 定 価 3.200 円 + 税 画 2020 年 3 月 30 日 発行 
一 A5 判 、192 ペ ー ジ 画 ISBN 978-4-296-10565-6 


イラ っ と 病院 で は コレ が 常識 ! 
し た と き ほ ど 、 
丁寧 に 診 穴 と 説明 を する 


マン ショ ン 


シミ ュ レ ーション :「45 歳 で 開業 」「 生 涯 勤務 医 ]、 そ れ ぞ れ の 人 生 と お 金 


よく ある 疾患 の 


非典 型 例 は 、 
まれ な 疾患 の 


典型 例 よ り 多 い 


日 経 メ デイ カル 編 
@ 定 何 3.200 円 + 税 硬 2020 年 3 月 30 日 発行 
一 A5 判 、240 ペ ー ジ 画 ISBN 978-4-296-10566-3 


呈 メ ティ カル お 求め は 、 お 近く の 書店 、 イ ンタ ーネット か ら 、 今 すぐ どう ぞ ! 
の 好評 書籍 還 依 httpS://nkbp.jp/nmbooks 誤 潤 


特集 


今年 7 月 、 咽 託 殺 人 容疑 で 医師 2 人 が 逮捕 され た 。 SNS で 知り 合っ た 筋 鞭 
縮 性 側 索 硬化 症 (ALS) の 女性 患者 の 依頼 を 受け て 、 表 ろう か ら 睡 眠 薬 を 週 量 
投与 し て 死亡 させ た 疑い だ 。 

この ニュ ー ス を 聞い て 、 多く の 医療 者 が 「 ど うす れ ば 女性 患者 を 思い と ど ま 
ら せ る こと が で きた の か 」 と 思い を 巡ら せ た に 違い な い 。 病 苦 か ら 「 死 に た い 」 
と 口 に し て し まう 思 者 の 心 の 声 に 耳 を 傾け 、 背景 や 原因 を 分 析 し て 対応 し 、 串 
者 の そば に そっ と 寄り 添う ーー。 患者 の つら い 気持 ち に きち ん と 向き 合っ た 緩 
和 医 療 の 在り 方 と 、 現 場 の 工夫 を 探っ た 。 (中 西 亜美 、 小 板橋 律子 ) 


「 死 に た い 」 悪者 に 向き 合う 医療 


患者 を 受け 持っ た こと が な い 


「 死に た い ] 患者 と の 対話 術 


医師 の 3 割 は 
「 全 く 知 ら な い 」 


日 本 で は 、 ほ と ん どの 自殺 に 「 健 康 
間 題 」 が 絡ん で いる ( 図 1)。 「 経 済 ・ 生 
活 問題 ] や 「 家 庭 問題 | な どの スト レ 
ス が うつ 病 な どの 健康 問題 を も た ら す 
こと も あれ ば 、 ALS な どの 難病 や 痛 、 
心不全 、 慢性 閉塞 性 肺 疾患 (COPD) 
な どの 身体 疾患 を 持つ 患者 が 、 自 死 
を 選ぶ ケー ス も ある 。 


原因 ・ 動 機 別 の 自殺 者 数 の 推移 (出典 厚生 労働 省 「 令 和 元 年版 自殺 対策 白書 」) 


() 
1 万 8000 


1 万 6000 


1 万 4000 


1 万 2000 


患者 か ら 「 死 に た い 」 と 直接 訴え ら 
れ た 経験 を 有する 臨床 医 は 、 実に 2 人 
に 1 人 に 及ぶ (9 ペー ジ 参 照 )。 し か し 、 
その 際 の 対話 の 進め 方 を 「 あ る 程度 」 
以上 知っ て いる 医師 は 全体 の 3 割 に 
と ど ま っ て いる の が 現状 だ ( 図 2)。 

「『 死 に た い 』 と 気持 ち を 打ち 明け ら 
れる の は 、 加 者 に 信頼 され 選ば れ た 


1 万 6769 


経済 ・ 生 活 問 是 


「 死 に た い 」 と 


患者 に 言わ れ た 際 の 
対話 の 進め 方 を 
知っ て いま すか 

(n=5906) 


証 」。 名 古屋 市 立 大 学 精 神 医学 教室 
教授 の 明香 龍 男 氏 は そう 指摘 する 。 
加え て 、「 加 者 の 『 死 に た い 」 は 「 助 け 
て !』 の 衰 返し 」 と も 。 

思 者 の 信頼 に 応え 適切 に 支援 する 
た め に 知っ て お きた い 「 死 に た い ] の 
背景 事情 と 、 具 体 的 な 対応 法 を 次 ペー 
ジ よ り 紹 介する 。 


1978 80 85 
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注 ) 遺書 な ど で 明 ら か に 推定 で きる 原因 ・ 動 機 を 自殺 者 1 人 に 付き 3 つま で 計上 。 


(調査 の 詳細 は 9 ペー ジ 参 照 ) 


es@ せん 妄 の 評価 ・ 介 入 法 @e 


| 死に た い 」 を 真 に 受け る 前 に 
せん 刀 の 有無 を 確認 


入院 患者 の 問題 行動 の 原因 と し て 知ら れる せん 妄 だ が 、「 死 に た い 」 「 も う 治 
療 し た く な い 」 な ど と 訴え る 患者 が 、 せ ん 妄 状態 に ちる こと は 珍し く な い 。 傾 
聴 を は じ め と する 精神 的 ケア を 行う 前 に 、 せん妄 の 有無 を 評価 し よう 。 


「「 死 に た い 』 と 訴え た り 、 治 療 を 拒 
否 す る 愚者 の 中 に 、 せ ん 妄 が 原因 と 
な っ て いる ケー ス が 少な く な い ]。 こう 
強調 する の は 、 国立 が ん 研究 モン ター 
東 病院 精神 腫瘍 科 長 の 小川 朝生 氏 
だ 。 患者 が 自分 の 気持 ち を 打ち 明け 
た 際 の 対応 の 基本 は 傾聴 で あり 、 串 
者 の 言葉 を 否定 せ ず に 、 その 気持 ち 


に 寄り 添う 必要 が ある と 言わ れ て 久 し 
い 。 また 、 57 ペ ー ジ 表 4 に ある よう な 
全般 的 な 精神 的 ケア も 必要 と され て 
いる 。 

し か し 、 も し も 患 者 に せん 妄 が 生じ 
て いる 可能 性 が あれ ば 、 傾聴 や 精神 
的 ケア と いっ た 標準 的 な 対応 を する 前 
に 、 せん 妄 を きち ん と 評価 する こと が 


せん 妄 症状 の チェ ッ ク 項 目 (小川 氏 提供 の 資料 を 一 部 改変 、 表 2 も ) 


精神 症状 


注意 障害 ・ 意 識 レ ベル の 変容 


注意 障害 


日 ぼーっと し て いる 
日 も うろ うと し て いる 


今 まで で き て いた こと が で き な く な る 


具体 的 な 症状 と 確認 


必要 に な る 。 
せん 妄 患 者 の 3 割 が 希 死 念 慮 


希 死 念 上 を 生じ る 疾患 と し て 有名 
な の は うつ 病 だ が 、「 身体 疾 患 の 治療 
中 に し ば し ば 出現 し 、 希 死 念 虐 の 原因 
に な りや すい の が せん 妄 」 と 小川 氏 は 
強調 する 。 海外 の 終 未 期 痛 思 者 に お 


8 ポイ ント 


周囲 の 音 や 看護 師 の 動き に 気 を 取ら れる な ど 


注意 障害 意識 レ ベル の 変容 


注意 隊 書 


質問 に 対す る 反応 が 遅い 
目 が ギラ ギラ し て いる な ど 


話 が 回 りく どく 、 ま と ま ら な い 


上 何 度 も 同じ こと を 聞く 
話 に 集中 で き な い な ど 


感情 が 短 時 間 で ころ ころ と 変わ る な ど 


見 当 講 障害 ( 切 に 出現 する 場合 ) 例 ) 今 日 の 日 付 を 聞く 、 今 の 時 間 が 何時 頂 か を 聞く 


(*) いい 日 近 時 記憶 の 障害 ( 急 に 出現 する 場合 ) 例 ) 最 近 起き た 出来 事 を 覚え て いる か 聞く 
意識 レベ ル の 変容 思考 の まとまり づら さ を 聞 く 

( 確認 ヽ 急性 発症 も し く は 症状 の 変動 日 内 変動 や 数 日 で の 変化 が ある か 

いす る / 


睡眠 覚醒 リズ ム 


昼夜 逆転 の 有無 を 患者 に 直接 聞く 、 ス タッ フ に 確認 する 
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「 死 に た い 」 患者 に 向き 合う 医療 


せん 妄 の 悪化 要因 と 主 な 対策 


体 。 革 

人 

電解 質 異 常 (Na、Ca) 
脱水 
便秘 

莉 眠 へ の 障害 

低 活動 

有力 了 ・ 視 和 陸 


環境 


環境 変化 に よる 戸惑い 


脳 
理解 低下 

薬 せん 妄 の 原因 と な る 業 
せん 間 症 状 を 改善 する 薬 


ける 研究 で は 、 せ ん 妄 を 合併 し た 愚 
者 の 約 3 割 に 希 死 念 慮 や 自殺 衝動 が 
み ら れ た と の 報告 が ある 。 

せん 妄 が 、 な ぜ 希 死 念 慮 や 自殺 衝 
動 に つなが る の か 。 大 きく 分 け て 2 つ 
の 要因 が 考え られ て いる 。 

まず 、 せん 妄 そ の も の に よる 苦痛 か 
ら の 逃避 と し て 、 希 死 念 慮 や 自殺 衝 
動 が 生じ る 場合 だ 。 せん 妄 を 生じ た 
患者 は 、 どこ に いる の か 分 か ら な いよ 
うな 、 モヤ が か か っ た よう な 状態 に 陥 
り 、 集中 力 や 思考 力 が 低下 する 。 この 
状況 へ の 恐怖 が 、 希 死 念 慮 や 自殺 衝 
動 に つなが る と され る 。 特に 、 こ れ ま 
で 自分 で 物事 を 決め て きた よう な 自 
律 性 の 高い 患者 は 、 自己 コン トロ ー ル 
感 を 失う こと に 怖 を 感じ し 、 せん 妄 下 
で 希 死 念 上 や 自殺 衝動 生じ や すい 
と 指摘 され て いる 。 
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感染 徴候 の 検索 と 対応 、 熟 苦痛 の 緩和 
低 酸素 の 評価 と 酸素 投与 の 検討 
採血 デー タ の 確認 、 補 正 


飲 水 敢行 、 脱 水 補正 
排便 の 確認 と コン トロ ー ル 

症 痛 の 評価 と 適切 な 症 痛 マネ ジメント 
莉 眠 時 間 中 の ケア や 処置 を 極力 避け る 
日 中 の 活動 を 促す 、 身 体 拘束 を 避け る 
眼鏡 や 補 聴 器 の 使用 、 耳 垢 の 除去 


安全 な 環境 作り (転倒 ・ 転 落 防 止 、 ル ー ト 
類 を 整理 ) な ど 


適切 な 照明 と 分 か りや すい 標識 
見 当 識 を 促す (時 計 と カレ ンダ ー の 設置 ) 
家族 や 友人 と の 定期 的 な 面会 


中 止 ある い は 減量 が 可能 か 検討 (BZ 系 
薬剤 、 オ ピオ イド な ど ) 


リス ペリ ドン 、 ク エチ アビ ン な ど 


せん 妄 が 生じ た 際 の こと を 一 切 覚 
えて いな い 加 者 も いる が 、 半数 程度 は 
部 分 的 に で も 覚え て お り 、 せん 妄 を 自 
覚 し て いる 。 せ ん 妄 を 自覚 する も の の 、 
苦痛 か ら 逃 れ た いと いう 意味 で 「 死 に 
た い ] と 口走っ た り 、 治 療 を 拒否 し た 
りす る 。「 こ れ は 本 人 の 本 意 か ら 出 た 
発言 や 行動 で は な いた め 、 真意 を 確 
認 する 必要 が ある 」 と 小川 氏 。 実際 、 
せん 妄 改善 後に 確認 する と 、 本 当 に 
望ん で いた わけ で は な いこ と が 分 か 
る と いう 。 


せん 妄 は 衝動 的 な 行動 を 誘発 


も う 1 つ は 、 せ ん 妄 に よる 衝動 性 の 
元 進 に よる 間接 的 な 作用 だ 。 せん 妄 
で は 認知 機能 が 低下 する た め 合 理 的 
な 判断 が 難し く な り 、 そ の 結果 、 衝動 
的 な 行動 を 取り や すく な る 。 例え ば 、 


「 せ ん 妄 に より 「 死 に 
た い 」 と 言う 加 者 は 少 
な く な い ]」 と 周 る 国立 
が ん 研究 セン ター 東 
病院 の 小川 朝生 氏 。 


痛み や 呼吸 困難 と いっ た 身体 的 な 苦 
痛 が 強い と 、 そ の 苦痛 か ら 逃 れる た め 
に 、 衝動 的 に 飛び 降り て し まう と いう 
も の 。 せん 妄 が な けれ ば 、「 周囲 の 人 
に 迷惑 を か け て し まう 」 な ど と 考え 、 
それ が 衝動 的 な 行動 を 抑え る プレ ー 
キ に な る が 、 せん 妄 状態 で は 、 そ こま 
で 考え が 及ば な く な る 。 

この よう に 、「 死 に た い 」 「 治 療 を や 
め た い 」 と 言う 患者 で は せん 妄 の 有無 
の 確認 が 欠か せな い が 、 せん 妄 は ど 
の よう に 評価 すれ ば いい の だ ろう か 。 

せん 妄 の 評価 指標 は 幾つ か ある 
が 、 一 般 的 な の は CAM (Confusion 
Assessment Method) だ 。 CAM と は 、 
(1) 急性 発症 で 病状 が 変動 、(2) 注意 
力 散 温 、 (3) 支離滅裂 な 思考 、(4) 意識 
レベ ル の 変化 一 の 4 つ で 評価 し 、(1) 
と (2②) が あり 、 か つ (3) も し く は (④) の 
いずれ か を 認め た 場合 に 、 せん 妄 と 診 
断 す る 。 加え て 、 小川 氏 ら が 開発 し た 
せん 妄 の 予防 ・ 治 療 を 含め た 対応 プ 
ログ ラム 「DELTA (DELirium Team 
Approach) プロ グラ ム ] も 活用 で きる 。 
DELTA プ ログ ラム は 、 せ ん 妄 の 適切 
な 評価 と ケア を 多 職種 で 行う こと で 、 
その 発症 と 重症 化 の 予防 を 目指 し た 
プロ グラ ム だ 。 

DELTA プロ グラ ム で は 、 ま ず 、 せん 
妄 リ スク が 高い 患者 を 評価 する 。 70 
歳 以上 、 脳 器質 障害 ( 脳 転移 含む ) 、 
認知 症 、 ア ルコ ー ル 多 飲 、 せん妄 の 既 
往 、 ベ ン ゾ ジア ゼ ビ ピン (BZ) 系 薬剤 内 
服 と いっ た 評価 項目 に 1 つ で も 当て は 
まれ ば 、 せん 妄 の ハイ リス ク 群 と みな 


せん 妄 に 用 いる 主 な 抗 精神 病 薬 ( 川 氏 へ の 取材 を 基 に 編集 部 で 作成 


薬剤 名 (商品 名 ) 


鎮静 ・ 催 眠 作 用 


ハロ ベリ ドー ル 弱い 標準 的 な 治療 薬 。 精神 運動 興奮 が 強い 場合 は BZ 系 薬剤 や クロ ル 
(セレ ネー ス 他 ) プロ マジ ン の 併用 が 必要 。 名 体 外 路 症状 の 発現 率 が 高い 
クロ ルプ ロマ ジン 強い ハロ ペリ ドー ル に 比べ て 強い 鎮 藤 作用 が ある た め 、 精神 運 動 興奮 が 
(コン トミ ン 他 ) 強い 場合 に 使用 
リス ペリ ドン い ハロ ペリ ドー ル に 劣ら な い 効 果 が ある 。 名 体 外 路 症状 の 発現 率 は 、 
(リス バダ ー ル 他 ) ハロ ペリ ドー ル ほ ど で は な い が 、 比 較 的 高め で あり 注意 が 必要 
本 クエ チア ピン 強い 半減 期 が 短く 、 持ち 越し 効果 が 少な い 。 名 体 外 路 症状 が ほとん ど な 
非 定型 (セロ クエ ル 他 ) いた め 、 バ ー キ ン ソ ン 病 の せん 妄 に 対す る 第 一 選択 薬 
抗 精神 病 薬 ) コラン ザ ヒッ 

所 (ジフ レキ サ 他 ) 強い 鎮静 効果 が 強く 、 週 針 静 の た め 投与 量 が 制限 され る こと が ある 
アリ ビブ プラ ゾー ル コ 
(エピ リフ ァ イ 他 ) ほぼ な し 鎮静 効果 が な いた め 、 低 活動 型 せ ん 妄 に 対し て 主 に 使用 され る 


し て 、 せん 妄 の 発症 を 防ぐ ケア を 実施 
する 。 せん 妄 対策 で 一 番 大 切な こと 
は せん 妄 を 予防 する こと 。 その た め 、 
ハイ リス ク 者 に 積極 的 に 介入 する 。 

実際 、 小川 氏 ら が DELTA プ ログ 
ラム を 国立 が ん 研究 セン ター 東 病院 
に 導入 し た 前 後 (導入 前 4180 人 、 幕 
入 後 3797 人 ) を 比較 し た 後ろ 向き 
研究 で は 、 せ ん 妄 の 発症 率 が 71% 
か ら 4.3 % に 有意 に 減少 し た 。 転倒 
や 自己 抜 な どの 有害 事象 や 、 BZ 
系 薬剤 の 処方 も 有意 に 減り 、 退院 時 
ADL や 入院 期間 は 有意 に 改善 し て 
いる (Ogawa. et al. Support Care 
Cancer.2019:27:557-65.) 。 

また ハイ リス ク 群 の 患者 で は 、 状態 
の 観察 や 会 話 な ど を 通し て 、 注意 障 
害 や 意識 レベ ル の 変容 な ど を 確認 す 
る ( 表 1)。 この 項目 に 1 つ 以 上 該当 す 
れ ば せん 妄 妖 い が あ る と し て 、 せん妄 
へ の 対応 を 積極 的 に 行う 。 

せん 妄 が 生じ て いる と 判断 し た 際 
は 、 まず 、 せん 妄 の 悪化 要因 を 取り 除 
く 。 身体 的 要因 や 環境 要因 、 楽 剤 な ど 
が せん 妄 の 悪化 要因 と な る た め ( 表 


2)、 特に 、 痛み や 脱水 、 便 秘 な ど 身体 
的 要因 へ の 対応 は 必須 だ 。 加え て 、 せ 
ん 妄 を 生じ る リス ク の ある 楽 剤 の 見 直 
し も 必要 と な る 。 小川 氏 に よる と 、「 せ 
ん 妄 に より 昼夜 が 逆転 し て いる 入院 
恵 者 に 、 眠 剤 と し て BZ 系 薬剤 を 処方 
し 、 せん 妄 を さら に 悪化 させ る と いう 
ケー ス す ら あ る 」 と の こと 。 

普段 か ら BZ 系 薬剤 を 服用 し て いて 
「 こ れ が な いと 眠れ な い 」| と いう 入院 
患者 に は 、 せん 雇 リ スク を 説明 し た 上 
で 、 BZ 系 薬剤 を 減量 し 、 抗 精神 病 薬 
や オレ キシ ン 受 容体 括 抗 楽 へ 切り 替 
える こと も 有用 だ 。 


オピオイド に も せん 妄 リ スク 


搾 痛 な ど に 処方 きれ る オピオイド も 
過量 投与 で せん 妄 を 悪化 させ る リス 
ク が ある 。 た だ し 、 痛み の コン トロ ー 
ル が 不 十分 だ と 、 せん 妄 が 悪化 し や す 
く な る 。 適切 な 投与 量 を 見 積もる こと 
が 肝要 だ 。「 せ ん 妄 が 原因 で 痛み を 訴 
える 加 者 も いる 」 と も 小川 氏 は 指摘 す 
る 。 その よう な 患者 に レス キュ ー 薬 と 
し て オピオイド を 追加 投与 すれ ば 、 さ 


ら に せん 妄 が 悪化 する 危険 性 が ある 
の で 要 注 意 だ 。 

この よう に 悪化 要因 を 除去 し た 上 
で 、 抗 精神 病 薬 の 投与 を 検討 する 。 
「 悪 化 要因 を その まま に し た 状態 で 抗 
精神 病 薬 を 投与 し て も 十分 な 効果 は 
期待 で き な い 。 まず は 悪化 要因 の 除 
去 を 行っ て ほし い ] (小川 氏 )。 

せん 妄 に 対す る 薬物 療法 に は 、 ク 
エチ アピ ン や リス ペリ ドン 、 ハロ ペリ 
ドー ル な どの 抗 精神 病 薬 が 選択 肢 と 
な る 。 注意 の 障害 を 取り 除く と いう 点 
で は 、 ど の 薬剤 も 同等 の 効果 が 期待 
で きる 。 た だ し 、 薬剤 に よっ て 作用 プ 
ロフ ァイル が 異な る た め ( 表 3)、 加 
者 の 状態 に 合わ せ て 薬剤 を 選択 し た 
い 。 睡眠 コン トロ ー ル が 不 十分 な 加 者 
に は 、 鎮静 ・ 催 眠 作 用 が 弱い リス ペリ 
ドン で は な く 、 作 用 の 強い クエ チア ビ 
ン や オラ ン ザ ビ ピン を 選択 する な どの 工 
夫 が 求め られ る 。 

衝動 性 を 高め る せん 妄 へ の 適切 な 
介入 は 、 せん 妄 と いう 悪夢 か ら 患 者 を 
教 う だ け で な く 、 院内 事故 予防 や 自殺 
予防 の 観点 か ら も 重要 だ 。 
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「 死 に た い 」 患者 に 向き 合う 医療 


es@ 精神 的 ケア の 進め 方 @* 


患者 だ け で は 抜け 出せ な い 
「 破局 モー ド 」 を 一 緒 に 整理 する 


身体 疾患 の ある 患者 で は うつ 病 の 有 病 率 が 高く 、 健常 者 の 2 一 3 倍 と 言わ れ 
て いる 。 「 死 に た い 」 と 訴え る 患者 の 多く は 精神 的 に 「 破 局 モー ド 」 に 陥っ て 
いる 。 そん な 患 者 を 「 死 に た い 」 の 呪縛 か ら 救い 出す た め の 精 神 的 ケア と は 。 


サイ コ オ ン コロ ジー の 第 一 人 者 で あ 
る 名 古屋 市 立 大 学 精神 医学 教室 教授 
の 明智 龍男 氏 は 、「「 死 に た い 』 と 訴え 
る 恵 者 は 、 精神 的 に 『 破 局 モー ド 』 に 
ある 」 と 説明 する 。 破局 モー ド と は 、 
「 ど うし て いい か 分 か ら な い 状 馴 」 の 
こと 。 その 状 長 を 一 緒 に 整理 し て 、「 死 
に た い ] の 背景 に ある 問題 に 理解 を 示 
し な が ら 一 つ ひ と つ ひ も と いて いく の 
が 精神 的 ケア だ ( 表 4) 。 

破局 モー ド に 陥る と 、 理 性 的 に 考え 
る こと が 難し く な り 、 一 人 で は 問題 を 
解決 で き な く な る 。 その た め 、「 医 療 者 
が 間 題 の 整理 を 手伝う と 、 そ れ だ け 
で 、 救 わ れ た と 感じ る 患者 は 少な く な 
い ] と 明智 氏 。 整理 する だ け で は 解決 
で き な い 問題 も も ちろ ん ある が 、 まず 
は 解決 可能 な も の を 拾い 上 げ 、 介入 の 
優先 順位 を 付け て 対応 の 道筋 を 示す 
こと が 重要 な プロ セス と な る 。 


身体 疾患 は うつ 病 の リス ク 因 子 


明智 氏 に よれ ば 、 うつ 病 は 「 裏 失 に 
対す る 精神 的 な 反応 ] だ 。 だ か ら こ そ 、 
病気 に な っ て 健康 を 失っ た り 、 病気 の 
せい で 、 そ れ ま で で きた こと が で き な 
く な る と 、 誰 も が うつ 病 に な る 可能 性 
が ある 。 

で は 、 患者 が うつ 状態 に ある か 否 
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か は 、 ど の よう に 評価 し た らい い の だ 
ろう か 。 

うつ 病 の スク リー ニン グ 法 と し て 一 
般 的 な の は 、「 気 分 」 と 「 興 味 ・ 喜 び 」 
を 聞く 2 質問 法 だ 。 た だ し 、 何ら か の 
疾患 を 抱え て いる 場合 、 気分 が 落ち 
込む の は 当然 の こと 。 「 身 体 疾 患 の あ 
る 患者 に 用 いる 際 は 、『 気 分 』 より も 、 
今 ま で 楽し め た こと が 楽し め て いる 
か 、 好き だ っ た こと が 今 で も 好き か と 
いう 「 興 味 ・ 喜 び 】 を 重点 的 に 確認 し 
て は ほしい] と 明和 猪 氏 。 今 ま で 好き だ っ 
た こと へ の 興味 が 失わ れ て いる 場合 
は 、 うつ 病 で ある 可能 性 が より 高い と 
考え られ る 。 

うつ 病 の 評価 で は 、 不眠 や 食欲 低 
下 に つい て 聞き 出す の も 有用 と 一 般 
的 に は 言わ れ て いる が 、 原 疾患 の せ 
いで 眠れ な か っ た り 、 食欲 が 落ち る こ 
と は よく ある た め 、 要 注 意 だ 。 つま り 、 
重い 身体 疾患 を 抱え て いる 患 者 で は 、 
TDSM-5 の よう な うつ 病 の 診断 指標 は 
あま り 役 に 立た な い 。 

実際 、 不眠 や 食欲 低下 、 集中 困難 
が 、 身体 疾患 に よる も の か 、 うつ 病 に 
よる も の か を 明確 に 判断 する こと は 
不可 能 で 、 両 者 を 区 別 する 必要 は な 
い の で は な いか 、 と 考え られ る よう に 
な っ て いる 。 大 切な の は 、 不眠 や 食欲 


低下 な ど 、 生活 の 質 (QOL) を 低下 さ 
せる 要因 を 早期 に 発見 し 、 緩和 の た め 
に 一 早く 介入 する こと だ 。 


奈 命 数 週間 で も 介入 で きる 


不眠 や 食欲 低下 が 、 う つ 病 に よっ て 
さら に 悪化 し て いる 可能 性 が ある と 
判断 し た 際 は 、 う つ 病 へ の 対応 を 積 
極 的 に 行い た い 。 ALS な ど で 重 度 の 
障害 が ある ケー ス や 、 痛 の 終末 期 な ど 
で 余命 が 数 週間 と いう 状態 で あっ て 
も 、 うつ 病 自体 は 治療 で き 、 生活 に 支 
障 の な い レ ベル に まで 不眠 な どの 症 
状 を 回 復 さ せる こと が で きる 。 

抗う つ 薬 は 十分 な 治療 効果 が 得 ら 
れる の に 致 週間 必要 だ 。 効き 始め る 
まで に 、 その くら い の 期 間 を 待て る の 
で あれ ば 、 抗 うつ 薬 も 活用 し た い 。 

と は いえ 、 そ の 場合 も 薬物 療法 だ 
け で は 不 十 分 だ 。 例え ば 、 30 歳 代 の 
乳 痛 患 者 で うつ 病 が 疑わ れる ケー ス 。 
抗う つ 楽 を 処方 すれ ば それ で 事足り る 
と 考え る 医師 は まず いな い だ ろ う 。 う 
つ 病 の 原因 と し て 、 治療 に よる 副作用 
が つら い 、 病気 の 進行 に 不安 を 感じ 
て いる 、 家族 の こと を 心配 し て いる 、 
経済 的 な 問題 を 抱え て いる な ど 、 さま 
ざま な 要因 が 考え られ る か ら だ 。「 楽 
物 療法 の 前 に 、 患者 の 心 を 悩ま せ て 


名 古屋 市 立 大 の 明知 
龍男 氏 は 「 終 末期 の 
患者 で あっ て も 、 うつ 
病 へ の 介入 は 可能 」 
と 強調 する 。 


いる 要因 を 知り 、 介入 する 必要 が あ 
る ] と 明知 氏 は アド バイ ス す る 。 

副作用 が 強い 場合 は 、 主治 医 に 加 
え 、 緩和 ケア 医 や 薬剤 師 が 対応 する 
必要 が ある 。 小さ な 子ども が いて 、 そ 
の 子ども の こと が 心配 で あれ ば 、 臣 
床 心理 士 や ソー シャ ル ワ ー カ ー な ど に 
対応 を 依頼 し た い 。 経済 的 な 問題 が 
ある 場合 も ソー シャ ル ワ ー カ ー の 介入 
が 有効 だ 。 患者 は さま ざま な 問題 を 
抱え て いる の で 、 その 中 で 介入 の 優先 
順位 を 付け な が ら チ ー ム で 対応 し て い 
く 。 医師 は リー ダー シッ プ を も っ て 、 そ 
の よう な 介入 に 当たり 、 必要 に 応じ て 
抗う つ 薬 も 活用 する 。 


薬剤 選択 で は 細心 の 注意 を 


楽 物 療法 を 実施 する 際 は 、 薬剤 の 
選択 に 普段 以上 の 注意 を 払い た い 。 
副作用 の プロ ファ イル を 見 な が ら 、 代 
用 楽 と の 相互 作用 へ の 配慮 は も ちろ 
ん の こと 、 原 疾患 に よる 身体 症状 を 悪 
化 き せな い 工 夫 も 必要 だ 。 

例え ば 、 進行 痛 で は 傘 怠 感 が 生じ 
や すく 、 食欲 不振 や 嘱 吐 な どの 消化 
器 症状 が 出 や すい 。 抗 痛 薬 で 吐き 気 
が ある 軸 者 に 、 消化 器 症状 の 副作用 
が 強い 抗う つ 楽 を 投与 する べき で は 
な いし 、 オピオイド で 眠気 が 出 て いる 
恵 者 に 対し て は 、 過 気 が 出 や すい 抗う 
つ 薬 は 控え た い 。 オピオイド と の 薬物 
間 相互 作用 に も 十分 注意 する 。 

悩み を ひも と き な が ら 行 う 精 神 的 ケ 
ア に 加え て 、 一 種 の 行動 療法 も 有効 
だ 。 その 愚 者 が 楽し いと 思え る 状 豆 


全般 的 な 精神 的 ケア 


生き る 意味 ・ 心 の 往 や か さ ・ 
尊厳 を 強め る ケア を 行う 


信頼 関係 を 構築 する 


現実 を 把握 する こと を 
サポ ボー ト す る 


情 球 的 サポ ー ト を 
行う 


状況 や 自己 へ の 
認知 の 変 傘 を 促す 


ソー シャ ル 
サポ ボー ト を 強化 する 


くつ ろ げ る 環境 や 方 法 を 
提供 する 


チー ム を 
コー ディ ネー ト す る 


これ ら を 脅かし て いる 支え て いる も の を 
知り 、 強 化す る 


プラ イバシー を 守り 、 座 っ て 対話 する 。 患 
者 に 関心 を 向け 、 気持 ち を 分 か ろう と し て 
いる こと 、 一 緒 に 考え て いく こと を 伝え る 


現状 を 丁寧 に 説明 し 、 患 者 の 疑問 を 明確 
に する 。 苦痛 へ の 対応 法 に つい て 、 具 体 的 、 
現実 的 な 情報 を 提供 


患者 の 感情 を 批判 せ ず に 受け 止め る 。 絶 
望 、 孤 独 、 不 安 、 不信 、 怒 り と いっ た 否定 的 
な 感情 を 持つ こと は 当然 で あり 、 受容 する 
暖か い 雰 囲 気 を 作る よう 心がけ る 。 反復 ・ 
復唱 、 明 確 化 ・ 要 約 、 沈黙 な どの 技術 を 用 
い 、 非 言語 的 メッ セー ジ を 大 切 に する 


香 定 的 な 認知 の 変容 を 試み 、 患者 の 自己 
効力 感 を 高め る こと を 意識 する 


家族 ・ 友 人 な ど 、 患 者 が 必要 と する 関係 の 
維持 に 配 席 する 。 仕事 、 季 節 の 行事 な ど 社 
会 と の 交流 を 維持 で きる よう 配慮 する 


「 気 持ち よい 」 と 一 時 で も 思え る こと を 探し 
て 実践 する 


心理 専門 職 、 宗教 家 、 ボ ラン ティ ア な どの 
関わ り を コー ディ ネー ト す る 


(「 が ん 悪者 の 治療 抵抗 性 の 苦痛 と 鎮 表 に 関す る 基本 的 な 考え 方 の 手引 き 2018 年 版 」 を 一 


部 改変 ) 


を 探し に (、 そ れ を で きる だ け 実 践 で き 
る よう に 援助 する 。 


希 死 念 慮 の な い 瞬 間 に 注目 


背景 に うつ 病 が あり 、「 死 に た い 」 と 
訴え る 加 者 も 、 一 日 中 朝 か ら 晩 まで 死 
に た いと 考え て いる わけ で は な い 。 ど 
ん な と き に 「 死 に た い ] と 感じ る か を 
尋ね 、 そ の よう な 状況 を 少し で も 減ら 
せな いか を 検討 し た り 、 送 に 、 ど ん な 
と き に は 死に た いと 感じ な いか を 尋 


ね 、 そ うし た 時 間 を で きる だ け 長 く 取 
れる よう に サポ ー ト する 。 

これ が 「 小 き な 目 標 」 と な っ て 行動 
変容 を 促し 、 行 動 の 活性 化 に も つなが 
る 。 「 終 末期 の 愚者 に も 、 難病 患者 に 
も 実施 で き 、 効果 が 期待 で きる ] と 明 
智 氏 は 勧め る 。 

次 ペー ジ で は 、 こ の 「 小 さ な 目 標 」 
を 患者 と 一 緒 に 見 つけ 出す こと に 成 
功 し た 緩和 ケア 医 の テク ノア サヤ マ 氏 
(ペン ネー ム ) に よる 実例 を 紹介 する 。 


20.10 NIKKEI AEDICAL 


に に 


カル 


日 経 メ ディ カル Onliine よ り 


テク ノア サヤ マ の 「 今 日 が いち ば ん いい 日 」 


どう に も な ら な い 坂 道 に 咲く 花 


医者 が 患者 に 言わ れ て ドキ ッ と する 言葉 ラン 
キン グ 上 位 に 間違い な く 君 臨 す る で あろ う 言 葉 
が ある 。 

「 早 く 死 ん で し まい た い ] 

死に 至る 病 が じりじり 進行 し て 、 人 生 の 終わ 
り が 次 第 に 近づい て いる の を 待つ 間 、 そ う 漏 
ら す 人 は 決し て 少な く な い 。 Y さ ん も その 一 人 
だ っ た 。 

「 先 生 、 延命 治療 は も うし な いっ て 言う の は 
聞い た けど さき 、 短 命 治療 っ て の は な い の か な 」 

Y さ ん は 私 に 尋ね た 。 彼 は ベッ ド の 脇 に 脚 
を お ろ し て 座り 、 ソ ファ に 座っ た 妻 と 向かい 
合っ て いた 。 私 が 面会 用 の 椅子 に 座る = 回 
と 、 横向 き に 私 を 見 て 、 し ぼり 出す よう に 話し 
始め た 。 

「 お か げ さ まで 、 痛み は 楽 を 始め て も ら っ て 
治まっ て る よ 。 で も これ か ら 痛 み が ひ どく な っ 
た り 、 動け な く な っ た ら 人 の 世話 に な ら な いと 
いけ な く な る で し ょ 。 今 以 上 に 動け な く な っ た 
ら と 思う と 、 情け な く て 、 と て も つら い 。 そう な 
る 前 に 、 サッと 逝っ ちゃ える よう か な 方法 な ん て 
な い の か な ?」 

Y さ ん が 胃 ガ ン と 診断 され た の は 二 年 近く 前 
の こと だ っ た 。 手術 は 受け た が 病巣 が 取り 切 
れず 、 抗 ガ ン 剤 で つら ちい 思い を する くら いな ら 
残さ れ た 時 間 を 楽し みた いと いう 希望 で 、 特に 
追加 治療 は せ ず 家 で 仕事 を し て いた 。 「 い ざと 
いう 時 の た め に 」 と 、 緩和 ケア 病棟 の 入 棟 面談 
に 来 て か ら は も う 半 年 が 経 と うと し て いた 。 そ 
の 間 (か ん ) も 病気 は じりじり 進 み 、 二 週 間 前 
に 肉まん を 食べ た あと に 吐血 。 その 次 の 日 、 緩 
和 ケ ア 病 棟 に 入院 し た 。 

「 い つ 来 る か 分 か ら な い 終 わり を 待つ の は 
つら いよ 。 明日 か も し れ な い 、 今日 か も し れ な 


いっ て 思い な が ら 週 ご す の は 、 真綿 で 首 を 締 
め ら れ て る みた いな 気分 だ 。 だ っ た ら 、 も う 一 
思い に お 願い し た いよ 」 

半年 前 に 初め て 会 っ た 時 の 彼 は 、「 赤 ら 顔 で 
威勢 の いい お じ さ ん 」 と いう 印象 だ っ た 。 先週 
入院 し た 時 は 、 最 初 に 会 っ た 時 より 痩せ て 青白 
く な っ て は いた が 姿勢 は シャ ン と し て いて 、 「 俺 
の 荷物 を 家内 に 持た せる 訳 に は いか な いよ ] と 
自分 で 大 き な ボ スト ン バ ッ グ を 持っ て いた 。 今 
ベッ ド に 座っ て いる 彼 は その 時 より も 羨 ん で し 
まい 、 彼 を 見 守る 妻 は まる で 、 言 い に く いこ と を 
頑張 っ て 言っ て いる 小学 生 く らい の 子 を 見 て 
いる よう な 様子 だ っ た 。 

「Y さ ん は 、 先 の こと が 分 か ら な い 中 で 、 だ 
ん だ ん 具合 が 悪く な っ て 不安 な 日 を 過ごす く 
らい な ら 、 早く 終わ り に し て し まい た い 、 そん 
な 風 に 思っ て いる ん で すね 」 - 呈 

彼 の 言っ た こと を 繰り 返し 、 私 は 何と 答え よ 
うか と 考え る 時 間 を 稼い だ 。 妻 は うな ず き な が 
ら じ っ と 私 を 見 て 、 次 の 言葉 を 待っ て いた 。 

「 申 し 訳 な いん で すけ れ ど も 、 我 々 は Y さ ん 
の 命 を 長く する こと が で き な い の と 同じ よう 
に 、 知 く する こと も で きま せん 。 Y さ ん の 命 の 
長 さ は 神様 が お 決め に な る こと だ か ら 、 私 達 
に は どう も する こと が で き な い ん で す 」 - 本 

それ を 聞い て 妻 は 少し 安心 し た よう に 息 を 
吐い た 。 私 は 続け た 。 

「 命 の 長 さ は どう する こと も で き な い 。 で 
も 、 その 谷 を どう や っ て 週 ご し た いか は 考え 
る こと が で きま す 。 そし て 私 達 は 、 も ちろ ん で 
きる こと と で き な い こと は ある 訳 で すけ れ ど 
も 、Y さ ん と ご 家族 の ご 希望 が で きる だ け 叶 
えら れる お 手伝い を し ます 」 - 本 

一 語 ず つ 言 葉 を 選び な が ら 、 私 は 彼 の 目 を 


「TECHNOLOGIC」。 


見 て 伝え た 。 「 どう する こと も で き な い 」 を 聞い 
た 時 の 彼 は 目 を 伏せ た が 、 そ の 後 深く 何 回 か 
領 いた 。 沈黙 が 流れ た 。 その 数 秒 は 陰 匠 な も 
の で は な か っ た 。 

「 た と えば Y さ ん に は 何 か 、 楽し みな こと 
と か 、 目 標 に する こと は あり ます か 」 - 

そう 尋ね て みる と 彼 の 目元 と 口元 か ら 和 緊 張 
が 和らい だ 。 

「 娘 の 誕生 日 か な 。 再来 週 の 月 曜 な ん だ ] 

妻 が 、 や っ ぱり ね 、 と いう 上 顔 を し た 。 

「 そ れ よ ね 。 この 人 、 娘 が 大 好き な の よ ] 

「 娘 は 華やか な 仕事 だ か らき 。 誕生 日 は お 友 
達 と か 、 仕事 仲間 が 集まっ て パー ティ ー な ん だ 
よ 。 『 お 父さん 、 私 が 主役 の パー ティ ー は 抜け 
られ な いん だ か ら 、 そ の 間 に 死 な な いで よ 』 っ 
て 言わ れ て る か ら ね 。 娘 に 安心 し て パー ティ ー 
を 楽し ん で ほし いな 。 目標 っ て 言っ た ら 、 それ 
だ ね ] 

娘 の 話 を し て いる と 目尻 が 下がり 口角 が 上 
が っ た 。 入院 し た 時 の 病状 説明 で 会 っ た 時 の 
彼女 の 雇 を 思い 出し た 。 私 の 言葉 を 一 言 も 開 
き 漏 ら す まい と 、 見 る も の 全て を 貫く よう な 強 
い 視 線 を 放っ て いた 大 きい 目 が 印象 的 で 、 アイ 
ボ ポリー の レー ス の ワン ピー ス が よく 似合っ て い 
た 。 

再来 週 の 月 曜 、 あ と 約 十 日 後 だ 。 彼 の 命 の 
長き は ギリ ギリ 持つ か 、 持た な いか 位 の 時 期 
と 見 込ま れ た 。 彼 が 天 か ら も ら っ た 残り の 命 、 
娘 の 誕生 日 が 一 大 イベ ント に な っ た 。 

私 は 娘 の 誕生 日 まで の 日 数 を カレ ンダ ー で 
数 えな が ら 、「 立 わり の 影 ] が 少し で も 待っ て 
いて くれ る よう に と 祈る よう な 気持 ち だ っ た 。 
彼ら 家族 も 同じ 気持 ち だ っ た の だ ろう 。 カレ ン 
ダー の 誕生 日 の 日 付 に は ピン クタ の マル を つけ 


p この エピ ソー ド の 続き は こち ら か ら 回 改 回 
https://nkbp.jp/2Hsad7] 机 


日 経 メデ ィ カル Online 


テク ノア サヤ マ (ペン ネー ム ) 久 緩 和 ケ ア 医 。 
「 生 と 死 を 見 つめ る 」 を ライ フワ ー ク に 、 鍵 
地 に 緩和 ケア を 導入 する た め 1 タ ー ン 。 音楽 
と 読書 が 欠か せな い 生 活 。 愛車 は ワー ゲ 
ン 。 ベン ネー ム の 由来 は 、 Daft Punk の 名 曲 


て 、 過 ぎ た 日 付 に は バツ 印 を つけ て いた 。 

あの 面談 の 日 か ら 数 えて 二 回 目 の 月 曜日 が 
来 た 。 

「 お は よう ご ざい ます 、 今 日 で すね 。 お めで と 
う ご ざ いま す ]」 

私 の 挨拶 で スイ ッ チ を 入れ た よう に 眺 ね 起 
き 、 ベッ ド の 適 に 腰掛 けた 彼 は 恥ず か し そう に 
笑っ た 。 横 に な っ た まま で 話し て いい と いつ も 
言っ て いた が 、 私 の 攻 を 見 る と いつ も 飛び 起き 
て 訂 っ て 話 を する の だ 。 

「 え ー え 、 お か げき まで … 特 に 変わ りな いで 
す よ ] 

カレ ンダ ー の バツ 印 は 昨日 まで 伸び て 、 今 
日 の 丸 印 に 追い つい て いた 。 昼過ぎ に は 娘 、 
息子 、 奏 が 勢ぞろい し て 、 ホ ー ル の フル ー ツ タ 
ルト を 囲ん で いた 。 椿 円 形 の チョ コレ ー ト に は 
「 き ゆり ちゃ ん お た ん じょう び お めで と う 」] の 
文字 。 タル ト が 彼 の 口 に 入る の は 叶わ な か っ 
た が 、 娘 を 前 に し て えび す 上 顔 だ 。 窓辺 に は 、 い 
ち だ ん と 目立つ 大 輪 の 白い ユリ の 花 東 が 生け 
て あっ た 。 

「 き っ き 花 東 $ も ちら っ た ん だ っ て 。 も う 持 っ て き 
て くれ た よ ] 

彼 が 花瓶 を 指 差 し 、 娘 が 口 に 手 を 当て て 
笑っ た 。 会 社 の 昼休み に 抜け て きた と いう スー 
ツ 雇 の 小柄 な 息子 は 、 ソ ファ に ちん まり と 腰掛 
け て タル ト を モグ モグ 食べ て いた 。 妻 は 立ち 上 
が っ て 私 に 一 礼 し た 。 

「 お か げ さ まで 、 こ うし て お 祝い で きま し た 。 
あり が と う ご ざ いま す 」 (続く ) 


表題 「 ど うに も な ら な い 坂 道 に 咲く 花 」 の 真意 は ? 


この エピ ソー ド の 続き は 右上 の QR コー ド も し く は 
短縮 URL か ら お 読み くだ さい 。 


ノア サヤ マ 流 


「 死 に た い 」 患者 と の 
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向き 合い 方 


患者 に 関心 を 向け 
一 緒 に 考え る 姿勢 
を 示す 


定 的 な 感情 を 反 
復 し つつ 、 受容 的 な 
務 度 を 示し な が ら 
情緒 的 サポ ー ト を 
行う 


丁寧 な 表現 で 現在 
の 病状 を 伝え 、 患者 
に 現実 を 把握 させ 
て いる 


愚 者 の 自己 効 ナ 
を 高め る た め 

か ら で も で きる 
を 明確 に 伝え る 


加 者 の 「 小 さ な 目 
標 」 を 見 つけ 、 ソー 
シャ ル サ ポ ー ト を 強 
化す る た め の 声 が 
け を 行う 


060 


死に た い 


悪者 に 向き 合う 医療 


2014 年 の 世界 保健 機関 (WHO) 
の 報告 で は 、 世 界 で 緩和 ケア を 要する 
患者 の うち 最も 多い の が 、 心 血管 疾患 
で 38.5 %。 痛 の 34% を 上 回 っ て お り 、 
COPD も 10.3 % を 占め て いた 。 心 不 
全 と COPD の 8 割 以上 に 出現 する の 
が 呼吸 困難 。 緩和 ケア の ニー ズ が 非 
常に 高い 症状 と 言っ て いい だ ろう 。 

「 呼 吸 困難 の 症状 は 、『 沈 れる よう 
な 苦し さき 』 と 表現 され る こと も あり 、 死 
を 礼 御 させ る ほど の 苦痛 だ ]。 こう 語 
る の は 霧 ヶ 丘 つ だ 病院 (福岡 県 北 九 
州 市 ) 院長 で 呼吸 器 内 科 が 専門 の 津 
田 徹 氏 。 呼吸 困難 か ら 「 死 に た い 」 と 
の 訴え を 発する 加 者 は 多く な いと いう 
が 、 うつ や 不安 を 来 し 、 生き る 気力 を 
な くし て し まう 愚 者 は 後 を 絶た な い 。 

実際 、COPD 患 者 の 8 割 、 心 不全 患 
者 の 4 割 程度 が うつ 病 を 合併 する と 
の 報告 が ある 。 「 息 切れ は 『 今 まで で 
きた こと が で き な い 』 と いう 亡 失 感 を 
も た ら す 。 この 諾 失 感 で 、 う つ 病 を 発 
症 する 加 者 は 少な く な い 」 と 津田 氏 。 
痛 の よう に 、 診断 早期 か ら うつ 病 を 生 
る 愚 者 は 少な いと され る が 、 長い 経 
過 の 中 で うつ 病 を 発症 し や すく な る 。 

呼吸 困難 を 有する 愚 者 に 対し て は 、 
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早め に 適切 な 介入 を 行う こと が 「 死 に 
た い 」 と いう 訴え の 予防 に つなが る 。 
そう し た 意味 で も 昨今 、 呼吸 困難 へ 
の 緩和 ケア が 注目 され て いる 。 


COPD で は 自責 の 念 を 考慮 


COPD や 心不全 な どの 臓器 不 全 で 
は 、 疾患 に 対す る 標準 的 な 治療 が 呼 
吸 困 難 の 症状 緩和 に つなが る 。 その 
た め 、 ま ず は 原 疾患 に 対す る 楽 物 療 
法 を きち ん と 行う こと が 求め られ る 。 
加え て 、 非 薬物 療法 と し て 、 酸素 療法 
や 送風 、COPD で は 呼吸 器 リ ハビ リ 
テー ショ ン (呼吸 器 リ ハ ) な ども 呼吸 
困難 の 軽減 に 有効 だ 。COPD の 国際 
ガイ ドラ イン で ある GOLD で も 、 包括 
的 呼吸 器 リ ハ の 実施 が 不安 や 抑うつ 
の 軽減 に つなが る と され て いる 。 

多く の COPD 思 者 を 診 て いる 津田 
氏 は 「 息 苦し く な っ た 際 、 自分 で 口 す 
ぼ め 呼吸 を 実践 し 、 息 苦し さき を 改善 で 
きる こと を 体験 し て も ら う と 、 患 者 は 
自信 を 取り 戻せ る 」 と 言う 。 特に 津田 
氏 が 重要 と 語る の が 、 自己 効力 感 を 
高め る 介入 だ 。 COPD 患 者 は 、 喫 煙 し 
た こと で 自ら 病気 を 招い た と いう 自責 
の 念 が 特に 強い た め 、「 先輩 患 者 と し 


「COPD 患 者 に は 自 
己 効 力 感 を 高め る よ 
うな 介入 が 有効 」 と 
話す 霧 ヶ 丘 つ だ 病院 
の 津田 考 氏 。 


て 遇 煙 の 害 を 次 世代 に 伝え て も ら う な 
ど 、 何ら か の 役割 を 担っ て も ら う こ 
が 大 切 ] と 言う 。 


心不全 緩和 ケア に 診療 報 丁 


COPD に 先んじ て 、 包括 的 な 緩和 
ケア が 診療 報酬 で 評価 され た の が 心 
不全 だ 。 2018 年 度 の 診療 報酬 改定 
で 、 緩和 ケア 診療 加算 の 対象 に 入院 
中 の 末期 心不全 が 認め られ 、 2020 
年 度 の 改定 で 外来 患者 に も 対象 が 
広がっ た 。 対象 は 、 適切 な 治療 が 施 
きれ て いる に も か か わら ず 、 慢性 的 
に NYHA 重症 度 分 類 IV 度 (ステ ー 
ジ D) の 症状 を 早 し 、 左 室 駆 出 率 が 
20 % 以 下 で 、 医学 的 に 終末 期 と 判断 
きれ た 末期 心不全 加 者 。 

緩和 ケア の 対象 は 末期 心不全 に 限 
定 さ れ て は いる が 、「 心 不全 加 者 に 対 
する 緩和 ケア チー ム の 介入 が 、 少 し ず 
つ で は ある が 全国 的 に 始ま っ て いる 。 


息苦し さ へ の 対応 法 @\ 


呼吸 困難 へ の 緩和 ケア で 
| 死に た い 」 を 予防 せよ 


COPD や 心不全 の 患者 を 苦し め る 呼吸 困難 。 日 常 生活 の 制限 が 大 きく 、 し ば 
し ば うつ や 不安 の 原因 と な る 。 た だ し 、 病 初期 か ら 適切 に 介入 すれ ば 、 自己 効 
力 感 を 維持 で き 、 そ の 先 に 潜む 「 死 に た い ] 気持 ち も 食 い 止め られ そう だ 。 


「『 し ん どい 」 と いう 訴 
え が あ れ ば 、 時 期 を 
問わ ず 介 入 すべ き 」 と 
指摘 する 甲南 医療 セ 
ンタ ー の 山口 素 氏 。 


身体 的 症状 の みな ら ず 、 精神 ・ 心 理 的 
な サポ ー ト や 意思 決定 支援 に 関す る 
コン サル ト も 多い ]。 甲南 医療 セン ター 
(神戸 市 ) 緩和 ケア 内 科 部 長 の 山口 細 
氏 は 、 こ う 現 状 を 語る 。 
心不全 の 緩和 ケア で も 、 COPD 同 
様 、 包 括 的 な 介入 が 求め られ る 。 山口 
氏 は 「 何 で も 屋 」 と 自身 を 呼び 、 身体 
的 な 苦痛 だ なけ で な く 、 さま ざま な 加 者 
の 要望 に も 応じ る 姿勢 を 示す 。 
た だ し 、 難 治 性 の 呼吸 困難 の 治療 
薬 と し て 注目 きれ て いる モル ヒネ に つ 
いて は 、 その 有効 性 は 認め た 上 で 「 呼 
吸 困難 が 劇 的 に 改善 する わけ で は な 
く 、 投与 で 症状 が 全て 解決 する こと 
は まれ 」 と 慎重 な 態度 だ 。 現在 、 呼吸 
困難 へ の モル ヒネ の 投与 量 は COPD 
で は 10~30mg/ 日 、 心 不全 は 10 一 


20mg/ 日 と いずれ も 少量 投与 が 一 般 
的 だ 。 た だ し 、 非 痛 患 者 の 呼吸 困難 
に 対す る 適応 は な い 。 

山口 氏 は 、 呼吸 困難 だ け で な く 、 そ 
れ を 増長 させ る 不安 感 に も 注意 を 促 
す 。 「 呼 吸 と 不安 感 は 密接 に つなが っ 
て お り 、 不安 感 が 高まる と 息苦し さも 
高まる た め 、 不安 へ の 対応 も 重要 ] と 
語る 。 た だ し 、 抗 不安 薬 に つい て は モ 
ル ヒ ネ 同 様 に 万 能 で は な く 、 有 害 事 象 
へ の 注意 が 必要 で 、 安易 な 投与 は 遊 
ける べき と の 考え だ 。 心理 的 サポ ー ト 
を 含む 包括 的 な 介入 を 行っ た 上 で 、 症 
例 を 選ん で 使用 し て いる と いう 。 


「 し ん どい 」 患者 に は 緩和 ケア を 


緩和 ケア で は 早期 か ら の 導入 が 必 
要 と 言わ れ て お り 、 呼 吸 困難 に 対し て 
も 同様 だ 。 山口 氏 は 「 身 体面 ・ 精 神 面 
で 『 し ん どい 」 と いう 訴え が あれ ば 、 
その 後 、 数 年 の 余命 が あっ て も 、 緩 
和 ケ ア チ ー ム が 介入 すべ き 」 と 強調 す 
る 。 津田 氏 も 早期 か ら の 緩和 ケア 、 特 
に 呼吸 器 リハ の 必要 性 を 訴え て お り 、 


終 未 期 の 疾患 軌道 と 治療 介入 時 期 の 目安 (取材 を 基 に 編集 部 で 作成 ) 


ステ ー ジ C 


Ei os 
在宅 本 療法 
オピオイド 


「COPD に 対す る 呼吸 器 リ ハ は 、 少な 
く と も 在宅 酸素 療法 に 至る 前 に 導入 す 
る の が ベス ト だ ] と 話す ( 図 3)。 

し か し 現状 で は 、 心不全 の 緩和 ケ 
ア は 末期 患者 に 限定 され て お り 、「 呼 
吸 器 リハ の 恩恵 を 全く 受け られ ず に 亡 
く な る COPD 加 者 も いる ] (津田 氏 ) 。 
COPD へ の 呼吸 器 リ ハ は 呼吸 機能 
障害 で 日 常 生活 に 支障 が ある な どの 
条件 を 満た せ ば 保険 診療 で 実施 で き 
る 。 し か し 、 肺炎 な ど で 急 性 増悪 し て 
入院 し た 急性 期 病 院 に 呼吸 器 リ ハ を 
実施 する 体制 が な く 、 体制 を 回 備 し て 
いる 慢性 期 病院 と の 連携 が 不 十分 な 
場合 は 、 呼吸 器 リ ハ を 受け る こと な く 
退院 する ケー ス が 少な く な い 。 

緩和 ケア の 対象 と し て 代表 的 な の 
は 痛 で あり 、 心 不全 に も その 裾 が 広 が 
りつ つ あ る 。 し か し 疾患 を 限定 せ ず 、 
「 し ん どい 」 患者 が 緩和 ケア に よる 包 
括 的 サポ ー ト を 受け られ れ ば 、 うつ や 
不安 か ら の 「 死 に た い ] も 予防 で きる 
は ず 非 痛 患 者 に も 緩和 ケア を 広げ る 
仕組 み の 整 備 が 待望 され る 。 


終 未 期 の 判断 
予後 半年 か ら 
数 年 
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「 死 に た い 」 患者 に 向き 合う 医療 


患者 と の 対話 の 進め 方 


基本 は | 反復 と 沈 昧 に よる 傾聴 
で も 、 そ れ だ け じ ゃ 物足りな い 


大 城 実は 今 、50 歳 代 の ALS 患 者 き 
ん を 担当 し て いま す 。 や り た いこ と が 
で き な い 状態 で は 、「 こ の 病気 きえ な 
か っ た らい い の に 」 と 考え が ち で 、 前 向 
き な 気 持ち に な れ な いよ う で す 。 

西川 どう 対応 し て いま すか 。 

大 城 自分 が 同じ 状況 で も 、 前 向き に 
は な か な か な れ な いと 思い ます 。 で す 


に し か わ みつ の り 氏 外国 立 長寿 医療 
研究 セン ター 病院 緩和 ケア 診療 部 / エ 
ンド ・ オ ブ ・ ラ イフ (EOL) ケア チー ム 
医師 。 1989 年 岐阜 薬科 大 卒 、 1995 年 
島根 医科 大 卒 、 愛知 国際 病院 ホス ピス 
な ど を 経て 2011 年 より 現職 。 日 本 エン 
ド オ ブラ イフ ケア 学会 理事 


西川 満 則 民 


(緩和 ケア 医 ) 
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の で 、 できるだけ 「 反 復 」 で すね 。「 こ 
の 病気 き を な か っ た らい い の に 」 と 言 
われ た ら 、「 こ の 病気 さえ な か っ た らい 
い の に と 思わ れる ん で すね 」 と 返し ま 
す 。 書籍 に も 書き まし た が 、 コ ミュ ニ 
ケー ショ ン の 基本 は 、「 反 復 と 沈黙 ] で 
すか ら 。 相手 の 言葉 を 受け 止め て 、 そ 
の 言葉 に こち ら の 解釈 を 入れ ず に 「 反 
復 」 し 、 相 手 が 沈黙 し た ら 、 自 分 も 黙っ 
て 、 相手 の 言葉 を 待つ こと は 、 いつ も 
心がけ て いる こと で す 。 

た だ し 、 それ だ け で は 「 死 に た い ] 


と 訴え る 患者 ・ 利 用 者 さん に は 、 不 十 


分 な ん じゃ な いか と 思う ん で す 。 

西川 と は いえ 、 「 頑 張れ 」 と いう 励ま 
の 言葉 が 必要 で は な いで す よ ね 。 
城 「 励 まし 」 は 條 うと 思い ます 。 既 
に 十分 頑張 っ て いる わけ で すし 、 楽し 
いこ と な ん か 見 つけ られ な い 状況 だ と 
いう 思い は 、 こ ちら ゃ 十分 理解 で きる 
わけ で すか ら 。 私 が 思 者 ・ 利 用 者 さん 
に よく 言う の は 、「 出 会 えて よかっ た ] と 
いう よう な 、 その 方 の 存在 を 認め る よ 
うな 言葉 が け で す 。 こち ら 側 の 気持 ち 
と し て 、 「 私 は あな た を 大 切 に 思っ て い 
る | と いう メッ セー ジ を 送る よう に し て 


いま す 。 これ 、 自分 が 言っ て ほし いと 思 
う 言葉 で も ある ん で すけ ど ( 笑 )。 

西川 「 早 く 死に た い ] と 言う 愚者 ・ 利 
用 者 きん に は 、「 早 く 死に た いと 思う ん 
で すね 」 と 反復 し 、 さ ら に 一 歩 踏 み 込 
ん で 「 ど うし て そう 思う ん で すか ?」 と 
尋ね る 。 これ は 、 ACP で も 基本 と し て 
いま す が 、 さら に 「 で も 、 そん な 早く 死 
な れ ち ゃ っ た ら 、 私 が 悲し いよ ょ 」 と 自分 
の 気持 ちゃ 素直 に 話す の で すね 。 
大 城 傾聴 は 、 相 手 の 話 を 聞く こと に 
徹する わけ で すし 、 反復 は 、「 あ な た ] 
が 主語 の 「 You メ ッ セ ー ジ 」 を 返す も 
の で す よ ね 。 で も ゃ 、「 死 に た い | と 訴え 
る よう な 加 者 ・ 利 用 者 きん は 心身 と も 
に 弱っ て いま す 。 そん な 時 は 、「 あ な た 
と 出会え て 、( 私 は ) よかっ た と 思っ て 
いる ]「 あ な た と 今日 、 こ こ で 一 緒 に 過 
ご せ て (私 は ) うれ し い 」 と いう 、 自 分 
の 気持 ち を 伝え る 「1 メ ッ セ ー ジ ] が 必 
要 だ と 思い ます 。 


医学 的 判断 を 振り か ざさ な い 


西川 そもそも 、 患者 ・ 利 用 者 さん は 
医師 に 「 死 に た い ] と は な か な か 訴え 
ませ ん よね 。 で も 、 大 城 さ ん は 、 よく そ 


大 城 京子 氏 


(ケア マネ ジャ ー) 


この 4 月 に 『ACP 入 門 人 生 会 議 の 始め 方 ガイ ド 」 を 上 梓 し 、 医療 ・ 
介護 現場 に アド バン ス ・ ケ ア ・ プ ラン ニン グ (ACP) を 普及 させ る 活 
動 に 取り 組む 西川 満 則 氏 と 大 城 京子 氏 。 両氏 に 、「 死 に た い 」 と 訴 
える 患者 ・ 利 用 者 の 実態 と 、 対応 で 心がけ て いる こと に つい て 語り 


合っ て も ら っ た 。 


う 言 われ る ん で す よ ね 。 
大 城 し ょ っ ちゅ う で すね (苦笑 )。 
西川 それ だ け 、 信頼 きれ て いる ん 
で す よ ね 。 医師 は どう し て も 愚者 ・ 
利用 者 きん と 距離 が あり ます が 、 特 
に 「 医 学 的 判断 ] を 振り か ざし て ば か 
り い る と 、 信 頼 さ れ ま せん 。 例え ば 、 
痛み や 供 師 感 は 本 人 し か 分 か ら な 
い 。 画像 診断 や 各種 検査 で 痛み の 原 
因 が 明らか で な い 場 合 に 「 そ ん な に 
痛い で すか ?」 (痛い ヾ は ず な いん だ け 
ど ……) と 対応 する と 、 患者 は 「 理 解 
され て いな いと 感じ て 、 心 を 閉じ ます 。 
まず は 本 人 の 主観 を し っ か り 受 け 止め 
な いと いけ ませ ん ね 。 と ころ で 、 同じ 「 死 
に た い | と いう 訴え で も 、 その 方 の 状況 
に より 意味 合い が 異な り ま せん か 。 
大 城 確か に 違い ます ね 。80 歳 代 後 
半 以 降 で 、 特に 持病 も な い の に 徐々 
に 体 の 機能 が 衰え て いる 方 と 、 それ よ 
り も 若年 で 、 痛 な どの 病気 が ある 方 で 
は 、 深 刻 さ が 違う よう に 感じ ます 。 
若年 の 方 で は 、 精神 的 な ダメ ー ジ が 
大 きい こと が 多い で すね 。 生き る の が 
茸 し い 感じ が し ます 。 また 、 次 痛 な ど 身 
体 的 な 苦痛 も 強い で す 。 


だ け で 、 誰 で も ACP を 上 手 に 実践 で 
きる よう に な る こと 間違い な し ! 


(9 月 15 日 に 収録 、 文 中 敬称 略 ) 


西川 一 方 、 趣 高齢 者 で は 、「 死 」 が 身 
近 に な っ て いる の か 、「 死 に た い | が 挨 
反 代 わり の よう な ……。 
大 城 は い 。 超 高 齢 の 患者 ・ 利 用 者 
さん で は 、 既に 、 いろ いろ 経験 し て い 
て 、 も う 特 に や り た いこ と が な いと いう 
ケー ス は 少な く な いで す 。 この よう な 場 
合 は 、 素直 に 自分 の 気持 ち を 表現 し て 
くれ て いる の か な と 感じ ます 。 

楽し く 今日 を 過ごす 、 も し く は 楽し く 
な く て る も 今日 を 過ごす 。 それ し か な い 
で す よ ね 。 た だ 、 私 は 、 先 に も 述べ ま 
し た が 、「 (あな た に ) 会 えて (私 は ) よ 
か っ た 」 と いう [メッセージ] を 伝え つ 
つ 、 次 の 約束 を する よう に し て いま す 。 
「 次 回 は 〇 日 に 来る か ら 、 また お 話し ま 
し ょ う 」 と いう 時 細 な 約束 で す が 、 ほ 
ん の 少し 先 の 未来 に つなが る 小 き な 目 
標 を 持っ て も ら え た ら と 思っ て いま す 。 
西川 病院 内 で 、 治療 者 で ある 医師 に 
は な か な か 見 せ て くれ な い 顔 や 本 音 
を 、 在宅 で は 見 せ す て く れ て いる ん で す 
よね 。 介護 職 は 、「 加 者 ・ 利 用 者 きん の 
希望 通り に する 」 こ と に 重き を 置い て い 
て 、 患者 ・ 利 用 者 さん の 代弁 者 に も な 
り 得る 存在 で す 。 治療 や ケア の 方 針 を 


ACP の 先駆 者 で ある 2 人 が 、 その ノ 
ウ ハ ウ を 分 か りや すく 、 か つ 楽 し く 解 
脱 。 医療 ・ 介 護 の 現場 で よく ある 症 
例 を 取り 上 げ 、 ACP の 進め 方 を 会 話 
形式 で 紹介 し て いま す 。 本 書 を 読む 


ACP 入 門 

人 生 会 議 の 始め 方 ガイ ド 
定価 2.700 円 + 税 
日 経 BP 

A5 判 、172 ペ ー ジ 
2020 年 4 月 27 晶 発行 


お お し ろ きょう て 氏 筐 Old-Rookie 快 
護 相談 所 和 び 咲 び 副 所 長 ・ 介 護 支援 専門 
員 。 2000 年 愛知 総合 看護 福祉 専門 学校 
卒 、 介護 老人 保健 施設 、 米 国 滞在 な ど を 
経て 、2019 年 より 現職 。 


決め る 際 は 、 介護 職 も チー ム に 参加 し 
て も ら っ て 、 患 者 ・ 利 用 者 さん の 希望 に 
添っ た 提案 を し た いで すね 。 

その た め に は 、 医師 が 持ち が ちな 
「 治 療 優先 主義 ]、 すなわち 、「 病 気 を 
治す こと が いい こと だ ] 「 で きる だ け 長 
生き させ る こと が いい こと だ | と いう 価 
値 観 と は 異な る 考え が ある こと を 医師 
は 理解 する 必要 が ある と 思い ます 。 

また 、 人 は 理性 だ け の 生き 物 で は な 
い の で 、「 情 (感情)] を 大 切 に する こ 
と で す よ ね 。 我々 は よく 「 ACP は 情 に 
始ま り 、 情 に 終わ る 。 その 間 は 理 ( 論 
理 、 理 屈 ) で 考え る ] と 言い ます が 、「 死 
に た い ] と 訴え る 患者 さん へ の 対応 も 、 
その 訴え の 背景 に ある 苦痛 を 緩和 する 
こと は も ちろ ん で す が 、 その 前 後 で は 、 
情 を 大 切 に すべ きだ と 思い ます 。 


p 対談 の ロン グ バ ーション は 回 忠 回 
こち ら 還 
https://nkbpjp/2HxY8hm 回 


日 経 メ ディ カル Onlne 
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新型 コロ ナ に 挑む 


SPECIAL 
REPORT 


対談 〇 COVID-19 に よる 肺炎 の 実像 に 


[ コロ ナ 肺 炎 カ 


は 回 避 で きる 


これ まで 250 人 奈 り の 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 (COVID-19) 患者 を 受け 入れ て き 
た 国立 国際 医療 研究 セン ター で 第 四 呼 吸 器 内 科 医長 を 務め る 泉 信 有 氏 と 、」CHO 東 
京山 手 メ ディ カル セン ター の 徳田 均 氏 の オン ライ ン 対 談 で す 。 前 回 の 診断 編 に 続き 、 
今回 は COVID-19 治 療 の 最前 線 に つい て 、 国立 国際 医療 研究 セン ター が これ まで に 
(8 月 18 日 に 収録 、 文 中 敬称 略 ) 


蓄積 し た 経験 知 に 徳田 氏 が 迫り ます 。 


徳田 8 月 頭 に 、 国立 国際 医 療 研究 セ 
ンタ ー が 国内 の 新型 コロ ナウ イル ス 感 
染 症 (COVID-19) 患者 レジ スト リ 研 
究 の 中 間 解 析 結果 を 公表 し て いま す 。 
全国 227 施設 の 入院 症例 2638 例 が 対 
象 で 、 入院 経過 中 に 酸素 投与 が 不要 
だ っ た 軽症 者 は 60 %、 挿管 や ECMO 
(体外 式 膜 型 人 工 肺 ) が 必要 だ っ た 患 


徳田 均 g 
]CHO 東 京山 手 メ ディ カル 
セン ター 

1973 年 東京 大 卒 。 開 究 会 
付属 病院 ( 現 、 が ん 研 有明 
病院 ) な ど を 経て 、 1991 年 
より 社会 保険 中 央 総合 病院 
( 現 、JCHO 東京 山手 メデ ィ 
カル セン ター) 呼 遇 器 内 科 
部 長 。 (写真: 秋元 
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者 は 8.5%。 入院 時 重症 だ っ た 愚 者 ( 酸 
素 投与 が 必要 な ど ) は 、5 人 に 1 人 以上 
が 挿管 や ECMO を 必要 と し た も の の 、 
非 重 症 者 で は 2 % 未 満 で し た ( 図 1)。 
重症 化 は 圧倒 的 に 高齢 者 で 多い こと 
も 示さ れ ま し た ( 図 2)。 

併存 疾患 と し て は 、 こ れ ま で 言わ れ 
て きた 心血 管 障害 や 高血圧 、 糖尿 病 、 


人 迫る [治療 編 】 


\ 忍 変 し て 挿管 」 


肥満 に 加え て 、COPD 以 外 の 慢性 肺 
疾患 が 挙げ られ まし た が ( 表 1)、 これ 
は 愉 体 的 に どの よう な 疾患 で すか 。 

泉 我々 の 経験 で は 、COPD 以 外 は 
全て 気管 支 喘 息 で し た 。 た だ し 、 喘 
息 の 合 億 が 重症 化 に 関与 し て いる イ 
メー ジ は あま りな か っ た で す 。 

徳田 米国 疾病 管理 予防 セン ター 


泉 信 有 g 
国立 国際 医療 研究 セン ター 
第 四 呼 問 内 科 医長 

1993 年 熊本 大 卒 。 1999 年 
に 東京 大 で 医学 情 士 を 取得 。 
京 大 呼吸 器 内 科 助手 な ど 
を 経て 、2008 年 より 現職 。 


ら wattana / Adobe Stock、6Romolo Tavanl / Adobe Stock 


(CDC) は 、 喘息 は 重症 化 の リス ク 因 
子 に な る と し て いま す が 、 国 内 か ら は 
逆 の 報告 が 出 て いま す 。 も う 少 し 症例 
の 菩 積 が 必要 そう で す 。 

泉 は い 。 一 方 で COPD 患 者 で は 、 
すり ガラ ス 陰 影 が 一 気 に 広がり 酸素 
化 が 悪化 する 症例 を 多数 経験 し て い 
ます 。 そもそも 呼吸 器 の 予備 能 が 限 
られ る こと も あり 、 酸素 投与 が 必要 に 
な りや すい と 感じ て いま す 。 肥満 は 、 
HBMI が 30 を 超え る よう な 方 が 若年 で 
も 重症 化し や すい 印象 で す 。 我々 の 
施設 で 酸素 療法 、 特に 高 流量 の 酸素 
投与 が 必要 と な っ た 症例 は 、 ほとん ど 
が 精 尿 病 や 肥満 を 合併 し て いま し た 。 
徳田 味覚 ・ 史 覚 障害 に つい て は どう 
で すか 。 海外 で は 5 割 近く と 高 頻度 に 
合併 する と 報告 きれ て いま す が 、 今 回 
の 中 間 解 析 で は 、 味覚 障害 は 17.1%、 
喫 覚 障害 は 15.1% で し た 。 

泉 私 の 印象 で は 、 肺炎 の 重症 例 で 
は これ ら の 訴え は 少な いで す 。 軽症 
者 に 多い 訴え を な の で は な いか と すら 
感じ て いま す 。 海外 か ら ゃ その よう な 
論文 が 出 て いま す (DOI: 10.1002/ 
alr.22592 Epub 2020 Jun 7.)。 

徳田 今回 の 国内 入院 症例 の 中 間 
解析 で は 、 全体 の 死亡 率 は 75 % で 、 
英国 26 %、 米国 ニュ ー ヨ ー ク 州 21 一 
24%、 中国 28% に 比べ て 圧倒 的 に 低 
いで すね 。 この 要因 は 何で し ょ うか 。 
泉 入院 患者 の 転 帰 に 差 が ある の 
は 、 医療 技術 の 差 と いう より は 医療 へ 
の アク セス の 差 が 影響 し て いる よう に 
思い ます 。 2009 年 の 新型 イン フル エ 
ン ザ の と きゃ 、 米国 で は 発症 し て も 保 
険 制度 の 関係 な ど で 医 療 機関 を 容易 
に は 受診 で き な い 状況 で し た 。 日 本 
は 国民 の 意識 が 高く 、 医療 機関 に も 
速やか に アク セ モス で きま す 。 新型 イン 
フル エン ザ に お いて 日 本 の 死亡 率 は 


還 1 入院 後 最悪 時 の 状態 の 内 訳 
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※ 酸素 投与 ・ 人 工 呼 吸 器 管理 ・SpO> 94 % 以 下 ・ 呼 吸 回 数 24 回 / 分 以上 
※※ ECMO 導 入 は 全体 の 1.2% 


(厚生 労働 省 科 学研 究 費 「COVID-19 に 関す る レジ スト リ 研 究 ] の 中 間 報 告 を 一 部 改変 、 図 2、 表 1 と も ) 


図 2 入院 後 最悪 時 の 状態 の 年 代 分 布 
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海外 に 比べ て 格段 に 低かっ た 、 その 
要因 の 一 つと し て 医療 アク セス の 差 が 
ある と いわ れ て いま す 。 

徳田 入院 し て か ら 亡 く な る まで 、 初 
期 の イタ リア な ど は 平均 1 週間 程度 で 
あっ た と いわ れ 、 欧米 で は 重症 に な っ 
て か ら 担 ぎ 込 まれ る 例 が 多かっ た の 
で は な いか と 思い ます 。 

泉 当 院 に か か りつ け の 米国 人 患者 
の 中 に は 、 自国 で 新型 コロ ナ に な っ て 
も 病院 に か か れ な い の で 、 日 本 に いて 
よかっ た と 話さ れる 方 も いま し た 。 
徳田 死亡 率 に は 医療 文化 の 差 が 影 
響 し て いる 可能 性 が 大 きい と いう の は 
綱 得 の いく 話 で す 。 


凝固 療法 も 積極 的 に 併用 


徳田 と ころ で 、 重症 化 の 要因 と し て 
は 、 肺 血栓 案 栓 症 の 関与 が 指摘 され 
て いま すね 。 

泉 当 院 で は 、 こ れ ま で 約 250 症 例 
を 診 て お り 、 疑い 例 に は 臣 踏 な く 造 
形 CT を 行っ て いま す が 、 血栓 塞栓 症 
で 重 篤 化 し た 症例 は 一 例 も あり ませ 
ん 。 死亡 例 は 皆 、 肺炎 が 重 篤 化 し て 
びまん 性 肺 胞 障害 (diffuse alveolar 
damage : DAD) を 生じ 、 呼 吸 不全 で 
亡くな っ て いま す 。 

徳田 それ は 驚き で すね 。 ド イツ で は 
着 検 例 で 高 率 に 肺 の 血栓 人 栓 症 が み 
つか り 、 それ が 死因 に 関わ っ て いた と 
きれ て いま す 。 日 本 人 と 欧米 人 と で は 
血栓 形成 の 起こ りや すさ が 違う と は 
以前 か ら 言わ れ て きま し た 。 その 表れ 
で し ょ うか 。 

泉 ウイ ルス に よる 内 膜 障害 で 凝固 
障害 が 竜 起 きれ 、 さ ら に 秋 症 が 増強 
され る 可能 性 が ある た め 、 我々 は 、D 
ダイ マー 上 昇 例 に は 抗 凝固 薬 ( ヘ パ 
リン を 中 心 、 出血 傾向 が ある 場合 は 
DOAC に 切り 替え ) を 併用 し て いま 
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表 1 国内 レジ スト リ で 示さ れ た 重症 化 
に 関連 する 併存 疾患 


うっ 血性 心不全 


COPD 


慢性 肪 括 悪 。 
(COPD 以 外 ) 


す 。 具体 的 に は 、D ダ イマ ー が 5 z g/ 
mL 以上 、 も し く は D ダイ マー が 2 っ 3 
rg/mL 程度 で も 、 酸素 投与 が 必要 
で 増悪 し そう な すり ガラ ス 陰 影 を 認め 
る 患者 に は 、 早め に 抗 凝 固 療法 を 佐 
用 し て いま す 。 比較 デー タ が な い の で 
推測 で し か あり ませ ん が 、 早め に 抗 族 
固 療 法 を 併用 する こと で 、 血栓 塞栓 
症 を 予防 で き て いる 可能 性 は ある と 
思っ て いま す 。 
徳田 人 種 的 な 差 や 医療 アク セス の 
差 に 加え 、 医療 の 内 容 の 差 、 日 本 に お 
ける きめ 細か な 対応 が 、 疾 串 そ の も の 
の 経過 を 変え 得る と いう こと か も し れ 
ませ ん ね 。 海外 の デー タ を その まま 日 
本 に 持っ て くる べき で は な いと いう 根 
拠 に も な り ま すね 。 

臨床 検査 値 で 重症 化 の 予測 に 役 
立つ 項目 は あり ます か 。 これ まで に 、 
CRP、 リン パ 球 、 フェ リ チ ン 、 LDH、D 
ダイ マー な ど が 挙げ られ て いま す が 。 
泉 その 5 項目 は いつ も 気 に か け て 
いま す 。 D ダイ マー は 抗 凝 固 療法 の 指 
標 に な り 、LDH は 肺 障害 を 反映 し て 
いる と 考え て いま す 。 リン パ 球 が 低下 
し て いる 症例 は 多く 、 リ ン パ 球 が 上 昇 


し て くる と 「 山 を 越え た な 」 と 安心 し ま 
す 。 フェ リ チ ン や CRP は 和 炎症 の 指標 と 
し て いま す 。 

徳田 リン パ 球 が な ぜ 減 少 す る の か 
は 、 大 き な 謎 で す よ ね 。 

泉 当初 は 、 ウ イル ス 血 症 を 反映 し て 
リン パ 球 が 減る の か と 考え て いま し た 
が 、 PCR に よる ウイ ルス の 半 定 量 値 と 
リン パ 球 数 に 相関 は な さそ う で す 。 


急変 の 本 当 の 意味 は ? 


徳田 画像 検査 に 加え 、 血 溢 検査 を 
うま く 活 用 し な が らき め 細 か く 診 療 き 
れ て いる こと が よく 分 か り ま し た 。 と 
ころ で 、 COVID-19 で は 、 症状 が 軽微 
な 場合 で も 、 7 一 10 日 目 に 急激 な 悪化 
を 生じ る こと が ある と いわ れ て いま す 
ね 。 「 昨 日 まで 元気 だ っ た の に 急変 し 
て 挿管 が 必要 に な っ た 」 と いう 話 で 
す 。 その 理由 と し て は 、 実際 に は 肺炎 
が 徐々 に 進行 し て いる が それ が 分 か 
ら な か っ た 場合 と 、 実際 に 肺 病変 が 
急激 に 進行 する 場合 の 2 つが 考え ら 
れ ま す が 、 先 生 は どう お 考え で すか 。 
泉 ある 時 点 か ら 肺 病変 が 加速 度 的 
に 悪化 し て いる 可能 性 は あり ます 。 た 
だ それ で も 、 酸素 飽和 度 の 評価 を きち 
ん と 行っ て いれ ば 、 呼吸 状態 が 悪化 
する 愚者 は 拾い 上 げ ら れ ま す 。 

その た め に 重要 な の は 、 SpOz の 測 
り 方 で す 。 昨今 、 パ ルス オキ シメ ー タ ー 
が 軽症 者 用 の 宿泊 施設 に 配置 され て 
いる と 聞き ます が 、 安静 時 だ け の 測定 
で は 不 十 分 で 、 そ れ だ け で は 、「 昨 日 
まで 元気 だ っ た の に 急変 し て 挿管 」 と 
いう 事態 は 生じ 得る と 思い ます 。 トイ 
レ に 行っ た 後 な どの 労作 後 の 評価 を 
併せ て 行う こと で 酸素 化 能 の 低下 を 
正しく 把握 で き 、 こ の よう な 工夫 で 、 
呼吸 状態 が 悪化 し て き て いる 愚者 を 、 
重症 化 前 に 把握 する こと は 十分 可能 


図 3 COVID-19 へ の レム デシ ビル 投与 に よる 回 復 率 比 の サブ グル ー プ 解析 


地域 別 ! 

北米 844 | ューーーー つ 1.33(1.11-1.59) 

欧州 163 ューーーーー ーー 一 ーー 1.40 (0.90-2.16) 

アウ アデ 52 ーーー ーーーーーーー タ ーー ーー ユ 1.20(0.65-2.22) 
人 柱 

自 人 563 | エーーー 1.39(1.12-1.73) 

黒人 219 ーーーー*ーーーー・ 1.14(0.81-1.61) 

その 他 143 | ューーーーーーーーーーー コ 1.89(1.15-3.10) 
民族 グル ー プ i 

ヒス パニ ッ ク ・ ラ テン 系 247 ょ ォ ーーーーーe ーー 1.23(0.88-1.72) 

非 ヒス パニ ッ ク ・ ラ テン 系 748 | エーーー 1.33(1.10-1.61) 
年 齢 H 

18 歳 以上 40 歳 未 潤 119 ! ーーーーーー マ ーーーー+ 2.03(1.31-3.15) 

40 歳 以上 65 歳 示 油 558 ーーーー」 1.16 (0.94-1.44) 

65 歳 以上 382 ーーーー*ーーー・ 1.37(1.02-1.83) 
性 別 

男性 682 ーーーーーー 1.31 (1.07-1.59) 

女性 37Z7 ーーーー マ ーーー 1.38 (1.05-1.81) 
症状 継続 期間 

10 日 以下 664 ーーー デ ーー 1.28(1.05-1.57) 

10 日 超 380 ューーー ャ ーー 1.38 (1.05-1.81) 
ペー スラ イン に お ける 陣 床 的 重症 度 H 

4 (酸素 投与 な し ) 127 ューーーーー*ーーーーーー 1.38 (0.94.2.03) 

5 (酸素 投与 あり ) 421 ェ ーーーーー・ 1.47 17-1.84) 


6 (ネー ザル ハイ フロ ー や 非 侵 台 性 陽 圧 換気 あり ) 197 


7 (人 工 呼 吸 も し く は ECMO あり ) 


(出典 : DOI: 10.1056/NEIAoa2007764) 


で す 。 当 科 で は 、 ある 時 突然 、 急変 し 
て 挿管 が 必要 に な る と いう 症例 は こ 
れ ま で あり ませ ん 。 

徳田 SpO0z の 正しい 評価 で 「 急 変 」 
は 早期 に 発見 し 得る と いう こと で す 
ね 。 安静 時 の み の 評価 で は 酸素 化 陸 
害 を 十分 検出 で き な い の で 、 労作 後 
の 評価 も 併せ 行う べき で ある と いう こ 
と は 、 呼 吸 器 を 専門 と し な い 先 生 方 も 
ぜひ 銘 記 し て ほし いこ と で す 。 

徳田 いよ いよ 治療 の 実際 に つい て 
お 伺い し た いと 思い ます 。 まず 、 酸素 


1.20(0.79-1.81) 
0.95 (0.64-1.42) 


T 
2.0 3.0 4.0 


プラ セ ポ 優位 


補給 方 法 に つい て お 伺い し ます 。 ネー 
ザル ハイ フロ ー や 非 侵襲 性 陽 圧 換 
気 (NIPPV) の 有用 性 は 一 時 的 で あ 
り 、 結局 は 挿 符 に いた る と いう 米国 か 
ら の 論説 が BMJ に 出さ れ て いま す が 
(doi:10.1136/bmj.m1786.)、 泉 先生 
は どう 考え ます か 。 


ネー ザル や NIPPV を 活用 


泉 ネー ザル ハイ フロ ー や NIPPV で 
持ち こたえ る 愚 者 は た くさ ん いま す 。 
確か に 、 これ ら で は 足り ず に 気管 挿管 


レム デシ ビル 優位 


が 必要 に な る ケー ス は 存在 し ます が 、 
それ は ご くわ ず か で す 。 現在 、 我々 * の 
目標 は 、「 挿 管 を 避け る ] こと で す 。 挿 
管 す れ ば それ だ け で 治療 は 長引き ま 
すし 、 合 併 症 の リス ク が 上 が り ま す 。 
すぐ 抜管 で きる だ ろう と 思っ て 挿管 し 
た 患者 で も な か な か 抜 常 で き な い と 
いう こと も 多々 あり ます 。 その た め 、 で 
きる だ け 挿 管 を 避け た いと 考え 、 ネー 
ザル ハイ フロ ー や NIPPV を 積極 的 に 
用 いて いま す 。 

ネー ザル ハイ フロ ー や NIPPV で は 
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エア ロ ゾ ル が 発生 する た め 、 気 管 挿管 
に 比べ て 院内 感 玉 り リス ク が 高い と 考 
えら れ て お り 、4 月 上 旬 ご ろ ま で は 、 そ 
の 使用 を 少し 牙 路 し まし た が 、 医療 側 
も N95 マ スク を は じ め と し た 個人 防御 
具 (PPE) の 使用 な ど で 院内 感染 は 
回 施し 得る と 考え 、 積 板 的 に 使用 する 
よう に な り ま し た 。 さら に 、 HEPA フィ 
ルター 付き の 衝立 (パーテ ーション ) 
を うま く 活 用 し て 、 患者 の ベッ ド 上 に 
空気 の 流れ を 作る と いう 対策 も 行っ 
て いま す 。 これ ら の 対策 に より 、 当 院 
で は 院内 感染 は 出 て いま せん 。 

徳田 挿 常 せ ず に 済 な の で あれ ば 、 
そん な に いい こと は あり ませ ん ね 。 か 
つ 、 メ ディ カル スタ ッ フ の 感染 者 が ゼ 
ロ と いう の は 素晴らし い 。 ECMO は ど 
う で すか 。 挿管 も そう で すし 、ECMO 
導入 を 減ら すこ と も 大 切 で すね 。 

泉 ECMO 導 入 は 、 当 科 で は これ まで 
いま せん し 、 当 院 全体 で 6 人 程度 だ っ 
た と 思い ます 。 ECMO を 行う と な る と 、 
医療 スタ ッ フ も 多数 必要 で 、 負担 も 大 
きい の で 、 で きる だ け 避 けた いと ころ で 
す 。 肺 保護 の 観点 か ら 、ECMO の 適応 
を 早め に 見 極め る こと は 重要 で す が 、 
挿 簿 に な っ て も ECMO が 必要 に な ら な 
いよ うな 対応 、 そ も そ も 挿 管 に な ら ず に 
済む た め の 介入 が 重要 だ と 思い ます 。 
ステ ロイ ド を 軸 に 治療 

徳田 挿管 を 回 避 し つつ 、 ど ん な 治療 
を 行っ て いる の で すか 。 

泉 抗 ウ イル ス 薬 で も る レム デシ ビル 
や アビ ガン に 関す る 了 臨床 研究 に 参加 
し て いま す が 、 正直 な と ころ 、 解熱 、 
酸素 化 の 改善 な どの 臨床 効果 を 実感 
で きた 症例 は これ まで あり ませ ん 。 実 
際 、 NEJM に 掲載 され た レム デシ ビル 


に 関す る 了 臨床 研究 の 結果 で は 、 そ も そ 
も アジ ア 人 で プラ セ ボ と の 有意 差 を 示 
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せ て いま せん ( 図 3) 。 医療 セッ ティ ン 
グ の 培い が 影響 し て いる の か も し れ 
ませ ん が 、 実際 に 投与 し て みて も 、 あ 
まり 効果 を 感じ た な いと いう の が 率直 な 
感想 で す 。 た だ 、 免疫 抑制 薬 を 使用 し 
て いる よう な 免疫 低下 状態 の 患者 で 、 
長期 に わた る ウイ ルス 感染 の 持続 が 
示唆 され る 症例 で は 抗 ウ イル ス 楽 は 
大 き な 意味 を 持つ か も し れ ま せん 。 

その 一 方 で 、 抗 炎 症 薬 だ け で 治癒 
し た 症例 も 出 て き て いま す 。 そ の た め 、 
ステ ロイ ド を 軸 と し た 抗 炎 症 治療 を 積 
極 的 に 実施 し て い ます 。 
徳田 な る ほど 。 重症 化 に は サイ トカ 
イン スト ー ム が 強く 関わ っ て いる と 言 
われ て いま す の で 、 や は り 炎 症 を 抑え 
る 治療 が 重要 に な り そ う で す 。 デキ サ 
メタ ゾン の 有効 性 が 国際 的 に 認知 さ 
れ た こと は 抗 炎 症 治療 の 有効 性 を 知 
らし め る も の で し た ね ( 図 4) 。 
泉 は い 。 我々 は 2 月 の ダイ ヤ モ ン ド ・ 
プリ ン セ ス 号 の 頃 か ら 、 ス テロ イド を 
使用 し て いま す 。 それ が エビ デン ス と 
し て 示さ れ た こと を うれ し く 思 っ て い 
ます 。 た だ 、 この 研究 成果 に は 注意 点 
が ある と も 考え て いま す 。 

デキ サメ タ ゾ ン の 有効 性 は 示さ れ 
た も の の 、 死亡 率 を 3 分 の 1 に 減ら し 
た の み で あり 、 臨床 の 現場 で は まだ ま 
だ 不 十分 な 成果 で す 。 この 研究 で は 
1 日 投与 量 6mg で す が 、 我々 は これ 
まで の 経験 か ら 、 酸素 雷 要 量 が 急速 
に 増加 し て くる よう な 急性 期 の 症例 で 
は 、 それで は 不 十分 な 場合 が 多々 あ 
る と 考え て いま す 。 我々 は メチ ルプ レ 
ドニ ゾロ ン 1mg/kg を 使用 し て いま す 
し 、 それ で も 効果 が 不 十 分 で 追加 が 
必要 と 判断 し た 際 は 、 十 分 に 症例 を 
選ん だ 上 で パル ス 療 法 (ソル ・ メ ドロ ー 
ル で 500mg/ 日 程度 ) も 行っ て いま す 。 

実は 、 2 月 頃 は 診療 科 内 で も ステ ロ 


イド 使用 に 対し て 懐 妖 的 な 意見 が 少 
な く あ り ま せん で し た 。 早い 時 期 に 
WHO が 臨床 研究 以外 で の 使用 を 推 
美 し な いと 声明 を 出し た た めで す 。 し 
か し 合併 症 が 生じ る リス ク が 高い 高 
人 齢 者 で 、 挿管 を 避け る た め に ステ ロイ 
ド を 用 いた と ころ 、 感 上 染 症 の 悪化 や 合 
併 症 も な く 挿 管 回 避 を 達成 で きま し 
た 。 こ れ を 皮切り に 、 肺 を 中 心 と し た 
炎症 を 早く 抑え る た め に 、 必要 な 量 の 
ステ ロイ ド を 早く 使用 し よう と いう 意 
識 に な り 、 患 者 の 状況 に 応じ て 高 用 量 
を 用 いる こと も 安全 で ある と の 経験 を 
積み 重ね て いる と ころ で す 。 

大 量 の ステ ロイ ド を 使用 し て も 炎症 
を 抑え て 挿管 を 予防 し よう 、 も し く は 
挿管 に な っ た 患者 で あっ て も ステ ロイ 
ド を 軸 と し た 抗 炎 症 療法 で 肺 局所 の 
炎症 を 制御 し 、 抜 簿 に も っ て こよ うと 
いう 流れ に な っ て いま す 。 逆 に ステ ロ 
イド を うま く 使 わな いと 、 挿管 症 例 が 
増え る の で は と の 危機 感 も あり ます 。 

実際 、 ステ ロイ ド 療 法 を し っ か り 行 
うと 、 酸素 化 の 数 値 は 改善 し 、 陰影 も 
軽減 し て 、 LDH、D ダイ マー が 下がり 、 
熱 が 下がり 食事 が で きる よう に な る 。 
弱っ て ぐっ た り し て いた 愚者 が 起き 上 
が っ て 食事 が で き 、 ア ルプ ミン も 上 昇 
し て くる 。 症状 の 緩和 は 明らか で す 。 
徳田 な る ほど 、 思い 切っ た 抗 炎症 治 
療 が 必要 と いう こと で すね 。 病気 の 
機 序 が サイ トカ イン スト ー ム で あれ ば 
ステ ロイ ド は 理論 的 に も 絶対 使う べき 
だ と 思っ て いま し た が 、 現場 で 既に 活 
用 し て 成果 を 挙げ ば て いる と いう お 話 
を お 伺い し て 心強く 思い ます 。 

ステ ロイ ド の 使用 に つい て は 、 当 
初 、 コロ ナ 肺 衝 か ら の 回 復 に 必要 な リ 
ン パ 球 の 回 復 を 妨げ る 、 また 血栓 形 
成 や 感染 症 の リス ク が ある と し て 慎重 
な 意見 が あっ た の で す が 、 そ の 一 方 


で 中 国 か ら メ チル プレ ドニ ゾロ ン の 有 
効 性 が 幾つ か 報告 きれ て いま す 。 ま 
た 、 わが 国 の 臨床 の 現場 か ら は 、 ステ 
ロイ ド を 積極 的 に 使用 し て 良い 結果 を 
得 た と の 症例 報告 が 日 本 感 菜 症 学会 
の ホー ムペ ー ジ の COVID-19 症例 報 
告 欄 に 多数 寄せ られ て いま す 。 

第 3 相 試 験 で 上 乗せ 効果 が 示さ れ 
な か っ た 、 抗 イン ター ロイ キン 6 受容 
体 抗体 トシ リズ マブ (商品 名 アク テム 
ラ ) に つい て は どう お 考え で すか 。 

泉 少数 例 経験 が あり 、 も し か し た ら 
ステ ロイ ド よ り も 切れ 味 は いい か も し 
れ な いと 感じ て いま す 。 フ ェ リ チン の 
下がり 方 も そう で す が 、 CT 画像 上 も 
虚脱 や 索 状 能 な ど 、 い わ ゆ る 線維 化 
陰影 を 残さ きず に 消 退 する 症例 を 経験 
し まし た 。 副作用 も 少な い 印 象 で す 。 
現在 、 抗 炎症 治療 の 中 心 は ステ ロイ 
ド で 、1mg/kg で 効果 が 限ら れ な い 場 
合 は 、 症 例 を 選び な が ら パ ルス 療法 を 
用 いて いま す 。 今後 、 そ の 際 の 選択 肢 
に トシ リズ マ プ も 加わ っ て くる 可能 性 
は ある の で は な いか と 考え て いま す 。 
徳田 抗菌 薬 の 併用 に つい て は どう 
お 考え で すか ? 
泉 気管 挿管 な ど を 行い 、 療 か ら 
有意 な 細菌 が 検出 され た 症例 に は 投 
与 し て いま す が 、 それ 以外 で は 抗 菌 
は ルー チン に 使用 し て いま せん 。 
徳田 イン フル エン ザ の 場合 は 、 細 
歯 感染 が 合併 し や すい こと が よく 知 
られ て お り 、 約 100 年 前 の スペ イン イ 
ン フ ル エ ン ザ で は 、 続発 性 細菌 性 肺 
炎 が 大 き な 死 因 だ っ た よう で す が 、 
COVID -19 で は 全く 違う の で すね 。 
泉 COVID-19 に 対し て は 、 抗 炎症 治 
療 が 主軸 に な る と いう の が 、 こ れ ま で 
に 得 た 経験 に 基づく 治療 戦略 で す 。 

後遺 症 と し て いろ いろ 指摘 きれ て い 

ます が 、 その 一 つ に 息苦し き が あり ま 


較 4 人 工 呼 吸 器 を 要 し た 上 患者 に 対す る デキ サメ タ ゾ ン 上 乗せ に よる 死亡 率 減少 効果 
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す 。 私 は この 一 部 は 登 質 化 肺炎 (OP) 
で は な いか と 考え て いま す 。 

コロ ナ 肺 炎 の 炎症 を ステ ロイ ド な ど 
で し っ か り 抑 える こと は 生命 予後 を 改 
善 する だ け で は な く 、 痕 化 、 器質 化 
を 最小 限 に する こと に つなが る と 思っ 
て いま す が 、 さ ら に 、 あ る 程度 、 器質 
化し た 肺 病変 に 対し て も 、 それ を 改善 
きせ る 効果 が あり そう で す 。 


抗 災 症 治療 は 後 遣 症 に も 効く !? 


発症 か ら 1 カ月 以上 経っ た 方 で 、 肺 
病変 が 悪化 し て くる 患者 が いま し た 。 
ウイ ルス は 陰性 化し た の で 、 在宅 林 素 
を 導入 し た 上 で の 退院 を 検討 し て い 
まし た 。 経 気管 支 凍 結 生 検 (クラ イオ 
バイ オプ シー) で 、 ウ イル ス 算 白 は 証 
明 で きず 、 病理 学 的 に OP を 確認 で き 
た た め 、 ス テロ イド バル ス 療 法 を 実施 
し まし た 。 その 粘 果 、 在宅 酸素 療法 が 
不要 な 状態 で 退院 で きま し た 。 

早め 早め の 抗 笑 症 療法 が 治療 で は 
重要 な の は も ちろ ん で す が 、 急 性 期 の 
み で な く 、1 カ 月 以上 経過 し た よう な 


デキ サメ タ ゾ ン 併 用 群 
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(出典 : DOI: 10.1056/NEIoa2021436) 


亜 急 性 期 で も 抗 炎 症 治療 に よっ て 患 
者 の 呼吸 機能 を 改善 し 得る 可能 性 を 
示せ た と 考え て いま す 。 

徳田 ウイ ルス が 検出 され な く な っ た 
時 点 で 治療 紹 耳 と する の で な く 、 後 貴 
症 が あれ ば その 病 上 を 解析 し て きち 
ん と 治療 すれ ば 、 肺 機能 の 回 復 、 加 者 
の QOL の 回 復 に つなが り 得 る と いう 
こと と 伺い まし た 。 

今 、 コロ ナ 肺 炎 の 新た な 問題 と し 
て 、 様々 な 後 遣 症 が か な り の 率 で 見 
られ る こと が 問題 に た な っ て いま す 。 
COVID-19 の 免疫 学 的 研究 で 有名 な 
米国 エー ル 大 学 教授 の 岩崎 明子 氏 が 
この 問題 に 言及 し 、 後 遺 症 は 免疫 機 
構 の 暴走 の 末 に 、 体内 に で きた 抗体 
が 自己 組織 を 攻撃 する 、 一 種 の 自己 
免疫 疾患 で は な いか と 述べ て いま す 。 
いずれ 解明 され て くる で し ょ う が 、 重 
症 コロ ナ 肺 秋 は 免 商 の 暴走 で ある こ 
と を 踏ま えて 、 その 暴走 を 最後 まで 制 
御 し て いく こと が 、 後遺 症 を 残さ き な い 
た め に も 、 あ る い は 残っ た 場合 に それ 
を 治し て いく た め に も 必要 そう で す 。 

@ 
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67 歳 男性 。 
供 忌 感 


以前 か ら 自 覚 し て いた 供 切 感 が 、 2 日 前 に 増 
悪し た 。2 日 前 まで 食事 や 服薬 は で きた が 、 
前 日 か ら 食 事 が 取れ ず 、 ト イレ の 中 で 動け な 
く な っ た 。 半日 以上 た っ て か ら 妻 に 発見 さ 
れ 、 救急 車 で 名 古屋 第 二 赤十字 病院 の 救急 
外来 に 搬送 され た 。 


名 古屋 第 二 赤 十字 病院 症例 カン ファ レン ス 


症例 提示 : 野口 善 令 (総合 内 科 ) 
司会 : 篠田 和宏 (総合 内 科 ) 
出席 者 : 医学 生 A、B、C、 研 修 医 、D、E、F 


研修 医 、 医学 生 向け に 、 毎 週 木曜 日 に 開催 。 敷 急 外来 、 総 
合 内 科 の 受診 患者 を 題材 に 、 第 別 診断 を 考え 、 病歴 聴 取 、 
身体 診察 、 検 査 オ ー ダ ー を 正しく 効率 的 に 進め る た め の 
トレ ー ニ ング を 目的 と し て いる 。 


野口 修 怠 感 が 強く て 動け な いと いう 60 歳 代 男性 が 救急 
流 送 され まし た 。 来院 時 の バイ タル は 血圧 119778mmHzg、 
心拍 数 80 回 / 分 、 呼 吸 数 18 回 / 分 、 体温 39.4 で 、SpOs 
96 %( 室 内 気 ) で す 。 意識 レベ ル は 、 JCS (Japan Coma 
Scale) 1 -1 で し た 。 

篠田 病歴 で は 、 何 か ら 確 認 し まし ょ うか 。 

研修 医 D 動け な い の は 力 が 入り に くい た めで し ょ うか 。 
野口 筋力 低下 や 麻痺 は あり ませ ん 。 

研修 医 E 発見 され た 時 の 状況 は ? 

野口 奥さん が 、 前 日 の 夜 、 仕事 か ら 帰 宅 し た 際 に 夫 が ト 
イレ に 入っ て いる の は 確認 し た も の の 、 いつ も トイ レ が 長い 
の で 、 そ の まま 先 に 寝 て し まっ た そう で す 。 今朝 、 ト イレ で 
動け な く な っ て いた の で 救急 車 を 呼ん だ そう で す 。 
医学 生 A 主訴 の 修 宮 感 は いつ か ら 続い て いま すか 。 
野口 始ま り は は っ きり 覚え て いな いも の の 、 だ いぶ 前 か ら 
だ そう で す 。 ひど くだ る く な っ て きた の が 2 日 前 で 、 今朝 は 、 
トイ レ の 中 で 動け な く な っ て いま し た 。 

篠田 昨晩 か ら 今 朝 ま で ずっ と トイ レ の 中 に いた と いう こ 
と で すね 。 

医学 生 B 発 幸 が あり ます が 、 こ れ は いつ か ら で し ょ うか 。 
野口 自覚 は な く 、 来 院 時 の 体温 測定 で 分 か り ま し た 。 
医学 生 に C シッ クコ ンタ クト は あり ます か 。 

野口 特に あり ませ ん 。 

研修 医 D 鼻水 、 喉 の 痛み 、 咳 な ど 感冒 症状 は あり ます 
か 。 

野口 鼻汁 は 少し あり ます が 、 咽 頭痛 、 咳 は あり ませ ん 。 
医学 生 C 呼吸 困難 や 息切れ は あり ませ ん か 。 

野口 あり ませ ん 。 

研修 医 E 頻 尿 や 排尿 時 痛 な どの 沙 尿 器 系 の 症状 は ? 
野口 あり ませ ん 。 

研修 医 F 腹部 症状 は ? 

野口 腹痛 、 下 痢 ・ 忠 吐 も あり ませ ん 。 

医学 生 C どこ か 痛い と ころ は な いで し ょ うか 。 

野口 痛み の 訴え は あり ませ ん 。 

研修 医 E 悪寒 戦 作 は どう で し ょ う ? 

野口 あり ませ ん 。 

医学 生 B 外傷 歴 は ? 

野口 あり ませ ん 。 

篠田 自覚 症状 は 、 供 応 感 と 算 水 の み と い うこ と で すね 。 
研修 医 D 既往 歴 は ? 

野口 高血圧 、 糖尿病 、 頭 善 咽 頭 腫 で 5 年 ほど 前 に 手術 を 
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受け て いま す 。 

篠田 で は 、 服 用 薬 も 確認 し まし ょ う 。 

野口 アム ロジ ピン (ノル バス ク 他 )、 オ ル メ サル タン (オル 
メ テ ッ ク 他 )、 ポ ボノ プラ ザン フマル 酸 (タケ キャ ブ )、 レ ポチ 
ロキ シン ナトリウム 水 和 物 (チラ ー ヂ ン S) 、 ヒ と ドロ コル チ ゾ 
ン (コー トリ ル ) 、 フル ドロ コル チ ゾ ン 酢 酸 エ ステ ル (フロ リ 
ネフ ) 、 デ スモ プレ シン 酢酸 塩水 和 物 (ミニ リン メル ト )、 成 長 
ホル モン 製 剤 の し ュー マト ロー プ (一 般 名 ソ マ ト ロ ピン [ 直 伝 
子 組 換え ] ) で す 。 

研修 医 F 成長 ホル モン 、 抗 利尿 ホル モン 、 甲状腺 ホル モ 
ン 、 副腎 皮質 ステ ロイ ド を 補充 し て いる ん で すね 。 来院 前 
は 、 ち ゃ ん と 服用 で き て いた の で し ょ うか 。 

野口 異 さん の 話 で は 、 2 日 前 まで は 普通 に 食事 を し て 内 
服薬 も 飲ん で いた と いう こと で し た 。 前 日 か ら 食 べら れ な く 
な り 、 服用 も で き て いな か っ た よう で す 。 た だ し 、 救急 車 に 
乗る 前 に コー トリ ル と チラ ー ヂ ン S を 奥さん が 飲ま せ て いま 
し た 。 

研修 医 E 注射 薬 は 最後 に いつ 打ち まし た か 。 

野口 本 人 は 覚え て お ら ず 、 奥さん は 前 日 の 朝 だ ろう と 。 
篠田 次 は 身体 診察 に い ほ きま しょう 。 何 を 確認 し ます か 。 
医学 生 A 一 般 診 察 所 見 は ? 

野口 胸部 所 見 は 心音 、 呼 吸音 と も に は 異常 な し 。 腹部 は 
平坦 ・ 軟 で 圧痛 な し 。 

医学 生 B 口腔 や 眼 の 所 見 は ? 

野口 貧血 ・ 黄 手 な し 。 咽頭 発赤 、 白 苦 、 腫 肛 な し で す 。 
研修 医 F 関節 腫 服 や 圧痛 は あり ませ ん か 。 

野口 あり ませ ん 。 

医学 生 C 項 部 便 直 は あり ます か 。 

野口 あり ませ ん 。 

医学 生 甲状腺 腫 須 は ? 

野口 甲状腺 に 腫 腺 な し 、 圧 痛 な し 。 

医学 生 A 下 有 浮 腫 や 顕 静 脈 把 張 は 認め ませ ん か ? 
野口 魚 静 脈 怒 張 も 下 有 浮腫 も あり ませ ん 。 

医学 生 B アセ トン 臭 は あり ませ ん か 。 

野口 特異 的 な 口臭 は あり ませ ん で し た 。 

研修 医 F 皮膚 初見 は ? 

野口 大 腸 の 裏側 か ら 腎 部 に か け て 発赤 と 皮膚 剥離 を 認 
め ま し た 。 

篠田 お 尻 が 赤く な っ て 皮 が むけ て いた と いう こと で すね 。 
医学 生 A トイ レ に ずっ と 座っ て いた か ら ? 

篠田 便座 に ずっ と 座っ て いた た め に 、 圧迫 に よる 筋 挫滅 
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も し く は 低温 や けど を 生じ た と 考え られ ます 。 

篠田 満月 様 顔貌 は な いで すか ? 

野口 顔貌 は 普通 で 特に 異常 は 認め ませ ん で し た 。 

篠田 ここ まで を まとめ る と 、 67 歳男 性 が 修 師 感 で 動け な 
く な り 救 急 搬送 され た 。 傘 豆 感 は だ いぶ 前 か ら あ る が 、2 日 
前 に 増悪 。 2 日 前 まで は 普通 に 食事 を 取っ て いた が 、 前 日 か 
ら 食 事 が 取れ な く な り 、 薬 の 服用 も で き て いな い 。 来院 時 
の バイ タル は 、 高熱 は ある が 血圧 、 心 拍 、 呼 吸 数 に 乱れ は な 
く 、 身体 所 見 上 も 明らか な 異常 は な い 、 と いう こと で すね 。 


( ) 自生 状 は 強い 位 誠 感 と 鼻水 


篠田 で は 、 次 に 和 鑑別 診断 を 挙げ て み ま し ょ う 。 

研修 医 E 何ら か の 感染 症 。 

篠田 具体 的 に は ? 

研修 医 E 尿 路 感染 症 、 肺 炎 な ど 気 道 感染 症 、 胆 道 感染 症 
な ど コ モン な 感染 症 で も 、 臓器 症状 に 乏しく 動け な いと か 
衰 識 し た よう に な る の は 高齢 者 で は ある と 思い ます 。 あと 
は 結核 や 感 菜 性 心 内 膜 炎 な ども 。 

研修 医 F 同じ 理由 で 心筋 梗塞 や 心不全 も 除外 し た い 。 
医学 生 B DKA( 醒 尿 病 性 ケト アシ ドー シス ) 、HHS ( 高 浸 
遊 圧 性 高 血 糖 状態 )、 低 血糖 。 

研修 医 E 外傷 歴 は な いよ う で す が 、 筋 力 低下 が な い の に 
動け な いこ と か ら 慢 人 性 硬 膜 外 血腫 。 筋力 低下 は あっ た が 
軽快 し た と 考え れ ば 周期 性 四股 麻痺 。 低 カ リウ ム 血 症 。 
篠田 それ ら だ と 発熱 と 傘 人 怠 感 を 説明 で きる か な ? 
研修 医 C 劇 症 肝炎 。 

研修 医 D ステ ロイ ド 補 充 中 な の で 副腎 クリ ー ゼ も 。 
篠田 で は 、 次 。 ルー ティ ン の 検査 に 追加 し た い 検 査 は あ 
り ま すか 。 
医学 生 A 
医学 生 B 
研修 医 F 
いで す 。 
研修 医 E コモ ン な 感 菜 症 は 確認 し て 除外 する 必要 が ある 
と 思い ます 。 

野口 で は 、 検 査 結果 で す 。 

篠田 Hb 17g/dL、Ht 51.7 %、 血 清 ク レア チ ニ ン 1.75mg/ 
dL、 BUN 24.5mg/dL と 血液 濃 乏 が あり 脱水 気味 。 白 血 
球 は 7600/L と 基準 範囲 内 で す が 、 CRP は 17.41mg/dL 
と 上 昇 し て いま す 。 CK (1682 IU/L) の 上 昇 は 筋 挫滅 の た 


特に 電解 質 を 。 
血液 培養 を 3 モット 、 あと 尿 培 養 も 。 
心筋 梗塞 の 除外 目的 で 心電図 は 早め に 取り た 


めで し ょ う 。 
研修 医 尿 検査 で は 、 白 血球 尿 は 認め ませ ん 。 ケト ン 体 定 
性 が 1+ で す が 、 最近 食事 が 取れ て いな か っ た こと を 反映 
し て いる の で し ょ うか 。 
篠田 DKA で あれ ば 通常 、 尿 ケ トン は も う 少 し 高い で し ょ 
う 。 1 日 飲ま ず 食わ ず だ と 1+ 程度 に は な り ま すね 。 また 、 
血糖 値 が 75mg/dL と 低め な の で DKA は 考え に くい 。 
野口 心電図 は 特異 的 な 異常 は な く 、 胸 部 線 で は 、 肺 
炎 、 心不全 を 示唆 する 所 見 は あり ませ ん 。 単純 CT 検査 で 
も 異常 所 見 は 見 つか ら ず 、 また 、 数 日 後に 得 た 結果 で す が 、 
血 流 塔 養 、 尿 培養 と も に 陰性 で し た 。 

患者 は 、 頭蓋 咽頭 腫 (下垂 体 周辺 ) の 手術 既往 が あり 、 
その 後 、 成長 ホル モン 、 抗 利尿 ホル モン 、 甲状腺 ホル モン 、 
副 菅 皮質 ステ ロイ ド の 補充 を 受け て いま し た 。 これ か ら 下 
垂体 機能 不全 を 原因 と する 二 次 性 (中 枢 性 ) の 副腎 不全 
が あっ た こと が 疑わ れ ま す 。 今回 、 少 な く と も 1 日 は 退 薬 が 
あっ た の で 、 副腎 クリ ー ゼ を まず 医 い まし た 。 内 分 泌 検査 
は ACTH (副腎 皮質 刺激 ホル モン ) が 2pg/mL (基準 範 
囲 7.2-63.3) と 非常 に 低く 、 血清 コル チ ゾ ー ル は 16.7/g 
dL (基準 範囲 4.4-21.1) で し た 。 救急 城 送 前 に コー トリ ル 
を 服用 し て いる の で 解釈 が 難し いで す が 、 コ ー ト リル 服用 
前 の 血清 コル チ ゾ ー ル は も っ と 低かっ た が 服用 後に 少し 上 
が っ て き て いる と 推測 し ます 。 軽度 の 副腎 不全 は 慢性 的 に 
あり そう で 、 そ れ が 以前 か ら あ っ た 修 怠 感 の 原因 だ と 推量 
され ます 。 TSH (甲状腺 刺激 ホル モン ) が 0.01z IU/mL 
未満 と 低い の は 、 中 枢 性 の 甲状腺 機能 低下 症 を 反映 し て 
いま す 。 

入院 させ 補 液 し つつ ステ ロイ ド を 邊 充 投与 し た と ころ 
翌日 に は 解熱 し て 修 怠 感 も 改善 し 、CRP も peak out し ま 
し た 。 この よう な 経過 か ら 、 副腎 クリ ー ゼ と 最終 診断 し ま 
し た 。 副腎 クリ ー ゼ の 原因 は 頭蓋 咽頭 腫 切除 の 影響 で 
生じ た 汎 下垂 体 機能 低下 症 で す 。 来院 時 、 シ ョ ッ ク 状 問 
と いえ る ほど の 血圧 低下 は あり ませ ん で し た が 、 普段 、2 
種類 飲ん で いる 降圧 薬 を 当日 飲ん で いな く て も 血圧 が 
119/78mmHg だ っ た の で 、 こ の 患者 と し て は 血圧 は 低め 
だ っ た の だ ろう と 考え ます 。 また 、 JCS は T-1 で し た が 、 複 
雑 な こと を うま く 表 現 で きず 、 軽い 意識 障害 も ああ っ た の だ ろ 
うと 思い ます 。 
研修 医 E 感 上 は あっ た の で し ょ うか 。 
野口 鼻汁 が あっ た こと か ら ウ イル ス 性 上 気道 笑 な ど 何 ら 
か の 感染 が きっ か け に な っ た 可能 性 は あり ます 。 ステ ロイ 


ド 補 充 投与 の み で 解熱 し 、CRP も peak out し て いる の で 、 
低温 や けど に よる 組織 障害 に よる 影響 で CRP が 上 昇 し て 
いた と 考え まし た 。 

副腎 不全 の 診断 は 、 血清 コル チ ゾ ー ル 値 か ら あ る 程度 見 
当 が 付き ます が 、 今 回 の ケー ス の よう に 、 来院 前 に 服用 し て 
いる と 、 コ ル チ ゾ ー ル が 基準 範囲 内 と な っ て し まう 場合 が 
あり ます 。 また 、 シ ョ ッ ク や 低 血 精 な ど 非常 に スト レス が か 
か っ た 状態 で は 、 コルチゾール が 誘導 分 泌 さ れる の で 高値 
に な る の が 正常 で す 。 その た め 、 スト レス 下 で 、 これが 基準 
範囲 内 の 場合 に は スト レス に 反応 で き て いな いと し て 副腎 
不全 を 医 う 必要 が あり ます 。 


結果 
副腎 クリ ー ゼ 、 
汎 下垂 体 機能 低下 症 


副腎 クリ ー ゼ は 、 慢性 副腎 不全 患者 な ど で 、 副腎 
機能 が スト レス に よる 銀 要 増 加 に 追い つか ず 、 副 臣 
皮質 ホル モン の 欠乏 が 急激 に 重症 化し て 意識 障害 、 
ショ ッ ク な ど を 来 し た 状態 で ある 。 症状 は 非 特異 的 
で 、 消 化 器 症状 (悪心 、 路 吐 、 腹 痛 ) 体温 異常 ( 発 熟 、 
時 に 低 体 温 )、 循環 器 症状 ( 低 血 圧 、 虚脱 、 シ ョ ッ ク 
状態 )、 意 識 障害 な ど が 組み 合わ さっ て 出現 する 。 

副腎 機能 低下 症 を 持つ 患者 で 強度 の 供 怠 感 の た 
め 、 起 き 上 が れ な い 、 だ る く て 動け な い 、 食事 が 一 切 
で き な い な どの 症状 が 出現 し た 場合 は 、 副腎 クリ ー 
ゼ を 強く 疑い 、 採血 後 、 直ちに ステ ロイ ド 補 充 を 開 
始 する 。 


POINT 

副腎 不全 を 有 し 、 ス テロ イド 
を 補充 され て いる 患者 で 低 皿 
圧 、 供 怠 感 、 食 思 不振 、 嘱 吐 、 


下痢 、 腹痛 、 原因 不明 の 発 


を 認め た 際 に は 副腎 
を 必ず 想起 する 。 


リー 


@ 
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ACP(Advance Care Pla 


nning) を 始め て みよ う ! 


誰 で も 明日 か ら ACP を 実践 で きる よう に な り ま す 


主 な 内 容 
四 圭 語 請 へ CP を 頭 と ハー ト で 理解 する 

ACP っ て 何で すか ? グ ACP の 理論 は 分 か っ た 、 で も どう や る の ? プ 本 人 に 
と っ て の 最善 の 考え 方 本 人 に と っ て の 最善 を どう 実現 する ? プ 意思 決 
定 能 力 っ て 何だ ろう 代弁 者 の 決め 方 情報 を つない で ACP の 実現 を 


大 ^CP を や っ て みる 
ACP の 進め 方 プ だ コ ミュ ニケ ーション の 基本 ノ 「 も し も の と き 」 に つい て 一 


緒 に 考え る 代弁 者 を 尋ね て 、 ど こま で 委ね た いか を 確認 する 代弁 者 
と 医療 選択 に つい て 話し 合う 


> 寺 国 |・ 右 @ 定 価 2.700 円 + 税 画 2020 年 4 月 27 昌 発行 
西川 満 則 ・ 大 城 京子 著 上 人 5 電 172 ペ ー ジ 画 ISBN 978-4.296.10600-4 


g 交 ティ カル 


の 好評 書籍 


こん な 困り ご と は あり ませ ん か ? 
k 本 人 の 意向 と 家族 の 希望 が ずれ て いる 
MM お すす め の 治 療 を 、 本 人 が 断 回 拒否 

慰 決め た こと を 忘れ て し まう 認知 症 へ の 対応 
尺 皆 、 本 人 第 一 な の に 、 チ ー ム 内 で 意見 対立 


ACP は 患者 ・ 利 用 者 さん と の 日 常 会 話 の 中 で 進め ます 
意思 形成 か ら 、 そ の 意思 実現 まで が ACP で す 


ン 
第 1 ステ ッ プ に つか な だ 
意思 形成 機械 に つなが れる の は 嫌 だ な 
回 
第 2 ステ ッ プ | 機械 に つなが れ た まま 、 最 期 を 迎え る 
意思 表明 の は 〇 〇 の 理由 で 嫌 
ーママ 
第 3 ステ ッ プ 内 ド 
意思 決定 心肺 菊 生 は 望ま な い 
由 
第 4 ステ ッ プ | 本 人 の 意向 に 沿い 
意思 実現 心肺 蘇生 を 行わ な い 穏やか な 最期 


医療 者 、 特に 病院 の 医療 者 は 、 その 人 の 長い 長い 人 生 の 、 ご く 
短い 時 間 を ご 一 緒 し て いる に すぎ ませ ん 。 し か し 、 短 い 時 間 で あっ 
て も 、 人 生 の 最終 段階 を どう 迎え た いか と いう 会 話 に よっ て 、 少し 
だ け 刀 者 ・ 利 用 者 さん の 価値 観 に 触れ や すく な り 、 それ が 人 生 の 
目標 に 沿っ た 医療 ・ ケ ア の 提供 に つなが る と 感じ て いま す 。 
ACP っ て 何かと いえ ば 、 患者 ・ 利 用 者 さん の 価値 観 を 尊重 し 、 そ の 
尊厳 を 保つ 活動 な の だ と 思い ます 。 (理論 編 よ り 引用 ) 


お 求め は 、 お 近く の 書店 、 イ ンタ ーネット か ら 、 今 すぐ どう ぞ ! 
https://nkbp.jp/nmbooks 


※ 各 薬 剤 の 詳し い 情報 は 日 経 メ ディ カル Online で ご 覧 くだ さい 。 
アク セス に は QR コー ド も し く は その 下 の URL を ご 活用 くだ さい 。 


アン ジオ テン シン 受容 体 ネ プリ ライ シン 阻害 薬 (ARNI) 


サク ビ ト リル バル サル タン 
隊 


エン レス ト 角 50mg、 同 錠 100mg、 同 錠 200mg 
(製造 販売 : ノ バル ティス ファ ー マ 、 提携 : 大 塚 製薬 ) 
Https:/nkbpJjp/33cLqf4 


服用 後 、 体 内 で サク ビ ト リル と ARB の バル サル タン 
に 解離 し て 作用 する 慢性 心不全 治療 薬 


サク ビ ト リル は ネプ リラ イシ ン を 阻害 する こと で 、 
利尿 作用 や 心 肥大 抑制 作用 を 示す 


2020 年 8 月 26 日 、 慢性 心不全 治療 薬 サ クビ トリ ル バ ル サ 
ル タ ン ナ トリ ウム 水 和 物 (商品 名 エン レス ト 錠 50mg、 同 錠 
100mg、 同 錠 200mg ) が 薬価 収載 と 同時 に 発売 され た 。 本 
薬 は 6 月 29 日 に 製造 販売 が 承認 され て いた 。 適応 は 「 慢 性 心 
不全 (た だ し 、 慢性 心不全 の 標準 的 な 治療 を 受け て いる 加 者 
に 限る )」、 用 法 用 量 は 「 成 人 に 1 回 50mg を 開始 用 量 と し て 1 
日 2 回 投与 。 忍 穴 性 が 認め られ る 場合 は 、 2 一 4 週間 間隔 で 段 
階 的 に 1 回 200mg ま で 増量 。 1 回 投与 時 は 50mg、 10mg ま 
た は 200mg と し 、 いずれ の 投与 量 に お いて も 1 日 2 回 投与 。 
な お 、 忍 容 性 に 応じ て 適 宣 減量 ] と な っ て いる 。 


抗 悪 性 腫瘍 薬 MET 阻 害 薬 


カプ マチ ニブ 


タブ レク タ 緯 150mg、 同 釧 200mg 
(製造 販 売 : ノバ ル テ ィ ス ファ ー マ ) 


上 
回 
https:/nkbpJjp/3hZFF7C 


MET 遺伝 子 変異 陽性 の 非 小 細 胞 肺 彰 を 治療 する 
2 番目 の MET 阻 害 薬 


MET チ ロ シ ン キナ ー ゼ を 介し た シグ ナル 伝達 を 阻害 
する こと で 、 睡 瘍 増殖 抑制 作用 を 発揮 する 


2020 年 8 月 26 日 、 抗 悪 性 麻 瘍 業 カ プ マ チ ニ ゴブ 塩酸 塩水 和 
物 (商品 名 タブ レク タ 錠 150mg、 同 錠 200mg) が 薬価 収載 と 
同時 に 発売 され た 。 本 薬 は 6 月 29 日 に 製造 販売 が 承認 され て 
いた 。 適応 は 「MET 遺 伝 子 エ クソ ン 14 ス キッ ピン グ 変 異 陽性 
の 切除 不能 な 進行 再発 の 非 小 細 胞 肺 彰 」、 用 法 用 暑 は 「 成 人 
に 1 回 400mg を 1 日 2 回 投与 。 な お 、 患者 の 状態 に より 適宜 
減量 ] と な っ て いる 。 


衣 導 打 楽 $ 


東京 恵 会 医科 大 学 附属 病 院 和 剤 部 北村 正樹 氏 


未 構 COMT 阻 害 薬 
オ ピ カ ポン 
当 回 癌 回 
オン ジェ ン テ ィ ス 錠 25mg 
(製造 販売 : 小野 薬品 工業 ) 回 


https:/nkbpJjp/3WvdRZ 


レボ トバ 製剤 と の 併用 で バー キン ソン 病 を 治療 する 
1 日 1 回 投与 の COMT 阻 害 薬 


未 欄 で レボ トバ の 代謝 を 阻害 する こと で 、 レボ トバ の 
脳 内 移行 を 効率 化す る 


2020 年 8 月 26 日 、 バー キン ソン 病 治 療 薬 オ ピカ ポン ( 商 
品名 オン ジェ ン テ ィ ス 釧 25mg) が 薬価 収載 と 同時 に 発売 さ 
れ た 。 本 薬 は 6 月 29 日 に 製造 販売 が 承認 され て いた 。 適応 
は 「 レ ポ ド バ ・ カ ルビ ド バ ま た は レポ ド バ ・ ベ ン セ ラジ ド と の 件 
用 に よる パー キン ソン 病 に お ける 症状 の 日 内 変動 (wearing- 
Of 現象 ) の 改善 」、 用 法 用 時 は 「 レ ボド バ ・ カ ルビ ド バ ま た は 
レポ ド バ ・ ベ ン セ ラジ ド と 併用 する 。 成人 に 1 日 1 回 25mg を 、 
レポ ド バ パ ・ カ ルビ ド パ ま た は レポ ド パ ・ ベ ン セ ラジ ド の 投与 前 
後 お よび 食事 の 前 後 1 時 間 以 上 あけ て 投与 ] と な っ て いる 。 


ヒト 化 抗 ヒ ト IL-23p19 モ ノ ク ロ ー ナ ル 抗 体 製剤 


チル ドラ キズ マブ 
イル ミア 皮下 注 100mg シ リン ジ 回 回 
(製造 販売 [ 臣 入 ] : サン ファ ー マ ) 回 


https:/nkbpJjp/35hUd2g 


乾 癖 を 治療 する 抗 ヒ ト IL-23p19 モ ノ ク ロ ー ナ ル 
抗体 


投与 間隔 が 12 週間 と 長く 、 既 存 の グセ ルク マブ 
(8 週間 隔 ) より も 患者 の 負担 が 少な い 


2020 年 9 月 23 日 、 乾 緒 治療 薬 チル ドラ キズ マブ (商品 名 イ 
ルミ ア 皮 下 注 100mg シ リン ジ ) が 発売 され た 。 本 薬 は 6 月 29 
日 に 製造 販売 が 承認 され 、8 月 26 日 に 薬価 収載 され て いた 。 適 
応 は 「 既 存 治療 で 効果 不 十分 な 尋常 性 乾 宅 」、 用 法 用 量 は 「 1 回 
100mg を 初回 、 4 週 後 、 以降 12 週間 間隔 で 皮下 投与 ] と な っ て 
いる 。 
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Nikkei Medical Information Guide で は 、 読 者 の 皆様 に 役立つ 
製品 ・ サ ービス に 関す る さま ざま な 情報 を 集中 的 に 掲載 し ます 。 


※Nikkei Medical Information Guide に 広告 掲載 を 希望 され る 場合 は 、 日 経 BP 医 療 メ ディ ア 広 告 部 (TEL.03-681 1-8036) 
まで お 問い 合わ せ 下 さい 。 


島根 県 医師 募集 | ドク ター 募集 情報 


一 歴史 ・ 文 化 ・ 自 然 豊か な 島根 で 
が 4 資料 請求 ・ 広 告 の お 申込 み は 、 
Re 株 式 会 社 日 産 社 医師 募集 担当 


これ まで 179 名 の 先生 に 赴任 いた 
谷 03-4531-6905 


E-Mail : doctor-career@nissansha.co.jp 


医師 の 求人 広 堂 は 、 日 経 メ ディ カル で !! 


に ニー 日 本 の 医師 界 を カバ ー す る 
も 影響 力 を 持つ メデ ィ ア の ひと つ で す 。 病院 、 診療 所 で 
に 折 わ 誠 ー 線 臨 床 医 が 読者 で す 。 


人 @ 日 経 メ ディ カル の 広告 閲覧 程度 (SA) 


医師 的 へ い 人 数: 27 名 | 。 き 


専任 スタ ッ フ (医師 ) が 全国 どこ へ で も 
休日 、 夜 間 を 問わ ず 出 張 相談 に 伺い ます 
の で 、 お 気軽 に お 問 合 わ せく だ さい 。 
人 @ 地 域 医療 視察 ツア ー 参 加 者 募集 人 
将来 、 島 根 県 で の 勤務 を ご 希望 の 医師 と 
その 家族 を 対象 に 、 医 療 機関 や 地域 の 雰 
囲 気 を 視察 いた だ く ツ アー の 希望 を 個別 


に 承り ます 。 (交通 費 は 県 が 負担 ) 無 回 答 ヽ ほぼ 全て の 
2 1% 広告 を 見 る 
まず は 、 赤 ひげ バン ク に 坦 広告 は ーー 7% 
ご 登録 くだ さい 。 1 ほとん ど 見 な い 
[赤ひげ バン ク | 検索 、 鳥 馴 6 
島根 県 医療 牙 策 課 医師 確保 対策 室 74% が 広告 
pl 回 
谷 (0852)22-6683 広告 を 見 て いる 


(読者 プロ フィ ー ル 調査 より ) 


akahigeDank@pref.shimane.Ig.jp 


その 先 を 見 る 。 


日 経 の 本 日 経 BP 日 本 経済 新聞 出版 


上 モビ 


エコ ハウ ス の ウソ 2 


前 真 之 著 
本 体 2.300 円 + 税 日 経 BP 
978-4-296-10691-2 


独自 デー タ で 「 省 エネ の 誤解 ] を た だ し 、 頁 記 
快適 で 持続 可能 な エコ ハウ ス づく り を 解説 較 開 


「 ウ イル ス 対策 は 加湿 で バッ チリ ?] 「24 時 間 暖 房 は 高く つく ?] 「 花 粉 対策 は 空気 清 
浄 機 が 一 番 」] な ど 、 一 般 ユ ー ザ ー や 住宅 関係 者 が 信じ て 疑わ かない" エコ ハウ ス の 誤解" 
を 一 刀 両 断 。 「 変 わる 常識 編 」] で は 、 こ れ か ら の 家 づ くり に 求め られ る 「 変 革 ] に つい て 
最新 の デー タ か ら 解 説 。 「 変 わら な い 真 実 編 ] で は 、 実 際 の 家 づ くり で 実践 すべ き 工夫 
を 独自 の 検証 デー タ を も と に 提案 し ます 。 ユ ー ザ ー に と っ て も プロ に と っ て も 、「 本 当 の 
エコ ハウ ス 」 を つく る た め に 必読 の 1 冊 で す 。 


待望 の 
第 2 弾 ! 


そう だ っ た の か ! 
省エネ の 損得 。 


気 級 の 東大 准 教 探 が 、 狼 自 デー タ で で 
"省エネ の 許 解 」 を た だ し 、 快 適 で 
持続 可能 な エコ ハウ ス づ くり を 解説 する 。 2 


oe 
カラ ダ に 悪い < 
"ニセ 省エネ 
トヨ タ 必 須 の 17 の 品質 管理 手法 を 伝授 
品質 の 教科 書 

皆川 一 二 著 子 
本 体 2.700 円 + 税 日経 BP 

978-4-296-10705-6 
トヨ タグ ルー プ が 必須 と する 「17 の 品質 管理 手 


た ん ぼぼ 先生 の 在宅 報酬 Q&A 


永井 康徳 、 江 管 平 紀子 著 、 日 経 ヘ ルス ケア 編 


本 体 2.700 円 + 税 日 経 BP 
電子 
書 衝 


978-4-296-10641-7 

「 訪 問診 療 の 初診 は どの 報酬 を 算定 する の か ?」 
「 電 話 で 患者 か ら 相談 が あっ た 時 に 算定 で きる 
報酬 は ?] など 、 在 宅 医療 に 初め て 携わる 医療 ・ 
介護 従事 者 に も 読み や すい 内 容 で す 。 


コス ト 削 減 と 再 エネ 導入 を 成功 させ る 
最強 の 電力 調達 完全 ガイ ド 
久保 際 也 、 三 宅 成 也 山根 小 雪 著 

本 体 2.500 円 + 税 日 経 BP 
978-4-296-10536-6 書籍 
電力 全面 自由 化 を 経て 、 買 く 買 えば 、 ど ん な 企 
業 で も 電気 料金 を 安く で きる 時 代 が 到来 し て い 
ます 。 本 書 は 最初 の ステ ッ プ で ある コス ト 削 減 か 
ら 、SDGs/ESG へ の 対応 まで 、 企 業 が 実践 す 
べき 電力 調達 ノウ ハウ を 解説 し ます 。 


マッ キン ゼー が 読み 解く 

食 と 農 の 未来 

アン ドレ - ア ンド ニア ン 、 川 西 形 史 、 山 田 唯 人 著 

本 体 2.000 円 + 税 日 本 経済 新聞 出版 
978-4-532-35835-8 

世界 最強 の コン サル ティ ング 企業 が 、 食 と 農 の 
メガ トレ ンド を 読み 解き 、 日 本 農業 の 選択 肢 を ず 
ば り 提言 | アグ テッ ク な どの 新 技術 も 解説 。 農 
業 ビ ジネス へ の 参入 を 考え て いる 企業 に と っ て 
有益 な 情報 が 得 られ ます 。 


業界 の 壁 を 壊し 、 


ピー ビー 


法 」 に つい て 、 体 系 的 に 、 実 務 的 な 視点 で 、 分 か 
りや すく 解説 。 本 書 を 読め ば 、 日 本 企業 の 生命 
線 で ある 「 品 質 力 ] を 磨き 上 げ 、 品 質 トラ ブル を 
未然 に 回 避 す る こと が で きま す 。 


Python で 儲かる Al を つく る 


赤石 外典 著 代 
本 体 2.900 円 + 税 日 経 BP 
978-4-296-10696-7 信 
書 逢 
Python を 使い な が ら 、 見 込み 客 や 需要 予測 、 
品 リ コメ ンド な ど 実 際 の Al プロ グラ ム を 作り 
「AI の 目利き が で きる 技術 目線 ]」 を 身 に つけ て 、 
業務 に 本 当 に 役立つ Al を 自分 で 作れ る よう に な 
る 方 法 を 解説 し ます 。 


アク セン チュ ア の プロ が 教え る 

Al 時 代 の 
実践 デー タ ・ ア ナリ ティ クス 

保科 学 選 、 ア クセ ンチ ュ ア ビジ ネス 

コン サル ティ ング 本 朗 Al グ ルー プ 編著 

本 体 2.800 円 + 税 / 日 本 経済 新聞 出版 電子 
978-4-532-13506-5 書籍 
分 析 の 基本 か ら Al 開 発 で 必須 の ディ ー プ ラー 
ニン グ 、 現 場 で 直面 する 壁 の 対処 法 まで 解説 。 
Python を 使っ た 分 析 演 習 も 収録 し て いま す 。 


お 求め は お 近く の 書店 で どう 人 


発行 : 日 経 BP 発売: 日 経 BP マ ー ケ ティ ング 呈 所 honto、 楽 天 kobo、Reader Store な ど 


1 臨床 医 の た め の 


医療 AI テク ノロ ジー の 基礎 を 知っ て お きた い 、 学び 
た いと 考え て いる 医師 ・ 医 学生 、 医療 専門 職 の た め 
に 、 高度 な 数 学 の 知識 が な く て も 理解 で きる よう に 
豊富 な 図版 と 共に 分 か りや すく 解説 し た 教科 書 で す 。 


さら に 、 医療 Al が 今後 どの よう に 進展 し て いき 、 
それ に 伴い 医師 ら 医 療 ス タッ フ の 働き 方 が どう 変化 
医療 Al の 基礎 を 学び た い し て いく か に つい て も 考察 し て いま す 。 

医療 Al が 疾患 の 診断 ・ 治 療 や 健康 増進 に どの よ 
うに 関わ っ て くる か に つい て 、 関心 が ある 方 に も お 
薦め し ます 。 


主 な 内 容 ・・・・・・・・ ーー ーーー マ ーーーーーー 
ーーーー ニ ーー 
Part 1 : 人 工 知能 と は 何 か ーー 
Part 2 : 自然 言語 処理 の 発達 Pa 
Part 3 : ヘル スケ ア へ の 応用 ーー 
Part 4 : 変容 する 社会 と 医療 の 姿 靖 蘭 
Part 5 : Al 関連 用 語 集 ーー 
著者 紹介 ドド ドド ・・・・ 


山田 朋 英 (や まだ と も ひで ) 

英国 King's College London 客員 教授 、 内 科 医 
谷田 部 卓 (や た べ た か し ) 

IT コン サル ティ ング 、 Al セミ ナー 講師 
例 判 型 : AS5 版 、176 ペ ー ジ 人 定価 : 3.300 円 + 税 
@ISBN : 978-4-931400-95-5 介 商 品 コ ー ド : 277290 
発行 : 日 和 メ ディ カル 開発 @ 折 売 日 経 BP マ ー ケ ティ ング 
発行 日 : 2019 年 12 月 16 昌 


キャ ン サ ー ジ ャ ー ニ ー を 豊か に する 運動 の すす め 


で も 


整形 外科 的 な 視点 か ホ ら アド バイ ス 。 が ん で も いき いき と 楽し く 過 ご す コ ツ を 学ぶ 一 冊 。 


の 1】 1 


に ニン ャ ーー - 
ルー 居 な 機能 で 
ンク グッ 中 な 機 - 
も っ と 自分 らし い 生 活 を 送る た め に は 、 何 が で きる よう 


ー ・ に な り た い の か 、 じっくり と 考え て み ま せ ん か 。 具体 的 
な 望み を 胸 に が ん と 向き 合う こと は 、 き っ と あな た の カカ 

に な る は ず で す 。 

が ん を 治す こと 、 痛 み を と る こと に 支配 され ず 、 が ん で 

あっ て も 少し ずつ で も 動け て 、 少 し すず つ で も いつ も の 生 

活 が で きる こと の 幸せ を 感じ て も ら え れ ば と 思い ます 。 


1 章 が ん で も 歩け る 
主 
ら 章 歩く た め に 必要 な こと 


3 章 セル フ マ ネ ジメント で 歩く 
4 章 医療 の 助け で 歩く : 治療 の 実際 
5 章 社会 の 助け で 歩く : 住ま いと お 金 の 問題 
編著 喘 夫 局 和 地 ベル ラン ド 編 合 請 院 リハビリテーション 科 部 長 
mo 絹 | 哲 二 医 科大 学院 到 急 科 ・ 緩 和 攻 療 科 才 
で で asa RS 監 際 記 ヨ 寺 幸 レ ン ジ 推進 議会 が ん ロコ モワ ー キ ング グル ー プ 
価 : 1.600 円 + 税 


978-4931400962 
日 如 BP マ ー ケ ティ ング 発行 日 2020 年 3 月 16 日 


お 申込 み は 今 すぐ ! 5 0120-21-0546 また は TEL 03-5696-6000 


日 経 BP 読 者 サー ビス セン ター (年 中 無休 、 9 時 こ 22 時 ) 


コ ュ ペ 日 経 BP ブ ッ ク ナ ビ https://nkbp.jp/bnavi 記 加 3 
お 電話 で ! ネッ ト で ! erormwsrszzzzsfY3SDFm 日 経 メデ ィ カル 開発 


へ 、 号 の 特集 で は 患者 の 「 死 に た い 」 へ の 対応 法 を / 


まとめ まし た 。 私 は 実母 に 「 死 に た い | と 言わ れ 編 

た こと が ある よう で す 。 全く 覚え て お ら ず 、 亡くな っ た 

後に 母 の 日 記 を 読ん で 知り まし た 。 集 
母 が 脳出血 で 半身 不随 に な っ た の は 49 歳 の 時 。 な か 部 


か な か 受け 入れ られ ず に 苦し ん で いた 姿 は よく 覚え て 
いま す 。 そん な 中 、「 死 に た い ] と こぼし た わけ で す 。 ま 
ず 父 に 、 そ し て 兄 、 最 後に 私 に 。 私 は 「 じ ゃ あ 、 一 緒 に 死 
ぬ ?] と 答え た よう で す 。 特集 の 取材 を 終え 、 当時 (17 
歳 ) の 自分 の 心境 を 振り 返り 、 あ まり に つら そう な 母 に 
「 頑 張れ ] と は 到底 言え ずぶ 、 し か し 、 「 死 な れ た ら 自分 も 
死ん で し まう ほど つら い | と 表現 し た か っ た の か な 、 と 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 (COVID-19) に よる 外出 自粛 
よう や く 分 析 で きま し た 。 (小板橋 ) の 影響 で 問題 と な っ て いる 「 コ ロナ 太り ]」。 何 を 隠 そう 、 
私 も その 1 人 で す 。 体形 の 変化 も 気 に な る と ころ で す が 、 肥満 
は 様々 な 疾患 の 呼び 水 と な り ま す 。 中 で も 、 ガイ ドラ イン の 改 
訂 を 控え 、 注目 を 集め て いる の が 非 ア ルコ ー ル 性 脂肪 性 肝 疾 患 
(nonalcoholic fatty liver disease : NAFLD)。 肝硬変 や 肝 
癌 の 原因 と な る NAFLD の 患者 数 は 2000 万 人 と も 言わ れ 、 肝 肛 
専門 医 だ け で は も う 診 きれ ませ ん 。 非 専門 の 先生 方 が NAFLD 
診療 に 取り 組む お 際 の ヒン ト と な る よう 、 日 経 メ ディ カル Online 
で 記事 を まとめ まし た 。 ぜひ 、 ご ーー 読 くだ さい 。 (宇津 木 ) 


I ロ に 
https:/nkbpjp/36h1DTS 
政 府 に よる 国内 旅行 の 亡 要 喚起 策 「Go To トラ ベル ] に 東京 都 が 追加 さ 


れ 、 国内 で あれ ば どこ で も 割引 価格 で 旅行 で きる よう に な り ま し た 。 普段 
は な か な か 泊まれ な い 宿 泊 施 設 を 格安 で 利用 で きる と し て 、 筆 者 の 周り で も 「 利 
用 し た い ] と の 声 が ちら ほら 聞か れ ま す 。 一 方 、 個人 的 に 気がかり な の が 「 旅 先 
で の 受診 は 自粛 すべ きか どう か ] で す 。 地方 の 医療 機関 に と っ て 、 首都 圏 か ら の 
受診 者 は " 招 か ざる 客 "。 その 状況 で 、 例え ば 切り 傷 や 虫 刺さ れ に よる 皮膚 の 腫 
れ と いっ た 「 受 診 す る か 微妙 ライ ン 」 で は 、 や は じ 受 診 を た め ら っ て し まい そう で 
す , で は 、 軽い 発熱 で は ? 怠 な 頭痛 だ っ た ら ? 腹痛 は ? きち ん と 線引き で き そ 


うに も な く 、 旅 行 に 消極 的 に な っ て し まっ て いま す 。 


(中 西 ) 


(ご 注意 〉 
本 誌 掲載 記事 の 無断 転載 を 禁じ ます 。 
また 無断 複写 ・ 復 製 (コビー 等 ) は 著作 
権 法 上 の 例外 を 除き 、 禁 じ ら れ て いま 
す 。 購入 者 以外 の 第 三 者 に よる 電子 デー 
タ 化 は 、 私 的 使用 を 含め 一 切 認 め ら れ 
て お り ま せん 。 詳し く は 、 ウェ ブサ イト 
(https://nkbp.jp/copyrlght) を ご 参 
照 くだ さい 。 日 BP 


〇 本誌 講読 の お 申し 込み 、 爺 先 ' 電 話 番号 の 変更 、 
本 誌 掲載 記事 内 容 の お 問い 合わ せ は 
日 経 BP 読 者 サー ビス セン ター 
〒134-8729 日 本 郵便 株 式 会 社 葛西 郵便 局 
私 書 箱 20 号 
電話 0120-255-255〔 平 日 9 : 00 て 17 : 00〕 
ホー ムペ ー ジ (https://ec.nikkelbp.co.jp/ 
QA/) 乱丁 落丁 本 の お 取り 換え も 承り ます 。 
広告 掲載 に つい て の お 問い 合わ せ は 本 誌 広告 
(電話 03-6811-8036) で 承っ て お り ま す 。 
当社 で は 、 より よい 誌面 作り の た め 、 随 時 アン 


ケー ト 方 式 で 調査 を 行っ て いま す 。 ご 協力 お 願 
いい た し ます 。 
: 本誌 編集 面 に つい て の ご 意見 ・ ご 要望 は 


日 経 BP 読者 サー ビス セン ター 
〒134-8750 
日 本 郵便 株 式 会 社 葛西 郵 便 局 私 書 箱 21 号 


宛て に 書面 で お 寄せ くだ さい 。 日 経 メ ディ カル 
Online (https://medicaLnikkelbp.co.jp/) 
の お 問い 合わ せ フ ォ ー ム も ご 利用 くだ さい 。 
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Web サイ ト で の 事前 登録 制 


診療 所 開業 を お 考え の ドク ター に 


地域 包括 ケア シス テム 実現 に 向け 診療 所 の 重要 性 は 増す 一 方 で す 。 「 自 分 の 診療 スキ ル で 勝負 し た い 」 「 地 域 医 療 を 支え た い 」、 様 々 な 思 
い を 胸 に 、 医 院 開業 を 目指 す 先生 に 向け 、 日経 ヘル スケ ア で は 「 開 業 セ ミナ ー 2020」 を 今年 も 東京 と 大 阪 で 開催 し ます 。 経 験 豊富 な 医 
業 経営 コン サル タン ト や 協賛 社 に よる 多彩 な 切り 口 か ら の 講演 で 、 開 業 に 必要 な 情報 を 効率 的 に 収集 で きる 日 経 ヘ ルス ケア な ら で は の 内 


容 と な っ て お り ま す 。 本 セミ ナー に ぜひ ご 参加 いた だ け ま す よ うお 願い 申し 上 げ ま す 。 


日 時 ・ 会 坦 


11 月 1 利伸 ) 10:00 こ 600 刺 0 さぁ 
必要 梅田 スカ イ ビ ル スペ ー ス 36 [は 阪 新 梅田 シテ ィ 】 


開催 概要 (大阪 ・ 東 京 共通 ) 


主 催 日 経 ヘル スケ ア 
協 賛 ピー・ エ ム ・ エ ル 、 フ クタ ダ 電 子 、 三 井 ホ ー ム 
対 人 開業 を 目指 す 医師 の 方 を 医科 以外 の 方 は お 断り いた し ます 


受 請 料 無料 [ 硫 食 付 ) egmcz り WWwg り ) 


新聞 コロ ナウ イル ス 骨 染 防止 の た め の 対応 を 強 
ク の 着用 を ま 


22 ト 2ALSLAL 


原田 裕士 氏 株式 会 区 TAKUMI 代表 取 線 役 


11 月 15 和正 ) 10:00 こ 16:00 開 坦 930 
ベル サー ル 八 重 洲 東京 ・ 八 重 洲 】 


個別 相談 会 


講演 の 協 替 社 、 コ ン サ ル タ ン ト に 個別 に 話 が で きる 相談 会 ( 1 組 20 分 ) を 
昼食 時 と セミ ナー 終了 時 に 実施 いた し ます 。 各 分 野 に つい て の ご 質問 、 ご 
相談 が 可能 で す 。 相 談 ブ ー ス で は スタ ンプ ブラ リー も 実施 。 集 め た スタ ンプ 
で QUO カ ー ド な ど が も ら え る お 楽し み も ! 


日 経 ヘル スケ ア 編 「50 の し くじ り 事例 に 学ぶ 診療 所 開業 の 
ガイ ド プ ッ ク 」[4.400 円 (mix)] を 、 当 日 セミ ナー に ご 参加 

され た 方 に プレ ゼン ト ! 

※ 参 加 1 組 ご と に 1 冊 と させ て いた だ きま す 


12:20 一 13:30 
【 昼 食 / 個 別 相談 会 】 


10:10 一 10:50 (セッ ショ ン ①⑪) 


緑 幸 寿 ヒ 


株 式 会 社 三井 ホー ム デ ザイ ン 研 究 所 一 毅 建築 士 チー フ ア ー キ テク ト 


10:55 一 11:35 (セッ ショ ン ⑫) 


岡本 亜希 氏 株 会 せ ピ ー. エ ム ・ エ ル 営業 企画 部 営業 企画 課 


11:40 一 12:20 (セッ ショ ン ③) 


横田 佳 那 代 K 


フク タダ 電子 株式 会 社 営業 本 部 病 設営 業 部 


0 河村 道 男 岳 


フク ダ 電 子株 式 会 社 営業 本 部 病 設営 業 部 


13:30 一 14:40 (セッ ショ ン ④⑭) 


原田 裕士 氏 導 玉 会 社区 TAKUMI 代表 取 綿 役 


14:45 一 15:55 (セッ ショ ン ⑤) 


佐久 間 賢一 氏 
株 式 会 社 MMS 代表 取締 役 / 
公 六 団 法人 日 本 医業 経営 コン サル タン ト 協 会 副 会 胡 


16:00 一 17:00 
【 個 別 相談 会 】 


セミ ナー の 詳細 、 お 申し 込み は yr hnttpS://nkbp.jp/3iLCfZZ 


※ 日 経 メ ディ カル Online (https://nkbp. 
jp/clinlc) に 掲載 し た 医療 ・ 介 護 経 営 情報 
か ら 、 注目 記事 を ビ ピックアップ し まし た 。 


医療 ・ 介 護 経営 


転職 を ほのめかし 要求 を 繰り 出す 職員 に 困惑 


服部 英治 (社会 保険 労務 士 法人 名 南 経 営 ) 


ん 診療 所 の 院長 は 最近 、 ベ テラ ン 事 務 職 員 B 子 の 言動 に 
業 を 煮やし て いる 。 何 か あ る た びに 、 診療 所 の 運営 や 院長 
に 対す る 不満 を 口 に し 、 早急 に 解消 する よう 求め て くる 。 も 
ちろ ん 、 運営 面 の 問題 が あれ ば 改善 し な けれ ば な ら な い の 
だ が 、 不満 や 要求 の 中 身 は 改善 が 難し か っ た り 、 独 善 的 な 
考え 方 に よる も の が 多く 、 同 僚 か ら も B 子 の 区 度 が 不快 で 
ある と いう 声 が 上 が っ て いる 。 

院長 は B 子 に 対し て 、 「 改 善 す べき 点 が あれ ば 指摘 する 
の は 大 切な こと だ が 、 仕 事 中 に いつ も 愚痴 を 言っ て いる よう 
で は 周り も 不快 に な る ] と 注意 する も の の 、 B 子 は 「 私 は 他 
に も 働き ロ が 色々 ある の で 、 無理 を し て まで ここ で 働く 必要 
は な い 」 な ど と 転職 を ちら つか せ 、 一 向 に 改め る 気配 が 見 ら 
れ な い 。 


「 文 句 を 言っ た 者 勝ち ] に な ら な いよ うに 


A 診 療 所 の ある 地域 で は 、 有 資 格 者 で な く て も 人 材 確保 
が 困難 で あり 、 ベテラン の B せ 子 に 転職 を され れ ば 業務 が 回 
ら な く な る 可能 性 が 高い 。 その た め 院 
長 は B 子 に 対し て 強く 注意 し に くい 状 
況 に な っ て いる の だ が 、 こ れ に 対し 周 
囲 の 職員 た ち が 不 満 を 強め て いる 。 

「 な ぜ も っ と 注意 し な いん で すか 」 
「 要 求 を 受け 入れ た ら 文 名 を 言っ た 者 騰 
ち に な っ て し まう じゃ な いで すか 」 な ど 
と 院長 に 直接 伝え て くる 職員 も 出 て き 
た 。 この まま で は B 子 以外 の 職員 が 退 
職 する と 言い 出し か ね な い 状 況 で あり 、 
院長 は どう し た ら よ いも の か と 困り 果て 
て いる 。 

診療 所 に 限ら ず 、 職員 が 転職 を ほ 
の めか し な が ら 職 場 の 不満 を 訴え た 
り 、 院長 に 要求 を 繰り 返し 、 職場 の 風 


イラ スト : 畠中 美幸 


土 が 悪化 し て いる 医療 機関 は 少な く な い 。 不満 の 中 身 は 賃 
金 や 労働 時 間 の 問題 、 恵 者 対応 の 在り 方 の 問題 な ど 多岐 に 
わた る 。 も ちろ ん 、 正 当 な 要求 で も れ ば きち ん と 対処 し な け 
れ ば な ら な い が 、 改善 が 困難 な 問題 だ っ た り 単なる わが ま 
ま と し か 思え な い ケ ー ス が 多い の が 実情 だ 。 

背景 に は 、 人 材 確保 難 の 問題 が ある 。 か つて は 看護 師 な 
どの 有 資 格 者 で こう し た ケー ス が 時 々 見 られ た が 、 最近 は 
国家 資格 が 不要 な 事務 職員 で あっ て も 、 求め る 人 材 が 思う 
よう に 集まら な い 地 域 が 多く 、 今回 の よう な こと が 発生 し や 
すい 。 労働 力 人 口 が 減り 続け る 中 、 一 般 企業 も 優秀 な 人 材 
確保 に 東 春 西 走 し て お り 、 気 が 利 き 仕事 が で きる 事務 系 職 
貞 に 関し て は 、 企業 と 医療 機関 の 聞 で 「 取 り 合い ] の よう な 
状況 に な っ て いる 。 

そう し た 中 、 今回 の よう な 問題 に 直面 する ケー ス は 、 実は 
か な り 増 えて いる の で は な いか と 感じ る 。 A 診療 所 の よう 
に 、 当該 職員 だ け の 問題 に と ど ま ら ず 、 他 の 職員 が 本 人 の 
態度 や 院長 の 対応 に 不満 を 訴え る な ど 、 院長 が 板挟み に な 
る 例 も 多く 、 悩ま し い 問題 と な っ て いる 。 
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職員 トラ ブル 大 研究 
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こう し た 問題 に 対し て は 、 当たり 前 の こと で ある が 、 雪 然 
と し た 態度 で 本 人 に 注意 、 指導 を 徹底 する こと が 基本 と な 
る 。 「 ベ テラ ン 職 員 に 辞め られ て は 困る ] と 思い 、 次 々 に 出し 
て くる 要求 を 受け 入れ た り 、 十 分 に 注意 を し な いよ うだ と 、 
職場 の 愛 囲 気 が 悪 化し 、 何 ひと つ プ ラス に 働か な い の は 当 
然 だ ろう 。 

仮に 本 人 の 主張 を 受け 入れ た と し て も 、 処 週 に 見 合っ た 
パフ ォ ー マ ンス を 発揮 し て くれ る こと は 期待 薄 だ ろう 。 むし 
ろ 、「 文 句 を 言っ た 者 勝ち ] が まかり 通る 職場 風土 に 嫌気 が 
差し 、 真面目 に し っ か り と 仕事 を し て くれ る 職員 が 次 々 と 退 
職 し て し まい 、 組織 が ガタ ガタ に な っ て し まっ た と いう 医療 
機関 は 実に 多い 。 

以上 を 考え る と 、 そう し た 職員 が 辞め て し まっ て も 仕事 を 
回 し て いく と いう 覚悟 を 持っ て 対処 し て いく こと が 必要 だ 。 
実際 に 辞め て し まう と 、 人 材 が 著 充 きれ る まで に 時 間 が か 
か り 、 院 長 も 他 の 職員 も 多忙 に な っ て 疲 弊 する 可能 性 が 高 
い が 、 精 神 的 な スト レス は 大 きく 減る は ず で ある 。 嫌 な 気分 
を 感じ る 職場 な ど 誰 も 行き た いと は 思わ な いも の で あり 、 
忙し く て も や り が い を 感じ る 職場 で あれ ば 、 定着 率 は 高 ま 
る だ ろう 。 忙し き な ど 職 場 へ の 不満 が あっ た と し て も 、 ある 
程度 は や む を 得 な いと 理解 し て くれ る は ず だ 。 


B 子 の 不満 の 背景 に とめ っ た も の 


た だ し 、 退 職 を ちら つか せ て 要求 を 繰り 返す 職員 に 注 
意 、 指導 を する 上 で は 、 気 を 付け る べき ポイ ント が ある 。 本 


日 経 メデ ィ カル Online 


医療 ・ 介 護 経営 


「 医 療 ・ 介 護 経営 」 は 、 医療 機関 や 介護 事業 所 な どの 運営 管理 、 新 規 開 
業 に 関す る 情報 を お 届け する 日 経 メデ ィ カ ル Online の テー マサ イト で 
す 。 診療 ・ 介 護 報酬 改定 な どの 行政 動向 の ほか 、 日 々 の 運営 で 悩み の 種 
に な りや すい 人 事 労務 管理 や 増 患 策 な どの 話題 を カバ ー。 専門 記者 に 
よる リポ ー ト 、 経 験 豊富 な 専門 家 や 経営 者 に よる コラ ム を 用 意 し 、 医 療 ・ 
介護 経営 に 関す る トピ ックス や 、 現場 の 実践 か ら 得 ら れ た ノウ ハウ を 紹 


介し て いま す 。 ぜひ 一 度 、 お 立ち 寄り くだ さい 。 


人 が 「 院 長 か ら 、 嫌 な ら 辞 め ろ と いう 意思 表示 を され た 」 と 
解釈 する と 、「 不 当 に 解雇 され た ] と いう トラ ブル に 発展 する 
可能 性 が ある 。 「 辞 め た くも な い の に 不当 解雇 きれ た の で 
慰謝 料 を 請求 し た い 」 と 申し 立て て くる よう な ケー ス が 、 実 
際 に 発生 し て いる 。 解 雇 の 際 に は 30 日 前 に 通知 を する か 、 
即日 解雇 で あれ ば 30 日 分 の 平均 賃金 の 支払 い が 必要 と な 
る が 、 本 人 が 即日 解雇 を 言い 渡さ れ た と 解釈 し 、 30 日 分 の 
平均 賃金 の 支払 い を 請求 し て くる こと も ある 。 

その た め 、 転職 を ちら つか せる 職員 に 対し て は 、「 あ な た 
が ここ を 辞め て 転職 を し た いと いう の で あれ ば 、 それ は 私 
が 魅力 の ある 職場 を つく れ な か っ た こと に 原因 が ある の 
で 、 仕方 が な い ] と いっ た よう な 伝え 方 で 対応 し て いく の が 
無難 だ 。 そこ か ら ど うす る か は 、 本 人 が 決め る こと だ が 、 結 
果 的 に 退職 願 の 提出 に 至る こと も 少な く な い 。 

粘 局 A 診療 所 で は 、 院長 が B 子 に 対し 、 言 動 や 態度 な ど 
が 社会 人 と し て 不適 切 で ある 旨 、 改め て 注意 し た 。 た だ 院 
長 は 、 単に 注意 を する だ け で は 対立 関係 に な りか ね な いと 
考え 、 事務 長 で ある 夫人 を 交え て 食事 を し な が ら ゆ っ くり と 
話 を する 時 間 を 何 度 か 持っ た 。 

そう し た と ころ 、 プライベート で 色々 と 問題 を 抱え て いる 
こと で スト レス が 蓄積 し 、 そ の は け 口 と し て 職場 で 不満 を 訴 
えて いた こと が 分 か っ た 。 院長 が 本 人 の 事情 を 受け 止め 、 
理解 を 示し て 接する よう に し た と ころ 、 B 子 の 二 度 が 改まっ 
て きた 。 同僚 た ちと の 関係 も 徐々 に 改善 し つつ ある と いう 。 


この コラ ム は 、 実際 の 事例 を ベー ス に 、 個人 の プラ イバシー に 配慮 し て 一 部 
内 容 を 変更 し て 掲載 し て いま す 
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フラ イマ リ ・ ケ ア 医 の た め の 


患者 の 半数 以上 が 慢性 化す る 心房 細 動 。 

段階 的 に 進行 する 疾患 に 対し 、 心 房 細 動 診療 を 
「 単 純 か 複雑 か 」 で 分 類 し て 考え る 、 新 し い ア プ 
ロー チ を 提示 ! プラ イマ リ ・ ケ ア 医 は 必読 で す 。 


e2 5 と 癌 間 Ms ミト 


申 症例 に 応じ た 心房 細 動 治療 の 考え 方 

愚者 を 診る と き 、 つ い 「 ど の 疾患 に 属し 、 ど ん な 治療 が 当て は まる の か 」 
と いう 疾患 カテ ゴリ ー で 考え が ち で す が 、 そ れ だ け で は な く 「 ど れ く らい 
複雑 な の か 」 を 心房 細 重 診療 で は 考え ます 。 


導 固 業 を 怖がる 愚者 さん に どう 説明 する ? 
共和 の 操 交 法 の 「 や め 時 」 は いつ ? 


これ か ら の 羽入 療 は 
か 複 和 か 」 で 考え る ! 


と ブー オ 。 2: た コ 
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| 心房 細 動 十 高齢 、 認知 症 、 じっくり 検討 * ガイ ドラ イン は 通用 し 
フレ イル 、 社会 的 経済 的 問  『 併存 疾患 の 管理 な い 
に 題 、 精神 疾患 、 重症 心不全 (特に 認知 症 ) ココ ミュニケーション ジン / 
心房 細 動 と は / 心 房 細 動 診療 の 新しい アプ ロー チ | な ど 多 隊 竹 家庭 医 療 学 
に 3 † 
$ 記 宙 動 を 見 つけ る へ 和 人 症例 s 心不全 の 早期 発見 、 。 問題 解決 、 成 果 志向 
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淫 固 療法 / 虚 血性 心 疾患 合併 心房 細 動 の 抗 血栓 療法 / 心 不全 合併 心房 | 圧 、 糖尿 病 な ど 知能 
細 動 の 治療 / 左 心 耳 閉 鎖 デ バイ ス 
3 * 抽 宇 員 
複雑 症例 を 考え る | 5 人 例 (Simple are aogO 生 上記 ィ ン 
高齢 者 抗 凝固 療法 の 注意 点 / 複 雑 症例 で の NOAC の 使い 方 / 服 薬 アド ヒ | ドー and/or 彰 ガ 
アラ ンス / 出 血 後 の 抗 凝 固 療法 / 抗 凝固 業 を いつ や め る か ws 4 不 整 販 要 に も 対応 ms。 
症状 を 緩和 する 治療 法 に 
急性 発作 時 の 対応 / レ ー ト コン トロ ー ル と リズ ムコ ント ロー ル / カ テー テ ム om 
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| メデ ティカル お 求め は 、 お 近く の 書店 、 イ ンタ ーネット か ら 、 今 すぐ どう ぞ ! 


の 好評 書籍 https://nkbp.jp/nmbooks 


日 経 メ ディ カル 10 月 号 (毎月 1 回 10 日 発行 ) 2020 年 10 月 10 晶 発行 第 635 号 


日 経 BDP 〒105-8308 東京 都 港 区 虎ノ門 4-3-12 印刷 ・ 大 日 本 印刷 株 式 会 社 
Printed in Japan 定価 8600 円 [*fkzgz 相 」 
購読 料金 1 年 (12 冊 )8,560 円 | 本 体 2782 円 


